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序

岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があり、平成

15年度の岩手県教育委員会のまとめでは12,000箇所を超えております。これら先人たちの

創造してきた文化逝産を保存し後lltに伝えていくことは、我々県民に課せられた亜大な

責務であります。

一方、広大な面積を有する県土の大半は山地であり、地域開発に伴う社会資本の充実

もまた、県民の切実な願いであることは言うまでもありません。このような埋蔵文化財

の保護・保存と開発との調和は今日的課題であり、当岩手県文化振興事業団では、埋蔵

文化財センターの創設以来、岩手県教育委員会の調整のもとに、開発事業によって破壊

され消滅する運命にある遺跡の発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりまし

た。

本報告書は伊手川河川改修事業に関連して平成14年度に発掘調査を実施した大中m遺

跡の調在結果をまとめたものであります。大中田遺跡は、江刺市にあり、今回の調査に

より縄文時代前期末葉～II!期初頭を中心とする集落跡であることがわかりました。注目

すべき点は、班状耳飾りをはじめとする滑石製垂飾具の未製品が多量に出土したことで

す。

そして、 これらの資料の整理・分析をへて、このたび、 ここに報告書を刊行する運び

となりました。この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず埋蔵文化財に対する

理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、 これまで発掘調査および報告書作成に多大なご援助．ご協力を

賜りました岩手県水沢地方振興局土木部、ならびに江刺市教育委員会をはじめとする関

係各位に対し、衷心より謝意を表します。

平成16年2月

財団法人岩手県文化振興聯業団

理事長合田 武



例 言

いｵしてlfんえSLLいであざこ念かた 19んら お"＠かた

1．本il『は、岩手県江刺巾{j卜手字小中田4瀞地の’ほかに所在する大中田過跡の洲侮成果を収録したもので

ある。

2．本遺跡の発掘調企は、伊手川河川改修!II業に伴う事前の緊急発掘調査である。洲査は、岩手鼎教行委貝

会と水沢地方搬興吋土木部との協識をへて、財間法人岩手県文化振興事業団』|職文化財センターが担当

した。

3．岩手県避跡畿録台帆にi氾紋されている遺跡貯号はOFOO-2003、適跡略号･はONT-02である。

4．発捌捌嫌および室内甚理の期間／調査IMiM/潤査担当肴は以下のとおりである。

〈野外調査〉平成14年4月9日～7月17u/1,100㎡／中村絵美・長洞ひかり

太lli代一 ･彦(6月lロ～6月17日）

〈宝内終期〉平成14年llll lH～､I4成15年3月31n/中村絵美・長洞ひかI)

5．本報併杏の執筆・編集は中村が担当した。

6．通物の分析鑑定は次の〃に依軌した《， （敬称略）

火山灰分析：パリノ・サーヴェイ株式会社

石質鑑定 ：花崗岩研究会

炭化材I可定：早坂松次郎（社会法人料手県木炭協会）

7．本報i'i杏作成にあたり、次の方々・機関にご協力．ご術導いただいた。 (50音剛・敬称略）

稲野裕介（北上市立埋澁文化財センター)、高木晃（岩手県京博物館)、千蕊if彦（岩手県立朧I側商業

澗諜学校教諭)、 il:刺'li敬育委曲会

8．野外捌企では、岩手県水沢地方振興局土木部、江刺市教育委貝会、過跡周辺の住民の方々にご協力いた

だいた。

9．土刑の観察は、 「新版棚1(土色帖」 （小III ･佐竹: 1989)によった。

10.週跡内の鵬辮点測litは、 （株）アクト技術|＃1発に委託した。

11.調在成果の一部は、現地鋭明会資料や調在略報にその時点の概略を公表しているが、本書との妃奴事実

が汎なる嶋合は、すべて本側告諜優先する。

12.本辿跡の出土遺物及び淵記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターが保管・管理している《，
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I 調査に至る経緯

大中田遺跡の発掘調査は、 「一級河川伊手川筋上伊手地区ほ場整備関連河川改修!j喋」の実施に伴い、 ヨ喋

区川内に所在する埋蔵文化l腓が破壊きれ洲減することになったことをうけ、 これを記録として保存し後lltに

遺すことをI1的として実施された緊急発掘捌在である。

本聯業は、江刺市伊手地IXにおいて、県営伊予西部地区上地改良総合整備串業と一体となって、ほ場整備

するとともに高水時のHI畑群への冠水を防ぐため、平成10年I更に新手されており、両事業により地区の生産

基盤及び社会基盤を盤備し、 よl)良い生活環境の確保を日指すものである。

水沢地方振興局は事業区間内における埋蔵文化財包蔵地の試掘調在を岩手県教育委員会に依軌し、その結

果、当該#卜画予定簡所は川1蔵文化財包蔵地であり、現状保存できない場合別途記録保存を図る発捌調従が必

要である旨の回符がなされた。これをうけ、器手県教育委貝会と水沢地方振興肘の|川で協搬がiliねられ、大

中、遺跡の発掘調森は財間法人岩手県文化振興W喋団埋蔵文化財センターの受託ﾘ礫とされることとなった。

埋蔵文化財センターは、平成14年4ﾉI l l･1付の委誕契約に雌づき|!ﾘｲI：4II9IIから現地の発掘調従に新手し

た。 （岩手県水沢地方振興局土木部）

Ⅱ遺跡の立地と環境

l .避跡の位置と環境

大'l!田遺跡は、岩手県内陸南部の江刺IIiに所在し、 JR東北新幹線水沢il:刺駅から東へ約9kmのところに所

在する。国土地理院発行1/50.000地形|灘I 「人ﾊ.｣NJ-54-14-9のI矧幅に含まれ、北紳39｡ 10' 24"、東経

141｡ 17' 42" (llt界測地系）付近である。過跡は、北上lll地If陵地柑に位慨し、 1､l･近をﾘﾘ流する伊乎川上流

部の谷底平野に広がっている。鋼在区の現況は階段状に造成された水川で、地形改変を受けておI)、糾壷区

内において遺構の一部または全部が削平を受けていると推測される部分が比較的多く存在した。

il:ﾘ'liは昭ll30(1955)年にﾄ弁栄町と愛蛎･ IIIM( ･ IMII! ･伊手・米II! ･ IW!・梁川・広瀬・稲瀬の9村

が合併し、昭和33 (1958)年に市制施行した。総而棚は362.50k㎡で、東は遮野市・気仙郡住Ⅱ1町、南は東翰

井郡大東町、西は水沢市・肌沢那金ヶ崎町、北は北上ili ･和賀梛東ｲ1I町という3市4町村と境を接している。

総人I lは33,958人(2003年lO月31Ⅱ現在）である。江刺iliはその東半分が北上山地の山Ⅲ1部であり、通野市

ならびに住田町との行政IX境をなすlll4が聾えている。北から、金成山(541m)、笠根山(521m)、 lⅢ神lll

(623m)、大森III (820m)、物見山 (mlll :871m)、 ‐雌石山 (751m)、鷹ノ巣lll (792m)を結ぶラインが両

'li町との行政区境をなす。きらにI撰な山稜を列挙すれば、阿茶lll (533m)、烏栄lll (553m)、阿原III (782

m)、火鉢繰山(733m)、天狗岩III (775m)、迩紫III (789m)といった標間500m以上のlll稜が巡なっている。

これらの多くは頂部一帯が侵食により平坦化したいわゆる準平原（侵食起伏面）である。一方、両半分はさ

らに2分され、 ifuの北上川流域低地粥、東の漸移的な｢IIIIII地榊となっている。 'li域西蝋を北上川が区切って

おり、東部のlll稜から発する広瀬川、人首川、伊手川守の支流が東から山へと欄断し、江刺平野において北

上川に合流する。これらの支流がlll稜をド刻・侵食した結果、流域には狭駐な谷底平野が断続的に形成され

ている｡ il:刺市の:1謹厳難は腱難であり、腱家)言i数約4.800ﾉi，農家人l l約21,000人と人'二I比60%を超える。

農業生産の中心は北上川流域の沖積平野（江刺､12野）であり、水柵、果樹( I)んご)、ホップ、野菜栽端が行

--" l ･･---
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第2図遺跡の位置
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0

われている。とりわけ「江刺金札米」や「江刺りんご」のブランド名で籾しまれる良闘米と暖化りんごの救

端が盛んである。また東部lf険地帯では棚1I1間服を中心としたI!j廉地であったが、乳・肉』|:飼育や養溺等が

期加している。一方、現ｲl§においては純業人[Iの2%に過ぎないものの、江刺iliにおける鉱業の歴史は占く、

il刺市東部の山岳地桁には金・銅・鉄等の鉱床が人甘川水系と伊f川水系にIⅢまれる地域に分〃している。

その起源が奥州臘原氏時代にまで遡るとの脱もある金山は、米里・ ｲﾉf手地区に点在しており、昭Ⅱ初lUlまで

操業していた。また、天明年間に生産が開始され、民芸家具として著塙な「岩谷堂爪笥」は国の伝統的T:芸

品として指定されている。市域IIIj端付近を東北新幹線が南北に縦側しているが鉄道駅はなく、人や物fiの移

動ならびに流汕は'li域中心部の粉谷蛍地Ⅸを繩山して縦枇に延びる遊路網に紙らざるを得ない。 IMI道456号お

よび県道14号（主要地方造一関北上線）が稲瀬～將谷堂地区を縦貫しており、 これと交差して国道397号が田

脈～伊手地区を横断し、喋道8．りが愛宕～l《里～米型地区を綴1IIして物兄111 (M11I)付近で|積lid3973･に合流

する。

遺跡の位置する伊手地区は、江刺市東部の北上1l1地南部111稜に立地している。地区の中央付近を伊予川が

耐流して流域に谷底平野を形成しており、本遺跡はこの谷庇､'4野東側にあたる。伊手は元来、朧街道（現在

のIm1id397号）の要削jの地であI)、宿駅が置かれたことで町場が形成された。滞政時代には仙台伊達藩と盛岡

南部藩との藩境となっていた。この地区の気候は内陸性の特徴を示しており、吊夜ならびに季節の寒暖の差

は比岐的大きい。年平均気淵は10℃lil後と比較的低温で、年IⅢ隙水litは1,100～l13001】Ⅲlである。

2．地形・地質

前述のように江刺'li-ｲWの地形は、北上III地から北上川流域低地術へと辿統する漸移的な様#|を示してお

り、阿部の北上川左岸の沖棚平野部（江刺血'4野)、東部の北上III地山冊部、およびその中間の丘陵部という3

地帯に区分される。伊手地区はこの3地補のうちの丘陵部分にあたるが、東側と西側では極端に梯相が異な

る。すなわち東側においては「中起伏lll脈」を二ifにそのlll撫祁分に「lll胞地・級斜1m」や「侃陵地」が股I)

付くのに対し、西側では「砂礫段丘」や「谷底､'4野」といった比較的平jl!な地形となる。概ね梁川と料明を

結ぶラインが両者の境界となっている。伊手川及びその支流の流域には狭駐で複雑に入り組んだ谷底平野が

形成され散る。 うち、本過跡周辺の"昨～勝明～鰻型付近には比較的広い盆地上の谷底､if野が広がっておI)、

現況では水田が述なる平坦耐である。本遺跡の括りはその平坦な谷庇平野および丘陵部にあたり、調査区は

平坦面に張り川す丘陵の北東部である。前述のとおり現況は陪段状の水HIで、柵査区北側は一段低い水田面

へ続く急斜醐となっているが、 これは後lltの造成で削､ドされたもので、地形改愛前の脈地形は丘陵頂部から

低位平側lmiへと続く級斜Imである。

地質について、表舸地質区分図に即して概観すると、盛岡～早池峰～五葉lllを結ぶラインよりも南部の北

_I:lll地では、礫岩に術む占ﾉﾋ届が広く分川iしているが、 ＃｣:刺市東部付近では占"掴をI櫛北に1'Iく形でII'生代

のｲ脚岩・超塩基性岩体が分布している。遺跡周辺部はほぼ後者である貫入する花尚岩質岩石および超塩基

性の蛇紋岩質料石の分布範I川に含まれる。蛇紋岩は遺跡ﾙﾘ辺の露頭などで観察することができた。 また、伊

乎川の洸路に対応するように砂礫・砂泥等の未間紬の沖棚lWが硴魁される。以上から、地賀的には捌在区周

辺は中生代の岩体によって柵成されている。

3．基本土層

本遺跡周辺は、斜Imを利川して段状に水HIがつくられていた。そのためA区北東部及びB区では旧表土で

－4－
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〈江刺市周辺の山稜と水系〉
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あるⅢ 。Ⅲ屑が拠っているものの、湖制乳のほとんどは地III面（Ⅳ刑） まで削､ドされてしまっている。什屑

のi"llは次のとおりである。

I a lOYR3/l期褐色粘土質シルト現水IⅡ上。グレー味強く10YR4/1褐灰色に近い。捌在区全体にあI)c

Ib lOYR3/2黒褐色シルト 旧水川1:。尚褐色ブロック・炭微fit｡ Ia層よりしまI)あり、 Ⅲ層に似る。

調從区|付郁及び北部に一部あI)。

Ib' 10YR3/2州褐色シルト lu水III吐畔。 l bMよりややI傭い。

Ic lOYR2/2黙掲色シルト Ⅱ層より略い･A区北西部にあり。 ．ド位屑より遺椛の堂ち_上がりが確認でき

るため、本肘までが削､ド屑。本刷-ドlijが検川面I。

(Id) 10YRl.7/l!M色シルト 遺椛の埋l:にのみ存在。血従IOCm裡皮の桃穴及び過柵の股I州に部分的に確

認。桃穴はlli･咽。遺物等は含まず蜘模はほぼI叩じ･ la～l c肘に切られ、縄文の辿柵より新しい。

規則性はありそうだが見いだせず、すべて記録できなかった。繩文の遺構の埋1:を柵成する土には含

まれないことから、削平肘もしくは辿柵形成後に堆械した1吋。

(Ie) 10YR2/l肌色シルト遺柵((k)f} ･土坑) j'l! l:のl掴にブロックで拠じる｡ 5d住ではⅢ状に堆積。 1

．層よI)はlﾘlるい。削平層の可能性あI)。

H 10YR3/2胤褐色粘上質シルト過柵の皿k主体tとなる土。A凶葡西部及びB区に部分的に残存する。

lll lOYR3/3IIW糊色粘|:蘭シルト 前褐色ブロック、地lllブロック微lit。炭極微蹴。 ‐ド位墹の影靭により

小礫を含む簡所あり。しまりあり、粘性ややあり。本層l､而が検IIIm3o

Ⅳ① lOYR4/6褐色粘土質シルト地IIIIW｡苗褐色ブロック微最。小礫多く含みジヤリジヤリいうためきれ

いに検Ⅲできない。A区南東部に広がる。

W IOYR5/6Iﾘj褐色帖上賀シルト 茶味強く10YR4/6褐色に近い。 Iﾘ職褐色ブロック含む。

Ⅳ②Ⅳ層に比べシルトに近くやや略<なる

Ⅳ③砂礫l筒

Ⅳ④砂lW

4．周辺の遺跡

岩手県教育委側会ﾘ務)鋤生涯学習文化課が作成している県のjm跡台帆・地図には、江刺市内288箇所の過跡

が溌鍬されている(》大IIIIII避跡近隣の"昨川上城～中流域の過跡分布状況は、江刺､14野部に比べて過跡数が

槻端に少ない。その':、北上111中ということで近年の開発が及ばなかったため発掘調在例がほとんどなく、

木造跡以外に新u1 (2)、久田、下醍醐を数えるに過ぎない。

今何の捌從で発兇された過柵・通物は、 一・部中期末も含まれるものの、繩文時代li$Ⅲ末～中期初航のもの

がほとんどを占める。器手県南部の繩文時代lil期後半には大木3～6式土器が分布するが、この時期の避跡

は県内では調査例が少なく、その実態はよくわかっていない。しかし、江刺市を含むいわゆる胆江地区（金

ヶ崎町、水沢'li， 1l1沢町、前沢町、衣川村）の場合は、伊藤鉄夫、 ｜珊夫1町氏の詳細な分布i閲企によって、あ

る棚虻知ることができ、その成果も公炎されている （文献1， 2)。塒に、金ヶ崎町、胆沢町のjﾙ合は非常に

多くの遺跡が押さえられている。さらに、金ヶ崎町の北に隣接する北上市は、開発が多く、 また開発に伴う

』I揃調査を古くから行っていたこともあって、該期の調査例も多い。そこで、この地域を中心に大木3～6

式川の遺跡を兄ていくことにする。極めて広い範囲で、周辺の適跡という主旨からは外れるかも知れないが、

拠態が州めていないこの時lIlの遺跡分liを把押することは|･分愈義あることと考える。作成の元になったの

－8－



は、理センターの図普室にあった文献である。古い市町村（特に胆沢町）の報;'『緋は見ることができなかっ

たので、藩としがあるかも知れない。県内の脚U1の週跡を慨脱すると、 6式から顕著に期え画期になってい

ると思われるので、端41Xiでは、 3～5式を含む過跡を●、 6式以降のみの遺跡を▲と、分けてﾉ』§した。土

器片が5式か6式か迷った場合には6式と判断した。表に示した以外に、 ｢厩町奥玉町下から完形に近い大

水6犬I器が川土している （文献81)。しかし、川上地点が紳定できずﾘ,↓の過跡台帆にも壁鈍されていないの

で、今回は扱わなかった‘，

この結果を見ると、該期の遇跡は、地形の変化点、それも段丘縁に立地することが多く （文献82:p.13)、

和賀川、m1沢川流域では特に激務で線状に連続してみられる。これらの遺跡では礫矛i錘が顕著に出土する。

比較的問い所に立地することが多いが、低位段氏にも兄られる（78,79)。同時期の過跡が近接して僻をなし、

それが点在分布することが多いようである。●と▲の適跡に珈苫な連いは見出せなかった。
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(8） （財）洲乎県文化振興謂粟、埋蔵文化財センターl"j1 『白水野I ･Ⅱ 。、遺跡発掘淵査棚杵杏j ("2㈹典）

(9） （財） ￥拝鼎文化撫興!#業l･Ⅱ蝿戦文化財センターl993「蝋野I ・塚野Ⅱ遺跡発掘倒従報i'裕」 ("l"")

( IO) (I11)附子肌文化娠興1iXl･MjW職文化Ⅲセンター2(X)1 「澗水ケ野通跡発捌1脚従拙I耕』 ("351IIL)

( I I) (III) YHz"文化擬興り蝶Ⅲ蝿戦文化財センターlIMXi『耳取I遺跡A地区発棚調従鞭告制("232")

(12) (lll) 2}F県文化慨興叩業l,Ⅱ埋澁文化財センターl"6『叩ⅨI遺跡B地区発捌調代報告森」 ("292")

(13) (財）洲乎県文化振興邪案III犀蔵文化財センター19妬「峠山牧場I遺跡B地区範囲確迩間代報告評」 （第233")

(14) (財）勝手県文化扱興1磯Ⅲ埋戦文化財センター1999「峠lll牧jルI遺跡A地Ⅸ発捌渕在棚告杏1 ("291")

(15) (lll) V}乎県文化振興1畷l･njm蔵文化財センター2叩) 『峠III牧jルI遺跡B地I発掘刷壷剛'謡」 ("320IIL)

(16) illfY町牧育委ll会IIMX)「nlW町内通跡分布洲代拙'i杵Ⅱ （山凹・岩沢・仙人地区)」 （鋪蜘集）

(17) (IIｲ）岩乎県文化搬叫鼎業Ⅲ蝿城文化財センターI"3i人当I週跡発仙ll調在蠅告謀」 ("193jil)

(18)北'二市牧育委仙会IW3「擬沢館遺跡発掘調稚概釧（北上IIj埋戯文化財調代fll告第l･l集）

(19) (財）岩下県文化恢側事梁l&Ⅱ肌幽文化Ⅲセンター19鯛「新､F遇跡発掘‘卿壷iMI¥評」 ("91")

(X))"Im俊-･1971 ｢V;測鯆l:釣｢･村断､I4遺跡」 「II本夢,li学年鞭19 (昭和.11ｲ脚幽)｣ II本捗古学協会相 ‘嘘文厳新光祉

(21) V群喋牧fr411.1982｢llu上縦rirlmll(ml則係蝿澁文化財捌壷朏WF XV｣ ("70")

(22) il:釣子村敦行餐M&1983「江釣子遺跡昨一昭墹157年庇発』I!調査糀告- (鳩岡崎上の台遺跡・厳展敷通跡)」

(23） （財）淵乎県文化握興蛎業i･1埋藍文化財センターl"5「岨I刻崎上の台週跡発捌調先慨告割（輔割0集）

(24）北上市史l:ﾘ行公19郷「北l:'li史鋪一巻 j胤姉・古代(1)」

(25) (IM)Wf映文化扱叫,1傑川＃M徴文化lllセンター1998「"fﾉf崎･ 1,1fﾉ刀崎｢週跡発掘,測企ⅢI!『杏」 ("279")

(26）北上Tliffffti"1998「"〃i崎通跡」 （.IヒヒFI蝿蔵文化財‘間査剛'i"35")

(27） （財）料乎県文化振興粥業Ⅲ埋蔵文化llタセンター19!X)「物兇崎通跡・監物飢跡発掘I凋査報告評」 （第157"

(錫）北上市牧育委11会1985「高畑遺跡発掘捌缶報告」 「北上市立博物鮒研究報告」 5

(29）北上市敦汀委ti会1"5「枇町通跡発捌‘間代慨慨」 （北上市順蔵文化財,淵侮側('『輔21IIL)

(30） （財）洲触↓文化搬興WiXi､Ⅱ蝿趨文化財センターIM6「柵町遺跡発棚凋従報脚蒋」 ("236典）

(31) (IM･)汁測l文化娠卿'l喋川埋蔵文化Ⅲセンター199:1「飢､遺跡発掘鋼従報i'i*j ("187")

(32） （財）洲乎県文化娠興｡掘業l･11埋澱文化財センター2Ml 「岩手媒埋蔵文化財略柵（平成12flilk)j ("370集）

(33）洲手県軟育委例会1952｢il:刺邪稲瀬村悌lll遺跡縄先f報」 （鋪2")<今回末見＞

(34)Wf県教7『委側公1954 ｢il:刺郡柵瀬村仰山遺跡潤介州告」 （鋪3期

〈獅）北I:'ijjifffll会1968『北上il柵禰町伸lll週跡緊急調併中Ⅲ細jj （昭側42fl;Ir)｣ (北lt'li文化財胸流柵i'r輔3典）

兄＞

(36）北上市牧育委側会l妬9「北上市柵瀬町押山過跡緊急闘介報告（昭和43年度)」 （北l布文化財倒慌報告鼎7巣）

<'i､l'j*
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北I:11i牧行委側会19鋤「抑山遺跡(1989年血)」 （北l&'lj文化財剥査報告鋪59#i)

北上'li"fr委Ⅱ会19蝿「抑III遺跡(1"2． l"3年腹)」 （北_l:0I蝿蔵文化財閥代拙'i第25")

（財）洲手鼎文化扱興耶業、埋避文化財センターl”2「石曽投過跡発掘潤従柵0耕』 ("165")

(財）洲手県文化振興罪業川埋蔵文化財センターl"3『抜量野I遺跡・中峨敷遺跡発捌捌査州告書」 （第182jL)

(財）満手県文化掘興事業団埋蔵文化財センターl"4「煤孫遺跡発掘鋼査報告書j ("196集）

(財)W-F県文化掘興覗梁I刑Ⅲ1蔵文化財センターl"3『兵服航跡・櫛ノ木f『地Ⅱ遺跡発州調慌報告書』 ("180")

(財）勝手県文化搬卿H栗Ⅲ理麗文化財センターl"1「梅ノ木台地I適跡発棚I測侮報('"j <"162典）

V;手映牧ff委側会l981 「東北縦間自動】11巡閲係F1職文化Mｲ調盗細り耕一Ⅸ－』 ("58")

(財）岩手県文化娠興珊粟団埋戯文化財センターlIM「器崎城丙遺跡発掘調壷報告割("148*)

(財）岩手県文化握與和乗団蝿蘆文化財センターlW2「料崎台地遺跡群発掘調在慨告制("176")

(財）岩手県文化搬卿叩粟団堀幽文化財センターl鋤5「淵崎台地通跡群発棚捌從服告制("214*)

北k市牧赤委11f1975「鹿島飢通跡刑従慨'嬬I」 （北上'li文化財舸侮報告鋪l.1!ll)<今回未兇＞

北上lli戟商委貝会1973「北上'liJI.子伽渕介柵告謝」 （北上'li文化財,閥従報{li"l2IIL)

恐手県立博物館1982「器手の土器』

北上市数行委貝会1983「滝ノ沢遺跡(1977～1982年度糾慌)」 （北上市文化財調査綴告鋪33#L)

北上市教育委側会19Im「漁ノ沢週跡Ⅱ (19鋤年血‘間代)」 （北l:市文化財澗在報併飾60")

北上ilinfffll会1"l『沌ノ沢遺跡m (1981．部・87．期・卿年腿凋売)」 （北上IIj文化財間促慨('輝侭典）

北上bl敵育委側会19"I滝ノ沢遺跡V (1"7年1m側従)」 （北l:ilil1!謎文化財脚従銚!i"40")

北上市牧育委M会l"8『成沢Ⅱ遺跡」 （北I:市埋蔵文化財調代報告鋪32"

金ケ埼町教汀委員会l973「千脚石・跿捜前遺跡j

(M) V}手ﾘﾙ文化扱典4Wl,Ⅱ埋戯文化財センター1987『棚光6区通跡発棚佃侮棚告割（第114IIL)

金ヶ崎町敬汀委例会IM.1『上鳳週跡」 ("3111L)

V癖映教行侭貝会1981『収北縦間口動】I(巡閲係側l職文化財闘従報{!耕一x一 （金ヶ崎地区)j ("59")

(財） ザ}手県文化搬興事業団埋蔵文化財センター1”6「沢田・仙人蝋遺跡発掘調在報i'湾」 ("230")

(財）料手喋文化扱興事粟団埋説文化財センターl甥「佐野腺遺跡発掘調在報涛脊」 （鋪327典）

雌1m俊･1971「第三幅蹴皇軍 II'胤通跡」 「水沢の原姉・古代適跡」水沢ili敬布姿貝会

II!沢町牧frati会1988「洩野通跡闘従拙'綿」 ("17")

小原lli治l981「鋪二軍細文文化時代」 「鋪IIﾘ歳繩文文化時代の町内遺跡」 「胆沢町史I 脱姉占代細」 MI!沢町史刊行会

胆沢町救育委、会l"4「尼坂遺跡一輔四次緊急発掘調缶報告苫一」 （第25")

胆沢町牧育委貝会l"6「石行通跡」 ("27")

(Mｹ) ¥}予蝶文化撒興41¥l･H埋澁文化財センター2(ml 「大清水避跡苑掘潤従柵'癖」 ("373")

胆沢町敬行委llal985「大澗水上遺跡凋從剛併杵」 ("15")

佐織ゾー2㈹2「大浦水上通跡一繩文時代仙期後典の環状県滞一」 「妙占学ジャーナル」487ニューサイエンス社

(財）洲手鼎文化扱興事業団埋蔵文化財センター2伽l鵬手鼎埋蔵文化財発掘糾従略慨（平成12年度)」 （輔370集）

(財）器手県文化振興聯繋団埋瞳文化財センターl998｢F尿前Ⅳ遺跡発掘凋交慨告割("269集）

(1II)洲乎県文化似興躯粟研HI職文化財センター2()"I眼前II避跡B地区発掘鯛従拙'i割("343")

前沢町牧Wfllal"9「町内遺跡I脈細分ji凋森柵'i"1I I}1沢地Ⅸ」 （鋪8典）

前沢町牧fr姿日食l"7｢IIIRII遺跡発畑剥企鋤1機」 （鋪4典）

削沢町牧育委貝会2伽0「町内通跡沸細分ji捌在柵杵脊Ⅲ生肚地I型」 ("IO")

衣川村敬育委日会1987｢.上衣川地区通跡詳細分布調従慨告評」 （第2集）

(財) Vﾄ手叫文化掘興事梁I洲fM城文化財センター2町) ｢.l寺川遺跡・本巻週跡発掘洲代撒f濡」 ("328")

･側巾牧術姿側会l977m菰I合遺跡発掘劉従慨漉（鋪：次捌従)」 ("IO")

迩藤卸夫1978「鋪獄服姑時代」 「一間ilj史飾lを地史」 ･IMIli史組驍俊11f

大東町数育發貝会1999「龍願寺遺跡発掘調在郷!i 1 ("22il4)

(財）泌手県文化援興覗蒸団埋瞳文化財センター19M「孝古通物資料集」第6典

佐々木彰1983「過跡にみる拡倣化現蝋について」 「法政･辱古'剛8法政駁lli学会

(財） ゼ浮鼎文化搬興耶累間叩縦文化財センター2(剛2「新III通跡発棚I測従服;'満』 ("･I鯛典）

－10－





表1 周辺の ）はH1土地墹で、過跡潴ではない）(（

NO 通跡名 所在地 遺跡の性冊，遺栂・遺物 側雅のｲj師 IM # 文献

I 大II0III 江刺IIj 5～7a式土器巣落跡・土坑、映状耳飾 fMi遺跡

2 新川 f」 刺市 5a～6式期集落跡・土坑・前初～7b式上器、上偶 ･IzII13年(1'MX)m:) 鵠

3 地の神） il 刺市 6～7式土器片？ 脳ﾉ鯛臨と雌耐'“ 1

1 闇醐） i] 刺ilj 6～7aXf器｝ 関併では111 1:せず ド佃醐遺跡に柵>'i ２

5 上醍醐） il 刺1i 6～胸式土器I 鯉醐寺跡に棚Ji

6 fII! 刺 刺lli 6～7b犬上器I

７ 阿茶IIII) 江刺巾 3式土器片？ ､圃跡向甑棚出国路なし

8 元印） 江刺市 6～"式土器片 ､週勝台噛柵当週勝なし

9 『林寺 江刺il 5～6式？土器片

0 基測） il:刺N ｢5， 6式？」 Mm膝徹桜、鋼跡＊し ＄

1 火埋） 江刺71 ｢5， 6式」 側目勝f級柵掴時*し 3

ワ
』 合ノ沢〉 江刺'1 5a式？二'二器片 県週勝f噸朏凋跡&L 3

3 根岸 江刺市 6式土善片 2， 3

4 qif性寺跡 江刺I1j 5~7式斯照落跡・ロングハウス、墓塘､捨て場・暁状耳節、 ヒスイ溌箇 七今年庇綴皆-予定 ‘1

一
③ (落合） 江刺巾 6Xi:碍片 剛､勝向峻梛im跡をし I

6 MIIIII 迫野市 2-↓娘M‘ﾛﾝγﾊｳｽ姻枇･明.随虎.n"; ･雌聰"."ｵ ｼWIin& 硫挫凋壷継続81' 5
毎
Ｊ
９ 滞合 IHI1町 6式土器片 6

8 航 住田町 3～5式期集落跡・ロングハウス 七今年度lll;！『予定 4

9 赤畑 住田町 5a～5b式上器 6

釦 小伝Ⅱ 住田町 6～8b式I器 瓶少） 七HI24 (2M)m:) 側削外、東約4km
再
〃
０

21 IfI水野I iM1II町 土器埋峨遺栂 円筒ド層｡式と6式との折典） 。C～7a式土静 七 141 (3mm;) 閲棚外．閃約2km 8

,〕･〕
ーー 埋野I ie111町 l～3Jti:器片 七 1 .11 (7.755m') 9

23 清水ケ野 渦、町 6式閉典舟鮮･wl ､ウス･鼬~砲火1遇､月尾形5側品‘暁榔佃.RIili醐嵐 ･セ l111 (12mm$) 0

24 耳取I 湯田町 5～6式期集落跡・住居4？ ・5a～6式L器 七1 5.6年（跳畑、） 1， 1Z

弱 峠1l1牧場I iem町 円筒下層d式埋設十器・礫石輝39 （所属時期不明） と1 5.6年<.13mm.) ‘1

峠111牧珊I iMIII町 5~7a式?環状蝿･ロングﾊｳｽ､恩？ ・吐器､洲､卿､､晩状耳像､礎硴錨 七 '8年（6.120m;) t116年確‘塑間在 3， 15

26 人1illl Ｉ
Ｐ
■
Ｄ

■
二
■
、上北 6式土器片 6

27 人当I I ヒヒ市 6？式土器Ⅱ． ｾⅡ3年(‘1(X)､
弄
り
０

錫 慨沢伽 ’ ． 上上巾 球-試鯛獺鮒･ﾛﾝﾊｳｽL鴎随,鋤?‘洲､難W'ｶｵ ｼ ､鰍恥､剛阯蜘A 'liS63～112年（？ 約3剛耐？ ・関f時はH1 8

鋤 新､IA ｜ ； 上上市 6～7a式集落跡？ ・フラスコ状｣二坑・ ‘1？～7a式上器、雛石純7 ･tS59"(1572Im ト 詞fは他I:S|l1年等3回 9，甑）

l(） 鳩岡崎 ｜ ； 上上市 6~8b?式期魚落･ロングﾊｳｽ．フラスゴ職1坑多･5b式躍、 i偶、脱状』櫛 MS48～51ｲド （？ 約5.ⅨX)m:？ 1

蝿岡崎上の台| ， 上.上市 6式土器片 IIS57ff (2:15m』 IIIMI1とんと．脚僻1期 2

鳩岡崎|:の台| ； 上|:il 鋤~81)式期典附跡・ロングハ，ツス、 フラスコ状|坑多・殿ｨj純6熟 ､tII5,61: (:似棚、 M闘従よl) ,'iMIMII 23

31 伽i崎 ’ ． 上上II 5～8a式土器(IIi期縦少)、隙fi" igll9fli (2,611111 伽脈噸|:|鮒朏ttL 2‘1～配

32 物見崎 ’ ヒヒ市 6式？竪穴住居跡・6式土器、礫石錘 七Ⅱl fli (1915n 幻

鋤 商畑 ｜ ： 上上市 6～7a式期集落跡・住居、 フラスコ・5b式土器､晩耳偉、而剣、碓而鰍 市S.16f(トレンチ 28

神↑ 111 l . 上上II 6～8b式土器(6極少）

35 川
口
旧

柚
澗

上腕1

ヒヒ『1

5～7jb？式巣滞跡・ロングハウス

土坑3？ ・6～7a式器

'lilll～岬

IgII6fli <

刈皿)Ⅲ

』)帥m』）

鋤

棚）

36 節Ⅳ 上上'l 6式土器片 七H1～3年 IKE2m) 31

37 節Ⅱ 上上市 6？式土器片 ･IzH12年 1側、』）

銘 樵山 ヒヒ市 6～8b？式期集蒋・6式住居・ I君偶、瑛状耳飾 l1iS'12. .13 |:他 細lギ? ､ 111,弾寵脈 郷～錫

{iWMl ヒヒ市 5～7b式i二器（前期少)、際石鱒釦（所属時期卒IWI) t11 1 .2年 11釦、

‘l(） 法脳野I 北肺1j 6～7aJtl:器ﾊ． 七Ⅱ2．3年 慨卿、 40

‘11 煤係 北上市 6-城雛醗･獣“ｱﾗｽ旨･§郡, 5AtM@燗6,酬堀‘砿.賑紬.恥＃3期A tll2,3年1 5知、 41

､82 梅ノ木台地Ⅲ 北上巾 6式土器 ･Ig113fF ( 肘”、 ,12

43 梅ノ木台地I 北上市 読'～7b式土器 t11 1 .2年 皿、 蛎諏到伽二 .f㈱式鰐 ‘13， ，ll

･1‘1
Ｍ
ｆ
ｐ 崎域西 北上市 6式土蕃片 t11 1年(55Wm ･15

､15
“
４
． 崎台地 北k市 6式期化鵬、 i:坑？ 七S側~H2*(1iDI7s ,16

糊崎台地 北l:IIj 6式t器片 Sm～11332 (16Z7Iz センター凋從
毎
Ｊ
、

46 肥烏飢 北上'li 6大土器？ 'li詞従 今IuI側併杏米兇 8

‘17 丸子航 北上市 6式土善 'liS､17年（不if） 滝ノ沢遺跡？ 9、鋤

‘18 滝ノ沢 北上巾 5~7b式魚落15，7b土喜憶少） ？ ・遺物夢、土偶､暁状耳佳､卿i鯉伽)11t "S52～H1.9年｛？） ｱ訓二砿?･醗部綱? l～51

』19 (成沢） 北k市 6式i器ー MRI¥+AWI馴姻
咽
』

罰） 成沢Ⅱ ●化上'li 5式？住鵬2？ ・土器小I1． 0IjII942 (2.MI''!) 錨

51

ロ
③
り
】

(大詐地）

T･目石I

翌
■
ｇ

△
■
■
８

－
■
■
、上北

金ヶ崎町

.I？、麺～6Xi:器Ⅱ．

6～8a式土器片

1大僻地遍跡の北蘭
リ
】

1

53 7･Hfiu 金ヶ崎ﾛI 2b～3式土器片 町S618年(1314m:) 郭



表 覧（2）
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M】 通跡墹 所准地 遺跡の性絡・遺柵・ 通物 Ⅲ森のｲi無 舵 必 文献

51 干闘fim 含ヶ崎町 1， 4， 7a式土器・決状耳飾 町S48ｲド (l"8㎡） 説｝

55 吉IⅢ沢西） 金ヶ崎町 5a～6式土器片、土偶 背IⅢ沢遺跡の西

詔 和光北下） 金ヶ崎町 6式土器Ⅱ。 和光6Ⅸ通跡の北

57 ﾛ光6区 金ヶ崎町 6~7a式典蒋跡･ 1"2ほか･5a~bX:1場、 l料，決状叫倫、職澗5 IgS59III (IMX)m') 7， 1

錦 和光6K両） 金ヶ崎ﾛ1 3?、6式土器片 ﾛ光61鑓跡の範囲内

59 尺ヶ喋牧鳩） 金ヶ崎町 2zl～3式t器片 天ヶ森通跡にH1,'i

鋤 稲沢） 金ヶ崎町 6～7a式土器 少しずれる力噛汎､跡？ ワ
､ ー

61 駒ケ岳山HDI) 金ヶ崎町 6～7式土器片 潤沢奥遺跡に相当?？

62 胸ヶ&IIIRR32) 金ヶ崎町 1～3式土器片 側､跡杓段にM魂恥し

“ 細野中の股） 金ヶ崎町 6式土器片 細野北適跡のそば

61 服ニノ且IimS) 金ヶ崎町 6Xl:器片 Mnmh卿:M蝿恥し

鰯 111個叶小学校間） 金ヶ崎町 麺～7式土番片． 島ﾉ櫛緬跡に樅i？ ’
“ 島ノ海 金ヶ崎町 4～6式土器片

67 鳥ノ海東 金ヶ崎町 6～中期前半士器片 ’
鮎 (妹頃瓜箇割瓶） 金ヶ崎町 3？式士蕎片 R聞圃価I:M澗陸をL

69 (女炎駁総MGI) 金ヶ崎町 3？式土器片. g鑓H・鄙‘覗施l:ﾙ&，

70 (野崎） 金ヶ崎町 6式土蕃片 外fIl“zWq班l:鵬？
ウ
》

71 上蹴 金ヶ崎町 6式土器片 町H5年（？） 銘

72 平林後 金ヶ崎町 5b～6式土器片 1

73 (椛森束） 金ヶ崎町 l～3式_止器片 椛擁遺跡に相§'i 1

7.1 (不動沢） 金ヶ崎町 l～3式土器片 不動沢遺跡に州当 1

75 柵利 金ヶ崎町 5～7a式土器片 1， 2

76 $1'荒を 合ヶ崎町 6～7bJtt器片 MSI7.組釦単(3血､） 文幽IにI地式t剛｡mm 59， 1

再勾

ｲﾉ (中荒巻東） 金ヶ崎町 4？、6～7a式土器 荒巻遺跡に杣山i I

78 沢田 水沢市 5a、 6？式土器片 七Ⅱ5.6年(I3釦㎡） 帥

79 佐野隙 水沢市 6式期緊穴化隅跡・5a式I鵜？ 七M9．10年(23|17m') 61

鋤 梨畑 水沢市 ‘1?､諭~中期伽半土器片．
岫
〆
口

81 (火錦） 水沢市 :！？、 4？、 5n～6式土器片 M瑠蹴畑:M繩勝なし ２

82 (谷地） 水沢巾 5～中期前半土器片 下蛙Ⅲ遺跡に柵RIi 1

鱒 中島 水沢市 2b～8a?式土器 rWS38年（トレンチ） 土偶表採 唾､1，2

別 洩野 沢町 6式期？{l括2 .5a？～7a式土器(5極少） BIS帥年(約剛〕㎡？） 土偶、庚状1職炎採 1，2，61

鰯 片子沢 沢町 ｢4式前後I:器Ⅱ｡」 帆

師 椛芥III 胆沢町 ｢4式仙俊i:器」ハ. 61

87 j巳坂 沢町 4or"AI:淵Ⅱ． 町Ⅱ5{li (79:1nf) 細如脈で州上せ ？ (罰

配 石 沢町 4or5a式士器片 町11 7年(5”㎡） “

89 獄沢胤成沢 沢町 4式土器 1

” (宮沢原D) 沢印 6式t器Ⅱ． 榔沢原遺跡の範囲内 晩

91 (宵沢原E) 沢ﾛI ‘I？、 6式土器片.、顛式輪禰l:器 簡沢鳳週跡の範側内 I

92 髄刈n! 沢印 5～6式土器片、映状I『飾、 fi剣 1，61

93 大満水 沢印 6式土器片 ･t1112年(9.1"m:) 67

94 大浦水上 胆沢町 "～6式朋集落跡・ロングハウス、住哨・土偶、決状耳筋、康石漣 町S謎剥年(70mm) 七の岡を哩囲|:含まれる 閉

大滴水上 胆沢町 試關ﾛﾝﾊｳｽによる現状農協･§野二土玉I測点出土･6式土胃､ イチジク形土鴎 七Ⅱ12年～継続 .i､㈱､70

95 ド尿前Ⅳ 沢印 6式-t器片 ･t118年(8,MX)m') 71

96 尿前、 沢印 6式土器 ･Ig1111年(7.MX)m:) 72

97 (上肢陳北Ⅲド） 沢町 6～9dkl:器片． 凶ﾖH向ul:棚潤勝をし I

98 (桜羅） 胆沢町 6～7？式土蕃片 桜繰北遺跡に棚1'i 1

的 恩俗是根 沢印 5b式土器片 61

” (小111大畑） 沢町 6～7式土器片 大田適勝とI蝿肌ている
叩
〃
』

()I 合ノ沢13 伽沢日『 釦、 6式l:器)1- 73

02 川高Ⅱ 前沢町 5b～7a式土涛(6式主)、岩偶、映状』1筋 EI118年(.IM)In｣) 7.1

03 k水 曲沢日I 遺物包含層、フラスコ状k坑？ ・6式i:器、 I:" 町1111年（？） 柵皆寄未fﾘ？ 75

“ 黙j卜飢 前沢町 l～3式上器片● 1

05 ilin 衣川村 6式土善片 76

妬 本巻 衣川村 5a～6式上器片 ･t1110年(510m')
【
ｊ
口
々

【
づ
日

n7 応而崎 -I則市 6式朗配樹這綱？ ・5a～6Jt_l:W 'liS34、 ,16年 ･次岡従の紡果来見 78

鵬 ｲi鯉 一関市 ｢6式土器」 閃帆外、 ル'約1km 79

似》 腿、寺 大東日I 6～7a式土器片 町H1O年(136nf) 鋤



Ⅲ野外調査と室内整理の方法

1．野外調査

（1）調査区

調森区は、東西に約80m、南北帆は4～22mと変化が激しい。

（2）グリッドの設定・区割

①グリッドの設定

グリッドの設定については、平而直刈座標第X系（日本測地系）を用いた。一辺5×5mのグリッドを設

定し、北から南へ算川数字のl ･ 2…西から東にアルファベット小文字のa･b･ c…として「la」 「2b」

と炎した。実際のIえ画設定は、下表の通I)棚礎区内に飛地点・区i由i割付杭を打股しこれを用いた。なお世界

測地系に変換した座標値も ・部併3.した。

表2基準杭・区画割付杭一覧

②IX割

縄在IXini側と東側のI川に低位の水Inmへの斜面部を挟むため、便･l･i:的に西側を「A区｣、東側を「B区」と

呼称した。

（3）粗掘り ・避柵検川

鯛從区内に任愈に拭棚トレンチをi没定し人ﾉJIII削を行い、土肘の堆祇状況と避柵検川Ihiを肌察した。その

結果基本層序Ⅱ～Ⅳ燗上面まで後世の掘削が及んでいることが判明し、これを砿機で除去した。炎i:除去後、

鋤朧・両刃鎌・移植ベラをﾉIIいて過柵検出作驚を行った。尚、調査区北側の急斜面部は後世の造成によって

地山墹以ドまで削平されていることが判明したため、 トレンチによる確遡調従のみとした。

（4）遺構名のつけ方

①野外調在

過柵には検出時に仮名称を付けた。竪穴11蝿跡の可能性があると判断したものは付近のグリッド渦を用

い(｢3e住」 「2d住」など)、それ以外の土坑・焼土・柱穴状土坑に関してはそれぞれlから叩に通し番

-15-

X(n本測地系） Y (H本測地系） H グリッド X (世界測地糸） Y (1It界測地系）

基1 -91955.噸 402M).0(X) 46.7卵 6e －91別68972 39899.6123

柴2 －9 955.叩 40230.Ⅸ剛 46.533 6k -91616.8976 3"29.6124

袖1 －9 910.ⅨX) 402(X).IXX) ‘16636 3e
一

袖2 －9 910.邸） j10215.ⅨX） 46‘3Ⅸ） 3h

補3 －9 955.岬 40215.M 47.172 6h
ｰ

補4 －9 9“.、 402釦.似、 46.639 80

袖5 －9 965.(Xm 402帥.皿 j16518 8q

補6 －9 965.(XX) 402劃修咽 ‘16.‘147



り･を付した。

②測告排掲紋

野外鯛交時および室内按理時には、検出時に命名した躬称を変兜することなく （遺栂種類が異なってい

た場合も含めて）使用した。報{!謡掲載時に竪穴住居跡についてのみ新たに掲栽塙称をつけ、その他の過

柵にIⅢしては、野外調従時の潴称をそのままⅢいた。そのため欠稀が生じているものもある。

（5）遺椛輔査・遺物の取り上げ

輔炎は、過柵の規模に応じて2分法・ 4分法を用いて断而を残し蝋1:の堆祇状況を記録した。適櫛内遺物

は珊別に取り上げることはできず、上脳（ ・中届） ・下層・埋土・括と区分した。床而～下墹にかけて出こ

したものおよび遺物が典中している箇所に関しては可能な限I)出土地点を記録し番号をつけて取I)上げた。

適柵外出土の通物に閲しては、グリッドごと、 または遺物の広がるまとまりごとに取り上げた。

（6）実測

遺櫛の実測は平面図及び断面1劃の作成を行った。平面実測は、 lm方眼を基準にした簡易遣り方測量を主

に採用したが、適柵が密架している区域でも、平而実測と周辺過柵の掘り下げ作業が同時に進められるとい

う利点から、光波トランシットによる実測も甜極的に行った。また通柵配樋例・柱穴などのi肥録は平板実測を

併用した。縮尺はl/鋤を基本としたが、炉跡断面図は1/10を用いる等、必要に応じて任意の縮尺で実測した。

（7）写典搬影

写典搬影は、 メインカメラとして中判カメラ（モノクロ)、サブカメラとして35判カメラ （モノクロ・リ

バーサル)、 メモ用にデジタルカメラを使用した。これらのカメラでは、各遺栂の全景・断面・遺物出土状況

を中心に撒影を行い、遺跡全体は小刷飛行機により窄中からの附雌写真を搬影した。

（8）野外調査の経過

4／9 中村絵美･木村ひかI)調壷貝､作業貝約20

名で潤企側鮪。

4/10．ll拭捌。

4/12～爪機による表土掘削､遺柵検出開始。

4/15 韮恥点測蹴。

4/18 通柵椚在IW始。

4/22 鯛在区境北側に防護柵設営。

5)ll:旬当初予定より過総数がjW加した上に検出

mが2mあることが判Iﾘ'しjl末終了予定

が不可能となる。 i淵在延焚を検討。

6／3～17太田代調査貝支援。

岩手日報江刺支局取材。

現地説明会。 100斜を超える一般参加。

伊手小学校児蹴（4～6年生)遺跡兇学。

小型飛行機による空中写真撮影。

終r確認。

台風6号による大雨。

調査区は水没し､ベルト倒壊､地割れなど

被害を受ける。

天候不順続く。洲代終了M1近のため､雨典

を藩川して作業を継続。

調査終了。

6/12

6/17

6／25

7／4

7／8

7/10

7ﾉ1上ｲリ

7/17
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2．室内整理

（1）遺物の処理

①選別雌準

く ･I器〉

&l-1 .立体に復沁可能な個体でI l縁部が残存しているもの。

a-2.立体に復元可能な個体で地文以外の文嫌精が見られるもの。

a-3.立体に復元可能な固体で胴部から底部にかけて残ｲ#し地文のみのもの。

b－1 ． 「I緑部破片群料

b－2．胴部破片衝料で文禄術が見られるもの。

三I器は大コンテナで約35柿出土し、 この中からk記の鵬堆で一次避別をした紬果、約1600点登録された。

しかし-r定幣理lUlⅢj内でこれらすべて実測・褐戦することはｲﾐﾛj能なため、 さらに第二次選別を行い、 a－

1 ･ 2は全点、 a-3･bは、遺柵・グリッドごとに代表される資料のみを通んだ。そして第2次選別した

資料のうち、遺構内出土土器に関しては、全点実測・掲栽したが、避柵外出l土器は、 aを実測・褐城し、

bは写其掲栽のみとした。 II!し、遺柵外出土の破片商科(b)でも、室内盤理I削始当初に遡桶内出土と判断

したものにI川しては実測を行っている。以上のような方法を採川した帖果なおr定期Ⅲj内での終rがl捌難で

あったため、地文及び凹凸少ない文禄帯に関しては穂極的に拓影を採川jした。

〈石器〉

いわゆる定形ｲi器及び不定形石器、 ‐私次加工・微細剥離をｲｨする剥片を選別し約8"点擬録した。これらの

うち定形・不定形ｲi器の分蹴を行い、各械頚・分類された青料のうち代表的なものに関してのみ実測・褐城

し、それ以外のものは写真・表掲載とした。また不連続な2次加工・微細剥離を有する剥片に関しては細分

をせず、表掲栽のみとした‘

〈上製品・fi製IW! >

雌本的に全点実測・褐戦した。但し粘土塊及び二次加工のない滑石に関しては写典・表掲叔のみとした。

②遺物符号・掲祇順序

遺物綴録時に-k器･ =1:製品を一緒にlから仮冊号を付した。石器・石製肋は器械を示すアルファベットと

数'i:を組み合わせて炎現した。額内整理作業時はこの仮恭号･を用い、掲峨順序決定後に新たに番号を付した。

なお、 l器は遺椛・グリッドごと、その他の遺物は器種ごとに褐戦している。

（2）遺椛の処理

過栂の爽測図は按理及び点検を行った後に、必要に応じて似IⅢiを合成し第二脱図を作成し、これをもとに

トレースを進めた。

（3）図版について

竪穴1i秘跡・土坑・焼土遺柵（炉跡）は、遺柵ごとに平Im・断面図を作成し'災|示した。焼土遺柵（炉跡）

に関しては他遺櫛（化)古跡・土坑）に伴うものは個別の平mi図は省略しそれらと・緒に掲叔した。縮尺率は

1/40を雌本とするが辿柵の規槙に応じて変更し、週柵図版には縮尺率を表すスケールと方位を付した《，

過物の縮尺は、 」:器・礫石器l/3，剥片石器2/3，土製IIh・石製IIAl/2を韮本とするが、極端に大小の

-17-



あるものに関しては縮尺を変えた。

（4）室内整理経過

棡査員1名、整理側5名体制でll月l llから室内雛理を開始した。川上遺物の洗浄はほぼ野外作業の雨天

時に済ませ、 1器接合・復元作業から始めた。 しかし、この作業大半を卿査貝不在の中（他過跡の野外襯従

中）進めたため当初予定よりも時冊を賀やしたうえに再度復元作業を行わなければならない個体が多々あり

以後の整理31.画に支障をきたした。そのため登録した個体数をすべて実測することは不可能となり再度選抜

を行ってから立体土器・土製品の実測を開始した。 IIil時に土器の立体及び破片資料の採拓も行った。通椛は

節2原図の作成進め、 3月31Hに案内轆理期I川を終了した。

志／
◎◎

。。 ４
Ａ
函

ソー ＆” 母“ソー ＆” 母“翌
､“､“

◎pl71◎p17！○

．
pl73

○

．
抄173

グーグー
G'/Q／

』』

丈
‐‐

ＧＱ
ノ
グ

0－

公〆

一

g－
Dl91p

⑤
p172

回夏四

A′八
⑧－⑥L＝146.600m

‐

q口二や

●一争ら

第6図凡例

-18-



a • a ， t a 

+ T 

1 A 

T 、ト
(A区)

2 '‘』.， -->.. 
← -. 咽

J 
t "・

L 
、，

1. -¥ ¥ L 3 四，ー

t- FJ・1
.-.欄a 

.. s F 

• I f 11t. t' • ...' } 
f Jド

九'"・町、" 宅t

，~，七時1

町在" ，，(. 
古川 ‘. "ピ岡戸

5 ‘~， 司《 ~ 

.吐1・， '0 、y ， ， 

( ，.，' roj (~ ro ， -噂岨a

6 ，. 

+ 

7 

+ + 

8 

+ 
。 I 1<: 蜘

， 

• L ← + .. 
1 ‘ 
'".‘ . 』 喝且 F "・
' 

・J

"・I

、 同九咽ヨ町、. A .， 』‘ー ・・‘ .， 

~， 

4・・4• v ‘1 

‘ 
耐・1

， 

• 
困問.峰三，岨

J 

+ + 

+ 

爾7.タリ γ ド a樹..園
19' 20 

h 聞

Jト + 

、

<) 

• ~_ r 

f'7，司

+ 

寸
+ 

a 。
← 

← 

+ 

+--.>向

防

+ 

"・

-・1

q 

(B区}



Ⅳ、検出遺構と出土遺物

1．概要

大『1'IⅡ遺跡は繩文時代前川後紫～中期初頭の災落跡であることが判明した。竪穴住居跡7棟、土坑52蕊、

焼土遡柵33韮、柱穴状上坑約400雑が検出された。

辿物は大コンテナで45箱出土した。このうち1器は35桁で繩文時代前川後紫～中期初航の土器が大半をlli

める。その他石器、滑石製垂飾典・石棒などのｲi製品、土偶などの二|製肘Iが合計900点御Hこしている。

2．竪穴住居跡

おおよその型|価形状を確認できたものは7棟である。 うち1棟は縄文時代II'期末紫の住IP跡で、直径約5

mのIII形を呈し襖式炉を持つ。これを除く6棟は縄文時代lil川後葉～IIIIUI初顛に該当する。概ね方形で一・辺

3～5m，すべて地床炉を伴い、雌際に周櫛を持つものが多い。

1号住居跡（第8 ． 9図、写真図版4）

〈位|"･検出状況>AI巡、 3eグリッド付近に位価する。 トレンチを設定し柵り下げたところ、炭化物．焼

l:ブロックが散在していた。そのため、 Ⅲ肘1畑jで検lllを拭みた結果、炭化物．焼｣:ブロックを含む胤～肌

褐色1名の広がる円形プラン確認した。

〈規模・形状〉平Ⅲi形は5.3×4.9mのほぼ円形を呈する。検出Imからの深さは35cm程度である。

〈川! ':〉埋土k部( l ． 2用）はIM色土、下部(3屑以下）は肌褐色I:をl§体とする。住1片中央部床mj及び

炉上而には炭片が貼I)付いた状態で検出された(5W)｡ !I'央以外の床Ⅲi上も炭化物・焼士ブロック肘(4 ･

6． 8牌）に掴われ、その上には炭化物・焼土ブロックを微峨含む黒褐色土IW(3層）が堆積する。雌上上部

はI肌色士を七体とし、やはり炭化物・焼土ブロックを含む。 l隅はド位肘を切っておI)、別遺柵（柱穴） も

しくは新川盛|:の可能性が高い。以上の刈鯏i状況から故愈またはﾘ【故によI)焼失・倒蝋したものと判断される。

<床Ⅲi>Ⅲ層、及び他遺椛(2号住、 50．54上坑）の埋土を床とする。 'l!火はほぼ平jI!な床面だが、壁際は

外側に行くに従って緩やかにあがる浅皿状をﾘI!する。

〈砿〉床Imが中央から礦にlilかって級やかにkがりその延圧で外傾して戒ち上がる。

( 1:"t･柱穴〉桃穴はpl71～l75･191･ 192の7蝶が検出された。 pl71とPl72、 pl9lとpl92、 pl73と

pl75が炉を中心にして対称に配償され、 pl73． 175を底辺とした2等辺三角形の頂点にpl72を有する。規

模は係20～30cm程I災、深さは51～66cmである。埋上は炭化物.焼_1:ブロックを含む熱褐色土で構成される。

<炉跡〉東側ほぼII｣央に複式炉が検出された。 2蝶の禰朋力iが東測に並んでおり （ﾘﾘ側を靱、來側をbとす

る)、長軸llOCmとなる。両粁とも北側には斜位に土器を埋投する。 aは、東西70cm、南北95cm，底Ⅲiがllll状

にくぼみ被熱する。北側の土器内の埋土は焼土ブロックを含み、炉使用ll＃は開口していたものと思われる。

しかし、土器のW細iは、剥落竿がみられず比鮫的きれいなため、あまI)火を受けていないと巷えられる。 b

のｲ淵lは、西側を紐と共用し東側にはみられない。北東部に被熱した礫が散在しているため、抜きlRられた

可能性も考えられるが、床而にそのような痕跡は確認できなかった。規模は、東西60cm、南北75cm，底面は

Ⅲl状にくぼみ被然せず焼士ブロック用が堆械する。石組の礫の被熱の有無を確認しなかったため、焼成が行

われていたかわからないが、 Il!i世されたl:器の東側(14M)が被熱しているようにも見える｡土器内には炭
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化物・焼土ブロックが混入し、 この埋上上面に石組の礫が設置されることもあわせて考えると、土器埋設と

北側の石組には時期差があるかもしれない。 2坐の石川炉の東側は、周囲の床面と同じ尚さに焼失に伴う炭
片が散在し、断ち測ったがlii庭部は確腿できなかった。

〈亜似〉 2号住居跡、 35．50･54号1坑と重襖し、本遺柵の方が新しい。

〈遺物〉土器は炉内に設股されたもの2点（ 1 ． 2)、炭化物･"I:ブロック屑上而のもの1点(3)以外

はすべて周囲から流れ込みと思われる。 上器( I～45:"42･43例、写真I剥版27．28)。土偶･III盤状I製IWI･

粘土塊（447．460･481 :"79･80図、写真図版57)｡Xi"5点(a-1～5 :"81IXI，が其図版58)、石錘

(b-1 :第81例、写真図版60)、石匙2点(c-1･2 :写真図版60)、不定形ll点(d-6～8 ･20･41~

43．61 ．69～71 :"831劃、 ヤメ真図版63･65･67･68)、箆状石器(e-13:"86図、写典図版71)、敵磨器顛

6点( 11-l ．26･35･49．54．55:"89･901叉1，写典lxI版74～77)、澗錘( i-2 :写典似1版79)、淵石製

華飾具(k-9 :"92図、写真図版80)、有孔礫(m-1 :写真図版84)。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から繩文時代中期末葉のものと推定される。

2号住居跡("10図、が典図版5)

<位世・検出状況>A区、 2dグリッド付近に位置する。 1号住居跡の範囲を把握するためにサプトレンチ

を入れたところ西側が本道柵と砿複することが判明した。

<規模・形状〉 、|411i形は隅丸方形を呈し、 I櫛東ﾙ噛側に吸出し部を持つ。規模は3.7×3.lm，吸出し部いれる

と北西・南東方向は4.3mとなる。検出而からの深さは50cm程度である。

<埋土〉下部（9屑以下）は黒褐色土を主体とし、炭化物・焼土ブロックを含む層（9～12･14M)と含ま

ない脚（13． 15． 16M)の爪届となる。その上に蹄褐色土嚇(8M)を挟み上部は両び炭化物．焼ヒプロッ

クを含む蝋褐色I掴となる。

〈床Ⅲ〉Ⅳ層（地山）を床とする。床而はほぼ平坦である。

〈雛〉やや外傾して立ち上がる。

〈土塊・柱穴〉性穴はp251～256の6j&検lllされた。 p251と252, I)255と256は炉を'1'心としてlij北対称に

位置するが、 p253とp254は対応しない。規模は、径l5～20cm、深さは31～54cm， p253のみ15cnlと浅い。埋

土は黒褐色土を主体とし、全体的にしまりが弱い。炭化物が微景況入する。

〈周櫛〉壁際には周柵がまわるが、北西壁には検出されなかった。搬出し部との接続部は北側のコーナーで

-･端途切れるものの、南側では連続して巡っている。周櫛の幅はlO～25cm、 20cm程度のところが多く、深さ

は5cm以下である。埋土はlOYR2/2黙褐色シルトを主体とし地山ブロックを微斌含む。主体土は、住居埋土

よりもやや暗い。

〈付属施股> lli東盤際にl.2×0.6mの狼川部を持つ。床Ihiまで掘り下げてから存在を確I隠したため住ﾙ!llll!l:

の堆獄状況から住居跡とのI側係は把搬できなかった。そのため他の避構（土坑等）が亜襖しているUII能性も

巻えられるが、住届内から張出部へと周溝が述統していることからI副一道榊と判断したい。

〈炉跡〉ほぼ｢i!央に地床炉を披ける。焼成は悠く、範洲は30×18cmの楠円形を!I!する。被熱のおよぶ深さは

3ml程庇である。

〈重複> l号住居、 27号土坑と重複しこれらに切られる。

〈遺物〉上器（26～41 :"44図、写典図版27･28)｡Ii"(a-7 :写真図版58)、不定形(d-72:写真図

版68)、滑石製飛飾典2点(k-28．56:"93IXI、写典図版81)｡
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<時期〉埋土の梯相及び出土遺物から縄文時代前期後葉のものと推定される。

3号住居跡("ll ･ 12図、写真|側1版6)

〈位慨・検出状況>A区、 3gグリッド付近に位随する。試掘トレンチ底面（Ⅳ屑）に黙褐色土の広がI)が

認められた。本来の検出面はⅢ屑上面である。

〈胤模・形状〉6.2×3.9mの隅丸方形を呈する。検川lhiからの深さは40cmである。

〈塊上〉床面直上は黒味のある照褐色土が堆獄する (7 ･ 8 ･ lO･ 12W)。雌際に厚い。その上は茶味のあ

る黒糊色士が主体となり、赤味のある（被熱？） 2層を境に_上下に大別される。下部は炭化物・焼土ブロッ

クの拠人戯が微ht， ‐|郡では多くなる。また上部は遺物も多賦に包含する<,D-D'21～26用は他層よりも黒味

が強い。堆積状況から判断すると、別遺柵（〔新期〕住居跡）が爪複しているという解釈も可能である。この

場合〔新期〕住居跡の平面形は4.7×3.9mとなる。しかし、A.A･などでは、埋土がほとんど残存していない

ためこのような堆馴状況は把搬できなかった。柱穴も中央部に典中して見られるものの、 〔新期〕住居跡と想

定される照よりもかなり内側に位Wtする。

〈床面〉Ⅳ届（地山）を床とし、平坦である。

〈壁〉やや外傾して立ち上がる。

〈土坑・柱穴〉柱穴は、 20飛検川された。住居峨際・周櫛内及び、中央部に染巾している。このうちPl96

は､本過柵埋土上面で検出したpl38とプランが亜なるため、これとI!1－週櫛の可能性が商い(棚り残しか？)◎

開口部径は、 pl93が50cm、それ以外は25～30cmに収まる。深さは30Cm前後の浅いものが大半を1吋め、 50cm以

上の深いものは5雅のみで東側に多い(pl95･ 198．200･210･601)。埋土は黒褐色土を主体とするが、茶

味のあるものと鼎味のあるものに分かれる。前将は南西部に位|趾し掘込みが没<、後肴は北部から東部にか

けて分布し比較的深い掘込みを持つ。

〈周櫛〉西壁以外の壁際に断続的に検出された。掘込みが浅いところが多く、北畦では深さ2～3cm、西唯

では底面の痕跡が泌められる税庇である。一方l櫛峨際では、 巾li20cIn前後、深さl5cm程庇とIﾘ1瞭な掘込みを持

つ。塊土は、 lOYR2/2照褐色土を主体とする。地山ブロック・炭化物を微欣含んだやや粘土間な層が、地山

ブロックの多い剛に挟まれ、周櫛の中央部、縦に細長い断mi形状で堆積する。一部分のみでなく南鮭際で連

統して確認されたことから、壁板など力埋め込まれていたⅡI能性が考えられる。

〈炉跡〉中心よりやや南側に地床炉が設けられている。平面形は30×16cmの桁Iﾘ形を呈する。焼成が悪く、

深さもl～2cm程度でほとんど被熱していない。

< iltM) 7号住勝、 36号土坑と菰襖しこれらに切られる。また24号焼土が何らかの遺柵（【l括跡？）に伴う

ものとすれば、これよりも本遺柵の方が新しい。

〈週物〉理土中から比較的多く過物が出土したが、その‘|'でも土器の器形が復沁できたものは埋土上部に多

い。大木5～6式の土器が混在しており、 47･61など比較的占い様相の土器は、床面から近いところから出

土、新しいもの（44．45）は上"に含まれる傾li'lが見られるが、本遺椛は、 2f (3)の避物集中範|淵（住

居跡か？）を切っており、 iliい様机のものはそちらからの流れ込みの可能性もある。 I器(42～79:"44~

46図・写真図版28～30）土偶（449.453） ・耳飾（458） ・円雛状(461～463) : (第79･80IZI、写真図版57)<,

府嫉2点(a-72．73:写真図版60)、石匙5点(c-3～5 ･42･43:が典図版60･62)、不定形7点

(d-9 ･21．22． 44～47:写典図版64．65)、箆状石器2点(c-1 ． 14 :写真図版70.71)、敲磨器荊2点

(h-36．66:写真図版76･78)、石製舳2点( j-l ． 2 :"91iXI、堺典I叉1版80)、瀞石製恥飾典2点(k-
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54．55：第931剃、写真図版81)、滑石2点(k-101･ 102:写真図版82)。また、本遺構検出以前に取り上げ

た過物があるが、遺物の典II'する範朋が遺櫛内に収まることから、本遺櫛埋士に含まれる可能性が商い（鋪

18I剥、写真図版9)。土器(397～402:"74IXI、写典例版50)。厳臓器額(h-53:第89図、写真図版76)。

<時期〉埋土の様相及び出土過物から細文時代後葉のものと推定される。

4号住居跡("13･ 14図、写真図版7)

〈位i趾・検州状況>A区5関グリッド、住勝群の南端に位置する。Ⅲ剛上面で周櫛及び焼土（炉跡）を検lll

し住用跡と判断した。

〈規模・形状〉後世の造成により床、近くまで削平を受けているため規模・形状とも把掘できない。掘方の

範川（破線部）から推定すると概ね1辺が6m程度、周i#の範l川からは5m程I虻と考えられる。

〈肌土〉埋土はほとんど残存していないが、焼土の上位層等から判断すると黒禍色士を主体とするものと思

われる。

〈床而〉Ⅲ肘及び5号1I掘跡埋士を床とし、床而上には礫が散在している。周櫛の外側には柵方が見られ、

この施洲が概ね住居跡のプランと推定される。掘方岨l:は暗褐色上に近い10YR3/2黒褐色粘l:倒シルトを1；

体とし、地山ブロック・明黄褐色ブロックを微量含んでいる。掘方は、恐らく5号住居重複部にも存在して

いたものと思われる （p648？等）が硴i鯉できなかった。

〈蝿〉削平され硯存していない。

〈周櫛〉南～東部にかけて検出された。帆10～20cm、深さ2～3cm程度である。周溝内には小穴がみられる。

<t坑・柱穴〉推定される通櫛範囲内に柱穴は35班検出された。埋土は大半が猟褐色士を主体とし、深さは

10～20cm撒皮の浅いものと30cm以上の深いものとに分かれる。後智は、捌方の範IIH (p374･289． 453･

142･46･145･451)と周櫛の範朋(p375･424･597．287．452)に沿って2爪に配置され、両側のp284･

372はいずれかに対応または共用したものと思われる。

〈炉跡〉25，26号焼土（炉跡）が検出された。両者とも5号住)I!跡埋上I而にほぼ同じ高さで形成されてい

る。25号焼l:は北西端をpl60によって切られ消失するが、従“×47cmの桁円形を!,lする。焼成は将汕、被然

のおよぶ深さは股火7cmである。26号焼tも北端はpl64に壊されているものの、径80×60cnlのほぼ桁円形を

呈する。焼成は良く、被熱のおよぶ深さは般大lOCmである。焼I洞の西側には礫が出土しているが、被熱し

た換跡は見られなかった。

〈爪裡〉 5号1抑｝跡と並襖する。敏被過柵埋士上面に力iが設世されていることから、本遺柵の方が新しい。

また上記のように、炉跡が2雌検出されており、掘力の範囲（外側） と周瀧（内側）に沿って柱穴が2砿に

配|趾されていることから本遺柵I'I体が2棟砿複している可能性もある。この珊合25号焼i:が掘方の範川に、

26¥･焼土が周柵の範囲に伴うものと忠われる。

〈避物〉土器(109:第50図、写真図版32･57)。土偶(448･450:"79図、写典図版57)。府匙(c-6 :

写其図版60)

〈時期>MI! 1:の撒相及び川土避物から繩文時代前川求業～中期初航のものと推定される。

5号住居跡（第13． 141Xl、写真図版7)

<位悩・検出状況>A区5gグリッド、住居群の南から2棟目に位催する。Ⅲ舸上Iniで是方形を呈する蝋色

I:の広がりが検川きれ、周IIHに礫及び辿物も散在することから大形化届跡を想定して調森をI淵始した。
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<規模・形状〉4.6×3.4mの隅丸長方形を呈する。検出面からの深さは20cm程庇である。

<埋土〉黒褐色土を主体とする単肘である（1吋)。明黄褐色ブロック・炭化物を含み、遺物が多く混入する。

<床面〉検川時に垂複を把掘できず各仇居床Ihiまでl閲1時に伽II I)下げてしまったため、 6号住居跡との亜襖部

の床面の形状は不明である。断面形から判断すると、床面は炉を中心として洩皿状に撚んでいる。

〈盤〉北壁は上記の理由で掘り下げてしまい、東・南壁は後世の削平を受け消失しているため西確の南側の

み確腿した。残存しているI嘘の高さはlOcm程度で、ほぼlh立している。

〈周櫛？ 〉東盤巾央部にIMlOcm、深さ5Cm程度の柵状のプランが部分的に検出された《，

〈土坑・柱穴〉柱穴はl7鵬検出された。埋土は暗褐色土及び黒褐色土を主体とする。 4号住居とI剛様10～20

cm照度の浅いものと、約30cm以上の深いもとに分かれる。後粁は住居の砿際に多く見られる。

〈炉跡〉38り焼土が検川された。 、I&面形は80×70cmの隅丸方形を呈しており、焼成血は床miより低く皿状に

繩む。焼成は良く、被熱のおよぶ深さは殿大lOcmである。

〈亜複〉 4号・ 6号住居跡、 46号土坑とする。本遺構は7号住墹跡及び46号土坑より新しく、 4号住居跡よ

りは古い。

〈過物〉土器（80～85･ 109． 114:"47．50図、写真図版30～32)｡1:lil (450:"79図、写典図版57)。イi

"(a-8 :写真図版58)、石匙2点(c-6．33:第821xl、写真図版60～61)、箆状石器(e-15．写真図

版71)、敵臓器顔4点(h-2 ．28～30:写真図版74･75)、淵石製垂飾凡(k-15:"92図、が典図版80)、

ｲj孔礫(m-1 :写真図版84)。

<時期〉埋二l:の梯相及びlll土遺物から繩文時代liilil後葉のものと推定される。

6号住居跡("13． 14iXl，が典図版7)

〈位悩・検出状況>A区4gグリッド、 {1据鮮の北端に位|趾する。Ⅲ刑上Ⅲiで災〃形を呈する!M色土の広が

I)が検出され、礫及び遺物が散在することから大形住居跡を想定して調在を開始した。

〈規模・形状〉試掘トレンチ及び他過柵によって避櫛の大半を消失する。南壁も上紀の剛IIIで同時に掘I)I･

げてしまい平iIi形を確遡できたのは、西峨の・部分のみである。そのため形状はｲ《Iﾘlで、規模は南北3.Om以

上、東西3.5m以上と推定される。南側の住居(5 ． 7号化肘） とはやや主軸方向がずれる。

〈埋土〉上部（23層）はM舟褐色土、 ド部（24．25届）は黒褐色土を主体とする。主体士は南側の6号住居跡

肌士と類似するが、炭化物・焼士ブロックの混入l,t、及び粒径（本遺櫛の方が大きい）がIﾘj暗に汎なっていた。

〈床面〉Ⅳ胴を床とする。ほぼ､ドjI!で、 7号住1';跡北側の床Iiikl)僅かに低くなる。

〈唯〉西確の-.部を検IIIした。ほぼifi立しており、残存している壁高は5～lOcmである。

〈周櫛〉西雌に部分的に帆lOcm、深さは2～3Cm程度の周櫛が検川された。皿_l:はグレー味を帯びる

10YR2/2肌褐色粘土間シルトを主体とし、地lllブロック、炭化物を微価含む。

〈1枕・枕穴〉柱穴は8艦検出された。柱穴配枇は不明である。埋上はII冊褐色土及び肌褐色土を主体とする。

〈炉跡〉33．34号焼土が検出された。 2基とも同一床面上に形成されるが、34号焼l:の方がやや灘んでいる。

33号．焼上は96×42cmの桁III形を呈する。焼成は杵汕で、被熱のおよぶ深さは岐大2cm程度である。34号焼l:

は44×32cmのほぼ円形をji!する。焼成は339･焼I:よりもやや良く、被熱のおよぶ深さは妓大3Cmである。

〈亜複〉 3 ． 7号住居跡、 28．30号上坑と重複する。本遺櫛は、住居跡よりも新しく、土坑よりは古い。

〈過物〉1器（95～l"･ llO～114:"49･50図、 ヤメ真図版31 ･32)。行雄2点(a-6･8 :写真|翼1版")、石

匙(c-34:写典|質1版61)、不定形4点(d-10．23･48･73:"84IXi、写典IxI版61･64･65･")、箆状石器2
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点(e-2 ･ 15:写真図版70･71)、間面加工石器(9-5 ･ 6 :第88図、写真図版74)、敵磨器類(h-4~

6 ：第88図､写真図版74)、 ﾌfj"(i-3 :第91図、写真図版79)、枡石製垂飾典(k-15:第"図、写典図版釦)。

<時期〉埋土の様相及び川土遺物から繩文時代前期後葉のものと推定される。

7号住居跡（第13･ 14図、写真図版7)

〈位慨・検川状況>AIX5gグリッド、住居群の南から3棟目に位慨する。Ⅲ届上miで是方形を呈する黒色

上の広がりが検出され、礫及び遺物も散在することから大形住肘跡を想定して調査を開始した。

〈規模・形状〉南北壁は他遺構に壊され消失するが、南側は東西コーナー部分が僅かに残存し、北側では周

櫛が検出された。これらから壁を推定すると、5.0×33mの方形を呈する。検出面からの深さは40cIn程度である。

<埋土〉上下2肘に大別される。上部はM(褐色土を主体とし、 IﾘI灘褐色ブロック・炭化物．焼土ブロックを

微獄混入する。下部は略褐色土を主体とし、地山ブロックの多い層を挟み上Fに地山ブロック・炭化物を微

飛含む層が堆禰する。

<床面〉Ⅳ肘を床とするが、部分的に貼床(llIM)を施している。貼床はII間掛色l:を主体とし、棚につぶれ

たような地山ブロックを含む。床耐は北側に向かって緩やかに低くなっている。

<壁〉残存するのは西壁と東壁南側のみで、その他は新期住居・土坑によって消失する。壁の高さは30cn]程

庇でやや外傾して立ち上がる。

〈土坑・柱穴〉柱穴は25韮検出された。このうち深さ35Cm以上のものが6鵬あり、西側にp294．359．365、

東側にp390･363が南北線状に並ぶ。しかし東西が対応するものはp294と390のみである。またこれらの外

側の壁際には、深さ20cm台の柱穴が配慨されている。埋士は略褐色土及び無褐色土を主体とする。

〈周櫛〉東壁の南側及び北壁にまわる。西醗でも他かに痕跡が似められたが記録できなかった。帆20cm前後、

深さは10cIn程度である。肌I:は東西雌が、地山ブロック・炭化物を微鼠含むIOYR3/2黒褐色粘土鷲シルトを

主体とし、 1制側はややグレー味を桁びる10YR3/3崎褐色粘土間シルトを主体とした地山ブロックを少斌、炭

化物を微風含む。

<炉跡〉35～37号焼|:が検川された。35¥｡焼|:は130×120cI11不雛形を呈している。この範朋を断Ihiで観察す

ると、中央部に焼土ブロック崎（4肘）が存在し、焼成面がI櫛北に分かれることから2蕪以上が亜複してい

る可能性がある。両側とも焼成は良く、被熱のおよぶ深さは5cm程度である。 36号焼I:は南端を463･ 1坑に

よりiIW失するが、東西l20cm、南北72cm以上の不雛形を呈する。焼成は杵通、被熱のおよぶ深きは雌大3cmで

ある。焼成Ⅲiは伽かにllll状に極みそのl:には焼土ブロック刑がil"iする。 36’･焼土もI制蝿部を46号土坑によ

I)消失する。そのため平面形は南北55cm以上、東西30cmの楕円形を呈する。焼成はやや良く、被熱のおよぶ

深さは鹸大7cmである。焼成miは伽かにⅢ状に窪む。35号焼土の上位にはM舟褐色土が薄く而的に貼り付いて

おり （7もしくはllW)、 この上imが36･37号焼1名の焼成面となる《，そのため、床面が2枚あり本泄柵は新旧

2時剛に細分されるnJ能性がある。

〈敢複〉 5 ． 7号住居跡、38．46号土坑と亜複し、いずれも本辿櫛よりも新しい。

〈遺物〉住用跡ほぼ中央部、検出lhiに礫及び避物が典中していた。土器(86～94･ 110～ll4･"48･50図、

写典1割版31 ．32)。土偶・円樅状1製肋(454･464:第79･80凶、写真図版57)。石錐(a-8 :写典図版58)

石匙(c-7 ･第81図、写真図版60)、不定形(d-36:写真|質|版66)、箆状石器(e-15:写真図版71)、敲

聯器類(h-3 ･50:写典図版74.76)、瀞石製飛飾具(k-15:第921叉|、写典図版80)。

〈時期〉蝿!:の嫌棚及び出土過物から縄文時代lil期後業のものと推定される。
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3．焼土遺構(炉跡） ・柱穴状土坑

焼土遺柵のうち検出時に仙隅跡内に位|趾し、炉跡と判断したものには、個別に冊り･は付けず住肘跡と併i肥

した。しかし、焼土遺構が多数重複するため各遺柵との対応関係が把握できなかったもの（4～7号住居炉

跡）や、遺栂に付属するものと断定できないものを一播して「○○吋･焼土」として扱った。これらは、調森

Ⅸ内で39埜検川された。このうち、調在・轆理過程において4～7り･仇居炉跡と判断した33～38号焼土は、

｢2．竪穴住居跡」に例示及び本文を犯戦、 l坑内焼l:のIII能性がある27～29.31-り･焼土は、土坑と一緒に腿l

承、本文は本願I1に記載した。それ以外の焼土遺構は、 ､l4面形及び川!t堆職状況から所属遺柵の存否を雛狸

することできなかった。 しかし、周囲に柱穴状士坑が分布し、周瀧と思われる溝が部分的に認められること、

焼土とi'ilじ商さで避物がMi的に広がることなどから、 11飛跡に伴う炉跡の可能性がある。そのため住勝跡と

想定される範|jMの柱穴・周櫛・焼土避榊を一括して|蘭1，爪し、本文巾にはこれら全体の関連性及び、個々の避

柵別の記載を行った（柱穴は炎掲載)。出土遺物は、捌在時においては住居跡と想定される範洲ごとに遺物典

巾地点として取り上げてきたが、これを各グリッドに当てはめ、週柵外川土遺物として取り扱った。

なお、便宜上、炉跡・焼土逝柵にかかわらず「焼|:｣という遺柵名称は変哩せずに使川した。

(1)焼土避柵（炉跡） とその周辺

5dグリッド周辺の焼土過棡（炉跡） と柱穴("15･ 16図、写典IXI版8)

〈位置・検出状況> 5c～5e， 6c～6eグリッドを範囲とする。Ⅲ屑上I力jで北西一南東方Inlに長軸をも

つjM色土の広がりが認められた。試掘トレンチ内からも焼k (3 ･ 4号焼土）を検出していたため住居跡を

惣定して調在をIN1始した。

〈肌土〉 ‐ド部(a)は黒褐色I: (9～171ti)、 上部(b)は黒色土(3W)を主体とする。 (b)はさらに上1，．

2用に大別される。下部(13～17層）は、下面のWI凸が激しいこと、柱穴状土坑に切られること、上面に焼

1:が形成されることから棚加'l!1:で、 これより上 (9～12．屑）はjH柵塊土と想定される。 (a)は、屑中から

下面にかけて過物・礫を多く含む。 (b)の皿-l:よりも広範IIHに唯Wiしており、南・ リリ側は閥企'又外へと延び

る。主体上は他の遺構の埋土股k部に含まれるものとよく似る。以上の堆積状況から (a) (b)は別遺櫛の

爪複または(a)が後世の削､|桐の可能性が孝えられる。

〈床lhi>焼I:の形成而、及び性穴の州込みlIiから巷えると、 lO～l2.M-ド伽を床とする。一・部掘方がみられ

る。床面は平坦だが、南Pq部より北東部が10cmほど低くなる。傾斜した床面をもつものか、児なる面をもつ

過柵が重複している可能性があるが、中央部を3層及び3号･士坑に削､ドされているため、詳細は不明である。

〈盤〉断面でのみ確認された。唯高は、雌火でlOCm御災、直立もしくはやや外剛して立ち上がる。

〈周櫛〉北西部及び西側で断続的に検II1された。帆lOcm前後、深さ5Cm以下である。明尚褐色ブロックを含

んだIOYR3/3略褐色粘土質シルトが堆柵する。 (b)の遺柵に付属するものと思われる。

〈炉跡・焼土適櫛〉 1～5号焼土が検HIされた。 l ･ 2¥焼土、 3～5号焼土がそれぞれ斜面の等商線に沿っ

て南西一北東〃向に雌んでいるが、両蒋の軸はややずれる。 1号･と2り焼土IIIjおよび、 3･ 4-り焼士と53．

焼土llllは各l.5m秘である。 3～5妙焼土形成Iiiは、 1 ． 2号焼|:より5～10cn1ほど低くなる。またA-A' ･

B.B.交差点付近にも被熱の換跡(15層）が見られたが、平面形で把撮することはできなかった。

〈上坑・柱穴〉桃穴は多数検IHされた。 3～5号･焼土に伴うもの(I)と、 1 ･ 2号焼士に伴うもの(2)

と2棚類の柱配Wiが想定される。 (1)は、 I)53．68～7()･72･76･79． 81 ．89．96． 98を仙川する。 IW東部
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は調査区外に位置するものの、桃IIIIは東西が約2.7～2,8m、南北が3.0m・約60cm東へずれて同様の配置が見

られるため、 2時期あるⅡI能性がある。 （2）は3～5号焼土に伴いI)57･83･67･91･603を使用する。南

側は濁従区外に位樋するため＃j北の対応関係は小Iﾘlであるが、桃IIMは南北3,0mと2.0m，東西は3.()mである。

北側はこの他p93･ 102･ 104が東西軸線状に位i趾する。多苅形の柱配1世を想定すれば、 p61．54もそれぞれ

北側の柱穴(p57．91)からの距離が約2mと揃う。

〈解釈〉本避綱は竪穴住I(跡のⅢI能性が尚いと拶えられる(, 1制櫛の位佃、埋1:堆Wi状況から見ると (a) (b)

l～2避柵の杯在が想定される。 (b)の平面形は、東リV9m以上、 l櫛北53mの桁円形を!Iiする。 （n）はこれ

fl)も東西・南側が広がる。新旧関係は(a)新(b)古となる。一方、焼土・柱配悩からは、 ( 1 ) (2)の

少なくとも2通櫛の爪襖が想定される。 1町者は、切りあう柱穴がないことから直接の新旧関係は不明である。

北東一南西の床miの錐及び焼土形成1mの商低蕊を号!&すると、尚位の焼成Imが腿存する (1 )が耕しいと､ドリ

断される。 しかし、この場合床而が商<なる南西側において低位の床面がはっきりとしない(16･ 17用か？）

ため、傾斜する床而をもつ可能性もある。 (a) (b)と ( 1 ) (2)の関係を単純に新lu関係から対応させる

と、 (a) と ( l)、 (b) と (2)となるが、桃配俄と埋土の広がる範川が介わない。 (b)は( 1 ) (2)のい

ずれかに伴い、 (a)はこれらとは別の適椛、 もし<後世の捌削の及んだ肘と考えられる。 (2)の柱穴配悩は、

(b)の､|4mi形とほぼ-･故するものである。これらの住居跡は規模から大形住居跡になる可能性が考えられる

が、 4～7サ住居跡群のようにほぼlmlじ軸で床lliの高低叢もほとんど見られずにilt襖している例もあるため、

上ildの!II火のみでは判断できなかった。

〈他遺櫛とのIIi複> 3～6 ･ 8号二|枕と亜襖する。新旧関係は6号I抗より新しく、 3 ･ 4号I抗より占い。

8号土坑との新旧は不明である。また上記の3W(a)が遺柵埋土と判断した場合、 3号l坑内の4屑が3脚

と同一聯の可能性があるため、 I山j巡榊の新IIJIMI係がはっきI)しなくなる《》

〈通物〉過物は3燗（肌色土居) ,I .IIiから脳中に多く含む。化居プラン想定範囲に含まれる週物は以ﾄﾞの通

りである。 ｜器（403～414･417～437.439～441 :第74～76IXi，写真1劃版51･52)。石錐2点（剥一51．65:

"81図、写典I叉1版59)、 イi匙(c-26: ケ' 典I翼1版61)、不定形(d-31 ･57･58．85:？ﾒ典IXI版65･69)、箆状

府器4点(e-8･9･19．20:"86IXI、写典似1版70～72)、敵聯器賀ill点(h-17～22．27． 4()･42．43･

63：第89脚、写真図版74～77)、石錘( i-16:写真図版79)｡

〈時期〉埋士の様相及びIH土遺物から縄文時代前期末葉～中期初頭のものと推定される。

4eグリッド周辺の焼土過棡（炉跡）と柱穴(1 ) (第171xl)

<位置・検出状況> 3d～e･ 4d～e ・ 5cグリッドを範囲とする。 III層上面で6 ･ 7号焼l:を検出し竪

穴住居跡の可能性があると判断し捌従を開始した。

〈規模・形状〉 ､141m形は不Iﾘjである。

<埋土〉照褐色シルトを主体土とする。後luの造成によって削平を受けているため肌土は北側で他かに残存

しているのみであった。

〈床而〉脆'形成而から考えるとⅢ肘tlmを床とする。 6 ． 7号焼1:より南側は後世の水田而が一・段低くなっ

ており、南半は床而ドまで削平を受けていると判断される‘，

〈雌〉確認されなかった。

〈周櫛> ili側で断続的に検川された<,"IO～20cm、深さは数Cm程度である。明前褐色ブロック・焼土ブロッ

クを微趾含む10YR2/3照褐色シルトがjl鍬する《, 111述の通りlli側は削､I4されてしまっており、北側とは20cm
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ほど商低差があるため、周櫛は消失してしまった可能性がある。

〈炉跡．焼上遡柵〉 6 ． 7号焼土が検H1された。両稀は斜面の群間線に泊って南西一北東ﾉjlhlに並んでおり、

ほぼl'il一の聞きに形成される。 1町将のIIII隅は約4mである。

<t坑・柱穴〉焼土形成mi (床面？）からの深さ30cm前後のものが多い。周柵の北側（住居内側）にIlil櫛と

平行して柱穴が雌ぶ。検出されない箇所はあるものの、柱間の距離はほぼ90cmの間隔を持つ（西からplO6･

108． 444． llO． 417． J15jl ･ ll2)。一・方焼i:をはさんだ.I上側にもこれに､ド行する柱穴列（西からpl20･354･

323.406）が兄られる°しかし南側のものと位i；tが対応しない〈’ 1:述の通り lij北の商低錐が20cmWl虻あるた

めに、消失または、数Cm～数lOcmの掘込みしか残存しておらず見逃してしまったものもあると思われる。

〈解釈〉本過柵は竪穴住居跡のnI能性が問い。焼土・周瀧・柱配Wiから東InilO.5m以上、南北3.5m以kのプ

ランが想定されるが、 5(I周辺のものと同梯に、 叩.独避柵（大形(l拙跡） もしくは2棟以上が爪襖したもの

と推定される。

〈飛複〉想定される平面形内には5 ･ 9 ･ 12･ 13． 16号土坑がjn複する。新II｣関係がはっきりするものは6

－り･焼土と切りあう5号土坑のみで、本過柵より新しい．

〈過物〉床而近くまで削平されているため過物はほとんどlll l:しておらず、本適栂に伴うと判断できるもの

はない。

<II#IM>重複1川係から繩文li#代前期末紫～中期初肌以iilのものと椛定される。

4eグリッド周辺の焼土週棡（炉跡）と柱穴(2) (第17図）

〈位悩・検出状況> 4d～eグリッドを範囲とする。Ⅲ層上面で焼上を検川し、堅穴住牌跡の可能性がある

と判断し謝在をIM始した。

〈規模・形状〉 、I4面形は不Iﾘlである。

<炉跡・焼土過椛〉 18．32号焼12が検出された。 IIIj背の間隔は約60cmで、斜而の等商線に沿って南西一北東

方lilに並ぶ。ほぼ|剛一面に形成されており、規模・形状、被熱の状態、上位に焼tブロック層が堆柚するな

ど両苫の矧似点は多い。

<埋土〉床而付近まで後lltの削平が及んでおり、 MI!土は確認できなかった。

〈床而〉焼土形成面から考えるとⅢ～Ⅳ岡を床とする。

<lW>残存していない。

〈周柵？ 〉 18り．焼l北西に是さlOOcm，幅15cm、深さl5cmの柵状のプランが検出された。地山ブロックを微

趾含むlOYR2/3黒褐色粘上質シルトが唯柵する。

〈土坑・柱穴〉周溝の南側（住居内側）にこれとほぼ平行して柱穴が並ぶ（北からp389･386･385･384･

441 ．442)。北側の雌ぴとほぼ平行してIWIIIにも柱穴が典'l!するが（北からl)328．326･325．331)、 ll端は

対応しない。

<解釈〉本遺柵は竪穴住居跡の可能性が高い。焼土・周溝・柱配世から東西7m以上、南北3.2m以kのプラ

ンが想定される。恥独過柵（大形住居跡）か2棟以上が砿襖したものと判断される。

<爪襖〉推定平面形内にはl2．45号1:坑が砿複するが新旧1M係は不明である。

<過物〉床面近くまで削平されているため遺物はほとんど出土しておらず、本遺構に伴うと判断できるもの

はなかった。

〈時!UI> IHI:遺物はないが、周囲の械相から縄文時代前期後難～｢1'101初航のものと推定される。
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2fグリッド周辺の焼土遺櫛（炉跡）と柱穴(1 ) ("18図、写典図版9)

〈位置・検出状況> 2f～gグリッドを範囲とする。Ⅲ層上面で19･20号焼土を検出し、周囲に通物も広が
ることから住居跡の可能性があると判断して洲從をIM始した。

〈炉跡.焼ﾆﾋ遺柵> 19．20号焼土が検出された。ほぼII1じ高さに形成され、両汁の間隔は約2mである。
〈規模・形状〉平面形は不明である。

〈埋士〉床Im近くまで削平されているために硫認できなかった‘，

〈床而〉焼土形成Ⅲiとliilじ高さに避物が広がることから床面を想定した。

〈壁〉残存していない。

〈周瀧〉確樋できなかった。

〈 上坑・柱穴〉周川に柱穴が存在するものの、焼土形成im(床1m？）から棚込まれているものか確泌できな

かった。

〈解釈> 2f (2)と共に検討することとし、次項に記戦する。

〈爪複> 2f (2) ･ (3)と菰襖し、 lil将より新しく、後者との新ⅡIは不Iﾘlである。また、 l¥･住暗跡、

35．50．54号土坑とilt襖すると忠われるが、 1号住居跡が本遺柵より新しいと判断される以外、新旧関係は

不明である。

〈遺物> l9号焼土形成面に焼l:を中心として南北に避物・礫が散在している（破線範囲)。但し2f (3)

のプラン内からlll土している351, h-39は、 2f (3)が新、 (I)が古の珊合は本避柵に伴わない可能性

がある。上器（342～353.386～388：第68．69．73．74凶、写真図版45．46．49．50)。石厳2点(a-"･

71 ：第81図、写真|劃版59. 60)、不定形(d-63:第85図、写真図版67)。

〈時期>HI!土の棟肘l及び出土遺物から縄文時代前期末蕊～'l!期初皿のものと椛定きれる。

2fグリッド周辺の焼土遺柵（炉跡）と柱穴(2) ("18図、写典図版9)

<位置・検出状況) 2f～gグリッドを範朋とする。ベルトを設定し、周囲をⅣ屑上miまで掘り下げたとこ

ろ、断lliに39号焼土がみられ、焼土形成面を下Imとしてほぼ､ドらに適物を含む牌が堆棚していることから、

過柵（住｝廿跡？） と判断し記録した。

<炉跡・焼土遺櫛〉39号焼土が検出された。 2f (1)の19号焼土とは斜面の等高線に沿うようにならぶが、

形成面に10cmほど商低雄があるため、恐らく別遺櫛に伴うものであると思われる。

<規模・形状〉平面形は不Iﾘjである。

<埋土〉蝋褐色上を龍体とする。焼土上位肘及び壁際には明黄褐色火1l1灰を含む。

<床面〉Ⅲ届を床とする。断面形でのみ確秘したが、ややlul凸があり、北側が低くなる。

<雌〉断而から北盤のみ確泌した。強存するI噛柵は15cm，外傾して立ちkがる。

<周溝〉確泌されなかった。

<土坑・柱穴〉Ⅳ層上imまでさげて検出したため、棚込み而は不明である。39号焼土形成面（床、？）から

の深さが30～40cmほどのものが大半をしめる｡柱はp279･299･363．399が1.7×2.4mで方形に配世されるが、

さらに腱I刑するものかどうか不明である。多fI形を想定すれば北西側のp273もp274.299から1.3mとほぼ

l'1間隔となる。この場合柱配世は南東方向に展開するものと思われる。掘込み面を把握していないため、 2

f (1)に伴う可能性があるものの、 20号焼上が柱穴南側へはみ川してしまう。

〈解釈> 2f (1)は、 19･20号焼土．焼I:形成mに遡物が広がる （床而か？)。 ・方2f (2)は39号焼

－30－



土形成面を下而として埋士がほぼ水平に堆積する。阿肴の高低差は約lOCInあり、別遺櫛と判断される。この

珊合1l!jz6屑は、上部(2f (1)埋土。下面が床mio） と下部(2f (2) jll!土）に分尉できるはずだが確

遡できなかった。また2 f ( 1 ) と (3)の新旧!Ⅲ係は、遺物川t状況・型式から判断すると2f ( 1 )の

方が新しいと判断きれるが、上記の通り （1）の埋土を認識できなかった。 2 f (2)の平面形は、その柱

配舩から、北西一南東方向に展開するものと思われる。 2f (1)は、焼土および遺物出上状況により、南

IHi-北東方向に展開するIII能性が考えられる。しかし(1)の加1に軸を持つ住居跡は捌在区内では見られ

ず疑問が残る。

〈亜複> 2f (1) (3) と亜複し、いずれも本逝櫛よりも新しい。また、想定される平面形の範囲は35号

土坑と竃複するが新旧関係は不明である。

<jm物>39サ焼土形成Ihiに伴う迫物は碓組できなかった。

〈時期〉埋土の様相から繩文時代前期後業以前のものと推定される。

2fグリッド周辺の焼土週棡（炉跡） と柱穴(3) ("18IXl、写典|叉|版10)

〈位侭・検出状況> 2f～gグリッドを範囲とする。Ⅱ層上而で24号焼土を検出し、焼i:形成面で周囲に遺

物が広がることから、竪穴住居跡の可能性があると判断し調盗を開始した。

〈規模・形状〉乎面形は不Iﾘlである。

〈炉跡．焼l:辿柵>24号焼土が検出された。

〈蝿上〉黙褐色士を主体とする。地lllブロックは雌際に少量、蝿t下部に微吐含み、上部には認められない。

また炭化物・焼土ブロックを全体に混入するが、下部が最も多く含む。

〈床lili>焼土形成面に過物が広がることから床而と判断した。 ・部黒褐色土を-臘体とした棚方埋fが見られ

た（4 ． 5肘)。

〈砿〉断面でのみ確認された。残存する畦高は25cm(1層が別過栂の場合lOcm程度)、外徹して立ち上がる。

〈周櫛〉南壁よりも50cm栂内側に断続的に見られる。地lllブロックを少量含む】OYR3/3暗褐色粘土質シルト

が唯柵する。

( I坑・柱穴>24号焼I:形成而（床而？）から深さ20cm程庇のものが大半を占める。北側が捌査外へとのび

ることもあり、柱配置は不明である。

〈解釈〉本辿柵は住居跡のIII能性が商い。 しかし範囲が明確なのは南西側のみで、北側は捌在区外、 I櫛東側

では確認できなかった。 1N雌を東へ延腿させて行くと249．焼1:までの距離が約3mあり、炉が中央に般枇さ

れていると仮定すると、やや幅広な感じがする。また巨大な礫が露出しており、 この礫が過櫛想定範ﾘH内に

含まれてしまう。以上のことから、ほぼ同じ床而を持つが、単･の遺構ではなく2棟以I:が重複している可

能ﾔliも考えられる。

〈並複> 2f (1 ) 。 (2)、 3号住居跡と重複し、 2f (2)より新しく、 3号住lil跡より古い。 2f

(1)との敢複i側係は確認できなかったが、出土過物より本遺櫛の方が古いものと思われる。

〈逝物〉24号焼土形成mi (jil! I:2届ﾄ.lli)に礫・遺物が倣在している （破線祁分)｡ -l:IW(354～372:"71

~73IXI、写典|叉1版47～49)。石雄5点(a-30～34:写真図版58)、不定形2点(d-53･62:写典図版67)、

磨製石斧3点(f-5･ 6 :写真図版73)、敲磨器類lO点(h-10～l3･38･44･51･52･58･71:"89･90

脳1，写真図版74．76～78)、滑洞製垂飾JI (k-58:"93図、が1!咽版81)。

〈時期>MI!上の械相及び川l:過物から繩文時代lil川後難のものと推定される。
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4 iリツド周辺の焼土遺構（炉跡）と柱穴（第19図）

〈位悩・検出状況> 3h～i 、 4h～j、 5 i～jグリッドの範洲に位機する。

〈炉跡・焼土過柵〉 9～14･22･23･30号焼ﾆﾋが検出された。 22号焼土が他よりlOcmほど低くなる以外は、

ほぼ同じ商さに形成されている。また、 27～29･31号焼土も検出するが、上述の理由で土坑と一緒に褐城す
ることとする。

〈規模・形状〉平Im形は不IⅢである。

〈埋土〉床面近くまで削平されているため確認できなかった。

〈床面〉焼土形成而が床面と考えられる。 12･30号焼土付近では床面上に遺物及び礫が散在する。

〈壁〉残存していない。

〈周柵〉確腿されていない。

〈土坑・柱穴〉焼土の周囲に柱穴がたくさん検出されたが、明確な配慨はみられない。特に図示した北側調

査区境から内側にl～1.5mほど調査不可能な区域があったため、柱穴をすべて検出することができなかった。

〈解釈〉本遺柵は竪穴住居跡のIII能性があるが平面形・規模、柱配itなど不明な点が多い。柱穴・焼土の検

川状況、周囲の緊穴住居跡の配置をふまえて考臘すると、 13． 14号焼土(8号焼I:も含むか？）、 ll． 12･

23･30号焼土、 13･ 14．22号焼土と大きく3つのまとまりに分かれるように見える。

〈重複〉平面形推定範囲に土坑が多く ilt襖する。 39～41．51号士坑は検出面に焼l:が形成されており、同一

遺榊もしくは、焼I:が新しく、それ以外の新旧IⅢ係は不明である。

〈遺物〉30号焼土形成面付近に礫が散征し、上位燗から遺物が出土している。時に4 i～5 iグリッドに多

く見られ、 30号焼t上面には横に押しつぶされた形で438が貼I)っていた。土器(416･483．547･563･

56‘1 ．566．567：鮒75図、写典図版51･55)｡ l'l盤状土製品(476:"80IXI ・写真図版57)。石雌3点(a-46

～48：写真|叉1版59)、石匙4点(c-20．24．25･36:第81．821剣、写真図版61 .62)、不定形6点(d-

15･28～30･82．84:第82図、写真l劉版64．65．69)、箆状石器(e-17:写典図版71)、 i町面加工石器

(g-3 :第88図、写真図版74)、敲孵器類4点(h-33．62･67･68:第89．90図、写真l乳1版75･77･78)、

石鍵( i-14:写典図版79)｡

〈時期〉蝿土の棟州及び出土通物から繩文時代前側l末葉～中期初頭のものと推定される。

B区の焼土遺棡（炉跡）と柱穴（鋪20図）

〈位世・検出状況> 7p・ 80～qを範UHとする◎我士除去後避柵を碓似しながら伽り下げていったところ、

焼土と遮物の広がる面が検出された。

〈炉跡・焼土遺柵> 15～17． 21号焼I:が検出された。 15号焼土東側、 16･17･21妙焼土はほぼ1脚'一面に形成

きれる。

〈魏棋・形状〉平面形は不明である。

〈埋土〉確認できなかったが、焼土と切り合っている7号土坑･ 14号土坑土坑の1屑が遺柵外の土と類似し

ていて立ち上がI)がはっきりしなかった。そのため、新III関係を誤り、週櫛外の肘及び土坑1用が焼I:に伴

う過柵の肌I:になる可能性がある。

〈床面〉焼土がほぼ同じ面に形成されておI)、なおかつ同一面に礫・過物が散在することから、床面の存在

が推定される。

〈壁〉確越されなかった。
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〈土坑・柱穴> p501～504が検出された。このうち、 p503と504は15･21号焼土と16･ 17号焼土の柱IIUに南

北に配個されている。柱|Ⅲは約3mである。

〈解釈〉焼上・柱穴の検HI ・遺物の出I:状況から本避柵は竪穴住居跡の可能性がある。しかし、調介範囲が

狭いこともあり平面形、規模、柱配世など不明な点が多い。またl5号焼土と21号焼土がili襖していることか

ら、 2棟以上の並複も考えられる。

〈砿複〉焼tの位佃から考えるとB区の土坑すべてが本遺柵とjIt襖していると考えられるが、新旧IM係が不

Iﾘlなものが大半である。 16． 17号焼土との切り合いから、本遺柵は7号土坑よりも古く、 14･55¥-|坑より

も新しいと判断される。

〈通物〉焼土形成而に礫・過物が散在する。 I器(441～445.585～593:"77．78図、写真図版52･53･56)

ｲi匙(c-47:写真図版63)

〈時期〉埋土の様相及び出土過物から繩文時代前川末葉～中期初頭のものと推定される。

（2）焼土過柵（炉跡）

1号焼土（節22図、写典図版12）

<位個・検出状況>A区、 5dグリッドに位置する。 5d付近郷褐色土の広がりを除去したころ、グレー味

の蚊い黒褐色土_km(住届床mi？）に形成されていた。

<規模・形状>30×25cmの不轆形を'i!する。

<焼成・埋土〉焼成は悪く、被熱の及ぶ深さはl～2cm程度ではっきりとしない。焼失など何らかの理由で

部分的に被熱した可能性もある。

<爪裡・帰属過柵〉亜襖する他の過柵はない。 5d付近の住塒（？）床而に形成されており、地床炉もしく

は被熱を受けた部分（焼土） と考えたい。

<過物〉遺物は出土していない。

<時期〉縄文時代のものと推定される。

2号焼土（鋪22図、写真I叉|版12)

〈位悩・検出状況>A区、 5dグリッドに位置する。 5d付近の照褐色土の広がりを除去したころ、グレー

味の強い凧細色土上面（住朏床1m？）に形成されていた。

〈規棋・形状〉30×20cmの不盤形を,i1する。

<焼成・埋土〉焼成は悪く、被熱の及ぶ深ざは1～2Cm程度ではっきりとしない。焼失など何らかの理由で

部分的に被熱したI'1能性もある。

<爪襖・州属遺柵〉亜襖する他の避柵はない。 5d付近の住)‘I； （？）床Injに形成されており、地床炉もしく

は被熱を受けた部分（焼土） と考えたい。

<過物〉遺物は出土していない。

< llfIM>縄文時代のものと推定される‘，

3号焼土（第22図、写真I質1版l2)

<位悩・検lll状況>AIX、 5eグリッドに位世する。試掘トレンチ内Ⅳ肘klhjに形成されていた。

<規模・形状> llO×72cmの不整形を'i!する。断Ⅲi形は、中心部がやや獺み没Ⅲl状となる。
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〈焼成・埋土〉焼成は良い。被熱が及ぶ深さは鹸大7cmである。焼成面上位には炭化物．焼ヒブロックを大

景に含む層が覆う。南側には礫が埋め込まれおり、打囲炉の可能性がある。

<jitM･附属遡柵〉平mi形では4号焼二i:と爪襖するが、断面で被熱の範UMを確惚したところ'ltなってはいな

い。周囲には遺物を多く含む無褐色土が堆積し、 5d周辺の住居（？）床面に形成された炉の可能性が高い。

またp87･88と菰複しこれに切られている。

〈遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

4号焼土（第22図、写真I釧版12）

〈位佃・検出状況>A区、 60グリッドに位世する。 トレンチ内Ⅳ牌及び1粁褐色土墹（住Ii伽I方埋士？）上

IMに形成されていた。

<規模・形状〉80×70cmのほぼ円形を呈する。断而形は、中心部がやや窪み浅'Ⅲ状となる。

<焼成･ j!I!=t)焼成は良い。被熱およぶ深さは峨大6Cmである。北側には礫がlMめ込まれおり、石州炉のIリ

能性がある。

<重複・帰属遺櫛〉平面形では3号焼土と重被するが、断面で被熱の範朋を確認したところ亜なってはいな

い。周囲には遺物を多く含む蝋褐色I:が広がりっており、 5d周辺住｝，!； （？）床而に形成された炉のIII能性

が商い。

<遺物〉過物は出l:していない。

〈時期〉縄文時代のものと推定される。

5号焼土（第22E1，写真例版12)

<位置・検出状況>A区、 5eグリッドに位償する。 5d周辺黒褐色I:の広がりを除去したころ、Ⅳ屑上面

に形成されていた。

<規模・形状〉一辺が40cm以上の円形～鮒111形を呈する。

<焼成・狐|:〉焼成は普通。被熱のおよぶ深さは確鰡できなかった。

<重複・帰属遺櫛〉焼土上位には遺物を多く含む熟褐色土が広がりっており、 5d周辺住居（？）床miに形

成された炉と推定される。 ・方で、 4号I抗とも亜襖しており、土坑内焼tがほぼ同じ高さで広がっている。

I坑内で焼土が形成され、その影騨で周UHにも被熱が及んだII1能性も考えられる。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉繩文時代のものと推定される。

6号焼土（第221Xl、写典lXi版l2)

<位置・検出状況>A区、 4eグリッドに位固する‘， Ⅲ屑上面に形成されていた。

〈規模・形状〉北端を他過柳とjn複しil'i失するが、南北がllOCnl以上、東西柵74cmの不整形をIUIする。

<焼成･NI!土〉焼成は良く、被熱の及ぶ深さは峨人6cmである。北側では焼土刑の上に、間くしまる焼|:7

ロック届、焼土ブロックを含む黒褐色I綱が堆積する。南部は旧緋作上によって削平されてしまっているた

め、焼土の上位牌は残存していない。

〈砿複・州属遺柵〉 5号三I坑と爪裡する。爪襖部のI:jkjll!-|:が被熱しておらず、 l:WIIM口時に焼|:が形成さ
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れたか、上坑の方が新しいか、いずれかの可能性が考えられる。しかし、両遺桝重複部付近が最も深く被熱

が及んでおり、焼土が下方へ向かってIⅢ状に形成される性賀を考えると、恐らくそこが中心と思われる。そ

のため、土坑によって本辿柵の一部が塊されたものと判断したい。本過柵は4c周辺の伽ill （？）に1'卜う炉

跡の可能性が高いと思われる。

〈遺物〉迫物は出|:していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

7号焼土（第23図、写真図版12)

<位置・検出状況>A区、 4dグリッドに位置する《， Ⅲ肘上面に形成されていた。

<規棋・形状〉58×50Cmのほぼ円形をl11する。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは7cmである。焼土の上には問<しまる焼土ブロック層が慨

う。焼成凡合・堆禰状況とも6号焼1:と似る。

〈砿複・州属過柵> jlt襖する他の遺柵はない。本im櫛は4e周辺の住鵬（？）に伴う炉跡の可能性が商いと

思われる。

<遺物〉過物は検出されていない。

<時期〉繩文時代のものと推定される《，

8号焼土（第23図、写真図版12)

<位置・検出状況>A区、 39グリッドに位世する。Ⅱ屑･ 4層上niに形成されていた。

<規模・形状〉東西80cm， ifi北50cm以上の不雛形をli!する。

<焼成・埋土〉焼成は弱く、被熱のおよぶ深さは岐大8(mである。西端部では焼成面のkに焼ニヒプロック肘

が堆積している。

<菰複・帰属遺柵〉爪複する他の遺柵はないが、 3号住居跡北壁と近接している。焼土の.上位の堆概tが削

平されていしまっているため両将の新|川則係は不Iﾘlであるが、住腓の方が新しい珊合、本遺柵南端は消失し

ているものと思われる。 4 i周辺の遺柵（住居跡？）に伴う炉跡の可能性がある。

<遺物〉過物は出|:していない。

<時川〉繩文時代のものと推定される。

9号焼土（第231剛、写真似1版12)

〈位置・検出状況>A区、 3hグリッドに位慨する。Ⅲ肘・ 5層上面に形成されていた。

〈規模・形状>80×60cmの不整形を‘I1する。

<焼成・埋土〉焼成はやや恕く、被熱のおよぶ深さは岐大9(Jmである。

<重複> p702とjIi複しこれに切られる。南に30cmの間隔で10号焼土が位置する。焼成面の高さはほぼ同じ

で、焼成典介も緬似している。焼l:のl:位牌がWII平されているためi脈細は不Iﾘlだが、 4 i周辺過柳（住居
跡？）に伴う炉跡の‘'｢能性がある。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉繩文時代のものと推定される。
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10号焼土（第23図、写奥図版12)

〈位佃・検出状況>A区、 3hグリッドに位|撤する。Ⅲ舸上Imに形成されていた。

〈規模・形状〉90×58cnlの柵ILI形を呈する。

〈焼成・埋土〉焼成はやや魁く、被熱のおよぶ深さは雌大5cmである。

〈重襖．帰属過柵>pl35と重複しこれに切られる。北側に93．焼土が近接している。焼I:の上位屑が削平

されているため脈細は不lﾘlだが、 4 i周辺過附（住IIII跡？）に伴う炉跡の可能性がある(》

<過物〉遺物は川上してない。

〈時川〉縄文時代のものと推定される。

11号焼土("2JI図、 ヤな‘躯|版13)

〈位個・検出状況>A区、 4 iグリッドに位慨する。Ⅲ屑上面に形成されていた。

<規模・形状〉 、ド面で確遡した範MMは140×l20cmの不粧形を呈する。断面から、北端部は7胴により塊され

ていることが判Iﾘlした。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは妓大7cmである。焼成mの上には焼土ブロック肘が点ｲl:す

る。

<重似・州属過柵〉23号焼土と砿複するが、同じ商さに焼成而を持つkに、亜複部を7屑によって壊されて

いるため新旧|則係は不明である。 4 i刷辺のjXilW(住届跡？）に1． う炉跡のIIj能性がある。

〈遺物〉遺物はlll上していない。

〈時IWI )縄文時代のものと推定きれる。

12号焼土（第23図、写典図版13)

〈位置・検出状況>AIX、 4 iグリッドに位樅する。Ⅲ層上面に形成されていた。

〈糺棋・形状)200×80cmの不整形を呈する‘，

〈焼成･MMI:>焼成の良い簡所が北側(6M)と南側(3M)にあI) I吋瀞のllllは被熱が弱くなる (5M)た

め、 2雌取複している可能性が高い。被熱のおよぶ深さは1句者とも肢大8cmである。 I付側の焼土届の上位に

は焼土ブロック牌と、炭化物。焼|:ブロックを含む賠尚色上層が堆積する。

〈菰複・帰属巡柵〉噸襖する他のjm櫛はないが、本適柵自体が2j脾の煎複であると考えられる(, 4 i間辺の

過柵（11ﾐﾙi跡？）に伴う力i跡の可能性があるく，

〈遺物〉遺物は出土していない。

〈時Ⅲ〉繩文時代のものと推定される。

13号焼土（第24図、写典図版13)

<位慨・検出状況>A区、 4 jグリッドに位股する。Ⅲ厨上面に形成されていた。

<規模・形状> IW北80cm以上、束IIIi50cm以上の不整形を呈する<, lW側はl胴により域きれており、 14号焼土

と同一迫柵の可能性がある‘，

<焼成・埋土〉焼成はやや悪く、被熱のおよぶ深さはl～2Cm租度ではっきりしない。

<亜複〉重複する遺櫛はない。 14･り･焼土と近接している。 4 i周辺の遺柵（住居跡？）に伴う炉跡の可能性

がある。
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<遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

14号焼土（第241xl、写真図版13)

〈位置・検出状況>A区、 4 jグリッドに位置する。Ⅲ層上Iiiに形成されていた。

〈規模・形状〉東半部が新川眺作|:によって壊されているため、 IM北80cm以k、東側20cm以上の馬蹄形状を

呈する。

〈焼成・蝿-k〉焼成は弱く、被熱のおよぶ深さは殿大3Cmである。東側は新期耕作土によって削平されてお

I)、 13号焼土と同・週構であった可能ﾔliが考えられる。

〈爪複・州帆避柵〉亜襖する避柵はないが、 135．焼|:と近接している。 4 i刷辺の過柵(IM}跡？）に伴う

炉跡のnI能性がある。

〈遺物〉通物は出I:していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

15号焼土（第25図、写真図版13)

<位澗・検出状況>BIx、 8pグリッドに位世する。 Ⅱ墹上lli、 または、 21号焼土に伴う遡柵埋士中に形成

されていた。

<規模・形状> 125×90clIlの桁円形を蛙する。

<焼成・埋土〉焼成は弱く、被熱のおよぶ深きは1～2cm程度とはっきりしない。

<飛槻･%I}嘱遺櫛〉上記のとおり、 21砂焼|:と砿襖し、本過柵のほうが断しい。

<遺物〉過物は川l:していない。

<時期〉繩文時代のものと推定される。

16．17号焼土（第25図、写典IxI版13)

<位慨・検出状況>B区、 8pグリッドに位置する。Ⅲ層『1!、 23号土坑1W･55¥l坑埋土1mで形成され

ていた。

<規模・形状〉東西境界ははっきりとしないため、 I力j遺枇あわせて170cnl，南北は16号焼土が52:m、 17ij･焼

土が82cIII，いずれも不整形をII!する。

<焼成・埋土〉焼成は普通、被熱のおよぶ深さは16号焼土が最大10Cm， 17号焼1:が7cmである。

<敢複・＃1}閥遺栂> 16･ 17号焼土と重複するが焼成而が同じ問さのため新旧INI係は不明である。同一遺櫛に

伴う可能性が高い。また7 ．23･5531:坑とjIt組する。23･555･土坑よりは新しく、 7号土坑との新lulM係

は不明である。21号焼土とほぼ同一面に形成され、何らかの過椛（住1,1跡？）に伴うⅡJ能性がある。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時川〉繩文時代のものと推定される。

18号焼土（第25図、写真1劃1版13)

<位置・検川状況>A区、 4 fグリッドに位綴する．Ⅲ届上miに形成されていた。

<規椣・形状> 100×105cmの不輪形を呈する。
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<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは鹸大10cmである。焼成面は皿状に銀みその上には焼土ブロッ
ク燗が堆積する。

<爪襖・帰属過柵> jI慨する他のjm柵はない。 4e (2)住居跡（？）に伴うUII能性がある。
<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉縄文時代のものと推定きれる。

19号焼土("25INI、写典図版13)

〈位置・検出状況>A区、 2fグリッドに位悩する。 2f (2)埋土中（6屑？）に形成されていた。

〈規模・形状〉東西30cm，南北20cm以上の円形～桁円形を呈する。

<焼成・蝿土〉焼成は珊く、やや赤愛している程度で明黄褐色ブロックを確遡できる。被熱のおよぶ深さは

妓大lOCmである。

<敢襖・帰属遺櫛〉重複する他の遺柵はない。 2f (1 )住居跡（？）に伴う可能性がある。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時川〉繩文時代のものと推定される。

20号焼土("251矧、写典|Ⅸ1版13)

<位M･検出状況>A区、 2 fグリッドに位肚する。 2f (2)蝿土11’ （6咽？）に、形成されていた。

<規模・形状〉60×30cmの不整形を呈する。

<焼成・埋土〉焼成は非'肘に弱く、断面では深さを確認できなかった。

<砿襖・帰属過柵〉亜複する他の遺柵はない。 2f (1 )住居跡（？）に伴うⅡI能性がある。

<過物〉過物は川上していない。

<時期〉繩文時代のものと推定される。

21号焼土（鋪25図、が典lxl版l4)

〈位慨・検出状況>A区、 8pグリッドに位例する。Ⅲ柵上面に形成されていた。

<規模・形状〉54×32cmの桁円形を呈する。

<焼成・埋土〉被熱のおよぶ深さは股火2Cmである。

〈亜襖・蹄閥遺柵> l58･焼I:と亜似し、これよりもiliい《 , 16･ 17号焼土と同一面に形成され、何らかの過柵

(住居跡？）に伴う可能性がある。

<遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉抑文時代のものと推定される。

22号焼土（第26図、写真図版14)

<位俄・検出状況>AIx、 4 jグリッドに位慨する。Ⅲ．Ⅳ肘上而に形成されていた。

<規模・形状> 13()×100cmの梢円形を鼎する。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱がおよぶ深さは鹸大7cmである。焼成面は皿状に窪んでおI)、その上に焼

土ブロック層がjl"iする《，

<並似･AI}腿逝柵〉並襖する他の遺柵はない。 4 i周辺の過櫛（住届跡？）に伴う炉跡の可能性がある。

－38－



<週物〉遺物は出土していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

23号焼土（第24図、写真図版14)

<位置・検出状況>A区、 4 iグリッドに位置する。Ⅲ層上面に形成きれていた。

<規模・形状> 110×1l0cmの不雛形を呈する。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは岐大8cmである《，

<重複・帰属遺櫛> 11号焼土と亜複するが、同じ高さに焼成面を持つ上に、重複部を7層によって壊されて

いるため新旧関係は不明である《》 4 i周辺の遺櫛（住肘跡？）に伴う炉跡の可能性がある。

<遺物〉過物は出土していない‘，

<時期〉繩文時代のものと推定される。

24号焼土（第26図、 ツメ典図版14)

<位置・検出状況>A区、 2gグリッドに位世する。Ⅲ脳上而に形成されていた。

<規模・形状〉南北70cm以上、東西85mlのほぼ円形を呈する。焼成面は中央部が若1:窪み浅皿状となる。

<焼成・蝿士〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは殿大llcmである。

<爪襖・州閥過柳〉亜襖する他の過櫛はないが、本巡柵上位は遺柵埋土と思われる堆柵状況を示すことから

ｲﾘらかの通榊(2f (3)住居跡？）に伴う可能性が高い。この焼t上位の遺椛埋土は3号化l廿跡に切られ

ている。

<過物〉辿物は出土していない。

<時期〉繩文時代のものと推定される。

27号焼土（第36IKI，写真図版23)

〈位1冊検川状況>A区、 4 iグリッドに位1冊する。 39号･土坑5肘上IIjに形成されていた。

〈規模・形状〉平面形は南北120cm以上、東西llOCmの不整形を呈する。断mから見た焼成の範囲は120×60

Cm、焼成の及ぶ深さはlOcmWl虻である。

〈焼成・埋土〉焼成は良い。焼1:中に色捌の異なる焼I:ブロックを含むが、恐らく蝿入物を含むI坑埋土が

焼成したためと思われる。

〈重複・端属遺構〉39号土坑と亜複するが、焼成の範朋が士城内に収まることから、本遺構の方が新しいか、

土坑内に形成されたものと考えられる。詐細はI坑の方に記級する。

〈泄物〉過物は出土していない。

〈時期〉繩文時代のものと推定される。

28号焼土（第36図、写真lxl版23）

〈位慨・検出状況>AIX、 4 iグリッドに位撹する。 40号1:坑4墹上niに形成されていた。

<規模・形状〉平面形は径70cmの不整円形を呈する。焼成の及ぶ深さは6cm程度である。

〈焼成・埋土〉焼成は非常によい。下部（2層）はやや焼成が職くなり、色調の違う焼士ブロックが認めら

れる。
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〈璽複・帰属遺柳〉40号土坑と重複するが、焼成の範囲が土蛎内に収まることから、本遺櫛の方が新しいか、
土坑内に形成されたものと与えられる。

〈避物〉過物は川上していない。

<時期〉縄文時代のものと推定される。

29号焼土（鋪38図、写興側版23）

〈位随・検出状況>AIX、 4 iグリッドに位世する。 41号土坑3 ． 4屑上而に形成されていた。

<規模・形状〉平面形は104×84cmの不整形を呈する。焼成の及ぶ深さは10cm程度である。

<焼成・埋土〉焼成は非常によい。下部（2届）はやや焼成が弱くなり、色捌の通う焼土ブロックが認めら

れる。

<重複・船属遺柵〉41号土坑と垂複するが、焼成の範囲が土鞭内に収まることから、本過椴の方が新しいか、

士坑内に形成きれたものと考えられる。

<遺物〉遺物はlll上していない。

<時期〉縄文時代liilUI末紫～中期初噸のものと推定される。

30号焼土（第26図、写真図版14)

<位|冊・検出状況>A区、 4 iグリッドに位IMtする。Ⅳ肘上面に形成されていた(3～5胴)。

<規模・形状〉2叩×110cmの梢円形を呈する。断面形は肌状に窪む。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱のおよぶ深さは堀大6cmである。焼成面の上には、焼土ブロック層、炭化

物。焼I:ブロックを含む照色土が堆祇する。

<亜複・附属過榊〉砿複する他の遺柵はない。 4 i周辺の遺柵（住居跡？）に伴う炉跡の可能性がある。

<遺物〉焼土屑上面に遺物がのる。

<時期〉縄文時代のものと推定きれる。

31号焼土（第40IHI、写真図版26)

〈位世・検出状況> 3 iグリッドに位侭する() 51号土坑2層上面に形成されていた。

〈規模・形状〉 、|4mi形は70×帥cmの不轆形をf!する。焼成の及ぶ深さは4cm程度である‘，

〈焼成・埋土〉焼成は普通で色調の述う焼土ブロックが見られる。

〈重複・帰属遺柵>51号土坑と重複するが、焼成の範囲が土城内に収まることから、本過構の方が新しいか、

土坑内に形成されたものと巷えられる。

〈巡物〉避物は川l:していない。

〈時期〉繩文時代前lUl末葉～中期初航のものと推定される。

32号焼土("26IRI、写典図版14)

<位澗・検出状況>A区、 4eグリッドに位慨する。Ⅲ～Ⅳ届上miに形成されていた。

<規模・形状>90×80cmのほぼ円形を兇する。断面はlⅢ状に窪む。

<焼成・埋土〉焼成は良く、被熱がおよぶ深さは8cmである。焼成mの上には、焼土ブロック届が堆積する。

<爪被・州属遡柵〉爪襖する他の遮柵はない。 4e周辺の遮柵（住居跡？）に伴う炉跡の可能性がある。
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<遺物〉過物は出土していない。

<時期〉縄文時代のものと推定される。

39号焼土（第18図）

<位置．検出状況>A区、 2fグリッドに位置する。Ⅳ層上而まで掘り下げたところ、断而中に焼土層が確

泌された。Ⅲ府上面に形成されている。

<規模．形状〉断面でのみ確i魁したため形状は不明、径は50cm程痩である。断面形は、皿状に撤む。

<焼成．埋土〉焼成は普通、被熱のおよぶ深さは6cmである。

<砿裡．船閥遺柵> ilt複する他の遺柵はない。 2f (2)住居跡（？）に伴う炉跡の可能性がある。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉繩文時代前期後葉のものと推定される。

4．土坑

1号土坑（第27凶、写真図版15)

<位置・検出状況>A区4hグリッド付近に位置する。試掘トレンチ底面のⅣ層中で黒褐色土の円形プラン

が明瞭に検出きれた。

〈規模・形状> 1MIn部径118×110cmのl'l形を里する。検出而からの深さは90cmである。断Ihi形は開口部から

底部にli'lかってフラスコ状に広がり、底而はほぼ平坦であるが、地山屑巾の礫が露出している。

<埋土〉黒褐色土を主体とし、地山ブロックの混入齢で上部(l～6層） と下部(7～1lW)に大別される。

底而の直上には地1I1ブロックを全体に細かく含む肘が堆稲し、その上及び砿際には噸の肋落に伴う火iitの地

1l1ブロックが屑11$に含まれる。上部は、般下岡に過物を多く含む燗が堆砒し、川! l:巾に炭化物．焼l:ブロッ

クが混入する。以kの堆積状況から下部は自然堆禰、 上部は人為堆積と推定される。

<亜複〉爪襖する他の遺構はない。

<過物〉土器(115～118:"511X1，写典図版32)。

<時期〉埋土の械相及び出土迫物から繩文時代前期末葉～中期初頭のものと推定される。

2号土坑（第27IXI、写真図版15)

〈位世・検出状況>A区、 6 jグリッド付近に位股する。試伽トレンチ底面のⅣ刑II!で瓜褐色'二の円形プラ

ンが明瞭に検出された。

〈規模・形状〉側I二1部径104×IOOCmの円形を呈する。検出miからの深さは40cmである。底面はほぼ平坦で、

雌はlfi立する。

<埋土〉瓜褐色土を拒体とし、底面直|:に地山ブロックを微随含む。 141然堆積と推定される。

〈重複〉砿複する他の遺榊はない。

〈遺物〉土器(119:"51図、写真l劉版32)。不定形(d-7d1 :第85図、写真図版68)()

〈時期> jllll:の柵II及び出土過物から繩文時代のものと推定される。

3号土坑（第27KI，写真図版15)

<位佃・検lll状況>AIX5dグリッドに位股する。 5d付近の!M(LFI:の広がりをざげていったところ、 !MM
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色土上面で黒色土の円形プランが検出された。

〈規模・形状〉開口部征152×112cmの梢|叩形を呈する。検出面からの深さは40cmである。底面はほぼ平1l1，
蛾は外傾して立ち上がる。

<埋土〉上部（4層）は鼎色土、下部（5墹以ド）は黒褐～ll冊褐色土が主体となる。 4冊は主体土と、層『1'

に遺物を多く含む点で、上位層である3屑と類似している。そのため本道榊に伴わない新期盛土（別遺櫛？）

の可能性がある。下部は底面から照褐・ I冊褐・瓢褐色と亙刷になっており、 6届上面では焼土の広がりが秘

められた。本過柵以外にも調査区内には埋l:中に焼上が広がる土坑が多く検出されている。これらの焼土は

①明瞭な平面範囲が認められる、②炭片を含まない、③断mi形は皿状であるが上部から-ド部に向かって被熱

が弱くなるという現象が(a)認められるものと (b)はっきりと確遡できないもの、④主体士（焼土） より

色鮮やかな焼土粒を含む、 という将徹があげられる。①.②･ (a)からは1城内で焼成された可能性が考

えられるが、③(b)でそれを否定する現象がみられた。④に|則しては、焼土がブロック状に郷堆械したも

のと思われるが、埋土中の地山ブロックや明黄褐色上粒が被熱した場合、主体tである黒褐色土とは均一な

色捌にならない可能性がある。ⅢIW上山iに焼二I:が形成きれた珊合、胴中に混入する明批掲色土粒が、被熱後

も周囲とは異なった色糾となる例が翅められる°以上、土堀内での焼成または廃棄・流入のいずれかに決定

する明確な根拠をみいだせなかった。そのため、焼i:が形成されているという表現は避け、焼土が広がって

いると記紋していくこことする。いずれにせよ、人為堆積の''I能性が尚い◎

<I1W> 5d付近の住IiI跡（？） と1K複し、本避柵のほうが新しい。

<遺物〉土器(120～125:第51図、写真図版33)。石錐(a－68:第81図、写典l剃版59)、凋匙(c-8 :写

真図版60)、石錘( i-4 :写真|渕版79)｡

〈時jUI>埋土の棟相及び出土避物から繩文時代前jWl後葉～'l!期初頭のものと推定される。

4号土坑（輔27図、写真図版15･16)

〈位俄・検出状況> 5dグリッドに位償する。 5d付近の蝋色上の広がI)をⅣ脳上面までざげたところ、 IIW

渦色土の円形プランが確i隠された。

〈規模・形状〉 ｜淵口部従162×136cmの円形を里する。検出面からの深さは42cmである。底面には凹凸がみら

れ、壁は直立する。

<MI!l:>略褐色土を主体とする。上部には炭化物・焼土ブロックを混入するが下部にはほとんど含まれない。

jXmi極上には照褐色土が堆祇し、肌土上部にはll4×55cmの焼土(3M)が広がる。 Iリさは8cm税度で、上下

位聯には炭化物を含むのに対し、本層には炭化物を含まない。全体的にしまりはやや弱い。埋土上部は人為

堆棚の可能性が高い。

〈付属施設？ 〉北雌際にp704が検出された。 IMI~I部径55×38cm、底Ⅲiからの深きは13cmである。肌土は土

坑下部のものと似るが、 よくしまる。他のl坑底血でみられるものより規模が大きく、周閉には仙括跡に1，|§

う柱穴が多く検出きれていることから、本遺構に伴う付属施設または、土坑より古い｛I揺の柱穴の可能性が

考えられる。

〈敢襖> 5d付近の仇F鋤（？） と収襖するが、新llll川係は不Iﾘlである。

〈遺物〉土器（126～128:第51図、写真図版33)。

〈時期〉埋土の様相及びIII士遺物から繩文時代前IUI米葉～中期初顛のものと推定される。
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5号土坑（第28図、写真図版16)

<位間・検出状況>A区、 4cグリッドに位牡する。Ⅲ廟上面で不Iﾘl瞭な略褐色I:の広がりが検出されたた

め、サブトレンチをいれⅣ墹上血までさげたところ、平iⅢプラン・正ち上がりがはっきりと確偲できた。

<規模・形状〉開n部径160×140cmの桁円形を呈する。検出mからの深さは55cmである。底面はほぼ平坦、

壁は庶立する。

<埋土〉略褐色上を主体とし、地1l1ブロックの拠人獄で_上下2層に大別きれる。 ‐ド部(8用以下）は地山土

を多く含み全体的にしまりが弱い。上部は、地1l1tは少なく炭化物．焼Iニプロックが混入する。 5 ． 7層上

面には100×74cmの焼土が広がる。焼i蝿の厚さは1OCm程度で、上下位届が炭化物を含むのに対し本肘にはみ

られない。また焼土上位脳は通物を多く包含する。以上の堆獄状況から、埋土上部は人為堆積の可能性が高

い。

<重複〉 6号焼土と重複し、本遺櫛の方が新しい。

〈遺物〉 4層（焼土）上位から多く出土している。土滞(129～141 :第51FI ･写真図版33)。石鹸3点

(a-9 ･ 10･62:"81IMI、写典図版58．59)、石輝( i-5 :第91図、写真l乳1版79)。

〈時期〉埋土の様相及び出t過物から縄文時代後蕊のものと推定される。

6号土坑（第28IXI，写真図版16)

〈位慨・検H1状況>A区、 6dグリッドに位側する(, 5d付近の！M色1:の広がりを掘りさげていったところ、

Ⅳ層上面で暗褐色1:の広がりを検田した。

<規模・形状〉南半は調査区外、東西を柱穴状I坑に壊されているため全体の形状は把握できないが、開口

部径120cm以上、 lﾘ形～桁円形を呈すると思われる。底Ⅲiは北側で一墹､F場を形成してから南側が藩ち込み低

くなっている。 2堆亜複していたⅡJ能性があるが、検出時に､ド面形からは認撤できず、切り合いを確i泌する

ことはできなかった。壁は直立する。

<埋土〉蹄褐色土を主体とし、地lll土・炭化物・焼土ブロックを混入する。

<爪襖) 5d付近の住肘跡（？)、 p85･l"と爪襖し、すべて本過柵より新しい。

<遺物〉土器(142:第51図、写真図版33)。

<時期〉埋土の械相及び出土遺物から繩文時代のものと推定される。

7号土坑（第28図、写真I質|版l6)

〈位世・検出状況>B区、 8pグリッドに位置する。Ⅲ刑上面で検lliした。

〈規模・形状> IWIn部径222×173cmの桁円形を呈する。検川面からの深さは42cmである。底面はほぼ平坦で、

地IIIWII!の礫が蝋出している。砿はやや外傾して立ち上がる。

〈埋土〉底面直上に黒褐色上を主体とする屑が1W側から流人、その後北側からlli禍色l:を主体する照が堆械

する。略褐色土には炭化物・焼土ブロックを含む。両者とも検IH面より上は立ち上がりを遡識できなかった。

〈重複) 16･ 17り･"i:、 55り･-l坑と爪襖する。いずれも本避柵調従後に砿襖していることが判明したため、

1揃形及び堆穣状況からの切り合いl川係は把搬できていない。焼I:はi坑に切られた状態で検出されている

ものの、本遺櫛を棚り下げる際に焼成Imを見逃したmI能性もあり、新IHを判断できない。また本避柵の検出

面より上のfち上がりが不明瞭なことは、焼土をｲ『する過柵（住居跡等）が本遺椛を切っているためかもし

れない。 16． l7号焼土は55号l:坑哩l:｣加に形成きれており、本過柵が焼I:を切っていると仮定すれば、新
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しいものから順に、本道櫛、 16･ 17号焼土、 558･土坑となる。しかし焼土が股も新しい場合は、本遺構調張

後に55号土坑との敢複を雛腿したこと、平面形が南北ほぼ同じ帆で東西に拡吸する入れ子状になっているこ

と、庇而の商さがほぼ'01じことから、本過柵の方が新しいか、 もしくは同一 ･の避櫛であるnJ能性も考えられ
る。

<遺物〉遺物はl層中から多く出土している《， l器(143～15() :"52図、 ヤメ真図版33)。離職器類(h-

46：写典121版76)。

<時川〉埋土の械州及び出-1:泄物から繩文時代lil期後業のものと推定される。

8号土坑（第28図、写典図版17)

<位胱・検出状況>A区、 5Cグリッドに位|趾する。 5d付近の！M仏土の広がりを略褐色上上面までさげて

いったところ蝋褐色上の広がI)が検川された。

<規模・形状> Iﾄln部径208×118cmの梢円形をII!する。検川面からの深さは38cmである。底面は西側に向かっ

て低くなっている。壁はやや外傾してjZちkがる。

<脚1t〉蝋褐色士を主体とするが、 1町側は茶味の強い屑（ 1 ．3．4肘)、東側は燃味の強い屑（2．5～7燗）

が唯槻する。地山1:をほとんど含まず、炭化物が微量混入するc

<敢襖> 5d付近の住居跡（？） と爪複するが、新旧関係は不明である。

<逝物〉士器(151 :"53例、写典lxl版34)｡ ILi"( i-6 :"91似I、厚真I叉1版79)｡

<時期〉埋土の撒机及び川上遺物から縄文時代前期後染のものと推定される。

9号土坑（鋪29図、写典I鷺1版17)

<位i趾・検出状況>AⅨ、 4dグリッドに位佃する。Ⅲ肘I:IWiで蝋褐色土の広がりを検出した。

<規模・形状> IMI=I部径159×llOcmの隅丸方形を呈する。検出面からの深さは18cmである。底面はほぼ平jil

で、雌はやや外傾して立ち上がる。

<jﾘ1土〉照褐色l:を-I;体とするlli脚である。 lﾘl戯褐色ブロック・炭化物が況人している。

〈重複> pl"とlIt襖しこれに切られる。

<遺物〉1器(152． 153:"53図、写真図版34)。

〈時MI >埋上の級相及び川-l:遺物から縄文時代のものと推定される。

10号土坑（第291XI、写真図版17)

<位慨・検IH状況>A区、 6fグリッドに位職する。Ⅳ刑上面で蹄褐色土の広がりが検出された。

<規棋・形状> IM1_1部従100×96cmのl'1形を里する。検111面からの深さは48cmである。底lliはほぼ平坦で砿

は直立する。

<埋土〉蹄褐色|:を主体とする。地1l1ブロック・炭化物を混入し、 上部には明黄褐色ブロックを含む。土坑

内には庇而に巨大な礫が2個体、その上(1胴中）に礫が敵在している。これらの礫は、地1IIMII!に含まれ

るものとInl質の石材であるが、床而や砿から餅川しているものではないため、 IMI1時に故恵または自然現象

によって土坑内にはいったものと推定される。

<重複〉頭複する他の遺柵はない。

<迫物〉土器(15di :"53閃、 ツメ典lXl版34)。
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<時期〉埋土の様相及び出I遺物から純文時代前期後葉～｢1!期初頭のものと推定される。

11号土坑（鋪29図）

<位股・検出状況>A区、 6fグリッドに位慨する。Ⅳ屑上Imで熟側色土の広がりが検川された。

<規模・形状> IM口部径99×68cmの柿円形を呈する。検出面からの深さは17cmである。断面形は浅Ⅲ状を呈

しておl)、中心部はやや徹む。

<蝿I:>黒褐色二l:を主体とし、炭化物・焼土ブロックを微破含む。

<付属施設？ 〉断面形からみると中心部が底面より数Cmの深さで小穴状にやや繩む°しかし、底面を棚りす

ぎてしまったため、平面形状は記録できず、誹細は不明である。埋土は螺褐色|:を主体とし、地l11ブロック

を念む。

<敢襖〉軍複する他の遺櫛はない。

<過物〉遺物はl11土していない。

<時期〉埋土嫌II1から繩文II代に例するものと想定される。

12号土坑（第29図、写真IXI版17)

<位世・検出状況>A区、 5eグリッドに位股する。 トレンチを設定しⅣ牌_上而まで掘りさげたところ、明

瞭な照褐色土の範囲が魁められた。そのため周囲を検出したところⅢ胴I:而で桁円形のプランを確遡した。

<規棋・形状〉南東部はトレンチで底而ドまでざげてしまったため形状は不Iﾘjであるが、是軸が320cm以上、

短軸が210cm，平mi形は梢円形を呈する。検出面からの深さは30cmである。醗はlfI立し、壁際は緩やかに傾斜

し底而はほぼ平川となる。

<jfMi:>蝿褐色tを主体とする。地山ブロックをほとんど含まないが、畦際にはやや多くなる。 】肘は遺物、

炭化物・焼土ブロックを他肘より多く含む。

<重複) 13． 16号t坑と並慨し、本週柵の方が新しい。

<適物〉 1:器(155～162. 165～169:"53．54iX1，写典Iﾇ1版34)。小Iﾘl l:製紬(455)、円盤状上製冊! (465)

(第79･80図、写典図版57)。石雄(a-ll :"81ul、写真図版58)、 イi匙2点(c-9 ．35:第81W1，写真図

版60.62)、敲磨器類2点(h70･72:第901列、写真図版78)、滑石(k-103:写真図版82)c

<時期> jIMI:の梯枡及び出土迫物から繩文時代前1m末梁～II'期初頭のものと推定される。

13号土坑（第29図、写典l刻版17)

<位世・検出状況>A区、 5eグリッドに位慨する。 123･土坑南東部の底面に肌褐色土の円形プランが広が

I)、土坑が砿襖していることが判lﾘIした。

<規椣・形状〉開口部径160×130cnlの桁円形をIILする。 125･土坑噸mからの深さは53cmである。壁は直立し、

底面は北側が若干低くなっており、地山層中の礫が露出している。

<埋土〉西側は茶味の強いM1褐色士(a : 1～7用)、東側は黒味の強い黒褐色土(b : 9～12W)を主体

とする。 b、 aの順で堆Wiしており、 lli者の主体土が災なること、 aが堆秋する箇所の底miがb&I)も若干

低くなることを合わせて考えると、 abは別遺櫛の可能性がある。この場合a (Wr)、 b (古） という関係に

なる。しかし平面形状からは砿が張りⅢすような亜複が秘められないため、 1両l一過柵と解釈した。

<jli"> 12サ土坑と爪襖し、本遺柵の方が古い。
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<遺物〉土器(163～170:第53･54図、写真図版34)。不明土製品(455)、円盤状土製品(465) (第79･80、

写真図版57)。石雛(a-ll :第81IXI，写真I叉1版58)、石匙(c-9 :"81図、写真図版60)、滑fi (k-
103:写典便1版82).

<時川〉埋土の槻柑及び出土遺物から繩文時代前期後葉のものと推定される。

14号土坑（第30IXI，写典IXI版l8)

〈位悩・検出状況>B区、 8pグリッドに位価する。Ⅲ届中で検出したが、本来の検出面はⅢ肘上面である。

<規模・形状〉開口部径146×lllcnlの桁円形を呈する。検川面からの深さは17cmである。底面はほぼ平坦で、

壁はやや外傾して立ち上がる。

〈蝿土〉底Imr':上に照褐色土、その上にII冊褐色土が唯樅する(,"l猫は過物を多く含む猟褐色土を主体とす

る屑（1聯） となるが、明瞭な立ち上がりがみられず、本過柵に伴うかものか不叩jである。 l層下面が本遺

構西側に位置する16･ 17号焼土の焼成Imとほぼ高さが一致することから、焼土を伴う遺柵（住居跡など）埋

北の可能性も考えられる。

〈砿複〉23号土坑と血襖する。 、14面及び堆積状況からの切I)合いは把捌できていないが、本週柵調査後に亜

慨していることが判明しているため、恐らく本適柵の方が新しいものと推定される。

<遺物〉土器(172～178:"54･55図、写真図版35)。両im加工石器(g-1 :"88図、写典図版73)。

<時期〉蝿上の棟柑及び川t巡物から縄文時代前jUl末莱～中期初顕のものと推定される。

16号土坑（第29凶、写真図版17)

<位微・検111状況)A区、 5cグリッドに位慨する｡ 12号|枕を掘り1,.げたところ幽壁の一郁が地山ではな

く照褐色土のままであったため、別過桝が亜複していることが判明した。

〈規模・形状〉平mi形は122×llOCmのやや歪んだ梢円形を呈するが、東壁上半は12号士坑によって削平され

ているため、本来は円形に近いものと推定される。底面はほぼ平坦で、地山屑中の礫が露川している。壁は

やや外傾して立ち上がる。

<埋上〉西壁際にはⅢ．Ⅳ用の混土が唯櫛するが、埋土全体は地山I:をほとんど含まない｝M褐色土を主体と

する。上部より-ド部の方が地山ブロックの混入品が多い。

<敢被> 12号土坑と重複し、本避櫛の方が古い。

<遺物〉土器(171 :"54FI、写典図版35)。

<時期〉埋土の橡相及び出l:週物から繩文時代のものと推定される。

17号土坑（第30図、写典図版l8)

<位悩・検出状況>B区、 8()グリッドに位置する。Ⅲ届上Imで暗褐色士の広がりを検出した。

<規模・形状〉開口部径79×67cmのほぼ円形を呈する。検出面からの深さは12cnlである。断、形は浅皿状に

窪んでいる。

<皿土> IKImを薄く肌褐色土が慨いその上にII門禍色土が堆職する。炭化物は底仙i付近に微趾含む。

<重複> jIt複する他の遺柵はない。

<遺物〉過物は出|:していない。

<時"l )埋土の械柑から繩文時代に柑当すると推定される。
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18号土坑（第30図、写真図版18)

〈位磁・検出状況>A区、 5fグリッドに位価する。Ⅳ脳l:而で照褐色-I:の広がりを検出した。

〈規模・形状> IIM口部従120×97cmの梢lﾘ形を}I!する。検llllliからの深さは52cmである。底面はほぼ平坦で、

壁は直立する。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。地lllブロックは下部(7M)に少爺、 上部(1～6層）にはほとんど含ま

ない。炭化物．焼I:ブロックはMI!i:全体でみられ、過物は上部に多い。以上の堆Wi状況から埋土上部は人為

堆積の可能性がある。

<重複〉重複する他の過櫛はない。

〈遺物> l～6胴中に適物を多くハll:する。 l:器(179～185:"551Xl，写典|剣版35)｡

〈時期〉恥1:の繊棚及びlll土過物から繩文時代前川末業～81'期初賊のものと推定される。

19号土坑（第30図、写真図版18)

〈位悩・検州状況>B区、 7pグリッドに位剛する。Ⅳ刑上面で賠榔色-i:の広がI)を検川した。

〈規模・形状〉開口部径193×180cmのl'l形を呈する。検出面からの深さは52cmである。底面は中心部に砦干

凹凸がみられるが慨ね平坦で、壁はやや外傾して立ち上がる。

<埋土〉暗掛色土を主体とする。醗際と底而の低くなっている所は地IIIブロックの多く含む届(3層）に覆

われ、その上に焼土ブロックを含む肘（2燗)、礫・遺物を汎入する燗(IM)の順で堆柵する。

〈亜複〉重複する他の迩柵はない。

〈遺物〉土器(186. 187:第55図、写典図版36)。

〈時期> jll!1:の槻相及び川I:通物から繩文時代IWIⅢ末柴～中期初肌のものと推定される。

20号土坑（第30図、写真図版19)

〈位世・検出状況>A区、 4 11グリッドにifI"する。Ⅲ舸上miでﾉM褐色I:の広がりを検IHした｡

〈規棋・形状> lli側に巨大な礫があるため東西140cm、 ルj北80cmの半l'l状を呈する。巨礫は地III土から鰯出

しており、土坑使用時も現在の珊所に存在していたものと思われる‘， この戸礫の北側にも大きな礫が露出し

ている。底面はほぼ平凪、壁は直立するが、西側は･部袋状に張り出している。

<埋土〉卿褐色土を主体とし、地lllブロックをｲi無で上ﾄ.2刑に大別される。下部(4肘以ﾄ.)は地山ブロッ

クを含み、混入品が底面から多・少・多とJf脳になっている。上部( I～3届）は避物・礫、炭化物・焼土

ブロックを含む。以上の堆獄状況から蝿土上部は人為堆欄の可能性がある。

〈爪襖〉砿複する他の遡梢はない。

<過物〉塊土上部から多く川土している‘,土器(188･ 190:"55IXI、写典凶版36)。円桃状土製肺(466:"

80図、写真図版57)。敵磨器緬(h-37:写真IXI版76)、石錘( i-7 :写真I乳1版79)。

<時期〉埋土の様相及び出土週物から繩文時代前期末紫～中期初馴のものと推定される。

21号土坑（第31図、堺真図版19)

<位置・検出状況>A区、 3hグリッドに位慨する。Ⅲ肘l獅で黒褐色-l令の広がりを検出した。

〈規模・形状> IIMI1部径121×64cmd)*WIII形～隅丸方形を$i!する。検出而から深さは30cmである。底面は平

H1で、壁はif(立する。
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<埋土〉黒褐色土を主体とする単層である。地山ブロック・炭化物を含む。

<重複〉菰複する他の過柵はない。

<遺物〉通物は出土していない。

<時期〉埋土の様相から縄文時代に相当すると推定される。

22号土坑（第31図、写真図版19)

<位腿・検出状況>B区、 8pグリッドに位世する。Ⅳ刷上Imで崎褐色土の広がりを検出した。

<規模・形状〉開口部122×92cmの柿円形を呈する。検出面からの深さは22cmである。断面形は浅皿状に窪

む。

<埋土〉暗褐色土を主体とする1M用で、迩物・炭化物を含む。

<重複〉重複する他の遺柵はない。

<遺物〉土器(191～193:"55図、写真図版36)｡

<時期〉埋土の械相及び出土避物から繩文時代前川末葉～中jUI初煎のものと推定される。

23号土坑（第31図、写真図版19)

〈位個・検出状況>B区、 8pグリッドに位慨する。Ⅲ肘II!で暗褐色土の広がりを検出した。

〈規模・形状〉開口部径190×180cmの円形を呈する。検川lliからの深さは50cmである。底imはほぼ平坦で、

地lll層中の礫が露出している。壁は外慨して立ちl:がる。

〈埋土〉暗褐色土を主体とする。盤際には黒褐色上が唯獄する。床而直上届と埋土最上部に炭化物を含む。

〈皿複> 16･ 17号焼土、 14号土坑とⅢ襖しいずれも本過櫛より斬しい。

〈遺物〉土器(194:第56図、写真図版36)。石錘( i-8 :"91例、写典例版79)。

〈時期〉埋土の様相及び川l:週物から繩文時代前側l末葉～中期初頭のものと推定される。

24号土坑（鋪31図、写典図版19)

<位置・検出状況>B区、 7pグリッドに位世する。Ⅳ肘上而で黒褐色上の広がりを検出した。

〈規模・形状〉東半はp502と爪襖するため本来の形状は不明であるが、開口部征は東西106cm以上、南北88

Cmの桁|]1形を呈する。検ll}miからの深さは3()cmである。庇面はllj側に低く伽斜している。壁は外慨して立ち

上がるが、南壁は袋状を呈し眼り出している。

<埋土〉底面蛾深部は地III上を多趾に含むIIW褐色土に覆われ、その上に炭化物が鵬入する黒褐色土が堆積す

る。

〈亜複〉亜襖する他の過柵はない。

〈遺物〉蝋褐色土中に遺物を含む。土器(195:"56IXI、が典lxI版36)。粘土塊(478:写真図版57)。

〈時期〉埋土の棟相及びIH土週物から繩文時代中期末紫と想定される。

25号土坑（第31図、写真図版20)

〈位固・検出状況>A区、 6 iグリッドに位樅する。Ⅳ胴上面で黒褐色土の広がりを検出した。

〈規模・形状> lti側が調従区外に位樅するため余形を把掘することはできないが、長袖116cm以上、幅48cm

の細焚い形状を呈する。検出1mからの深さは26cmである。底Ⅲjはほぼ､14jl!だが、南側へlilかって端干低くなっ
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ている。壁はやや外傾して立ち上がる。

<埋土〉黒褐色土を主体とするが、地山ブロックをド部に多く上部に少最拠入する。また炭化物を含む。

<亜複〉26号土坑、 pl57と爪襖する‘,本通柵は、 l:坑よりも新しく柱穴よりも古い。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉埋土の様相から縄文時代に相当すると推定される。

26号土坑（第311渕、写典図版20)

<位置・検出状況>A区、 6 iグリッドに位侭する。Ⅳ用上面で黒褐色士の広がI)を検出した。

<規模・形状〉25号旦l:坑と亜複するため西端を欠くが、開岡部径60×46cinの不慾円形を呈する。検出面から

の深さは34cmである。底面はほぼ平坦で、雌は袋状にやや外側に限りIIIす。

<埋土〉黒褐色土を主体とする。壁際には焼土ブロック、地山ブロックを含む屑が堆積する。

<亜襖〉25号土坑と重複する。本遺柵の方が古い。

<遺物〉遺物は出土していない。

<時期〉埋土の棟相から繩文時代に相当すると推定される。

27号土坑（第32図）

<位世・検出状況>AIX, 2dグリッドに位股する。 2d ． 3cグリッド付近にトレンチを入れ堆祇状況を

観察したところ、照褐色土の掘込みが確遡された。

<規模・形状〉平面から遺柵のプランを確泌することができなかったため、断面形から把握すると、開口部

径105×72cmの柵円形を呈するものと恩われる‘,勘存しているllll込みの深さは34cmである。底而の全体の形状

は把握できなかったが、断Ihi形から判断するとほぼ､14坦、雌は外傾して立ち上がる。

<埋土〉東壁側に黒味の強い黒褐色l:が流入、その後底面直上に暗褐色土が澱いその上に再び黒褐色土、 さ

らに胤色土が堆積する。埋土は東側から流入しており、炭化物．焼i:ブロックを含む。

<爪複〉 2妙住AI跡と爪襖し、本過柵の方が新しい。

<遺物〉土器(196:第56RI，写真|叉|版36)。

<時期〉埋土の様相及び出土遺物から繩文時代前lUI後難～I|'期初賦のものと推定される。

28号土坑（鋪32図、写典図版20）

<位置・検出状況>A区、 4 fグリッドに位IMiする。試掘トレンチ内のⅣ掴中で黒褐色土の半月状の広がり

を検州した。本来の検出面はⅣ胴l:而である。

<規模・形状> I淵口部様267×215cmの梢II1形を!,lするが、北東側は1W西側と比べ検出而が30cm~ドがってしまっ

ているため径が小さくなりやや飛んだ形状となる。底伽は北側がやや低くなっており、地山層中の礫が露出

している。蹄は直立、南側はド部が外側に眼り川し袋状をDi!する。また住居跡と軍複する部分はやや外傾す

る。

<埋土> a・ 1M味の強い熱褐色を12体とする屑(1～3用） と、 b.茶味の強い照褐色土を主体とする屑

(4層以下）に大別きれる｡ bは地山ブロックが多い肘と少ない肘が且墹となり壁際から堆積する。上部はよ

くしまるが、下部は弱い。 aはbを切るように唯欲しており、地1l1ブロックをほとんど含まないほぼ単一に

近い脳で埋没する《> l～3肘で明批褐色ブロック．焼1:ブロックの混入li(が垪干異なる。 i町考の主体土は明
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らかに異なり特異な堆樅状況を承す。別遺榔の可能性も考えられるが、 aの断面形がV字状を呈しておI)、

他に例を見ないため、 1週柵と解釈したい。また、本遺柵底面からは映状耳飾I)、塊土中からは棒状礫がH1

上していることを巷えると、離職の可能性がある。

〈重複〉 6 ． 7号住勝跡と亜襖し本遺柵の方が新しい。

<遺物〉土器(197～204:"56図、写真I賞|版36)。鐸形土製品(456:第79図、写真図版57)。石雄(a-

12:写真I更i版58)、石匙(c-10:写真図版60)、不定形2点(d-24･75:第84･85IZI ･写典例版65･68)、

箆状石器(e-16:写真例版71)、聯製石斧( f-1 :写真図版73)、瑛状耳飾(k-59:第93図、写真図版

81)、棒状礫( 1-2 ． 3 :第94図、写真図版84)。

<時期〉埋土の様机及び出土過物から繩文時代前期末葉～中期初頭のものと推定される。

29号土坑（第32図、写典図版20）

<位置・検出状況>AⅨ、 3hグリッドに位世する。Ⅳ届上面で検出したが、本来の検出面はⅢ屑上mであ

る。

<規模・形状> IM1_1部従15()×139cmのほぼIﾘ形を呈する。Ⅲ肘上面からの深さは50cmである。底mはほぼ平

坦で、磯は外傾して立ち上がる。

<肌士〉照褐色士をjﾐ体とする。地1llブロックを下部(2～5届）に含み、上部(1IW)には含まない。

<付属施股？ 〉底、南端に小穴が検出された。 IMI1部徒25cm、底Ⅲiからの深ざは10cmである。堆祇状況から

本遺柵に付偶するもの、 もしくはこれよりも古いものと考えられる。埋土は黒褐色土を主体とし、 7屑は地

山ブロックが多いが、 8柵にはほとんど含まない（柱痕？)。

〈砿襖〉爪襖する他のili柵はない。

<過物〉過物は出土してない。

<時期〉埋土の様相から繩文時代に相当すると推定される。

30号土坑("33図、写典図版20･21)

<位憧・検出状況>AIX、 2hグリッドに位世する。Ⅳ層上而で黒褐色土の広がりを検出した。

〈規模・形状〉北東部を削平され消失する。開n部径は、南北252cm以上、東西190cmの梢円形を呈する。検

1l1mからの深さは30cmである。底而はほぼ平畑、壁はやや外傾して立ち上がる。

<埋土〉底Ⅲi直上に東側から肌味のある!Ⅱ褐色土（9層)、その上に暗褐色土（2 ． 8用）が唯獄した後、

西側からは炭化物．焼kブロックを多く含む黒褐色上屑（3～7 ･10")が入り、これらの上面に遺物がの

るcそして避物を照褐色土肘（】肘）が澗う。以上の状況から人為堆積と推定される。

<付価施i没〉底ni'l!央に小穴有し、これをII!心として-l-字に櫛が走る。小穴は筏55×40cmの柵円形で、深さ

は5cIn程庇、櫛は柵15cmlil後、深さは5cm以下である。両者とも炭化物・焼土ブロックを微量含む黒褐色上

が堆積する。

〈亜襖〉亜複する他の過柵はない。

<遺物〉 1肘ﾄﾞ而に械位に押しつぶされた状態で川土している。土器(205～216:第56･57図、写典図版

36.37)。石鍼(a-13:写典図版58)、不定形(d-88:写真図版69)、磨製石斧(f-2 :第87図、写真図

版73)。

< l聯Ul )肌土の椒相及び川土逝物から繩文時代lil期末典～'l!期初頭のものと推定される。
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32号土坑（節33同、写真図版21)

<位澗・検出状況>AiX､ 5gグリッドに位置する。Ⅳ屈上、で照褐色kの広がI)を検出した。

〈規模・形状〉 ｜Ⅲ口部征211×l89cmほぼ1'1形をIIﾐする。検出lliからの深さは94cmである。底Imはほぼ平Ⅲ、

地IIIg'l'の礫が他かに露出している。畷上半は直立するが、下半は袋状に外側へ強りlllす。

<埋土〉照褐色土を主体とする。下部（6層以下）には地山ブロックを多く含む。盤が外側に張り出してい

る範囲とほぼ一致するため唯崩落土と考えられる。上部( l～5脚）は炭化物・焼土ブロックが[I砿ち、人

為堆祇の可能性がある。

<重複〉47号1坑と亜複し、本遺柵の方が新しい。

<過物〉 エl器(217･218:"581"|、写真例版37)。石錘( i-9 :写真図版79)。

<時期〉州1土の械柑及び州|:遺物から繩文時代lil期後飛のものと推定される《，

33号土坑（鮒34図、写典図版21)

<位悩・検lll状況>A区、 6 iグリッドに位慨する。Ⅳ墹上Imで1M褐色土の広がりを検出した。

<規模・形状> IW口部傑125×98cmの桁円形を呈する。検lll面からの深さはl9cmである。底面はほぼ平坦で

礫が散在している。壁は直立、 もしくはやや袋状にはりだして立ち上がる。

<蝿土〉黒褐色上を1鬼体とするが、閥側（2届）はやや黒味が強い。炭化物を含む。

<爪襖> pl62と爪襖するが、本過柵の方が新しい。

<過物〉通物は出土していない。

<時期〉蝿土の概相から縄文時代に相当すると推定きれる。

34号土坑（鋪34図、写典図版21)

<位置・検出状況>A区、 4 jグリッドに位置する。Ⅳ屑上面で黒褐色士の広がりを検出した。

<規模・形状> IMLI部徒106×112cmのほぼ円形を呈する。検出miからの深さは40cmである。断而形は椀状を

里する。

<雌12〉底面に炭化物・焼土ブロックを含む茶味の強い黙褐色-I:M(3 ･ 4M)が他かに堆積し、その上に

黒味の強いjM褐色土用（1屑）が覆う。

<付偶施般？ 〉北側にpl65、南東部にp214を荷する。 pl65は徒46cm、深さ30cm，茶味と蝋味の軌い期褐

色二'二が交ll:に堆祇する。 p214は径18cm，深さ25cm，埋土は熟褐色土を1;体とする‘，

<重襖〉虹襖する他の遺櫛はない。

<過物〉遺物は川1:していない。

<時期〉川土の械机から細文時代に相当すると推定される。

35号土坑（鋪35～36図、写真図版22）

〈位脱・検III状況〉八Ⅸ、 2cグリッドに位慨する。 トレンチを投定し掘り下げたところl器及び多1両の渦

ｲi製砿飾典が川1:したため、週柵の存在を認鐙した。検出mはⅢ咽l油iである。

〈規模・形状〉埋土が周囲の基本屑序Ⅲ層と類似しておI)、掘込みもⅣ崎（地lll)まで達していないため、

平面形でプランを把撮することはできなかった。断面から推定した形状は概ね隅ﾒL方形をli1する。南西部を

他";跡とjIt襖するため消失しており、側II部征はI肘北305cm以l:、東IM286cmである。底mjはほぼ平坦、南西
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部は若干低くなるようである。壁は外傾して立ち上がる。

〈蝿土> }M悶色i:をt体とし、炭化物.焼kブロックを含む。上部(3M)はやや亦味を補びる。

〈付属施投？ 〉 8雄の小穴をｲjする。 p704は径70×60cmと大きいが、深さ20cmと汎い。それ以外は、繩20

~30cm、深さ30～50cm秘庇である (p281は浅い)。すべてIOYR2/2黙褐色粘土質シルトが唯横する。 p

278.704は、腿I:の堆欄状況から、 p276･278･280は遺物の下位から検川されたことから、本遺櫛に伴う可

能性が商い。特にp276の蝿|:中からは淵ｲi小片がllll:している。その他の新llllM係は不Iﾘlである。以上遺柵

の規模・形状、襖数の桃穴をｲiすることから竪穴状の遺椴のⅡl.能性もある。

〈敢複〉 1号住l,!鋤と亜複し、 これに切られる。

〈避物〉淵和製恥飾典を多{itに川-I:するという職異性から、過物の出土状況の把掘に努めた（第35図)。滑

石拠砿飾典は、出土地点を妃鰍し通物にKI～過物川土地点岱り･を付した。小破片、及び'器片、その他の

石器類は、 1× 1mの小グリッドを設定し25の小区域に分けて取りkげた(2e-ll， 2I-3")。また出

I:した尚さも測定し、 これをドットで衣した（第35IXIA-A')。滑ｲj製飛飾具は、米製品44点(223.35g)、

二次加二l:なしのli(石・チップ刺207点(610.633g)で、 2e-19･23･24， 2f-4で特に多く出土してい

る。別位は、 4脚にも〃i干含まれるものの大半は埋上上部の3届中に含まれ、断IHi観察II#には3脳下而に貼

り付く例が職にI]'Zった°上器は4層k面(3層下面）～4層中に含まれ、器形を襖元できた個体のうち、

222 （底部）がi位で川l:した以外はすべて横位に倒れﾀllしつぶされている。そのl:1kにｲi器・イi製i;&が多く

含まれており、土器と府製IW!の典中地点は概ね・数する。以上の堆枇状況から、 1器及び瀞打製正飾典は、

本遺柵に伴うものではなく、士坑内に廃棄されたものと判断される。 I器(219～233:第58･59I:|、写真図

版38．39)。府鮭7点（靱一14～18･63･74:第81図、写真図版58･59)、石匙(c-ll :"81図、写真図版

60)、不定形2点(d-49． 76:写典例版68)、孵製石斧( f-3 :"871xl、写典図版73)、敵府器頚3点

(h-31 ･56･76:"911xl，写典|叉1版75．77． 78)、滑石製亜飾具44点(kl～7 ． l()･ 12～14． 16． l8~

27．29～40．42． ‘13．45～52：第92.93図、写真図版80．81)、滑ｲi207点(k-107～171 :写真図版82･83)。

〈時期〉川11:の棟相及び川l竜遺物から繩文時代前期後葉のものと推定される。

36号土坑("341KI，写呉図版22)

<位世・検1l1状況>AiX、 3忠グリッドに位置する。試掘トレンチ庇面のⅣ脚I!にて方形プラン (3号住）

の凹雌に半jl状の搬出部（本過柵） を検出したため、 2つ以l:の避柵の爪複を想定してi淵在を|Ⅲ飴した(, IM

Vu側の検川面はⅢIW上而である。

<規模・形状〉 |ﾙll二1部径186×131cmの桁円形を呈する。検出面からの深きは94cmである。底面は、北東側は

ほぼ､I棚!、 i柳q側はやや礎んでおり、地1I1屑中の礫が露川している。唯下半はlmX，上半は外慨して立ち上

がる。

<埋土〉ややグレー味のある蝋褐色土を主体とする。床面直上より、黒味の強い照掲色_l"(7層)、地1l1

ブロック肘（5肘)、炭化物・焼土ブロックを含む層（2～4 ． 6屑)、炭化物を含む屑（1届）の順に西側

から唯柵している。

<並似〉 3号11;居跡と爪襖しておI)本遺柵の〃が新しい。

<遺物〉土器（234～236：第60図、写真1劃版39)c敲磨器類(h-7 :写典|叉|版74)。

<時期〉雌1:の撒相及び川1:適物から縄文時代前期末葉～巾IUj初頭のものと推定される。
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37号土坑（第34図、写真図版22）

〈位i紐検出状況>A区、 4kグリッドに位慨する。拭捌トレンチ底面のⅣ肘中で検川した。本来の検出Ini

はⅣ肘上I力iである。

〈規模・形状〉東端は削平され消失している。 IMI_I部裾は東西241cm以上、南北250cm、梢円形を呈すると推

定される。厳iniはほぼ平坦、砿はやや外慨して立ち上がる。

<MI!rl:>MI世～!M倒色士をt体とする。地lllブロックを多く含む肘(2 ･ 4． 6肘） とあまり含まないM

(1 ･ 3． 5 ･ 7． 8刑）が交互に唯獄する。脈lli付近はやや照味が蚊い(7･8M)｡

〈付鵬施股〉底面ほぼ中央小穴を有し、 これから放射状に5条柵が走る。小穴は径30cm、深さ15cm、柵はlO

~30cm，深さは5cm租度である。両者とも地lllブロック・炭化物．焼-|:ブロックを含む10YR3/2瓜褐色粘上

髄シルトが唯棚する。また幽壁側にも征22×14cm，深さ2J1cmの小穴をl唯有する。

〈血襖〉亜複する他の遺櫛はない。

〈遺物〉抑文土器片が川化している。石錘( i-10:写真|渕版79)｡

〈時IUI )埋土の堆柵状況及び遺櫛の形状、出土遺物より繩文時代と想定される。

38号土坑（第37図、写真I更|版23）

<位1世・検ﾊ1状況>A区、 4fグリッドに位世する。Ⅲ刑上而に！M褐色土の広がりを検州した。

<規模・形状> IMI-l部径298×260cm@)"III形を'i!する．検lllliliからの深さは158cmである。庇1hiはほぼ､l4川

で、地山肘巾の礫が露出している。壁下半は袋状に外側へ張り出し、 k半はやや外傾して立ち上がる。

<111土>MI1土の雌積状況は大きく3段階に分かれる（庇imiril:からa→b→c)｡ a、 14～21 ．26～35･37

~41 ．44脚。 1liY褐色|:を二l畠体とする1Mで、地1I1ブロックが大'卜を占める肘（地II1ブロック用） と、少欣の地

1I1ブロックを拠人する層(I1W褐色|掴）の1L榊となる。西側から薄い暗禍也上層と厚い地山ブロックMが交

互に流入した後、東側から両届が薄く何層も砿なって唯獄する。 b、 （3）～13.22～25．36．42．43届。処

褐色上を-13体とする胸で、炭化物・焼士ブロックを多く含む。 9 ･ 12･22厨に特に多く拠入している。杵〃

Ihjから通柵全体にレンズ状に堆穣する。 c、 l～3燗。 1M褐色土を主体とし、炭化物．焼l:ブロック･ Iﾖ色

小礫聯を微吐含む。 2届下位(b上面)、 ：上坑のほぼ1I!央祁に焼土用(3W)が広がる。 、ド面形状は記録でき

なかったが、断而から測定した規模は径50cm，厚さ4cm秘度である。焼I屑は炭化物を含まないが、色綱の

Nなる焼土粒fが混入するという他の1城内焼I:と同じ特徴を示し、本刑からは土蛎内で形成されたものか

街かは判断し難い。しかし、 3屑の下位脳である4脚の上部が被熱したように倣かに赤味をｲifびていること

から本遺柵内での焼成の可能性が考えられる。また、 b下部の避柵中央部には、礫や大量の遺物が投棄され

ている(， これらの土器集中部の下、 cの19屑中には映状坪飾りが川i:しており、本遺櫛は何らかの怠'灘lによ

って、人為的にjll!められたものと考えられる。

<付楓施投〉底面に、径80×74cm、深さ5Cm秘庇の円形プランが検出された。検出時平面形からみた埋土は

地ll1ブロックを微斌含みややグレー味を帯びるlOYR3/3 11断褐色粘土質シルトが、中心部径15cmの範囲で確i鯉

され（柱疲か？）、その周I用にはやわらかい地山砂礫刑が唯樅する．北､I§の外側には地1l1ブロック少脳、炭化

物を多く含むIOYR2/2黒褐色粘土質シルト刑が脇蹄形に腹がっていた。これらの層はレンズ状に唯獄するの

ではなく、下方も平面で確認した範囲内にのみ認められた。

〈亜襖〉 6 ．7号住勝と亜複しており本遺柵の〃が新しい。

<適物> l:器(237～262:第60～62I"1， ヤメ刈則版40･41)｡ lﾘ樅状上製11A (467) ･粘土塊(479･480) ("

－53



80凶、写真図版57)。石錐(a-19:写真図版58)、石匙(c-46:写真1劃版63)、磨製石斧(f-4 :第87図、

写真図版73)、決状耳飾(k-53:"93図、写真図版81)。

<時期〉埋土の様相及び川1:週物から繩文時代llil#l末蕊～中期初顛のものと惟定きれる。

39号土坑（第36図、写真図版23）

〈位佃・検出状況>A区、 4 iグリッドに位価する。Ⅳ肘上面で焼-l:の広がりを検IHし、平面範囲を肥録後

断ち割ったところ土坑が飛被していることが判IﾘIした。

〈規模・形状〉開口部径162×ll7cmの梢円形を呈する。検出面からの深さは34cmである。底面はほぼ平坦で、

噸は直立する。底面及び西壁には地lll墹中の礫が露IHしている。

〈埋士〉壁際に術かに川褐色Iｪが唯欄するが、大半は地lll砂を多拙に含む暗褐色土で肌没する。炭化物・焼土

ブロックを含む。上面に27号焼土が形成されており、断面形からみた焼成範囲は土職内に収まっている。

< jRM)27号焼土と重複するが、焼|:の平面範囲が本遺構より外側へ広がることから、土坑を壊して焼土を

伴う過柵（住届跡？）がつくられたと巷えられる。しかし、焼土上位は新川盛土によって削平されているた

め、 jll!上堆稿状況から両遺柵の並襖l則係を判断することはできない。その上、焼l:の､|4町形は厳密に焼成を

受けた部分のみではなく、焼土ブロック届の範囲も含んでおり、造成時に~ド位墹（焼土）を巻き込んで削

平・棚削したため、周囲に焼土ブロックが広がった可能性がある。断而を記録した箇所での焼成範朋は土坑

内に収まっている。以上のことから、 l:坑雌没後、住居跡簿焼土を伴う遺柵がつくられた、 もしくは土坑塊

没途中に遺柵内で焼成が行われた、 という二通りの解釈が考えられる。そのため、図上では土坑・焼土を一

緒に褐城することとした。

〈過物〉土器（263.264：鋪62例、が典I叉1版42)。

〈時期> j1l!土の様相及び出土遺物から繩文時代のものと推定される。

40号土坑（第36図、写真図版23)

〈位舩・検出状況>A区4 iグリッドに位iWtする。Ⅳ肘上而で焼土(283･)と蝋褐色上の広がりを検出した。

〈規模・形状〉開口部径105×72cmのｲ罐梢円形を呈する。検出面からの深さは34cnlである。底面はほぼ平

jflで、壁は外傾して立ち上がる。

<"1:>黒褐色土を主体とする (4． 5柵)。両肘とも地山ブロックを少IIt，炭化物・焼土ブロックを械微

飛含むが、 5層の方がやや黒味が蚊い。

〈亜複〉 4層上面に28号焼土が形成される。焼成範囲が土坑内に収まることから、本遺櫛の方が古いか、土

城内に焼土が形成されたものと考えられる。

〈過物〉 1器（265．266：第621叉|、写典|図1版42)。澗搬(a-20:写典lxl版58)。

〈時Ⅲl>埋土の様相及び出-I:遺物から縄文時代のものと推定される。

41号土坑（鋪38図、写興図版23）

<位樅・検州状況>A区4 iグリッドに位世する。Ⅳ層上而で焼土の広がI)を検lllし、平面範朋を紀録後、

断ち削ったところ土坑が頭複していることが判明した。

<規模・形状〉開口部径164×155cmのほぼ円形を呈する。検出而からの深さは28cmである。底面はほぼ平坦、

』礎はif[Mし、東雌では地山刑'1'の礫が鮴出している。
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<埋土〉黒褐色土を主体とする。東側から地山ブロックを含まない層が流入した後、地山ブロックを含む層

が過柵全体に堆穣する。

〈並裡〉 3 ． 4崎上面に29号焼土が形成される。平面から把握した焼I:の広がりは1坑の外側へのびるが、

断imで確遡した焼成の範囲は本過櫛内に収まる。そのため、 29号焼土の方が本過柵よりも新しいか、土坑埋

没途中に焼土が形成されたかいずれかの可能性が考えられる。またp213と敢複し、 これに切られる。

〈避物〉土器（267～270:第62図、写典悩1版42)。土偶(452:第79図、写典悩1版57)。イ.i"(a-21 :写真

lxi版58)、敵磨器類(h-8 :写真図版74)。

〈時期〉埋土の様相及び出土遺物から繩文時代前期末葉～中期初頭のものと推定される。

42号土坑（第38図、写真図版24）

〈位樅・検出状況>A区、 6kグリッドに位慨する。Ⅳ層上面で検出した。

〈規模・形状〉北側を撹乱によって消失するが、開口部径93cmの円形を呈する。検出面からの深さは28cmで

ある。庇miはほぼ平坦、壁はやや外傾して立ち上がる。

<肌土〉地山ブロックを含む1I間褐色i:のll噸である。

〈爪複〉砥複する他の遺櫛はない。

〈遺物〉土器(271 :第62図、写真I側1版42)。

〈時IWI>皿土の様相及び出土避物から繩文時代のものと推定される。

43号土坑（第38図、写真図版24）

〈位IR･検出状況>A区、 6kグリッドに位閲する。Ⅳ廟上面で検出した。

〈規模・形状〉開'二1部径220×120cm桁円形をII!する。検出面からの深さは3{)cmである。底面はほぼ平jilで、

壁はやや外傾する。

<皿士〉暗褐色土を主体とする。ﾋｰ 2刑に分かれ、下部には地山ブロック、上部には炭化物を含む。

〈爪複> p623と爪複するが新旧関係は不Ulである。

<過物〉土器（272～274：第63図、写典悩1版42)。敵磨器類(h-25:第88IKI，写典|到版75)｡

〈時期〉蝿この様相及びIH士遺物から縄文時代前期後葉のものと推定される。

44号土坑（第38図、写真1劃1版24）

〈位佃・検出状況>A区、 6kグリッドに位慨する。Ⅳ層上面で検出した。

〈規模・形状〉開口部径110×100cmのほぼ円形を呈する。検出面からの深さは29cmである。底面は平坦で、

雌はfi立する。

<jll!上〉暗褐色土を主体とする。 ‐ド部には地lllブロックを多く含む。

<敢複〉亜複する他の遺柵はない。

<避物〉土器（275.276：第63IRI， ツメ典|質|版42)｡

<時期〉埋土の様相及び出土過物から細文時代lii期末葉～中期初頭のものと推定きれる。

45号土坑（第38図、写真図版24～35）

〈位悩・検川状況>A区、 4cグリッドに位i趾する。 トレンチを般定しⅣ舸上伽までさげたところ、黒褐色
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土の広がりが明瞭に確認された。本来の検出面はⅢ層上面である。

〈規模・形状〉開口部径243×220cmの梢円形を呈する。底而はほぼ平jil，確下半は直立し、上半は外傾して

血ち上がる。

<1!l!上〉黒褐色土を主体とする。堆硫状況は大きく3段階に分かれる。地山ブロック屑（断面観察時は本刷

を壁と誤認した）が北側から流入後、南側から地山ブロック届と照褐色土層が交互に堆積する(10～14m)｡

次に過物・炭化物・焼土ブロックを含む肘がはいる（6～9肘)。特に最ド位刷（9届）にこれらの拠入物が

多い。この段階の埋土上面に焼土（4 ． 5掴）が広がる。平面形を記録することはできなかったが断而では

径約lMcm、深さ1grm程度である。焼土屑は、他の土壌内に広がるものと同様に、炭化物は含まないが、赤味

の強い焼土ブロックを含むが、 、ド面は皿状を呈しており、下部へ行くにしたがって赤味が弱くなることから、

本辿柵内で形成された可能性が商い。焼I:の色i淵の迎いは、汎入物の多い肘が被熱した影靭と考えたい。焼

土届の上位には、炭化物・焼土ブロックを伽かに含んだ層が唯柵する。以上の埋土の堆積・週物出土状況、

及び土壌内焼土と、 38号土坑と類似しており、同様の性格を持つものと考えられる。

<付属施設〉底而ほぼI'1央に小穴を有し、 これを中心として十字に洲が走る。小穴は径20cm，深さ7cm、地

IIIブロック・炭化物を含む10YR3/3昭褐色粘土質シルトが唯獄する。櫛は帆10～15cm、深さ5cm以下である。

jilll:は南・西側に地山砂を多く含むlOYR3/4暗褐色粘土質シルト、東側に地山ブロックを含むややグレー味

のある10YR3/3蹄褐色粘上質シルトが堆積する。

〈爪襖> p348と亜複するが新llllm係は不明である。

〈過物〉 9層中に多く含む（過物出土状況：写真図版24)。上器（277～289：第63.64図・写真図版42．43)。

環状土製品（459：第79図、写典脳1版57)。厳磨器類(h-73:"90FI，写真図版78)｡

〈時期〉蝿1:の梯相及びIIIEI:jll物から繩文時代前期末葉～IIﾘﾘl初、のものと推定きれる。

46号土坑（第39図、写真図版25）

〈位世・検出状況>A区、 5関グリッドに位極する。住居跡の床而までさげたところ黒褐色士の広がりが検

川され、土坑が誼複していることが判IﾘIした。

〈規模・形状〉開口部径133×l30cmの円形を呈する。検州面からの深きは72cmである。底面はほぼ平坦で地

山肘中の礫が露出している｡唯は袋状にやや外側に張り出す。

<埋土〉瓜褐色土を主体とする〔,地IIIブロック・炭化物を微lit～極微痂t含む屑が床、面上(9M)と上部

( l～4咽）に堆積し、地山ブロックの多い屑(5～8牌）がこれに挟まれる。全体的にしまりが弱い。

〈亜複〉 4 ． 5号住居跡と亜複する。本道榊は4号住居跡より古く、 5号住居跡より新しい。

〈過物〉土器（290：第64IXI，写典|図1版43)。

〈時期> jill l:の棟柑及びlli l:過物から繩文時代前期後莱のものと推定される。

47号土坑（第39図・写真1列版25）

〈位世・検出状況>AiX, 5fグリッドに位侭する。Ⅳ用I:1niで肌褐色土の広がりを検出した。

〈規棋・形状〉南北l川端を砿複遡柵によってil'1失する。 1付北192cm以上、東西152cmの梢円形を呈するものと

推定される。底面はほぼ､|りuで、盤は直立する。

〈雌上〉黒褐色土を主体とする。 lli〃向から流入しており、地IIIブロックをほとんど含まない届と少t含む

珊が交互に堆欄する。またド部には炭化物・焼土ブロックを混入する。
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<付属施設〉底面中央、やや北寄りに小穴を有するが、検出状況及び埋土の様机を確認できなったため、本

過柵に伴うのか否かは不IﾘIである。

<肛複〉32.48土坑と亜襖し、間遡柵の方が耕しい。

<過物〉敵磨器類3点(h-32･57･69:写真|剛版75．77･78)。

<時期〉埋土の様相及びH1士遺物から縄文時代前期後葉以前のものと推定される。

48号土坑（節39図、写典I叉1版25）

<位置・検出状況>A区、 5fグリッドに位置する。Ⅳ脳上面で黒褐色土の広がりを検出した。

<規模・形状〉開l~l部径31{)×262cmの梢円形を呈する。検IH而からの深さはl()2cmである。底而はほぼ平坦

で地山墹巾の礫が鰍川している。砿は外傾して立ち上がる。

<埋上〉黒褐色土を主体とし、上下2層に大別される。下部(11屑以下）は、底niに地山ブロック層が堆祇

後、黄味の強い黒褐色土が南側から流入する。上部（1～lOW)は茶味が強い恩褐色土を主体とする。上部

殿下府(lOW)は混入物をほとんど含まず、非常によくしまる。本屑下面は蝿1:がぺリペリと剥がれ下位屑

との境界を明瞭に把握でき、士坑中央付近では~ド而に平らな礫がのる。 k位の8 ． 9脚は過物を大通に含み、

8層は地山ブロックを大最に含む。その上に地lllブロック・炭化物・焼土ブロックを微肚含む層(5～7屑）

を挟み再び遺物を含む肘（3屑)、地山ブロックIW(2M)の順に堆積する。以上のことから、理iz_la部は人

為堆積の可能性が商い‘，

〈付属施設〉底面中央部に小穴を有する。開口部径、南北35cm、東西60cm、底lliからの深さはl8cmと14cmで

西側の方がやや浅くなる。蝿土は東側が地lllブロックを多く含む暗褐色上、西側が照褐色土を主体とする。

形状及び埋土の状況から2"ilt複しているIIJ能性がある。

〈砿複〉47．49妙土坑と亜襖する。本遺柵は削考よりは新しく後肴より古い。

<遺物〉 8 ． 9層から多朏の遺物が出土している。 二t器(291～306:第64･65MI、写真図版43･44)。石匙

2点(c-12･13:写典悩1版60)、石錘( i-ll :写典lXI版79)、棒状石製品（石棒) ( i-1 :第94図、写真

1劃1版84)。

<時期〉埋土の様相及び出l:遺物から縄文時代lil期末蕊～中期初頭のものと推定される。

49号土坑("40凶、写奥IXI版25)

<位i趾・検川状況>A区、 5fグリッドに位i趾する。Ⅳ胴上面で黒褐色-1:の広がりを検出した。

<規模・形状〉開n部径112×92cmの隅丸方形を呈する。底面はほぼ平坦で壁は外傾して立ち上がる。

<埋土〉明黄褐色ブロック・炭化物を含む黒褐色土の1M届である。

<付桝施投？ 〉底而1W側に徒60cm、深さ17cmの柱穴状の棚込みを有する。検出時に爪襖は確偲できず、本遺

柵に伴うかどうかは不明だが、拒体土は概ね同じである。

<重複〉48号土坑と亜慨し、本過構の方が新しい。

<適物〉 1器（307～310:"66図、写真図版44)｡

<時川〉埋土の梯相及び川土過物から縄文時代Iil川末策～中期初砿のものと推定される。

50．54号土坑（第401Xl、が1'4IHI版26)

<位悩・検出状況>A区、 3eグリッドに位iftする。 1り･(li)I'}跡床lliに黙色I:のIﾘ形プランが検川され、本
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遺櫛が重複していることが判明した。

〈規模．形状>50号土坑は開口部径263×194cmの概ね梢円形を!I!する。埋土上面からの深さは78cmである。

54号土坑は、 I｝M口部径400×300cmの桁円形を城する。 jll!土上而からの深さは34cmである。間過柵とも庇Injは

ほぼ平坦、壁は外傾して立ち上がる。

〈埋土〉黒褐色土を主体とする。埋土下部は南側から地山ブロック届(11層）が堆積し、その上に地lllブロッ

ク・炭化物を含む咽（5～lOW)が、汎入物の通を変え行方向から流入する。埋土上部はややしまI)のある

咽が唯槻する (4 ･ 14～16M)｡ l4～l6肘は4屑と似るが、拠ざI)ものが少ない。蛾上部は火山灰のブロック

を含む層が堆積する (1～3届)。以上の堆積状況から、調在時には1～3層は別遺椴、 4～13． l7肘が50号

土坑、 14～16層が54号土坑と判断した。しかし50号土坑4燗と14～l6層が非常によく似ており、下Ⅲiの商さ

がほぼI可じことから、 1～4 ･ 14～16屑が54号土塊、 5脳以下が503･土坑の可能性も考えられ、新旧l卿係を

把拠することができなかった。また、東西ベルト断面に焼土の広がりが認められたが、記録前に〃1落してし

まった。50号土坑が土坑内焼土を持つものか、 もしくはl～3照の別遺柵に伴うもの、 または規模から考え

て、 54号土坑が住居跡であった可能性もある。しかしI:記の皿り新旧l則係が不明のため、いずれの遺柵に伴

うものかは不明である。

〈付閥施設>50号土坑底Imに径75×38cm、楕円形の小穴を有する。深さは25dn程度である。埋土は地山砂質

ブロックを含む暗褐色土が堆棚する。

<IK複>50･54号土坑が爪襖するが上記のとおり新lu関係は不Iﾘlである‘， また1号11州と亜複し、 これに切

られる。

〈過物〉土器（311～317：第66図、写真図版44)。石匙(c-14 :写真図版60)、敲廉器類(11-9 :写真図

版74)。

〈時IUI)埋土の様相及び出土過物から縄文時代前期後菓のものと推定される。

51号土坑（第40図、写真図版26）

〈位|刊・検lll状況>A区、 3 iグリッドに位樅する。Ⅲ肘上面で焼I:とその周朋のII舟褐色土の広がI)を検出

した。

〈規模・形状〉開口部径98×84cmの桁円形を呈する。検出mからの深さは23cmである。床而はほぼ平測で壁

は外傾して立ち上がる《，

<jIMFI:>地lllブロック・炭化物・焼土ブロックを含む暗糊色土のll堀である。

〈飛複〉 2層上面に31号焼土が形成される。焼成範囲が土坑内に収まることから、本遺櫛の方が占いか、士

峨内に焼土が形成きれたものと考えられる。 p212とも敢裡しこれに切られる。

〈過物〉土器(318．319:"66図、写典図版44)。石匙(c-15:写典図版60)。

〈時期〉埋土の様相及びIH-l:過物から繩文時代前期末葉～II:期初肌のものと推定される。

52号土坑（第41腿1，写典lXI版26)

<位|趾・検出状況>A区、 3 iグリッドに位i趾する。Ⅲ胴上而で11冊褐色tの広がりを検HIした。

<規模・形状〉開口部径113×llOCmの楕円形を呈する。検出而からの深さは22cmである。断面形は皿状に窪

み、中央部がやや高くなる。

<皿上〉蹄褐色土を主体とする。円色小磯・地1I1ブロック・炭化物・焼土ブロックを含む。
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<付属施設？ 〉底面東部に径45×20cm，深さ7Cmの小穴(p293)を有する。埋土はl聯褐色土を主体とする。

〈砿複〉柱穴状土坑が数蛙敢複するが、いずれも新旧関係は不lﾘIである。

<遺物〉瀞ｲf製垂飾典(k-57:"93EI，が典図版81)。

<時期〉埋土の械相及び出土遺物から繩文時代前期後葉～中期初頭のものと推定される。

55号土坑("41図、写典|叉|版26)

〈位慨・検出状況>B区8pグリッドに位i趾する。Ⅳ屑上而で検出した。

〈規模・形状〉開口部径281×177cmの桁円形を呈する。検出Ⅲiからの深さは221､mである。底面はほぼ平坦で、

地山屑中の礫が露出している。砿はやや外傾して立ち上がる。

<埋土〉炭化物・焼土ブロックを含む略褐色二|:を主体とする。

<亜複> 16･ 17号焼土、 7号土坑と砿複する。前述の通り16･ 17号焼土より古く、75．土坑との関係は、本

遺榔の方が古いもしくは同一遺柵の可能性が考えられる。

〈過物〉遺物はllll亀していない。

〈時期〉埋土の械相及び砿複状況から判断すると繩文時代liI期後紫～中期初砿のものと推定される。

5．出土遺物

今回川土した週物は、縄文土器（30×4()×30cmのコンテナ) 35桁、士製品38点、 イ了器812点、洞製品68点

(この他滑石233点あり）である。

(1)土器

繩文土器がコンテナ（30×40×30cm)で35箱冊I:した。

前述（Ⅲ章2．室内整理(1)遺物の処理）の選別基準により、約1600点景録し、このうち580点掲赦した。

残存部位別にみると、口縁～底部18点（-一次登録数：20点)、n縁～胴部86点（98点)、胴部～庇部17点(31

点)、 ’三I縁部295点（673点)、胴部145点(513点)、底部145点(265点） となる。 2次通別を行う上で、口縁部

破片資料で地文のみのもの、及び口緑・胴部破片で類似した奇料が複数個体あるものを不掲栽としたが、各

文様の刑式・時lⅢを筆者がはつきI)と理解せずに選別したため、少数例も不採用となった可能性がある。ま

た観察表は、洲従いの力斌ｲ《足と時I川的制約この理IIIから、器形の復元可能な個体のみ肥城した。そのため、

詳細な遺物の分類を行うことができなかった。

掲載土器のうち、完形個体(n縁から底部まで残存する個体）に復元できたものは他かll点のみである

(小形品を除く)。これ以外で器形をある税度把握できたものは、底部中央が欠抽（外周数cmのみ残存）する

もの（240.342他） と、胴部ド端が欠州する例（86．”・2()8．242．278他）がR虻つ。一方で底部とⅧ部の

接合状況が観察できる資料は、 l'l板状の底部に胴部がつくもの(224他)、底部厚みより数cm程度の高さで輪

禰痕が認められるもの(81他） とがある。底部破片資料はこれらの庇部と同形状のものが大最に存在するが、

輪祇みで剥離している上に、摩滅しているため胴部との接合簡所を把押できないものが多かった。このため、

上記の底部を欠損する土器は遺柵から出iLた際には完形を保っていた可能性がある。そしてこの、胴部と

接合しない底部涜料の大半は、例示しづらいという点から上紀の一次登録からも除外してしまった。

遺榔内出土過物（輔1～78図、写典lXl版27～45) ・遺柵外出_l通物（第68～78IXI，写典図版45～56)とも、

大木5～7a式、特に大木(i式のものが火'1§を占める。辿柵外出土避物に|則しては、週柵に伴うと判断でき

－59－



ない遺物をグリッドごとに取り上げた。 しかし、 2f周辺、 4 i周辺、 5d周辺、 BIX周辺は、焼土過柵

(炉跡） ・柱穴が散在し住居跡の可能性が問い範囲からの過物川l:例が多く、これらは本来通柵に伴うもので

あった可能性が尚い･

器穂は深鉢が多く、口縁部が外傾し胴吸及胴形のもの、 I i縁が外伽し胴部は直線的開くもの（やや内湾す

るものも含む)、口縁が直立気味に開く胴部円筒形のもの、底部11･近が円筒形でその上が金魚鉢形をなすもの

などがある。この他洩鉢・小形IW!も淵~｢〃在する。

隆帯状に粘I:をⅢli付けて'二I縁部を肥〃させる例が顕著である。文橡は、口縁部に刻M 11が施されるものが

多く、縦位の粘l:紐を貼付(90･155:以ド代表的なもののみ紀戦)、円形の凹(72･ 131･334．444)、山形

突起（28．4‘1 ． 1")などもみられる。 I』線～頚部にかけて沈線(4j12)、半裁竹椅状~I狐による文様（沈線・

刺突．抑引き聯) (4J1 ･ 111 ．221 ．2'10) も多川される。これらの文撒梢が胴部にまで及ぶ例は比鮫的少ない

が、沈線のみの施文、 またはその交点にボタン状貼付(144) ･ lﾘ形沈線(290) ・棒状の沈線(305) ・貼付

(306)が存在する。以上、 これらはおおむね大木6式に比定きれる。口唇部にも刻[|列を施すものも多く、

全周するものと、波頂部など一祁にのみ刻まれる珊合がある。 356はJ1 1仙位に刻l･l l1が施されこれらの中でも

古い様相をしめすと思われる（大水5式～)｡ lil後に波状縁となるもの(359･365) も鵜f存在する。また、

頚部に隆帯状の粘土貼付、これに刻ti列を施す例も顕箸である。胴張形(110:大木6式） と直線的に開く器

形（224．225：大水5式～）があり、後荷は、頚部隆幣状（刻I1列）のみで他の文械を持たない傾向がある

(沈線･ I 1縁刻Ⅱ ﾘはあり)｡ liりじく11M祁が心線的にIMく器形には、 111形の沈線のみが施される例(357) もみ

られる。また小破片だが細い粘土紐に刻みのはいるもの（229)、 111樅状の突起（剥落している) (47) も超め

られる（大木5式～)。一方、 38号士坑・ J18勝土坑・ 5dグリッド周辺出土土器はやや劇iしい様相（大木6～

7a式）を小し、 ’二I縁部が内湾し、波砿部に渦巻状･IHI'l形の粘土貼付(238．239．2'12．439)や、縦位の隆

幣（404.405）が施される。縦位の隆補をもつものはこの他、 p414 (339)でも出土している。金魚鉢形の

深鉢は上半もしくは下半のみの出土が多く器形を復元できたものは少ない。いずれも1､F半の円筒状の部分は

短く、長いものは秘められなかった。地文は繩文が多く、撚糸文・綾絡文・結節繩文などもみられる。地文

を施さずナデ捌轆のみの個体もやや小形の深鉢に存在する。胎一上はいずれも非‘附に粗く、刺l雑なものが多く、

接合・実測等を行っているとボロボロと剥滞してくる。以上のようにあまり文様を持たない土器においては

古い様相（大木5式～）がみられるが、文様をもつものは大水6式に相当する土器が大半を占めるようであ

る。

この他、大木10式土器も少数鰯められる‘》通桝内からは、 lり･11;l,'i (1～3)、 24り･土坑(195)、適柵外で

は4d･ 5dグリッドで1点(414)川土している。胎土は前川後莱から中期初頭のものより繊密である。

（2）土製品（第79～80図、写典'21版57）

土製砧は全点（38点）を登録、粘土塊はﾂﾒ典掲敬、その他はすべて図示した。土偶8点、郷形土製品・土

錘・耳栓・環状土製砧が各1点、 III樅状1:製品18点、粘|塊8点Ⅲ土している。

①北仙（447～454：鋪791叉|、 ツj:"IXI版57)

8点溌録し、全点|叉l示した。447～452は板状のI:偶である。447と451 .452はいずれもIMと腕部の境に穿孔

が施されている。 しかし、前者は両腕が値かに張り出すものに対し、後者は明確な腕部を持つ。452は448の

文様・胴部と即さ・胎上・焼成具合群顛似するが、接合箇所はなかった。文様は、沈線文、竹管刺突文が施

される。453．454は腕のIII能性があるが、はっきりしない。
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②その他の土製品（455～459：鋪79図、写真1列版57）

455は不明I製1冊である。土偶の腕に似るが、頂部ではなく側面上部が剥離している。なんらかのものに接

合すると忠われるが、諜細は不IﾘIである。256は郷形土製,砧でド半は欠伽している。 ‘157は士灘、 458は耳栓、

459は環状土製肋である。

③円盤状士製品（460～477：第801列、写真図版57)

18点畿録し、すべて図示した。 4～5cm秘度の小形のものと、 7cm前後の大形のものとがある。いずれも、

無文もしくは地文のみで、文級がある箇所を使〃Iしているものはない。

④粘土塊（写真|剣版57）

8点出土し、このうち5点を写典掲戟した。479は手のひらで握りしめたような形状・指痕跡がみられる(，

（3）石器・石製品（第81～94図、写真図版58～84)

石器・石製1mあわせてlll3点を職録した。このうち石器は812点で、いわゆる定形石器及び不定形石器は、

器郁ごとに細分し代炎的なものを拠測、それ以外は写典掲戟した。 {llし、不定形ｲi器のうち連続しない二次

加I: ･微細剥離のみのものは我偽職とし、一括して扱った。 イi製品は68点、全点綴録し実測を行ったが、 2

次加工のない汁緬（粗割のみのもの233点）は写真・表掲峨とした。以下には、主に各器種の概要と特記事項

について述べる。

a・ イf"(a-l～78:第811Xl、写真図版58～60)

78点登録した。遺構内から31点、避櫛外から47点出土している （但し住居跡のI1I能性のある範囲から出土

したものも逝柵外として登録)。以ドのように分類したうえで、分類不明な6点を除く72点を写典掲峨とし、

うち12点を図示した。

1．無茎で蝦部に扶入のあるもの

2．無茶で唯郁が直線的なもの

3．堆部が尖っているもしくは、丸みを持つ物

1が60点と大半1吋め、ついで2が6点、 3が3点Ⅲi:している。

b. イM(b-1～3 :"811Xl、写典|灘1版60)

遺櫛内から1点、遡柵外から2点Ⅲl:、訓.3点綴録した。全点を写典掲城し、 うち1点図示した。数点の

みのため分類は行わなかった。

c・ Ii匙(c-1～47:"81～82図、写典|質1版60～63)

遺櫛内から21点、遺構外から26点出土し、計47点豊録した。全点を写典掲戦し、 うち12点lxIボした。分類

は以下のとおI)である。

1．摘み部軸線と石器長袖がほぼ､14行するもの。 「縦刑ｲi匙」

2．摘み部軸線と石器焚軸がほぼ戒交するもの。 「横型ｲi匙」

3．摘み部軸線と石器長軸が斜行するもの。

4．摘み部を持つが特殊な形状を』世するもの。

lが32点、 2が9点、 3が3点、 4が1点と縦民のものが火､fを占める。
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d.不定形石器・石核(dl～89･ 101～299･301～397･399～561 :第83～86･写典図版63～69)

定刑的な形状は持たないが、二次加二l: ･微細剥離のあるもの及び石核を一括した。避柵内から181点、迩柵

外から367点、肺548点登録した。これらのうち巡続的な剥離がみられるもの89点は分顛および写真掲叔（一・

部、欠損のため分顛ｲ《可能なものは表掲戟のみ)、不連続な二次加]: ．徹細剥離のみのもの459点は分類を行

わず一括して表掲職とした。前肴89点のうち12点を図示した。分矧は以下の通りである。

1．片面捌轆で、刃部・打面以外余周にi側稚がみられるもの（石箆に近い)。

2．片面またはIMj面澗整で、辿統した洲幣が一辺以上みられるもの。以下のようにさらに細分される。但

し欠損している場合は細分を行わず、表掲載のみとした。

①片而一・辺

②片面二辺以上

③両IWi一辺以上

④片而に籾測を施す

3．剥片の一部を加工して尖突部を作り出しているもの。

4．比較的粗い剥離を両面に施しているもの（尖頭器槻)。

5．不連続な劉整または微細剥離がみられるもの。

6．石核

1が5点、 2①が14点、 2②が16点、 2③が3点、 2④が2点、 3が9点、 4が18点、 5が459点、 6が2

点出土している。

e・箆状ｲi器(e-1～25:"86～87図、が典I灘1版70～72図）

上方が狭く、下〃が広がる台形械で下方に捌整剥離による明瞭な刃部をもつものを一括した。

遺柵内6点、避栂外19点、計25点登録した。金点写真掲赦し、 うち5点図示した。

1 ．片面捌轆のもの。

2． IAjlij捌糖のもの。 （片面は剥離を ・部しか施さないものも含む）

lが12点、 2が12点出土している。両蕃はさらに片面に外皮を持つものと持たない物に細分され、前者は

比較的大きい傾向がある｡

f.磨製石斧(f-1～8 :"87図、写典間版73)

遺櫛内4点、過柵外4点、計8点登録した。 f－8は表掲職のみ、それ以外は写真掲職し、 うち3点l劃化

した。いずれも欠搬しており完形のものは出土していない。 f－2には鵲い付前物がみられ、装蔚痕の可能

性がある。

9．その他の両面加I:石器(g-1～7 :第88図、写真図版73～74)

阿而に微細なi捌粘剥離のあるものを一括した。遺櫛内3点、辿柵外4点、計7点暇録した。全点写典掲,股

し、 うち5点似l化した。これらは1 ．尖賊器（4点． ’～4） と2．その他（3点’ 5～7）に細分される。

h.敲應器砿(h-1～77:第88～91図、写真図版74～78)

過柵内35点、遺柵外42点、計77点笠録した。全点写真側職し、 うち10点|貰l示した。スリ、 lul、 タタキなと’
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の使用痕が重複することが多いため、それぞれを細分しこれを組み合わせて分類した。

<スリ〉 〈凹〉 〈タタキ〉

I.稜部・辺のみ a、一mi . ゞ箇所 l .剥離

Ⅱ、稜部三辺以上 b・二面・各・箇所 2．つぶれ

Ⅲ表面部 c・一面・二筒所以上

Ⅳ、稜部と表面部 。、 2而・作澗所以上

e.不Iﾘj

スリがみられるものは54点、 I. 28点、 Ⅱ. 6点、 Ⅲ、 17点（うち1点Ⅳの可能性あり)、Ⅳ、 4点（うち

1点Ⅲの可能性あり）で、 Iと、が多い。Ⅲは円礫、それ以外は細艮い形状を呈する。凹がみられるものは

24点、 a、 5点、 b、 14点、 じ． 2点、 d. 2点、 e、 1点に細分される。円～桁円形のものと細長い滴

状・棒状を呈するものとがあり、後者の珊合観みが片方に鵬る（油状の嶋合は幅が広い方)。タタキはlが9

点、 2が2点、計ll点である。使用痕の爪複は、スリ稜部一辺のみ(I) とタタキ°剥離(1)の組み合わ

せ、スリ表面部（Ⅲ） と凹の組み合わせが多い。 h-53はスリ ･ lul ･タタキ（剥離）すべての仙川痕がみら

れる。

i .石錘( i-l～19:第91図、写真図版791XI)

週柵内11点、遮櫛外8点、叶19点綴録した。他の石器と比べて、辿櫛内から111土がp立つ。 i-12は表掲

栽、それ以外はすべて写真掲戦とし、 うち4点図化した。

j.石製品(j-l~4 :第911X1,が典図版80)

遺柵内2点、遺柵外2点、計4点登録し、余点1劃示した。 lは斧形ｲi製品、 2 ． 3は栖剣頚、 4は独鈷石

である。

k･淵禰製乖飾具(k-1～59．101～174:"92～94IXi，写真図版80～83)

滑石に二次加頭の換跡が認められるものが59jM, 361.139 (k- 1～59)、原石・粗割のみ・チップが233

点、 639.5439 (k-10l～174)、計292点、 955. 67g出土した。これらは35号土坑から出土したものが大半

を,叩め（未製品44点、 : :次加I苫なし・チップ207点)、これ以外(35号｣:坑の''J能性があるものも含む）から

のHi土は、 lil群が15点、後音は26点のみである。完形及び完成品は少なく、ほとんどが米製品となる。製作

途中のため、完成形態を把握できないものが多いため器種分類は困難であった。そのため、加工艇による分

類を試みた。

a・板状をlI!し、炎典に擦換がみられるもの‘，

b・板状を呈し、表嬰及び側面に擦痕がみられるもの。

cl.板状を呈し、表裏・側面に擦痕がみられ、穿孔が施してあるもの。 （班状耳飾または玉額の未製品？）

c2.薄い板状を呈し、表裏・側面に擦換がみられ、穿孔・切ロがみられるもの。 （班状耳飾の未製品？）

c3． IIj柱状をII!し、上ド・側面に擦換がみられ、中央に穿ｲLが施されるもの。 （補状玉の未製MI)

。、穿孔が施され、表面が研磨されているもの。 （完成品）

C.原石・淵1Wﾘ ・チップ（小破片）

a. 5点、 b、 22点、 c1． 17点、 c2. 7点、 c3． 3点、 d. 5･fi, c. 233点出I:している《，
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l .棒状礫・棒状石製品(1-1～3 :第94図、

すべて土坑内からの出土で3点登録・図示した。

を利用した棒状礫である。

写其図版84）

lは石棒で下半は欠鯛している。 2 ． 3は柱状節理の礫

m、有孔礫(m-1～2 :写典図版84)

住居内から2点出土し、掻雛・写真掲職とした。
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V， まとめ

今Inlの捌査では、竪穴住居跡7棟、土坑52鵬、焼土遺柵33鵬、桃穴状土坑約400雑が検IHされた。繩文時代

前期後葉～中期初頭の遺柳が大半を占め、一部中期末葉の住"跡・上坑も含まれている。

調査IX内の遺構の分布状況は、 B区及びA区の南西部から北部にかけて集中する。一・方、削平されている

可能性はあるものの、 AIX南東側は住暗跡・ |:坑等のあまりみられない過柵が希薄なIX域となる。本洲従に

先行して行われた試掘捌森及び､I4成14年度に料手県教育委員会生涯学習文化課によって行われた発捌鯛査で

は、調森区外南側の斜面上部においても住居跡・土坑等が確認されており、集落の範囲は調査区周辺を含む

緩斜面一帯に広がるものと推定される。

竪穴化勝跡は、平而形状を確泌できたものは7棟である。 うち1MI (1号住居跡）は繩文時代中期末業の

住居跡で、直径約5mの円形を呈し複式炉を持つ。これを除く6棟(2～7号住居跡）は縄文時代前期後葉

～中期初頭に該当する。概ね方形で一辺3～6m，すべて地床炉を伴い、壁際に周櫛を持つものが多い。こ

のうち2号1柳跡には南東側に服りlllし部が側められ、周柵もこれに沿うように迎統している。遺柵の爪襖

関係からみた新旧は、 （新) l号住→2号住、 4砂住→5号住→6号住→7号住、6引惟→3号住となる。 III

土遺物からは、住居・他の遺柵（土坑など） との重複が激しいため時期の異なる土器が混入するものの、 2

号住居はやや古く、 4～79．住居は新しい棟相がみられる。

焼土過櫛は、斜面の等商線に沿うように並んで33鵬検出されている。周洲に柱穴状土坑が分布し、周櫛と

思われる櫛が部分的に確認できること、焼土過柵と同じ高さで遺物が向的に広がることなどから、上掲のも

の以外にも住居跡は複数存在していたものと思われる。特に5d周辺、 4e周辺(1 ) (2)、 2f周辺(1)

～（3）は化届跡の可能性が商い。その柱穴配閥・周櫛・焼土の並びから、大形11揺跡の存在も想定できる

が、 4～7号(I括のように4～5m程度の方形の化居が竿高線に沿って散棟敢襖する例もみられるため、雌

土が確認できないこれらの過柵においてはいずれかの判断は難しい。

士坑は52腿検出された。出土過物から判断される時期は24号|坑がII'期末葉、それ以外は住居跡同棟おお

むね前期後莱から中期初肌であるが、砿裡|則係では化居跡を切るものが多い。平Iij形状は円形または柿III形

を呈し、隅丸方形も若干謹められる。開口部徒はl～3mほどである。部には底ini中央に小穴や、放射状

の満を持つものが含まれる（4？ ・29？ ・30．34？ ・35．38．37．45．47？ ・48．50．52？ ・55号土坑)。特

徴的な堆祇状況として、雌t下，トが、壁のM1落もしくは人為的雌Wiによる地lll禍色土で川1没し、その上位に

は土器などの遡物及び焼土ブロック・炭化物群を多く含むl:肘が唯制していくという例が繋げられる。また、

埋土中に焼土が広がる土坑が5基検出された（3～5 ．38．45号－1抗)。これらは、上i樋と何様の堆稿状況を

示し、塊土上半の炭化物．焼|:ブロックの多い刑に挟まれ焼土が広がっている。今岡の調査ではっきりと断

定はできなかったものの、土坑内での焼成が行われた可能性が問いと鞍えられる。39～41 ･51号土坑におい

ても検川lhiに27～31号焼l:が形成されており、前掲のものと何械の性格を持つものかもしれない。35f･- l:坑

では、滑石製垂飾具の未製品がまとまって出1:した。底面からやや浮いた位置よI)出土することから、 これ

らは堆欄過程の途kで流人あるいは廃棄されたものと樛えられる。28．38号･土坑は底Iniおよび底面付近より

決状耳飾がlll土している。決状斗飾は欠拙しているものの、 35り･土坑lll土のものとは異なって表而が良く研

磨されている完成品である。いずれも円形を呈するI抗で、本来貯蔵穴などに使附していたものが墓蛎に転

用されたIII能性が高い。

遺物はコンテナ(30×40×30cm)で45納川I:した。このうちI:器は35桁で繩文時代前期後業～中期初顕の
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土器が大半を占める。その他、石器、滑石製垂飾具・石棒などの石製品、土偶、耳栓などの土製品は919点を

数える。中でも滑石製垂飾其は、未製品を含め加工痕のあるものが調査区全体で59点、このうち前述の35号

土坑から出土したものは米製品44点、 2次加_l:狼のない破片は207点IM土した。映状耳飾の未製舳が雌も多く、

穿孔途中に破損したもの、未穿孔のもの、加工時に生じた小破片、原石など製作工秘各段階のものが含まれ

る。しかし、滑石製垂飾具の加工に用いたと碁えられる石錐・砥石等は出土していない。未製品には、剥片

石器で削られたような憾猟が秘められることから、不定形石器などを使剛した製作が想定される。 ･方で、

他の辿柵内（上記の蕊城等）から出土した決状耳飾は、研磨報、仕上げ加工を終えた製品（完成品）が出土

している。今回の調査では製作地点の特定はできなかったが、本遺跡における班状耳飾をはじめとする滑石

製垂飾典の製作を示唆する涜料として注ロされる。
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l¥･化卯)跡(A.A'･'1.11′ ）

＄刑以Fしまり、粘性あり。

0． 1孔瑠

1． lOYR2/1冊色シルトしまIﾉなし、ボロポロ。 2脚より洲いり腿化物・焼土ブロック微量。
l'． ’屑よI)焼土ブロック少ない”

Z・ IOYR2/l肌色シルトしまI)産し、 ；Mn詔u，帖什､ ,く･あI)、腿化物・塊f37uフク徹愚‘
3． IOYll2/2肌縄也帖上質シルト賎化物・焼土ブロックl肘よl)惨い@

．1． 111Y鯉/2肌網色枯1:質シルト雌化物・焼土ブロック脚．細仙二含む＆

5． 10Y鯉/2肌掲色帖北面シルト災化物がド面に貼1J付く。

6． IOYI鯉/2黒褐色粘土質シルト災化物下面に部分的に貼り付さ、上部にも少量含む彰
7． 10W12/2洲褐色梢I:間シルト蝋化物・焼土ブロック3脚より多く･1層より少ない。 4燭より柚iH細かいc
8， ，1刑に似る。

9． 1【)YIf2/型M柵也粘土質シルI・娩土ソuツク多量．災化物微駄‘, ヵ11畠伴うものか？

10． lOYI砥/型M栂也怖1個シルI･晩化物・塊1:プロ･"ク微量・上位明よ')やぺり川ぃ。

ll. 1()Ylig/2!M間色帖:I剥シルト ド的iに191州u色プロソク含む。

n

-GL=146.300m
a

O－

チ

9

b'
｡－

b
-GL=146'300m

圃
蓮罫』

C

-GL=146,300m
仁
0－

餃 2m1 ：200

ｰ－‐

l¥似､榊I跡曲･間'～c-c' )
1． IUYI(2/1鼎色粘土質シルト しきI)、粘性ややあり。災化物・焼土ブロック全体。 〈琴八・八’ 8卿？）

2. (=A.A' 5W)

3． 1ⅡY腿/1肌也粘_I侭シルト焼土ブロック層暑 しまりべ』 ，肘い‘帖性ややあlj・股化物微量．

､1． 1，Ⅷ2/l側色帖J1掴シルト しよIパロや恥い、粘性べ, 'あljo焼土ゾuツク制ド'二個かく念し･ l燗よI)多い。
5． 10Y肥/I鯉色粘土質シルト塊I"8Jフク合む。紘艇I崎より大§い（鵬～1画)。

6．5Y燗/8明券褐色帖i3質シルト塊i増。焼填典い目

7. 10Y腱/望照褐色粘土同シルト しまl)やや劇い。枯慨ややあり鯉臘化物・焼土ブロック微量。力jｲi掘方？‘
8． 7層に似るが炭化物少ない。力I而掘方？
9， 1()Y職/bl蹄褐色砧13岡シルト しまり．粘性ややあり。地IIIプ画ツク髄微量。炉石摺方？

1()． l0YR3刈略御世枯土間シルト し堂り脚い‘，帖愉ややあり‘, 1噸に似る。
11， 1帆･R3/3蹄褐色粘土質シルト しまlバﾛ綱い、地1117tjツタ・脱化物・娩土プuツク慨微蹴介む‘.副)・刷り1坑蛾iLo
ll: II)YR5/6阿隅色粘土質シルト 地lllゾロック眉・麹lll&lj<J4'<'わらかい・鋤.51¥･l坑堀1;“
12. IOVR3/3時褐色粘土Rシルト 11MI二皿るがしまl)やくDhl)｡力哺掘方もしくは鋤・易l吟I坑蝿l:｡
13． I0YR2/2畑褐色粘土質シルト しまりやや弱い．粘性ぺ』 'あljo股化物。焼l:ブロック側ド。
1.1. 5Y随/8明赤褐色粘土質シルト娩土ブロブク層？
15． IOYR2/2飢禍色粘土筒シルト 13層と似るがやや焼土ゾロック少ない“

16． IOYR3/3啼掲色鮎I預シルト しまり、粘性ややあり．娩‘Iブロック微量。土酵堀設掘方もし<陞鋤・51M･:l:WMIz｡、
17． 10Y剛/3閉縄他粘土儲シルト 16脚と似る．股化物微風｡』鰯皿融掘〃もし<13釦･51III:IMM:｡
'8． IOYH3/3剛仙仏粘土質シルト ！)・ 10聯に似る･力1ｲi掘方。

19． IOYM2/2MMM也帖1叙シルト し巡り、粘性ゃやあI)。股化物・蝿IRTTTック微風･
鋤． 12脳と似る。

21． IOYR3/3賎褐色粘土質シルトしまljやや弱い。粘性やぺ'あり‘地IIIブロック少駄、腱化物微蹴。 ニヒ器塊設婚方。
型． lOYR2/2側褐色粘土質シルトしまI)、粘性ややあI)。 IOYR6ﾉ8馴伐褐色シルトプロツク微量。
幻．罰･R5ﾉ8明赤褐色粘土質シルト娩土ブロック崎s lOYR3'3啼脚也怖'二質シルトプロツク微量，
割． 12層と似る。

聾． 10Y腱/2肌褐色鮎I侭シルト しま1)．帖性ややあI火臘化拘少騒。焼土ゾロツク微域。

26. 10Y腱/21M14色帖1個シルト し巡り．帖倣ややあl)。脱化1吋・晩-i:717ツク撤量･側b而把〃？
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2号住屈跡《A･A'・BB.》

0． 10YR2ﾉIMI色シルト

1． IOYM2/1肌色シルトしまり､帖性べ' 』別い｡10YR2/2冊側世シルトプロック多量。災化物・塊I:ブロック微量。

I'． 1隅よりややIMいか？

2.IOYR2/2MⅧ仏帖:12質シルトしまI)､粘性ややあり。災化物・塊1:ブロック微量。

3． 10Y腱/2川褐色シルトしまり、粘性やや劇い。洲味強い｡即職褐色ブロック・災化物・焼土ブロック少陵。

4． 10YR2/2肌褐色シルト3層と同一隅？やや炭化物多いか？

5． lOYR2/2肌褐色粘土質シルトしまI)、粘性ややあり。地山ブロック少赴。炭化物・蝿I:ブロック憧量。

6． 4層に似るが焼:i名ブロック多<Lまり強い。やぺ，明るい。

7． 10YR2/2冊縄色祐上質シルトしまI)、帖性あり。地山ブロック微量。炭化物･"21:7uックIM微量。8肘より蹄い。

8． 10YR3/3閉閥也粘1項シルトしまI)，粘性べ』やあり。地lllブロック微量。腱化物楠微世．

9.10YR2/2肌側也帖!:質シルトィ胸に似るがやく慨化物.焼:l:ブロック少ない。

IO. 10YII2/2川柵也シルト し堂り、帖性やや蝿い･災化物樋微匙

11. 10Y鯉ﾉ2川褐色帖:1:質シルト しまり、粘性ややあり。地山ブロック少吐。炭化物・塊I:7Uツク微量。

l翌． lOYR2/2肌褐色枯土質シルト しまり、粘性ややあり。炭化物・焼土ブロック樋微量。

13． 15層と瓜るが地111プロプクやや少ない。

l,8. IOYltZ2期柵色粘土質シルト しまIj･粘性ややあり。炭化物・塊I:ブロック髄微凰。

15． lOYR2/2肌柵色粘土質シルト 11棚二側るが姑11jブロックやや少ない．焼化物・娩上ブロックは含まない。

16. IOYR2/2MI側色粘土質シルト l3明と似るがややBWい・

'

a ll

一。 L=146.OOOm｡一

一些一

2号住居炉跡（駒.別'）

1． 5YR5/8馴卵縄色粘土質シルト焼土料。娩嘆不良。

0 1 :20 1m

一一
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15． 1()Y噸/3啼糊色粘I:質シルト卿明よﾄ)地lllブロック争い、炭化物．焼土ブロ

ック微賦．
16． lOYR3/3略褐色粘土質シルト地山ブロック．炭化物微量。 12屑よﾄ〕明ろb､‘，
17． lOYRa/2黒褐色粘'二質シルト しまりやや鞘い。明街褐色ブロック微赴。

18． 6屑より明枇褐色ブロック少なく､やや略い。
19． lOYR3/3蹄佃色粘I:質シルト地IIIブロック多最”股化物価微趾㈱
鋤～型･欠稀
郡． lOYR3/3蹄間色シルト しまりlhlb,, ;ifロオfロゼ IOYR2/IM{色シルトブロツ

ク含む。

21， 5層とよく似るが炭化物，焼l:ブロック多い”しまりやや刺い⑳
25． lOYR3/2瓜掲也シルト しまl)やや蜘い・炭化物.焼I:ブロック24燭より多く

粒径も大きい。

Z6． 10Y邸/2鼎褐色シルト 24屑と似るが炭化物・焼土ブロック少なく､明黄褐色
ブロック多い、

27． lOYR3/3略褐色帖士質シルト地山ブロック．馴闘N色ブロック微最Ⅷ艇化物
猟微量．

鋤． l伽'1《2/I測仏シルト斬期仙穴？

糊｡抑号娩l： （a､勘'）
1． 5YR5/8明赤褐色粘土質シルト焼二I:層｡焼成蒔通,］

2． lOYR3/3時細色粘t質シルト地IIIブロック．彼

熱した地山ブロック少域．
〃

a" 3.10YR:l/:I暗褐色帖I賀シルト地IIIブロック多量。
③－4.5YR5/8珊赤側色粘上質シルト焼土塒介 l屑よ'）

ベ』く』焼成腿いか？

’1～7号住牌（A－A'～I〕－1)'）
全体的にしまI)、粘性ややあり （異なる時のみ記載)。グレー味強いe
l・ lOYR3/2照褐色シルト しまりやや弱い。明黄褐色ブロック・腿化物微斌働
やや時いo

2． lOYR3/3蹄褐色粘土質シルト しまりやや弱い。地山ブロック少量っ掘力？
3． lOYR3/3啼褐色粘土質シルト地111ブロック微蹟,、 p431
ィ．欠待
5． 1〔)Y卿/2M燗色シルト しまり刺い。 IﾘI償冊色ブロック・股化物．焼1:ブロ

ック微域。

6． 10Y“/3暗褐色粘土質シルトしまりあり。印I碇側色ブロック．股化物微量。
7． 6牌に似る。 6層よI)やや明るく、地山ブロック多いが､股化物少ない動
8． 10YR3/2照褐色粘土質シルト しまりやや弱い。災化物徹量｡

9． lOYR3/3暗褐色粘二I:質シルト地lllブロック多量。

10． 5屑に似るがしまりやや燗〈隣少ない。

11． 10Y卿/:1略褐色粘土質シルト地山プロ･ソク少量，地111プロ､ソク禍につぶれ
た感じ。貼床？

12． 10Y卿/3啼悶色帖:i叙シルト地111プロ･フク・ '91閃勘色ブロック微量.，脱化
物・焼土ブロック微量。

13． IOYR3/3暗側色粘上質シルト地山ブロック多量．

14． 10YR3/3暗褐色粘土質シルト地山ブロック・炭化物禰徹域。

a

=-oL=146.100m

5.10YR5/8枇側色W!上質シルト地山ブロック・股
化物微且。

6． 3脚に似るがやや明るい，

7． IOYR3/3賠褐色粘一t質シルトグレー味あﾄ)‘↑

句………雪一戸ﾜｰ辱了7…

35号･焼土（じb'）
全体的'二しまり粘性ややあり。

1 ．7．5YR4/4冊也帖1項シルト娩1燗“焼成魁い,､微かに肢
鵬する柵哩。

2． 7，5YR4/4褐色粘l:質シルト l屑より焼成良いの
3．局YR4/6赤悶色帖1:質シルト焼土屑．焼成良い風

4． 10YR3/3暗褐色粘土質シルトややグレー味あり。焼土ブ

ロック多量。
5． 1層に似るが焼土ブロック含まない。

6． 10YR3/3蹄佃色帖上質シルト グレー味あり､,地1I1ブロッ
ク全体。焼土ブロック4層より少ない。

b'
0－-u｡L=,46.,00m

3

郷￥塊上（噂．c' ）
令体的にグレー味あり碗
1． 5YR4/6赤褐色シルト焼土ブロック肘。 lOYR3/3暗佃色シルトプロック含む‘，
2．5YR4/6赤褐色粘t質シルト焼l鋼。 しまり、粘性ややあり“焼成滞迅，

3， 2層に似る。

4． lOYR3/3暗褐色粘1便シルト しまりやや弱い,，粘性ややあり｢,"111ブロッ

ク・炭化物癒峨,，他屑より鼎い”
5． lOYR3/3略褐色粘土間シルト しまり、粘性ややあり⑳地山ブロック・炭化物
微量．化肘掘力剛l:？

Ｃ
ｌ。

C
-GL=146.100m

豊圏毒丁一

'

o皇｡坐d
－oL=146.lOOm -goL=146.300m

EY
趣

:37¥．焼上 （｡．｡‘）
l.5YR3ﾉ6暗亦糊色粘土質シルト焼I畑，焼成やや良い，
2． 10YR3/3鯖縄色帖1:質シルト しまりやや蝿い”粘性ぺ』やあり。地山ブロ

ック・腱化物・焼土ブロック少杜｡上面に炭化物・焼土ブロック広がる。
3． lOYR3/3暗褐色粘土質シルト しまり、粘性ややあり。地111ブロック・
炭化物微量っ住居掘方埋上？

鵠号娩!： （世七'）

l. 10YR3/3暗褐色粘土質シルト焼土ブロック全体3

2． 5YR‘1/8赤褐色粘土質シルト焼土層。焼成良い。

〃

o且f
=-oL=146.400m o_L -E｡,"=,46,40Om

鯵ら鰊…
ｰ

h′
e－

h
-oL=1d16.j100m

錫号焼土（f‐f'）

1 ． 75YR3/4暗隅色粘l質シルト 間<しまる。粘性あり。煉成やや悪い。

2． 7易YR4/6冊色枯上質シルト 固くしまる。粘性あり。焼成醤通e

plm
1 ． IOYR2/2肌褐也帖l:質シルト粘性あり”やわらかい↑地111プロ･ソク微量

26￥焼土<g･g'・h－h．）
1 ． 5YR5/8明赤冊色シルト間<しまる。粘性なし。焼l垣。焼成良い。

2． 5YR4/6赤褐色シルト固くしまる。粘性ややあり,,焼t屑,,焼成良い‘’
3． IOYR2/2胤掲色粘土質シルト しまI)ややあり。粘性ありs炭化物（礎～3m〉

樟微蹟”

pI卿
1 ． 10YR2,3M1褐色粘土間シルト粘性・しfl)あり、晩化物・晩l:ゾロプク(if－3m）
樋微量』埴111プロ･ソク （雌～k回）微量‘

号住居跡（1）

O l :20 1m

－ー弓
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5号焼土

Aへ

1 ．2号焼土

▲ゆ!妙
､

1

一恵蓋へ
鱗2蝦

1サ晩Iも帆･A )断I制なし
1 7,HYR3',1略ﾄM仏帖1個シル}‘焼l鏑？娩成不良のため範囲がはっ心りし*b

必け晩i: (A.A ) IMilmなし
1 ，7．5YR:I/‘1賠柵世1111 1猟シルト暁-t弱？焼成不良のため範間がはつきl)しな↓､

,勝焼上(A-A)断mなし
1 ．7‘5YR3‘1時細色帖1:質シル|・焼土畷？

士;〔,
A
-OL=146.700111

A’
0－

3 ． 4

B
－O

B′
G－

B
-oL=146.700m

、
》

2へ」

Rn ■､
.》
■､
.》

｡且

| ‘ノ
、－ノpSSI】12s

’ C
0－

C
－O

＜
L=146.71)()nl

;1 , ,1 1j･舵上（A､A ～CDC')

1 . 7.5Y115/81ﾘl渦也シルl, しまり‘粘性ややあり。腱化物 焼肥ブロック

2.5YR 1/8亦蝿仏紬上質シルト煉 l:W

3 75Y|胴'’1略褐色1III I 岡シルト焼I婿2隅より焼成抑‘

‘1．欠冊

5 5YR,18小間色粘土間シルト娩上闇『

6．浦YM'.1略褐也帖l･側シルト位tw3屑よl)焼攻弱い

7, 1(IVI(34蹄悶色帖l 質シルト地111プロプク少斌〃職褐色プロフク

8,10YR3 3輪褐色シルト地山ブロック僅徹量 -l･9層より無い冒炉ｲ8据

鯛7

l.75YR3,1剛鯛色シルト腿化物・娩士ブロック礎誼

2．75YII:14略脚色シルト焼Iプロウク多歌

3． 10Y蝿4蛸柵色シルト炭化物.焼とプロノクI柵より少な$・ 地111ヅ3． lOYI《34剛備色シルト風化物・娩土プロ ′クI墹より少な$・ 雄111ヅ

大量

･災化物

万！

I鰹
1 75YR31時蝿色シルト隣化物 燵土プロク樋微量

9.75YR3イ略偽色シルト焼&プロァク多量

3．7ふYR:14鮒卿色シルト焼tプロブク・堆111プロっク慨郎

蝋化物作徹量

l 1(IWf3諦略鯛色シルト地山ブロック3畷より多L，

ロク鍬魔雌

IM

1 . 11)YR:I3略綱色シルトしまりやや駒い粘性ややあり途ilj|プロノク・礎化物・韓

ヒプロプク殿量珊髄網色プロプク微量一

A
－oL=1f16.7()Om

A′
G－6号焼

5号･ゴ

ヒブロック少阻

ノク間炭化物

Im(1 ｡10平Ini ) 1m(1 20断Ⅲi)0

第22図炉跡・焼土遺構（1） 1～6号焼土
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7号焼土

A
==OL=146.700m

A′
0－

ー‐…冒一
111 ｰ一

Ⅳ~、

7時焼I: (A-八'）

1 .5YR5/8明亦脚色シルI. 1M<しまる晩|7n'ツク研。炭化物微鼠。
2,5YR'1/8ル墹色粘土画シルト娩l燗晩成11ぃ8号焼土

ム。L=146.200m A′
⑨－

1 撹乱
-- - " 、

EE＝要こ勢&会

8サ縫い｡A'）

1 5YR4/4にぶい赤褐色シルI娩土プロフク多艮災化物少量
2． 5YR4何にぶい赤褐色粘土質シルト娩t職焼成弱い。1ﾘ職褐色ブロック含む‘

3． 75YR3/,I時褐色粘土質シル1･舵l烟2層より娩賎弱い‘

4． IOYR3/,1略禍色帖1個シルト脱化物･ IMI:プロッタ･叩I鮒褐色ブロック椛微制

▲GL=146.1()Om A′
○一9 ． 10号焼土

A 噌 9サ

9吟焼土(A,･A･）

l～3Wp702

1 10YR3/2黒褐色粘上質シルトしまl)ややあり焼土ブロック多鈷溌化物磁量

2.10YR3/2黒褐色輪f質シルトL41)ややあり炭化物・娩土プロプク廠昌

3. 10YR2/1黒色帖t質シルトし型りない。切間褐色ブロック含む

4.a5YR,ｲﾉ',1褐色帖f質シルト晩l層

5. 1()YR3,邪略糊色帖陥間シルトV･

△。L=146､100m A′
G一

ノロ

Ⅲ ＝ごゃ、‐・ ‐‐年一
m Ⅳ

10渉娩18 (A|･A･）

1. 1()YR"2黒褐色シルトしまり刺いひ塊k粒微且

2 75YR4/4褐色枯I:|同シルト焼I:W

圭
一
金

Ｇ
Ｉ

12

A,

▲
b

』

舵上(A-ﾊ'）

,にしまI)ゃやあ'八

10YR3/ji暗褐色粘土質シル'’

7,5YR5E明掛色シルト Wi1<

3YR3/6暗亦渦世粘 t'質シル

Z5YM'､1暗褐色帖I 質シルト

75YR3/｣1時褐色砧1便シルI

5YR36暗赤褐色帖上質シル

75YR34暗縄世粘土質シル！

il<

炭化物

まる娩

娩上間

娩卜騎

娩I勵

娩上層

焼土層

" tブロック少は。

ブロック胸

MIE",

焼皮珊い、lﾜI簡禍色プロプク倉も

I闇{己似る

3層に似る

1墹と似る

↓
L

ルト

ルト

ルト

ルト

ルト

む
り
■
■

２
３
４
５
６

/／ 1 lll(1 10平耐) 11】】(120断im)０
卜

第23図炉跡・焼土遺構（2） 7～10. 12焼土
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11 ．23号焼土

il認号焼脆い-A・・B－IB

l 10YR33略棚色シルI, し左り・粘性やや肘も。

明側隅色プロプク・晩化物・塊lプロ‘ソク微量釿期僻
作土勿

2. 1(IYR:12開縄色シルト晩l17uノク隅〈怪-am)

3 5YR3'6賠赤隅色帖i:質シルト晩1.刑焼成併廼．

明茂禍色ブロック含む。

4暦～6牌欠撚

7.1()YR3/'I略柵色帖|樹シルト しまり冊<ボロボロ
Il枇問色･プロ･ソク・脚化物・晩117Uゾク微風。

8.75YI(:1/41＃側也シルl･ MIブロック隅‘剛かい晩l:ブ

ロック

9 10YR:1"2肌褐色札上岡シルト腱化物・峰ブロック少

量≦

10. 10YR3､3蹄褐也粘I:側シルト娩士層争ブロック状にも

見える

11．5YR48赤褐色シルト焼f墹娩庇良い

12.75YR33靖掲色帖i質シルト晩t尉焼虞弱い：

明前禍色プロノク含む

13．10YR3'3暗褐色帖l掴シルト胤柵色土と略褐色土の捉

土畷≦ mgm畷の汎i璃漸ｲ料または他遠構埋士≦

七，

△。I.=146.200m A′
⑦一

一

1 ｊ
■Ｃ

灘識鋤伊ﾛ

燕
66
－

、

P

-lioI,=1'16.200m B・
O－

11 12 ：

議灘

_AoL=I',6200m A′
③－

13．14号焼士
撹乱

霧でTてこ蚕
１
１
－
ｍ
Ⅷ
甥

,、
3

▲
0J

Ｂ

’ B'

ン子

l:l ･ 1.1¥WI (A･ハ｣I畑.》

1 , 11)Y雌ﾉIMI色シルl･ kkiに雛含む折1Ul附仲’ ？

2 5YR,16洲帆也シルト塊I鋼。晩成刺い
3 I()YR2/:1期Ⅲ色帖|:質シルト 上Im1蝋か'二縦然しても‘る

0 1m(1 40¥1II) Im(1/201Wrlhi )

第24図炉跡・焼土遺柵（3） 11 ． 13．14．23号焼土
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▲15号焼土

A
-GL=146.()()0m

A‘
｡－

熟鈩瞬

蕊蕊愚 一
ゞ
一

A
－o

1

0

o4' 15Wht(A.A') (IIIX) J

1 10YR2,3剛褐色しまljややあり粘性弱い、上血が陵然している(5YR2'3鰯鯖深姻色）

▲ ｡&二4oL=146.()001n16． 17号焼土

17号 !6)j
一

A'
一

｡

16･ 17号焼土(A.A. ) (UK)
1.25YR4,6赤禍色焼k綱A_｡

』

17号

A′
e－

A
－o1』毒1'16.600m

1 「

ｌ
ｌ
１
Ｃ

淫

▲18号焼土
彫K ， 一℃-、聖冒当近フ

一

蕊 -1

’､<v B′
G－

B
-OI,=14696()Om）

～
門

一

写
、

リ=0

，8
趣』

。
４ IW"I (A･A# ．B,B'）

1．7.5YR.1/61M位↑'IIU上間シルl･ Lflj ifl) W81'k』 』燗い舵1371Jツク（神～I(TU)少儲

2． 5YI(5,ﾉ8Iﾘ1ｶt側色帖上質シルI・焼l;ブロック暇〔惟一2cm）
3 lOYR･1 1渦仏W!上間シルト焼土ブロックl層よl)少ない

4，5YR4I/6赤糊色袖上貿シルト龍士層焼成良い。
5 75YIM6欄色帖l:質シルト焼I呂騨4咽より彼然ホハ，
6IOYR33略褐也帖上質シルト隣化物・珊貿褐色ブロック微量彼穴マ

|肩，

A
21号焼土

､亀

繊
ぐ．

20号焼土19号焼土

総”
、鷺 十s‘：

典

彦地ﾉ〈

A′
0－

A
-GL=145.8()Om。聖A

-oL=146.300nl ,
一一一－一

1

21号焼土(A･八'1
1鰯YR3'6跡赤柵色娩t隅19号娩土(A-A)

1 IOYR3ﾉ3蹄柵色シル1

1ﾘl倣渦仏ブロック街む！

純1州別ややが魁してもみⅣ12

1 111(1/iII)､|4111i) II11(1/2()Wf1li)(）

第25図炉跡・焼土遺構〈4） 15～21号焼土
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22号焼士

､4．

▲ ▲
、

、

、

A′
G一

A′
G－ _aGL=,46｣00mAoL=146.000m

'1

鰊
一一 一一

一一一一一一

22号焼土(A-A')

1.5YR58IFI赤縄色シルト焼土ブロック職サラサラ枚艤火き1，

10YR3:I暗褐色シルトプロツク儀最二

2. 5YR48弗掲色シルト位l鋪挽皮血も．

2,1号焼土(A-A)

1 5YR4/6赤褐色シルト焼｣沼。焼虞良い

2．75YR46褐色帖t質シルト娩士層やや怯然する斑度

3

A′
0－oL=146.200m

I 撹乱2 2

P I。

M)¥･晩|: (八・A'）

l . I(1YR2/1 ﾉM仏粘'二質シルl･ しょり・W,性あI) グレー球あり股化物噸～3mm) ･5YM/8WMIIMuntブロック
（椎～5回）棚殿吐。

2．5YI(5/81ﾘI亦栂色シル1， 1l,1くし｣るhII性なし。晩上ブロック層？

3 5YR｡l,6赤褐色柚上貿シルト IMくしまる粘性ややめl) 焼i烟。晩成、い

4.75YR4'6褐色粘土間シルト剛<しまる粘性なし嬉焼l燗。3層より晩I戊想も､

鼎、75YR3,#暗褐色枯七質シル1， 間<しまる粘桃ややあり焼l噌一焼成4曙よI)跡、 I'I也礁〈征～51mn)極微量

32号焼土

ぐ
③ -AoL=146.500m A′

0－

▲
ｰ一一 一一一

瞠号焼1% A,A‘

l IOYRJ2鰈褐色シルトし窓j】

炭化物含まなし‘。

2．5YR5S馴が鵜色帖1:閲シルト

ぐ．
粘性やや輔い癒焼tブロック墹

塊1屑煙成良い。

() 1 111( I/･1014mi)

第26図炉跡・焼土遺構（5）22．24．30．32号焼土

1111(1/2()IUrlili)
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1号土坑(A|､A･）

I～2燗しまI)あり 3－11層し叢り弱い。

IIOYR2/3F,ﾊ偶世粘土質シルト地111ブロック少量（髄～批旧)。炭化物･MI:ブロック倣閑 I'1&
'1,曝悩微酎

2 IOYI(2:1肌褐色粘土質シルト地111yLj 'フク撤母（慨～5口） 炭化物･"13ブロックl閥より拶
L‘ lﾜ職間色プロノクn色小熊幅微晴伽

3, 10YI(23M欄色貼上間シルト地山プロプク少瞳【礎－3") 1咽よりやや必いかり晩化物‘晩
tプロ･ノクlより少ないrl色小磯傭微量

l.10YR2/3！』柵色粘土質シルト地山ブロック2恩より襲い。供化物・蜂土ブロックはZ屑より少
ないが杜催大唯～5画）

5． 10YR23胤糊色粘土質シルト堆山ブロック令体（柾～") 炭化物蔵量
6 10YI(2,3胤榔色帖上質シルト地111プロプク2噸より多い｡粒径は1 3縣二近い腱化物・塊
lプロク慨最

7． IOYI(23Ⅲ鴨仏粘土質シルト地1I1プロ,ゾク多城（胱5咽）

8 IOYR23 IM脚色帖l親シルト地I11ブロック全体l~細かく含む7層より少*t'がl～蝿よりは
多t‘

9 IOYR2,3MⅧ色砂脚シルト地山プロプク人園地111 (砂賀）聰の崩落層？

IO. IOYR2/;l肌側色砂賀シルl･地111ブロック全体に絹かく含む。8届と似るがやや砂側。
11. i(>YR2:3MI偶色粘土質シルト地山ブロック火賊“地111 (11'i土賀）ブロックの醗伽幟刷秒

▲
A
－O

｡△′
0

A
－oI,=146.200m

A'
｡－

A
-eL=146.400m ⑥坐

地III(MI

地山
A′

O‘-－

Zりi:机《八・A'》

1 1(}Y1(3,2Ⅲ偶仏粘土質シル|、Ⅲ〈しまる、帖

性dbl) 小隙含む（上部に釦,)．脱化物N蝋圃

（徹5～20画)。

2． 1I)YR3ﾉ2MIM色枯I:質シルトしまりややあIノ

枯制あI) 地山ブロック微量〃災化物板徹賊

(I弼醒州I層よI)肌､.

▲ み
e坐4oY,=147.000剛、

孔

3サヒ机(A.A'>
1 ="MI性穴･ 2 Wi期住穴p75 3=新期盛り土？ ． ,l～6 ：崎上坑
1. IOYR1,711M色粘上哲シルト混ざI)ものなくやわらか↓･土。析期柱穴。
210YR1．7 1Ⅲ色粘I:閲シルト lと同じ
3. 1()YR21洲色帖tg賃シルトしまI》やや鋤､ 帖愉ややあり地山ブロック明黄隅色プ【コック’炭化
物微赴

1 " IOW(2 1恥色帖t質シルト3層に似るが汎ざりもの少なくやわらかも・ 色もやく』洲卜 恩上もしくは研
剛盛り上

5 10YR3曹肌禍仏帖上質シルトしま0)やや燭い帖ﾔtく'やあり明的偽色ブロック・股化物htブロ
ック徹駄

6 10YR34蹄禍色帖士質シルトしまり、粘性ややあl) 隣化物．焼tブロック少量彼銭したI倉むた
勤赤味強い

7 10YI(:121M禍也帖t質シルト 5晴に似るが明枇側也ブロックやや少ない‐
8 1I)Yl1221AWM(LWI I漬シルトしまり．帖胱』やあlj lF職禍色ブロック・股化物，鮠tプ灯ツク微臥

e

A

く' A 4W:坑い･八.）
1011M- I)7(】.I 占IWipi【もL<は駁血雄設､
1 IOYR33蹄間色枯士質シルトしまりやや弱も‘ 粘性ややあり炭化物.焼tプロ
2､6園よI)やや賭t

2, IOYR3/3略柵色帖上質シルト艇化物・晩tブロノク噸よI)$L，
3．識R58明赤褐色境I (プロプク？ 屑臘化物含謹ないしき↑)抑，
l IOYR33略偽也帖上質シルト2増と似る
5 IOYR33略褐色船，質シルトL製りやや劇も， 帖性ややあ8) 災化物・焼上プロ
6． I0YII33蛸間色緋1:質シルトしまり．帖付ややあり股化物・塊kブロック少里
7． 10V卿‘I蹄褐色帖上質シルトしま'）やや瑚ぃ粘付ややあり地II1ブロック微域
8.10YR3/3略褐色柏上質シルトしまりやや弱い粘性ややあり2~7層より暗い属
地山ブロック・炭化物微量

9． 10Y順2洲褐色11i l:閥シルトしまl)ややM1い‘杣fIややあI) 地山ブロック隠微
,{)‘ ，(ﾊ･I<:1,ﾉ311ﾙ柵也帖上間シルト7塒に似るがしまり‘もI》‘
l l . 11}YII:1/II IIH剛色1,li l剛シルト8照に似描がし:kl)めり。

'クやや争憾
～

『

猟綴蕊
ク磯量く

堂』
ノ

哩社…
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第27図土坑（1） 1～4号土坑
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_4．L=146.200m o些

Ib

A'
一

A
－ ｡L＝146．60【

】85

5りI坑（ルA'）
1 ． 10YR3/4蹄悶色粘土間シルト しょl) ．帖什‘ややあり『股化物・娩土ブロック

少駄．

Z， 10YR3/‘1崎褐色粘土質シルト地111ブロブク少吐（艇～1値)“炭化物陸微量＆
3． 10YR3/･I輔褐色粘土質シルト l明に似るがやややわらかい。

､1．5YR4/6赤間色シルト焼土（プロフク？）層。 lOYR3/4暗褐色粘t質シルト
プロブク少量。

5． lOYR3/‘1暗褐色粘土質シルト甜隅に似る。

6． 10YR3/'1鯖褐色粘土質シルト しまり、粘性ややあり．焼土ブロック多量，
7． IOYR3/,1節隅色帖_t質シルト 炭化物。焼ヒプロ,ソク5間よI)多く粒催大（雌

~1")｡ 6層までの上位屑よl)やや節い。

8． 10YR3/'1略間色粘土質シルト しまりやや刺い。帖惟あり。地1I1ブロック多段』

9． IOYR3/4暗側色粘土質シルト しまりやや刺い・Wi性あり。地山ブロックlow

より少ない“焼土ブロック極微量。

1O． IOYR3/4暗褐色粘土質シルト しまりやや燗い．粘性あり．地山ブロック8W
よﾄ)少ない。

11． lOYR3/4蹄柵色粘土質シルト しまりやや刺い,,帖侃あり,,地111ブロック火趾。

61j' l坑帆.A'）

I ・Z閣一飽遺桐(5dit)、 3～6W=pllm、 7牌■p猫、 H～12闇＝畑I：
3～6暦しまl)、帖性剥いく 7～12崎しまl)、帖性やや刺い。

1 ． lOYR2‘l瓢色帖t質シルト Lまl)やや輔い昌帖性ややあり，地11J

プロ･ノク・引薗悶色ブロプク・炭化物傲量‘
2． lOYR3/Z肌褐色粘土質シルト

3． 10YR3/3端褐色砂賀シルト炭化物・娩止ブロブク織量。

～6Wplm
,1.10YR33蹄褐色砂質シルト地lllプロ･ソク･ IWI伐悶色ブロック微量。

災化物・焼土ブロック俄微。

5. 1(IYR3':1略間色砂質シルト地山ブロック多量。

6． 1〔)Y剛/”冊佃色砂質シルト地111ブロック・災化物微量。イ･5図より
川味強いc

7． IOYR3/4蹄褐色シルト地山ブロック少赴‘脱化物微量。 p85
8, IOYR3/3噺褐色シルト連IIIブロック7屑より少ない。

9, 10YI(:1/:1蛸褐色シルト晩化物・焼土ブロック微量。 10層より暗い。
1()． lOYI(3/”H掲色シルト腱化物・焼土プロ･ノク9層より多い。
11． lOYR3'3蹄隅色シルト埴山ブロック・脚化物微蹟バリ層より叩Iるぃ。
12. lい'R33蹄悶世シルト災化物置禁“8～11閥よ')閉い“

A
－A’

0－△。L=146.100m

7WMt (A-A')

1 ． lOYR3/3町間色 しまりやや刺い･帖性ぺ"やなし。

腱化物・週物多く含む。

2. 7.5YR3/3暗褐色しまりやや弱い。粘性べ，やなし。

娩上ブロック含む。
3． 10YR3/2肌掲色しまりやや駒い‘粘性ややなし．
戯褐色tプUプク含む。

0 1 : '10 2m

－－弓

8号t坑（舟A' ）

すべてしまり、帖侃べ' ，あI)c

1.10YR3'2鵬幽色帖1:質シルト印順褐色ブロック・炭化物微域。

2.10YR2/2肌掲色帖1項シルト切歯褐色ブロック・炭化物徹量‘
3． lOYR3噌鯏褐色鮎‘1:頁シルト地111ゾuツク・明簡褐色ブロック・腱化物圃蛍。
4． IOYR3,2肌掲也帖1画シル1. ．屑よ')暗く、汎ざ』)もの3屑よ')少ない．

5． 10Y鯉'2瓜叫色帖I同シルト塊ざりものの量‘$層と岡じくらい” 2．7層より輪い

6． lOYR苫'21肌糊色帖I質シルト地111ブロプク多最”

7． 10V腱21M隅色帖1回シルト 印順褐色ブロック・炭化物億戯最” 5厨よ')叩lるく
2畷よ#)蹄い

士坑（2） 5～8号土坑第28図
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をニノ

咄掘

10り･ I:坑くA､A'）
全体的にしまl)、

1 ． 10YR33噸闇

2． 11n，R:1'3時制

3． Ⅱハ･R3' 3剛M

的にしまl)、
3噸褐

3剛褐

9号上坑（ん’,1'）

1． 10YR2 2肌縄色シルト しまl)2層よ')あり‘ 町順間色プロ･ソヶ・

炭化物・境I:プロ‘ノク微量[ pl"
Z， lOY腱惣川間色シルト しまり、粘性べ'く'刺い 191関測色プ【フーノ

ク・賎化物I因よ')少ない‘

粘性ややあl)、 グレ一球強い。
l0YR3 色帖上質シルト地111プロブク・【ﾘl侭悶色プローノク・災化物微哉,：
lIn，R3＃3時褐色帖土周シルト地111プロブク少量．

l(ﾊﾞR3' 色粘土Rシルト l屑よ')剛い、地111プロプク・隅化物他騒量信

. '坑（ルハ' ）

IOYR2 ' 3照糊色シルト しまl) ,粘性ややあり。股化物・晩i:ブロック微景･

lOYR2/3黒褐色シルト しまl)、粘性ややあIル地山ブロック少量､

12． 13． 16号上坑（ん八, 。B､11'）

IZり1,坑

1． 101．1《2』 苫!川悶仏帖l税シルト しまり．粘性.ややあり、地111プロ'ソク・ I引街問色ゾU ノ
ク・災化物・娩上プロ･ノク微亀（{f～1m)3

2． lOYR3#2肌縄色粘土間シルト しまり、粘性ややめI)3 1崎よl)"lllプロブク・岬l閃脚

色ブロック多いが、隣化物｡焼tブロック少ない｡

3． 10YR3'2肌褐色粘土質シルト しまり、粘性ややありc地山ブロック・明髄褐色ブuツ
クI層よ')多く2層よ')少をい“

,1 ． 10YR3/2肌掲色帖t質シルト しまり、粘性ややあl此地111ブロック・明伽禍色ブロッ
ク2料より多く6明より少ない。

5． 1〔ﾊ'R:{'2!ll冊色WIj i閥シルト ，1層lﾆ似る。

Ii ． 】(〕Yl《3 /2MⅧ仏帖I:質シルト しまI)、粘性べ， ‘あ0）“地1117U､ソク少景□股化物撒凰“
2刷より多い

13号土坑
1 ． 10YR3＃2鯉褐色帖I漬シルト しまり、粘性ぺ'やあl） 馴醐褐色プロ･ソク‘災化物・娩
士プロプク徹蹟（雁～5＝)二

2． lOYR3＃2蝋偲色帖1:日シルト しまl)．粘性やべ'41) : IWI尚褐色プロ･ノクl層よ')ちい
隣化物微蹟ロ

3.10YR:1 2!M糊色帖1項シルト しま I)、粘性べ' 'あI),地111･7uツク余体”災化物微域．
‘1 ． 1(n'R3 2!M冊色帖上側シルト しまl)、粘性ぺ' ，ありⅧ地111ブロック微賦。
5． lOYR2/21Ⅲ褐色粘土質シルト しまりやや恥い“地lllyUック少匙腱化物。焼|:ブロ

ック微量。
6． 10Y職3/2剛褐色粘土間シルト しまり弱い‘粘性ややあﾄ)㈱地山ブロック微量『股化
物・境12ブロック】脳よI)大きい（姪～l輌)。

7． 10Y“/2胤褐色帖l:質シルト しまり鯛いブ6明に供化物・晩ヒプロ･ソク含まない崎．
H、地山砂蘭シルト閣掘I) ･り．ざ“

9． IOYR2211褐色鮎1項シルト しまり、帖性べ,く′あI) 地111ゾuブク・馴仇潤色ブロッ
ク・脱化物・侭tプロ、ブク撤凰'

10． 1(ﾊ'膣,'2黒悶色帖t質シルト しまl)、粘性ややあl)'地山ブロックl層よ8)多い：
11． 1(ﾊﾞR2/2烈褐色粘上質シルト しまl)、粘性ややあl) ［他崎

よ')地山ブロック明るい。嚥朋儒層？A'
e=LL I2． IOYR2/2照褐色粘土質シルト しまi)、粘性ややあり｡ ’層よ

、言

ウ ⑥

A
-OL=146.700m Ib

i)地111ブロック少ない、腱化物微量‘
13. 10YR2/2肌褐色粘土制シルト Lまl】 、粘性やぺ』あﾄj、地111

ブロック多量‘，

lnりこ塊
1 ． lOYR:l 2照掛色帖上質シルトしまりあり口鮎性ややあり，地

111ブロック・炭化物脳微量。

2． lOYR3'2黙褐色粘土質シルト しまl)あI)皇粘性ややあl) ． l

屑より印Iるい目

3． lOYR3/ 2蝋掲色帖1:質シルト しまりあI)。粘性やべ'あl〕 ‘
地lllプロ･ソク1 ．2間よI)多い“炭化物．焼1:7uック慨撒域“

‘1 ． IOYR3/2抓褐仏粘土Hシルト 非常によくしまる．粘性べ， ，
"l)．地山プロ‘ソク3隅より多い。

5． 1(〕YI《:l/2照褐色帖1漬シルト しまI)あり。粘性やく』あり“
地山ブロック4層より多い．股化物微母。

6． 10YR‘1,.6褐色粘土質シルト しまI)あI)≦粘性ややあり” 、
廟。、､屑がきれいに魂ざったような上。壁崩落？

L=

B
■■■■■■

灰
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17号士坑（八・（）

1 ． lOYR:l ‘1期褐色

弧仏t稀む

2． 10V腿2PM剛色

股化物徹展、

し室りゃやあl) §粘性なし

しまI)やく'弱い，帖什なし

e

可

ざ

バ
ー
す

○
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１ｎＯＯ６●６４１。
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旧
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-OL=146.200m o-

一一

18り･ I:坑（八.八' ）

1～:州しまり、粘性ややあl),』 .1～7崎LfI)やや11いⅧ粘性べ' 』あI)。
1 ， lOYR2/2冊縄也シルト地山ブロックイ?体ル&化物微量‘

2． IOYR2/2肌細色シルト地山ブロック・Iﾘl側間色プロ･ソク・腱化物･焼土ブロック微量。

3． 10YR2/2瓜佃色シルト混ざl)もの2脚より多く、粒径大きい（征～5＝)“

‘1． 10YR2/2肌間色シルト地山ブロック・晩化物・焼土プロ･ソク徹量,」
5． 10YR2′2肌佃色シルト炭化物。焼I:ブ[ルク微微量，

6. 10YR2'2!lllg世シルト 5牌に地111プロ･ノク微随禽む料

7． 1()YH:I2肌栂色帖i側シルト地111ゾu′ク少量「晩化物・娩ヒブロプク織昌

l‘lり･ I:塊（八.八'）

1 ． lOYR2‘2洲褐色

2． 10YR3'3蹄褐色

通物少量,＞

3.1()YR2/3黒褐色

‘1 ． 10YR:l/3暗褐色

5． 1〔ﾊ，R:1/‘$暗掲色

しまりあり“粘性なし，遺物多く含む．

しまりややあ0》o WI性なし〃炭化物含む心

しまりややあlL粘性なし。馴化礎含む，

しま1Jややあl)u粘性なしⅢ

しまI)ややあI)‘帖竹なし”

A'
0－▲OL=145.900m

▲
一一

＝＝

A
－O

3

lりり･ I:晩（んA' ）

1 ． lOYI《3‘3酬褐色しきl)やく'あI） 帖竹なし錦・通物少量§

Z・ l0YR3 1輪間色し坐l)やく'あI） 帖竹なし娩土プU･'ク含む二

:1 ． 10YR1 11悶色LZl)ややあI） 帖性《'やあ』) ：略間色t・曝含む

｡聖

シ
、
Ｉ
Ｊ
Ｏ

A′
－

A
■■■■■■ ｡L＝146．20(】

翫)lj･ 1:坑（ルハ'〕

1.2Wはしまりあるが､それ以外はしまI)やく'11い令体粘性ややあﾄル

1 ． IOYR2'2川禍也シルト l〔WI低'1 1M世シルトゾuヅク・ I脚涜褐色プロ･ソク・災化

物。焼tプロ･ソク微景”

Z、 I0YIl2/21M悶色シルト l牌にIOYR2』1M{色シルトブロックを念まない牌”

3． 】(n'1《2'2黙間色シルト 2層に似るが脱化物・晩I:プロ･ソク普牌より鯵〈、 ペ' ‘賄い［

､1． 1(ﾊ'R2q '惣照褐色シルト地山プtﾌ ･ノク拶量．

5.10YR2/2照褐色シルト地II』プロ･ノク少量‘

G、 1m'R22照褐色シルト瞳111ブロック争昌． ‘1層よ')多い言
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③21り･ l:塊（ん八・）

1 ． lOYR32肌掛色枯I:買シルト しまl)、粘性あI)。

地111プロ･ノク・明碗褐色プロ･ソク・股化物戯量昌

A'
0－40L=146.000m A′

0－

A
-=oL=145.900m

こごう

22Ij･土塊（A,A'）

1 ． lOYR$/3節縄色しまりややあl)⑮

帖代なし。炭化物・遼物まばらlニ

含む．

郵号土坑（んA'）

1 ． IOYR3･3蹄掲也

2． 10YR3′3略倒色

3． IOYR3/4略閏色

4． lOYR4‘4間色

1:。

5． IOYR3/4時褐色

6． IOYR3/2鼎掛色

しま0)ややあり。粘性なし･炭化物・風化観含む。

しまl)ややあり。粘性なしの甑・遺物まばらに含む”

しまI)ややあI)．粘性なし。全我母拠入。

しまり、帖性ややあI)。碗間色1:と蹄間色tの拠合

しまl)ややあり。粘性なし。醗含む。

しまり、粘性ややあり。炭化物微量。

/＞

｡空4｡L=,46.,OOm

1

24¥1:坑（A､A'）

0． 10YR3/.2蝋側色しまりやく'あI)。粘性なし”腐作l:。植物侠多いe

l・ lOYRz'3照冊色しまりややあり。粘性なし。股化物多量。

焼土プロ･ソク含む”

2． IOYR32剛褐色LXりややあl)s粘性をし。股化物少域．遍物含む『

3． 10YR5‘6仇褐色しまりややあl)。帖性なし‘鴎潤色土含む。

､1 ． 10YR5/8閃褐色しまりややあl〕･鮎性なし［ Ⅳ暦？

Ｏ
Ｊ
Ｉ言

A′
0－△。L=146.500n】

堅

錫・郡号土坑帆･八・ ）

錫土坑

1. 10YR2/3IM褐色粘土質シルト固くしまる匂粘性あl)e地山ブロック少餓‘股化物(征～3回）

・観（柵～5回）桶徹駄⑪

2． 1()Y腱/3川側也帖上質シルト 間<しまる”粘竹曲い。地lllブロック （径5～9n=3)多景”

股化物（雌～5m）梱微量．

26土坑

1． 10YR2/2肌間色粘土質シルト pl57&1) 'や照い≦
2．主体f:は1層に似るが、地山ブロック大赴”

3． 10Y鯉噌肌糊色帖I掴シルト しまI)、帖性あI） （ 1 ．2屑より軟らかい)。

焼土ゾu･ｿク （雁～蟄白） ・砿（雁～2回）桧微量。

凋企【外

2ml :400

一W崎71 ． 10Y雌'2M(褐色粘土閥シルト 凶くしまる,，帖牡あ』》･地山がプロ･ソク慨微域脱人。 Ij157

第31図土坑（5）21～26号土坑
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朗畦ｲｰｰ可
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』新

3 ■

⑪

‘l

27M･ I坑（八.A,）

企体的にしまり、粘性あり．

1 ． ，oYR2/I胤色シルト明黄褐色ブロック少量。脱化物微量。

2． 10YR2/2瓜佃色粘-t質シルト隣化物．焼土ブロック織量。

細かい礫含むc

3． 10Y腱/2照褐色粘土質シルト 2層に似るが確を含まないこ

4． 10YR3‘′3略褐色帖I:質シルト炭化物・塊I:プロブク微量§

5. 10YR22肌旧色帖1頁シルト股化物．晩Iプロ､アク蹴量、

雌も肌い圏．

｡ぐ

翻りI坑（八.A'）

1～1.1用しまり、粘性ややあI)、 15～鋤用しまIパ,や鯛い･粘性や

やあl)。

1 ． 10V腿'2MI褐色粘土質シルト明閃掲色プロプク徹散｡

2． 10VR2,2照褐色粘土質シルト明飼間色プロプク・焼土プロ･ノ

ク鰍霞赴”

3． 10Y腱/2蝋褐色粘土質シルト 2用より汎ざりもの少ない9

4． lOYR2'Z照褐色粘土質シルト3周に地111ブロック置量昌

5. IOYR:1ﾉZ鯏側色粘土質シルト地lllブロック少景”

6． IOYR3/2!M間也帖t日シルト IUI仇褐色ブロック樋微量。

7． IOYR3'2MI間色粘土質シルト地lllブロック余体．

8． IOYH:1/2洲悶色粘土間シルト地山ブロック微賦。炭化物少域。

9. 10YR3/2照褐色粘土質シルト 8層より炭化物少なく地山ブロッ

ク多い°

10． ハ別と似る”

11． IOYR3‘2洲褐色粘土質シルト依然した1:念む”炭化物徹赴。

12． 10暦と似るがやや魂ざりもの少ない＊

I3. IOYR2/3肌褐色鮎1項シルト災化物・塊i:ブロプク微量．

1.1． IOYR32肌褐色鮎上質シルト地lllプロブク臥俄．

15． IOYR3'2照間色粘土質シルト飽山プロ､ソク多量｡

7層より多い。疎含むe

16. 15層と似るが鰯を含まない。

17． lOYR3/2肌間色粘土質シルト地山ブロック・炭化物徹鷺。

18． lOYR2/3冊禍色粘土質シルト災化物17魁より多い．

lり． 15層と似るc小瞭含む。

20． lOYR3/2肌偲色帖I:質シルト地111プロ･ヅク・災化物撤瞳“

A'
｡－△。L=146.400m

A'
｡－-4GL=126.300m

▲

鋤号1%坑（A･A･〉

l～6周回卿¥‘ 1:坑、 7～8層＝pl58
全体的にしまり、帖性ややあり．

1 ． lnYR2/3m褐色Wi l:質シルトWI伽側他ブロック・淵禍色軸f微蝕‘

2． IOYR2/31M蝿也帖l:質シルト地111ブロック少蹟“

3． lOYR2/3肌掲色帖t質シルト地山ブロック微域,' 1用より印Iるい&

4． lOYR2'3肌間色粘土質シルト地山プロ・ノク・災化物桶屋量憲
I卿よl)暗い．

5． 3騨と似る．

6． 2時と似るがやや切るい‐

7． 10Y鯉'3M1冊也帖，t買シルト地111ゾU･ノクや体』

8， 1()Y腿’3洲剛色鮎I:質シルト地111ブロック鰍微蚊｡

0 1 : j10 2m

－

第32図土坑（6）27～29号土坑
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A
－oL=146.200m

A'
0－ 測り･土塊（A､A'）

全体的にしまり､粘性あり，

1 ． lOYR2'2肌掛色帖I:質シルト 叩I質間色プロブク・股化物｡焼Iきプロフク殿杜．

2． lOYR3/3踊掲色帖上質シルト明閃間色プロフク少駿。脱化物織量。

3． 101'R2'2肌褐色粘土質シルト股化物・塊土プロプク少餓，陵鴎したような土

含む畠

4． lOYR2/2黒褐色粘土質シルト炭化物・焼上ブロック少量。

鼎． 2屑と似る。

6． 4周と似る。

7. IOYR2/2M燗也帖1個シルト災化物・焼土ブロック微駄,、 l肝より多い。

H， lOYR3/3暗綱色帖!:質シルト 2咽と似るがl洲閃褐色ブロックやや少ない。

9． IOYR2/2剛褐色粘土質シルト地111ブロック・明黄縄色プロ･ソク徹域，やや暗

↓b

10． 10Y腱ﾉ2照褐色粘t質シルト明歯掲色プロプク・炭化物・鍵fブロック微量3

一一－、
一 、

〆

、

、▲
〆

〆

，
典
ン

。
A
-OL=146.600m

A'
0－

Ｊ
１
１
１

１
１

1

１
１
１

っ一一つ′
ノ

Ｏ
脚
ン

誕号上坑（A-A'）

1 ． lOYR23肌褐色粘土周シルト間<しまる‘粘性あl)｡隣化物・砂碓徹最（径～1屯)、地111ブロック樵徹還っ
2． lOYR33暗掲色粘土RシルトⅢ<しまり1脚よl)粘性あり”災化物．砂確徹量（雁～3面)｡
:1. lOYI(22肌褐色シルト しま l)al),帖性ややあり。股化物ややち屋（脈～1m)、焼.1:プロ.ソク他微量。
4． Ⅱn'R;I/2IM側色粘1個シルト Ih1<しまるc粘性あり．炭化物（脈～I『､） .焼I:ブロック他微量・地lllプロ.ソク念む”砂印少賦上郁に多い､’
5． 10YR2/2M燗色帖1:質シルトⅢ<しまる。粘性あl)･,股化物（棉～Ir旧） ･砂磯・地lllプロ.ソク糊微量。
6． lOYR』$/2灰眈褐色帖二上間シルト しまI) 、粘性あﾄ)”地lllブロック含む。炭化物細微頃（僻~5”)。
7． lOYR3/3晴褐色粘土質シルト しまl)、粘性あり‘，
8． l0YR2/2黒褐色帖f煩シルト他層に比べやわらかい｡粘性あI) 。

U・ l0YR42灰間褐色帖1画シルト しまりあり。粘性輔い‐
10． lOYR1 '1閏色帖i:質シルト側くしZる，粘性鰯い”地111ブロプク卿」

0 1 :40 2m

－－
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▲0、 A′
0－

A
-oL=126.500m

ハ′
O一

更立ｴコ
A'
0－ 郡¥I坑〈八・A'）

I . 10YR2/3!MIHL"1:質ｼﾙﾄ しまl) ･ム。
粘性あり。地山プロ･ｿク（{K～脳四）少量．

災化物（if～10＝）他殿量。砿（価～5＝）

少量。

2． IOYR2/2胤褐色帖上質シルト しまりあ

り。粘性強い弓炭化物（綴～2画） ・鹿（径

～3＝）極微量E▲ oA

o些△｡L=146500m A'
0－AOL=146.IOOm

虹
1

I、、
~

、
1

1、
l
も 〃

住

O pl65

A
、

制号土坑･pl65 (A･A')

|私蹄燃雛藏舞flf護り､“あり｡鵬化物侭ma(i§~5-1 『
麗微段（iW～5コ)”

;: |:；綴綱鮒燃除溌WW鮒撒雛:.牒謝噌拶#易2函）
（径～5m）微量

4． 10Y“/2側悶色粘土質シルト しまり、帖性あI)。地山ブロック微舗（綿～l[画)”
2 ． 3層より測味強い･

5． IOYR3/2胤褐色帖I質シルト しまり、粘性あI)。地山ブロック番屋（裾～Ir画)“
6． 1層に似るが1M味11い。

I: I職制離職靴I馴:#職；:馴究:淵馴に;織鮒…かい“錨‘ル9． 10YR2/2肌卿色帖I：

郡号1:塊（ん八'）

全体的にややグレー味ありビ

1 . IOYR23IM褐色シルト しま l)、粘性ややあり。馴岡間色
プロブク・股化物徴量？

堵． IOYR2/ 2肌間色シルト しまり、帖付く' 』あl)ｺ亀lllプロ

・フク・聯飼縄色ブロック・股化物.焼I言ブロック微量。

3． 10YR2/3肌褐色帖上質シルトしまりぺ' '弱い。粘性やや
あﾄ)．地111ブロック少駄。災化物・焼土ブロック微量。

4． I()YI(2/3照掲色粘土賀シルト しまりやや弱い｡粘性やや
あl)ゆ災化物畦～1m） ・境ヒブロック微晴”地111プロ･ソ
ク他撤且．

5． 1，．N2,'3M1側色帖t質シルト LfI)やや別い･帖性ぺ'くり
瞬化初慨砥尚

L卜 し堂り

コック徹屋念

ルト しまり
魁イレ抽醗弓

や
や

や
や

A'
－

=筆ジ

B'
－｡L＝146－1(〕【：

、､壷ァ
3

1 ． lOYR2/3照悶色帖l:質シルト 固くしまる“帖M"l) ,地IIIブロック(椛～5画)徹最､股化物(緩～5函） 。焼1:ブロック(経～2回)械徴域．確(径～1m>少趾
1 ： l層に似る”

2． IOYR3'2川側色帖I:質シルト 糊くし1る‘帖性必l)＃地IIIプロ･ノク(冊~:Zr回）ベ"や多量，災化物〈if~5m） ・境1:プロ･'ク(締～1値) ･ I4I世嬢（篠～5画）紬
織量．

3． 10YH柵‘2肌悶色帖I同シルト 脚<しまる帖性ありZ屑よりやく'肌い,hlllブロブク （雁～1m）少俄，贋化物（艦～5二ｺ） ・娩土プuブク （艇～5＝) ‘ 1．1
色犀（艇～5＝）慨微吐“

.1． IOYR3/3暗間色粘土質シルト 固くLまる。粘性あり1地山プロプク （慨～羨口）多量。焼土プロ･ｿク （艦～2m〉 ・白色観（径～5－）侭微量3
5． lOYR3/2胤間色粘土質シルト 固くしまる。粘土質シルトあり働地lllブロック殿量。
6.10YR4/4褐色帖t間シルト 聞くしまる。地lllブロック大量．
7． lOYR2/1猟色帖l:質シルト 他胴よりしまI)刺い巾地111ブロック （征～1m） ・炭化物（鮭～2m） 。焼1:ブロック （径～5m）総微風f 卜･Injに上謡が入る。
8.10YR2/2!M間色帖|鋼シルト 閥くしまる"WIflAI) "地111ブロック(脈～l(k･耐）少景”股化物（脈～5国） ・晩I:プロ･ソク(鞭～苫四） ・師（繩～lr国）微微蹟,‘

0 1 :40 2m

－
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淵甥上坑(A-A B-B, ･C･C'）
0. lag

1,10YR21黒色シルトしまり､鞘性やや弱い。
1()YR22胤縄色シルトプロック名俄。炭化物掻最

2． 1牌と似る

3. 10YR22肌間色シルトLgll．粘性やや熱、 隅化
物‘娩士ブロック少騒やや鍬鮴あり

.l . IOYR2/2隅掲色シルトしまり．粘性やや”、艇化
物・焼土ブロック少量。3脚より洲い。

5 10YR2/2照褐色シルI・ し;Eり､粘性あり).炭化物，塊
｜プロ､リク微鼓。

6． 5脚に似るがしまり強い． I:坑蝿上もしくは1)703s
7 10YR2'21|M側色帖土質シルト蝋1l1アロプク多日

IJm3

5. iOVil22隅褐色帖土質シルト 7層と似るがやや地111

ヅロブク少ない。p278

9 IOYR2/2黒褐色粘土質シルト制ド上は3層とよく触る

が股化物・焼土ブロック脈蹴量。別通備？
10. 1()YR:ﾘﾉ2照禍色粘l:鷺シルトしより、粘性ややあり

H1咽に｡k<似る.，別蝋梢？

｡型A
==oL=1d16.500m

一
塁
一
一
一

サ

I

I

、

※Kは遺物出1地点N()

B
G一4oLM6500n】

塵1－」~3

グ

、

、

、

ーぺ、

C'
○一geL=,m,6.500m

の
［、

~TここZ
／

A′
○一

A
-oL=146.200m、

▲
･･1
之

B
-OL=146.200m

B,
0－4

、

監
帆
ｆ
』
ぬ

／
／ M1りl:坑・27号焼1い･A, ' 1+ll')

’一4培一”¥蝋|:、5～6判:1"I:桃
1 5YI(1,'S亦渦也帖l･質シルト問<しまる粘性ややあり
25YR1'6赤褐色暁1プロザク瞳～1口）瞳微量娩成非常に良い

2. 75YR44褐色総I:質シルト Lきり・祐性あり淵と何じ焼土ブロック棲徹
量

3 IOYR33暗褐色袖上質シルト焼土ブロック少量侭乱層？
l 10YR33暗褐色帖上間シルト撹乱層？

5 IOYR3/3蹄禍色li', l:閥シルト しまりあI)、帖惟郷、砂を拶耽!n"l11ブロッ

ク（純～5“）微量。脚化物@W1:ブロック(樋～|2mm)似倣風(IA物柧による撹
乱？）

6． 1()YR3/2撫褐色帖上関シルトやわらかく．粘性強い災化物・焼土プロプク
を極微量E
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i-1W=郡号焼上, 5～6W ･1()lj l"

1 5YR58明赤褐色シルト焼上層閥くし童為二粘性なし娩噛非常に良い。
2 5YIW1略赤禍色粘土質シルト焼土層。閲<しまる粘性ややあり
蝋Iﾆプロケク（砿～3画） ・脚色弗膳～和〕欄微量焼成良い、

3 10YR3&M1間色祐t質シルト脱<L堂る帖付あり蜂ヒプロック 砿～麺）少
域白色砿径～蓮）韻織趾

1． 10YR32隅褐色粘土質シルト IMくしよる粘性あり地111がブロック少量娩I:7
ロック〔径～3画） ・災化物（(f～2mm)補徴鮭,白色暗〈樋～1")少蛤

5. 1()YR3/2胤掲色粘上質シルト間<しまる二粘性あI) 】卿よlパ』や黒い。地1I1がプ
1J ′ク少肚‐娩枇ブw′ク（1モー2画） ・白色確（稀～5mm}細微風、

() 1 : 40 2m
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全体的'二納性ややあり。

0. 10Y鯉/l鵬色シルトしまI)ややあり。白小磯やや多量。

馴批禍色ブロック･腱化物・焼土ブロック微飲。
1.10YRZﾉ2M蝿色シルト0用に似るが色が側なる。

2. 10Yli2/埋側褐色シルト】層に白小踊を含まない用。

脱化物・焼土プロックペ, '多いか？
3． 5YlW/6暗雛縄色.シルトしまI)ややあl)。

";l: (プロプク？）増。災化物含まない。

4． 1()YR2/2瓢褐色シルト災化物・焼土ブロック微賦。

．'郡やや披然しているか(Z5YR3/2冊柵也） ？

5． 1【)YI(2/2川褐色シルト 2用に似るがし土りやぺ'弱い。

6． 10Y鯉/幽胤榔色柚I慨シルト馴闘側色ブロック・腱化
7． lOYR2/2川測色シルト脱化物・煙l:プロプク紺徹凰。

8． IOYR2ﾉ2棚間色粘土質シルト7用Iﾆ似るがしまりあり。

6． lOYR2/幽胤榔色柚I慨シルト馴闘側色ブロック・腱化物侭織飲。
7． lOYR2/2川測色シルト脱化物・煙l:プロプク紺徹凰。 5層よI)しまり別い
8． IOYR2ﾉ2棚間色粘土質シルト7用Iﾆ似るがしまりあり。

9.10YR2/2期褐色柚1:質シルトしまり劇ぃ。馴簡13世ブロック撤量。
股化物・焼土ブロック多量。

10. 10YR3/3蹄褐色粘土質シルトしまり弱い。蝋化物・焼土ブロック撒駄。
他層の10YR3/3啼掛仏土より蹄い･

】】． IOYR2/2川褐色帖gi:日シルト しまりあI)。地lllブロック・焼土ブロック
樋慨愚。

12． lOYRZ/Z肌縄色粘土Rシルト 9崎に似るが娩土プロプク少ない。
13． IOYR2/2肌褐色粘土質シルトしまり闘い。地1I1ブロック徹赴。
14． lOYR3/3筋掲色粘土質シルトしまり醐い°地山ブロック少量。

15． 10Y卿/3暗褐色帖:1:質シルトしまりあり． 1噸より地山ブロック多い°
1(i.IOYli3/3暗褐色粘土質シルト間くしまる。地1l1ブロック組微量。

17. 10YR3/3暗褐色帖;l掴シルトしまI)劇い。埴111ブロック・炭化物・娩土
ブロック微量。

】8． 10YR3/3略禍色粘土間シルト地1I1プロプク大吐。 13とんど地1I1プ画ブク
が占める。

19． 1oYI(3/3端褐色粘土質シルトしまり劇い。地1IIブロック多賦。股化物微
量。焼土ブロック極微量。

”・ IOYR3/3蹄褐色粘土質シルトしまりあり。灼山ブロック蹴量。脱化物僅
微最。

2】． IOYR3/3賭褐色粘土Rシルト地1l1プuフク燭。
型． 10YR2/2Ⅲ禍色粘土筒シルト しまI)弱い。隣化物全体。 9 ． 12崎よI)少

ない。

灘. 1()YR2/2川褐色粘土質ｼﾙﾄ4園に似るが依然していない｡
". 10YR3H蹄褐色粘土質シルト しまり醐い。地山ブロック多量。脱化物微

量。

野． IOYR3/3砿褐色粘土貿シルトL主り耐い･飽山ブロック少量。
郡． IOY卿ﾉ3蹄褐色柚I:質シルトしまり料ぃ。地II1ブロック多量｡劉畷よ'〕

少ない。

”･ 10YR3/3略褐色粘土質シルト しまI)醐い。砲111プロプク･脱化物･":1:
ブロック徹最。

第37図土坑二坑

郷． 10YI淵/3蹄梱包粘土質シルトしまり弱い。地111ブロック多量。割屑よI)

少なく26層より多い。

認． l0YR3/3時柵色帖土間シルト しまり刺い°地1I1ブロック・脱化物側微量。
鋤． lOYR3/3財褐色粘土Rシルト鎚墹に似る。

3】・ l0YR3/ZI啼偶色粘土貝シルト”層に似る。
型． l0YX職/:1時褐色帖5l:質シルト31層に瓜るがしまI)"1)。

33. 10YR3/3暗褐色粘土質シルトしまりあり。地1I1ブロック屑。

M. 10YR3/3暗褐色粘土間シルト地山ブロック胴･馳屑よりやや砂質でくら
い。しまりも鰯い。

弱． IOYR3/3崎褐色粘土質シルト地111ブロック多い。
諏． IOYR2ﾉ2M脳色桃i頂シルト しまりあI)。地1llブロック・災化物殿巳。
37． lOYR瓢/3噺褐色帖i:質シルト しきI)劇い。胞山ブロック・災化物個騒。
郷． 1()YR:”暗褐色粘土質シルト しまl)蝿い。地山ブロック多量。
39. 10Y噸/3時褐色帖北質シルト しまり弱い。地111ブロック少最。
40. 33隅に似る。

.11. 31層に似る。

4聖． 10YR2/2照掲也帖:I:質シルトしまりややあり。地1l1ブロック少賦。脱化
物置域．

･13． lOYR2/2川糊色粘土日シルト L堂りややあり。42屑よI)E111ブロック少

ない。股化物棚殴は。

44． IOYR3/3蹄褐色粘土質シルト しまりやや弱い地1I1ブロック少駄。蝋化物
徹量。
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13¥士坑（八.A‘ ）
1 ． lOYR3':I輔間色

Z・ lOYR3/1砺閥色

印と炭化物街むハ
明伐佃色プロ･ソク･ t"11･禽む

1

しまり、粘性瑚い
しまり、粘性醐い

11り土坑・”牙娩t （八・八・ ・B･卿.）
l～Z増勢号焼l: ・ 3～‘1屑,11号:l:坑
1 ． 3YR､1/8ｶ判色シルト焼I鋼。 1Mくしまる⑱帖付なし.‘焼成J|;常に良い”
2.7｡5YR4/6間色粘土間シルト焼l鋼“し土 l) ･MIO性あり“
焼土ブロック （術～2国） ・白色砿（碓～易悶）概微蹟．焼成良い･

3． lOYR2/3胤側色粘土質シルト 固くしまる‘粘性ありU"lllがブロック少量
焼土ブロック（鵬～3壷） ・炭化物〈征～5＝）微微量．n色探（礎～1m）少量

4． IOYR3#2隅褐色粘土質シルト 閲くLきる‘粘性あり，
焼土プロ･ノク （雁～塗） ・炭化物（征～､＝） ・ IP1色県（径～5画） 総侭景

▲~〈1。 指！
｡
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、A′
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A
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A12り土坑(A・A' ）

1. IOYR3'3M脚色しまl)ゃやあl)@帖付恥い地,11プロ.ソク含む÷ －oL=1464600m

▲
.15吟I坑（A､A'）
1 ． IOYR3習煕褐色シルト Lklパ，やあり二粘性やや醐い、
印l岡間色プロゾク・ 1.1小碗少域臘化物・焼土プロ‘ノク園量，

苫． lOYR2＃2肌間色帖1項シルト し丈I）、粘性ぺ' ,あり”
印I胸間色ブロック少風．股化物・塊tブロック少蹟Ⅷ

3． lOYR2/2肌褐色帖t質シルト 2肝に似るが炭化物・娩lブロック争い@
,1． 5VR1'8赤褐色WIt質シルト Lfり、粘性やや肘い“焼土（ブロック？）咽・
炭化物含まない。 l()YI(2,'2IM冊色シルト極微量（草木侭RLか？)。

5． 5YR4/6赤褐色粘l:質シルト しまり、粘性やや珊い。 4層に似る｡
6． IOYR2/2黒褐色粘土質シルト しまI)やや髄い。帖性ややあI)Ⅷ

＄層に似るがぺ，や炭化物・晩1:ブロック多い」
7． 10YR2/2肌褐色帖1個シルト しまりやや噛い“粘性ぺ'く'あり倉
l9j関間色プロフク・災化物・塊tプu･ノク徹峨

H、 1(ﾊ'R2/2M潤色鮎I:Rシルト しまI)やや糊い帖、やく'ぁI）
地111プロプク多段＊噸肌鼎t？

9． IOYR2#2黙褐色粘土Rシルト しまり)やや弱い：粘性やく'ありⅢ
6明より炭化物・姓土ゾロゾクちいョ適物多く含む．

10． IOYR2/2黒褐色帖I:質シルト しまりやや弱い。粘性ややあI)。
地山ブロック多景。炭化物。焼tプロプク極織量。本層以ド脹位層よりやや明るい｡

11， 1(内'R2/2黙糊色帖上蘭シルト しまり、粘性ややあり』
地111ゾUツク・炭化物，晩|もプロ･ソク識最､，

12． 1いP腱‘2期偶色粘土間シルト しまl) 、WlH‘ややめI),地111ブロック多鮭履，
1J、 lOYI鯉‘2肌縄色帖I間シルト し土l〕 、帖例. 』 'あり‘地山ブロック標微景Ⅷ
1,1. 1m，R2/望照偶色帖i園シルト地111ブI】 ･ソク職､

41～45号土坑・29号焼土

A'
○一

八
-oL=146.300m

可一、-2－5
2

5

11号土坑（A,A' ）

1 ． 10YR2'2!M間色帖1項シルト開くしまる： W,性あI)‘
砂・顕（賑～3＝）を鮒織域含む『、

2． IOYR2那肌冊色帖l:買シルト 間くし2る．粘性強い二
炭化物（縦～5画）鮪織駄，

3． 10Y“'2期悶色帖上同シルト 間<しまる。粘性強い□

地山砂をやや多域。脱化物（径～5m）憧微量’
4． 10YRZ/31M側也帖1%質シルト 固くしまるn帖眺釦い,､地111砂少賦“

5． 10YR3/2瓢栂仏帖I猟シルト Ⅲくし土る“帖fl救い。地山を多斌。

0 1 :40 2III
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地山プロ･フク少量、炭化物微域。

47M．t坑
粂体的に
1 ． lOYI

2． 1〔)YI

:1 ． 1()Y1

4． 1()Yl

脱化
5． 10Yl

1 ． lOYR

拓号土坑（A､A．）
1． lOYR3/2期柵色粘土質シルト しまり､粘性ややあり二地山プロ･フク少
2.lOYR3/2MI冊仏粘土質シルトやや粘性あ1J．

l卿に似るが地1l1ブロック・脱化物悩微最。
3． IOYR3/2肌側色帖t質シルト しまりやや刺い。やや粘性あり“

上・ ド剛二勉山ブロック・股化物・焼土プロ･ソク織量3
.1 ． lOYR3'2肌縄色粘土日シルト しまIパ,〈′制い、やや粘性あり“
E111ブロック他蹴量．炭化物殿量。

5．やや粘土質の地lljブロック層
6． 10YR3 '2肌剥色粘土質シルトしまl)職い＆やや粘性あり｡

E111 (やや砂質）プロゥク全体（径～駄画)。
7．飽山ブロック明5暦より明るく簡味強い“やや砂貿＆
8． 10YR3/2M蝿也帖1:質シルト 6層と似るが地1l1ブロック粒碓'1,sい‘

3/2測褐色粘I:質シルト地IIIブロック概微賦妙
2． 1〔)YR3/2烈楜色粘上間シルト地IIIブロック紺かく （径～2m）少最。
:1 , 1()YR3/2M燗色帖上質シルト地111ブロック網かく （樋～2m）微蹟”
4． 1()YR3/2肌間色帖上質シルト地111ブロック （腿～1r回）少量。
股化物・焼土ブロック微微量。週物含む。

5． 10Y“/2照褐色粘土周シルト地山プロプク4屑よ')多い（艇～l垣) ，
災化物・焼土プロプク脳微趾。

6． lOYR2/2黙褐色粘土質シルト地山プロプク殴量（if～1画)。
炭化物・焼土ブロック篭億段。

7, 1()YR2/2!M褐色粘土質シルト地山プロプク・腱化物・焼土ブロック極蹴量。

9 副シルト しエリ卿い,、地111稲化ブ回

A
l

l

9

⑳ O－

B'

堅/、
~－ノ <ごﾆン

48号

全体的にしまI)、粘性ややあり”やや明るいl()YR2/2肌冊色。
l･ lOYI“2川糊色帖I:質シルト地山プt7･ソク微瞳。
2． IOYR2 '2肌測色鮎.t質シルト地111プロ･フク別． FM悶色12の多い闇よ')ややしきっているか？
3． lOYR2/2期側色帖!:質シルト地山ブロック・炭化物・焼土プロプク網かく撤賦･

他騒よ'〕ややしまl)弱い。

4． 10Y腿/2熱褐色帖 t質シルト5居よl)隣化物・焼土ブロック多く、粒臆火きい唯～1m)旬
5． lOYR2/2胤禍色帖二t質シルト地IIIブロック・炭化物・焼土ブロック微量。
6． 10YR2/2肌褐色帖土質シルト5層に似るが地lllブロック多い〃
7. 10YR2/2!M褐色粘土間シルト6明に慨る,、
8. 10YR2/2!MⅢ也粘l慨シルト地IIIブロック闇。2層よ↓パ, '砂間でlllf l:多い。しまり“iい，
9,1()YR2/2!MⅢ色帖上質シルト地111ブロック・娩・lヅロツク含む“股化物少量・しまﾄ)刺い。
10 lOYR2 '2Pn冊也帖土質シルト閲<しまり§れいな隅。股化物他殿屋。
ll.10YR3'2!M柵色粘土質シルトLzl)恥い”地111ブロック層。くりや砂閃．
l0YR3 2鯏間色帖1:質シルト少量。

12. 10YR3, 2煕側色帖I:質シルト地山ブロブク少量。炭化物5層よ')少ない’
13. 10YR3/2冊褐色粘土質シルト 11牌と似るが地山ブロプク少ない。

14. 13屑に似る『
15． 10YR3/2側掲色帖l:質シルト 12脚に似るが地山ブロックやや少なく、 しまりは12明よりある，
16． lOYR3/2肌19色帖上質シルトM周より地111ブロック少賦“
l7. 10YM/2IM脚色帖l:質シルト しまりあり。地lllブロック間。
lOYR3/2川凹色帖I頂シルトブロ･ソク少触．

第39図土坑（13）46～41［ （13）46～48

国’

鵠号士坑（腓B'）

1 ． IOYR3,3略褐色粘土質シルト

2. 10YR2,2M咽色粘土質シルト

地11』プロ･ソク多量。

地111プロ･ソク・炭化物微量『

O 1 :40 2m

－－－

号土坑
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511jt坑・:11り娩上(A.A)

1． 5YM/,1 1肝州M(AWI I刷シル|、 蝋I"@,側くし塵る帖仙あIj

股化物《役～2”)・娩土ブロノク（杼～Imm) ･ l01世昂〈禄～3M)ごく微駄娩収ふつう
:1I号焼土

Z・ lOW33鯖褐色粘土質シルト閲<しまる＝粘性あり地111プロプク（陸～1画）徹里
股化物罹～3＝) ・焼土ブロフク径～鐘1 ．向色礁（碓～3m》膜廠量51号土坑

19勝1:坑（ハ.（）

l 10YR32測喝色粘土質シルトしまI)．帖性ややめl）
關黄捲伍ブロック・礎化物誕礎量
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､51‘号上坑(A･A) 1 1

3層しよI（"やﾘﾘい8粘性ややあI)。そ⑭他しまI)、枯ﾔkややあl】”
10YR2/2MWM仏シル1,炭化物少匙ド脇に紗い。 l2

10YR2/3鵬柵也シルl･下面に明抗禍色火111膿でプロ'ノク入る（姪～l(”） 13

災化物微斌 1‘1
IOYR23胤栂他シルト崎と肌るがやや明る$， 】5

IOYR23洲禍色帖上質シルト地11lブロク・明賀陶色ブロック微餓 16

災化物・境lプロゾク撒僅餓他塒よりしまiパ"や強も.

10YR23鮒襯色粘土質シルト地山ブロノク少覇脱化物隙樋賦 17

lOYR2/3冊間色粘土質シルト4咽Iﾆ似るがやや暗くLまりも弱t‘
10YR2'3鼎渦色粘土間シルト地山ブロック少随。焼1:プロヮク徹景‘
10YR3/3il"間色帖上間シル1， 7暦と似為が地111ゾロ'ノクやや参< ﾘるい‘

IOYR3/3蹄禍仏粘1猟シルト地111ブロノク慨ht

脱化物倫微量 15聯とよく似る胤滞燗？

10Yil:1 '3略禍色粘土質シルト地l1171コノク・脱化物（締～1画〉少峨

第40図土坑(14) 49～51

別
１
１
２

IOYR3/311門間色WI I閥シルト地111プロノク余Iト

雄化物微量。 l{)間よI)IWIるい

10YR2/3蝋間色粘土間シルト地山ブロック微量、炭化物10屑より多い
10YR2/3胤褐也帖土間シルト 123.kりやや明るく脱化物含まない‘
10YR23胤榔色帖上質シルト ‘崎と似るがやや明献柵色プロヮク多L‘か
IOYR33暗褐色紬i質シルト9層と似る

IOYR23肌褐色鮎I質シルト ･I,軒と触るが加ざり《,のやや少を<Lまり
強いか

I0YR3 1鰯榔也砂貿シルト地山ブロノク（砂賀含む

３
１

ｂ
Ⅲ

８

１ (〕 ｜ ′】(） 2m

I

l(》

54号土坑・31号焼士

－1()3－
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4石霊 A'
○一

A
－oL=ル16.000m

5聾号土坑（A･A'）

1 ． 10YR3細蹄側色粘土賀シルト 間くし童る。粘性あり。地lllプロッ：

（従～5＝） ・ MI色磁微量。隣化物・焼土ブロック（怪～1回）極微量。

2． 10Y蝿/3節褐也粘土貿シルト 囚<しまる。粘性あIj｡ l珊よりも』2． 10Y蝿/3蹄褐也粘土質シルト 囚<しまる。粘性あIj｡ l珊よりもや

や刷るい。地山プロヮク少賦。災化物・焼土プロプク （慨～私＝）極徴
飲。白色犀少量．

3． l0YR3細雨側色粘土質シルトしまり・粘性あり。地11Jブロック織峨。
0 1 :40 2m

炭化物,焼土ブロック （征～1国）微量。p麺

第41図土坑（15）52．53．55号土坑

-104-



(1）柱穴一覧表3

爵り． 位固
庇而標高

(、）
畑 上 地山 炭 焼k 遺物燕1 鮒属遺構・ 11Wn"2 砺 啄

I 5 45.9鋤 OYR3/2IM悶色シルト 微鼠

2 5 45872 OYR2/l黒色シルト 底面に礫あり

3 5 46,釦 OYR3/1黒褐色粘シル

4 ５ 45575 OYR3/2照褐色シルト 極徹 極巌 △

5 5h 460猟 OYR3/2肌糊色粘 ダル

6 5h 46027 OYR3/2照褐色粘 ダル

７ 5h 4風鱒4 OYR3/2黒褐色粘 ダル

8 5h 45.” OYR3/2黒褐色粘シル

9 ＊ 00

0 4 11 145.947 10YR3/21M褐色粘シル

1 4h l45B95 10YR3/2鼎褐色粘シル

ワ
』 4h 1編515 lOYR3/1期褐色シルト 微量

3 ＊ no

,1 ‘1h 145郷5 10YR3/3啼倒色シルト

5 4g 145“ 10YR2/2肌褐色シルI， 楠微 極微 ＞28号土坑

6 4h 146蝿 lOYR2/2黙褐色シルト やや多 極徹 △

7 ＊ QO

8 ‘1h 461羽 OYR2/1肌色粘シル 微量 蝋微 ＝4号化

9 6H 46.認6 OYR3/2胤褐色粘シル

20 6座 4風妬1 OYR3/2黒褐色シルト 含む

21 6鷲 46麺 OYR3/2黒褐色粘 ダル

22 6脚 46331 OYR3/2煕倒色粘 ’ル

鋤 69 46.110 OYR3/l肌細色帖 ′ル 樋微

24 6浬 46.211 ()YR:1/21M側也粘 ダル 他徹 △

麹 59 46.139 OYR3/2黒褐色粘 ダル 少量

26 6 i 46.075 OYR2/2煕褐色粘 ’ル △

幻 6h 46(、2 I)YR2/2瓜柵色粘 ′ル

28 6h 46.026 OYR3/2照掲色粘 ダル 底面に礫

29 （
q ■

》 I 461鋤 OYR3/2照褐色粘 グル

鋤 6h 46.147 OYR3/2煕褐色粘 ′ル

31 6h 46325 OYI(:1/2M1間色粘 ’ル

32 中 00 OYR3/21M褐色粘シル 維徹

33 511 45,932 ()YR2/1期色 極微

34 5h 45.蝿1 0YR3/2黒褐色粘 ル

35 511 ‘16167 OYR3/2鯏栂色粘 'ル

郷 5h 46.112 【)YR3/3MI間色粘 'ル

37 51】 46‘082 OYR3/4煕榔色粘 'ル 催微

38 5h 43952 OYR2/2脇褐色粘 'ル 徹最 催微

39 5h 45.”4 OYR2/2照褐色粘 グル

‘10 611 0.0 OYR3/2測褐色帖 'ル 含む

‘11 Gh ‘16,1,10 OYR3/21M細世粘 'ル 他徹

42 6h 46.199 OYI(3/2黙褐色粘 'ル

43 511 46,”8 OYR3/2黒褐色粘 'ル 少量

‘1,1 611 ,16.】鋤 OYR2/2肌褐色帖 グル 侭微

‘15 61U '161“ OYR2/3伽悶色粘シル 縦撤



蕪2 毎船脚遺栂<Wi >1Ⅱ 手新旧不IﾘI燕l △上器Il･あり 〈小掲戟）
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併号 位匝 底面標,弼
(、） 埋 土 地1I1 炭 焼I: 通物燕1 帰脚遺櫛・放棋 ※2 伽 啄

46 511 45.983 OYR:1/2川側色帖 ダル 他微 総徹 △ ＝4り住

‘17 5h 4f224 OYR3/2期褐色帖 ル

将 5e 4a4” OYR3/3暗褐色帖 'ル

49 5e 46識3 OYR3/3暗褐色粘 ダル 犠徹 樋微

劇） 5巴 46.4郡 OYR3/2肌細色粘 グル 棚徹 極徹

51 5＠ 46.伽i OYR3/2期間色帖 'ル 樋厳

52 ＊ 0.0 OYR3/2熱褐色粘 'ル

麺 6c 46,477 OYR3/2冊褐色粘 ダル

別 6e 46,鋤2 OYR3/3珊削也粘 ′ル 微量 桶微 △

＝＝

D⑨ 5． 46497 OYR2/2MI側色粘 ’ル △

錨 ･1d 46,劃略 OYR2/2里褐色粘 ル 微量 他徹 。､77 飾髄間･写興図版飴

57 5d 4aO21 OYR2/2黒褐色帖シル 微量 △｡。.印

58 4． 46,鋤6 OYR2/】照色粘シル

” ‘1． 46.472 OYR1.7/1肌色シルト

“ 4c 4＆052 OYR2/2照間色シルト 極徹 微吐 微量 p57kI)やや鯉い。

61 5． 46_l制 OYR2/2黒褐色帖シル 徹量 徴最 微量 p57に似る。

62 5c 46.卵4 OYR2/2黒褐色鮎シル 樋微 △

“ 5c 46.483 0YR2/11M世シルト △

“ 4c 46.4錦 OYR2/3川間色帖 'ル p79と似る。

侭 5． 46191 OYR3/3暗側色粘 'ル 微量 徹量 徹量

“
P

⑨C 46釣5 OYR2/2瓢褐色帖 ダル 徹量 △

67 5C 46,,8 OYR2/2凧側色粘 ダル 徹量 微蹴 120 鋪66図･写真図版44

蝿 靭じ 4(i1脚 OYR2/2M'Ⅷ色粘 グル 厳量 微賦 p67と似る

69 5c 46郷3 OYR2/2則褐色帖 グル 微量 徹瞳 p67と似る

70 5C 46.4” OYR2/2黒褐色粘 ダル 微瞳 函と似る

71 6． 46.‘172 OYR2/2製悶色粘シル 含む

72 6． 46＄77 OYl(3/21M柵也シルト

73 5． 46170 OYR3/3蹄柵色シルト 微量

7‘1 ＊ 0.0 OYR3/2黒掲色シルト 多量

一
Ｄ

Ｐ
Ｉ 5． 46 OYR1.7/1熟色シルト ＞3号土坑

76 5． 46,132 dA－A ＜3り･l:坑

77 5c ‘16期2 OYR2/3肌側也粘シル 槙徹

78 5C 46呉弼I OYR1.7/1蝋色シルト

79 5C 46210 OYR2/3黒褐色粘 'ル 極徹 p77と似る

卿
戸

抑C 46.4帥 ()YR2/3照縄色粘 ダル 極微 p"と似る

81 5c 46.3脚 OYR3/3蹄柵色粘 ’ル 少最 徹、

82 5c ‘164M OYR2/3IM柵色鮎シル 極微 p"と似る

縄 5c 46J91 罰B－B 321～3型 第“図･写真図版44

81 6． ‘16378 lOYR3/2黒栂色シルト ＞6号止坑

85 6． 461郷 IOYR3/2瓜柵也シルト 含む ＞6妙･lt塊

郷 5⑯ ‘1(i(脳）

87
ｰ

○ピ ‘16.麺 3..18．焼土A一A ＞3号･焼二上

鴎 5e ‘16” 3.4.6吟焼土B－B． ＞3号焼l:

鋤 6e 45.9齢 3.4号焼土C-C･ △

帥 5じ 46591 lOYR3/2洲柵也粘ｼﾙ 微胤 △



表3柱穴一覧（3）

蕪l △上器片あl) (ｲﾐ側戟） 燕2 二帰個遺栂<W>1n 乎斬111不IⅢ

－107－

稀り． 位侭
底Ⅲi掘高

(、）
ml l: 地111 災 焼l: 遺物蕊1 帰刷遺柵・欣複※2 伺 考

91 5e l4aOI5 OYR3/2肌側色粘シル 少量 徹鼠 3鋤 ""I剣．?ﾒ真図脱1‘1

92 5c 146郷5 OYR3/2肌悶色シルト 憧微 a･堂2 写貝図版調

93 5e 00 0YR3/2IM柵色粘シル 微量 p91に似る

6． ‘16.4Ⅸ） OYR3/3蹄褐色 微量

鯛 5d 46無 OYR3/3箭柵色 微景 ”1に似る

蝿 5． ‘16.127 OYR3/3蹄拙色 微瞳 p91に似る

97 5d 46.235 OYR3/31WIUL 微量

蝿 5． 46.劃3 OYR3/3暗側色粘シル

” 5． ‘16.370 OYR3/3略間色 徹品

l(X） 6d ｨ15,932 6号1銃八一八・ ＞6吟土坑

101
戸

p畦 46482 OYR3/31噺悶色粘 ル 極微

102 6e jl6178 OYR3/3蹄縄色粘 ダル 極微

103 6f ‘1ti‘11‘1 OYR2/3HIM色帖 'ル 含む

10．1 5． ‘1(i‘110 OYR3/3賄側也粘 ル 少吐 少量 △

105 ＊ ().0 OYR2/2M'llu色粘 ダル 徹量 ~類，M8 ""l剛･写真I渕版'14.76

l“ 4d 46212 OYR2/2肌細色粘 'ル 徹量 徹量 △。h､77 ＞9号土坑 写奥図版78

107 j1． ‘16.‘1妬 OYR2/3冊褐色粘シル

l帆 4d 46.191 OYR2/2 M冊也シルト 微踊 微量

1脚 4． ‘16,49 OYR3/2 Ⅲ側色帖シル 微賦 掻品 32(i･‘157 跡“･79図･写図44.57

11(） ‘1． ‘16314 OYR2/2 M褐色 他傲 極傲

111 ‘1． ‘16279 OYR2/3 M冊色粘シル 徹量

112 5e 46,155 OYR3/2 M側世シルト 少瞳 少量 少最

11:I 5c ‘16.145 OYR2/3 l.llu色シルト 少硫 徹最

11‘I ‘1． ､岻識 OYR2/I肌色シルト 含む △

115 4． 45.975 OYR2/2IM褐色シルト 微量 微量 △

116 4d 46.1郷 OYR2/21M冊色シルト 徹量 極微 械微

117 4． ().0 ()YR3/21M冊世帖シル 徹量

118 ‘1． 1‘16,192

119 3． l‘15.鱒1 OYR2/3MⅧ色粘シル 少量 極微

120 3． 145.816 OYR2/3IMIN色粘シル 少量 桶微 119に似る

121 3． 14課恥1 OYR2/3 M側色粘シル 微最

I型 ＊ 〔).(） OYR2/2 M柵色シルI、 徹量

123 ＊ 110 0YR2/2 Ⅱ柵也シルト 微量 微最 122に似る

124 ＊ 00 0YR3/3暗柵色シルト 微量

l錫 4e 4f2” OYR2/3猟間色シルト 微晟 △

126 4c ‘16.191 OYR2/31M細色帖シル △

127 3世 45.972 OYR2/21M側色シルト 少且 微且 徹殿

l銘 6c 46.(鴫1

1鋤 3h 45.9猫 OYR3,'2肌側色粘シル

l鋤 3h 45.678 OYR2/Z M間色シルト 徹最 ≠釣号土坑

131 3h 45.622 OYR2/1 M色シルト 徹殿 概微 械徹 郷0'鮒1 ，3．郷 鮒67間･堺典図胸4･閉

132 4h ‘1532j1 OYR2/1 M色シルト 少量

133 ‘I i ･15397 OYR2/2胤柵色粘シル 少最 徴景 △｡h7,1 "9I1司・写真I司版稀

13‘1 ‘1 i ‘15.772 OYR2/l肌色シルト 微風 暗はいる

135 3h j15.7郷 ()YI(2/1肌色シルト 繊敬 >10勝焼土



表3柱穴一覧（4）

燕l △士爵片あり （不柵戟） 燕2 ＝矧楓通偶<Wi >lll 赤新lll不明

－108－

肝り 位慨
灰IhI偲断

（、） 靴 士 地1I1 炭 焼土 通物 燕I 帰属遮附・ 1RIM 卍Hウ
タ■､画 備 考

36 31U ‘15.7dIO OYR2/2Ⅲ側色粘シル 微雁 △ J51¥士坑

37 祁 i ‘15“1 OYR2/2Ⅲ側也シルト 撤胱 概微 327 第“I剤･写興図版4.1

鵠 3悪 ‘15品85 OYR2/1肌色シルト 侭微

39 6f ,MM27 OYR3/2MI側色粘シル 撒量

‘1(） 5f ‘lf2型 OYR2/3川間色シルト 微蹟

.11 5f 鴎lf2】3 OYR3/2洲間也粘 ダル 撒最 微減

･12 5h d15.引照 OYR2/3川禍色粘 グル 徹趾 枢微 ＝4号住

‘1:I 511 46.1帥 OYR2/3 M側色粘 〆ル 撒斌 ＝4号庄

.#1 5h ‘16.189 OYR2/2 MⅢ也帖 グル 似威 ＝･1号催

‘15
P

;p窟 ‘16.2脚 OYR2/2 MIM也粘 クル 椛徹 =,1¥il:

‘16
P

⑨鷹 ‘1伽181 OYR2/3 M悶也袖 ダル 極微 ＝4珊住

47 5g ‘16.194 OYR2/2 M柵也粘 グル ＝‘1号住

･18 5g ･162知 OYR2/3 Ⅱ柵色粘シル 慨徹

､19
ー

D将 ‘脈型､ OYl(2/2 M柵也シル} 些・1り･他

副） 6鷹 .16.卿6 OYR2/2 M糊也帖シル 樫微 撒微

51 ＊ 00 OYR3/1MI佃也粘シル 榧微

認 6g ‘16.鱒7 ()YI(3/4啼側也粘シル

鋤 6h .15,縄5 OYR2/2Ⅲ側也シルト

6h ‘15削卿 OYI(3/3附側也帖シル 少刷 ｲ制〔・鵬lhiに暗あり

弱 li ll i16161 OYR3/2川佃色シルト 微職 枢撒

郭 5h 439” OYR3/2IM側色粘シル 慨蔵 △

■■再

pf 611 ,1(il83 25号土坑八一八・ >濁号土坑

58 3h ‘1駄訊X） 鋤り･土坑八一八． ■29¥土坑 断而図.I5JI)

3h ,極613 10YR2/3JM側也粘シル 少賦 郷2.333 柱痕・鮒碗I則･がIMI45

㈹
＝

。9 ‘温910 25吟焼土F－F， ＞25￥娃十

GI 4 ･15.“6 IOYR2/3Ⅲ柵也粘シル 微瞳 慨微 皿2，1 写真脚販調

62 6 ･15.7蝿 10Yl(3/KI啼佃色Wiシル 《,ヤ多鼠 ＜3”･北坑・,163

卿 6 45.771 1()YR2/2MIIMLWiシル 微蹴 Mi" >1)

61 5程 ‘1f2似う 調号焼土h-IU･ >I)26焼土

侭 4 ‘Ial型 34号土坑A一八． ＝31土坑

“ ５ '15,1" 10YR2/21M間色粘シル 少蹴 低微 微斌 3配･《1.鰯 ＞30焼土 鋪66‘8.1例･がlX14,1･65

67 5 45.875 I)I"似る

鯛 ５ ‘16.028 IOYR2/1川也帖シル 9 ""igl･寧典I鴬1版‘1‘1

的 ＊ no ー

和
戸 ◆

⑪ 】 ‘15” OYR2/31M細也粘 グル

71 3じ '15.5M OYR2/2IMIN也帖 〆ル 少、 微､ ＝ ¥lli

72 ＃⑪ d15,(Mi7 OYR2/2肌褐也粘 ダル 慨撒 慨微 ＝ 牙化

73 3⑪ ‘$5.“ OYR2/2黙凹也粘 'ル 微賦 微量 徹餓 ＝ 号化

7,1 3栓 幅815 OYR2/2 M糊色帖 ル 少量 少風 ＝ 号住

75 2e ‘15＄‘15 OYR2/2 M側色Wi ダル 少最 少踊 画 号峨 pl"1に似る

祁 ‘1 ｲ1顕16 OYR2/2 M柵色粘 ル 微)尚 △

再再

jJ ‘I ‘15277 OYR3/3略褐也帖 ダル 少賦 極微 樫微

78 3 ‘15.的8 OYR3/3陥掲色粘 グル 少賦 極微 偲微

79 3 ,1則00 OYR3/3HWIM也帖 グル 徹鼠

劇〕 3 ‘15J151 OYR2/31M柵也Wiシル 微ht 椛徴 砿微



表3 柱穴一貫 (5)

lI'iザ 位置 縦断傾h向n) 』現 地山 品t It:l: 遺物 !!!I 帰属遺情・ if(111 :;:2 i四 号-

181 :i i 1.15.5-13 loyn:ν2 !'.¥!I:l色fliシル 俄鼠 w.徹

182 :i i 1<15.531 IOYII312 :~\制色tti シル 蹴Iil: l4i微

183 3h l-I5.592 IOYII3/2 :Il褐色枯シル 少量

18-1 3h 1.15.72・4IIIvn:ν21J.1俗色紡シル 僚罰 徴鼠 pl81に似る

1115 3 h 1.15.7，12 IOVI~:ν:1 目指倒色柏シル 少Iil: 制限

186 3 h 1.15.719 JOVI1:V31!1l悩色鮎シル 少依 制t微

18i 3h 1・15.π7 JOVR3/3階筒包f占シル 少量 械徹 p 185に似る

188 :-1 h 145信i2 JOYR2/3 !}.I悩色t'iシJt- 少量t 領微

18!) :-1 h 1.15.781 IIIVII2/:-I !日制色 t~i シル 少鼠 w.l2t 1) 1851ニ似る

190 3 h 1.15.826 ー

I!)I 3 e 0.0 lOYn2/2l!.¥倒色tJiシル 少鼠 少鼠 少i武 ロ 1号11:

192 2 c 1.15.549 IOYII212 :n褐色柏シル やや多 徹1置 徹氏 = 1:';・住

193 3g 1・15..173 10YIW2 !1.¥倒色紡シル 多量 hi俄 梅俄 = :i .~'・ f l;

19.1 2 g 1・15.図。 IOVII2/2 mぬ色納シル 目置な hi徹 hil2t =3り'fI:

1!)5 2 g 1，15.306 lOYll2/2 !}.I倒色flIjシル 多民 mlil: :古川 ~ :1号fI: 錦町l湖・η1'(凶版・I5

196 * 0.0 IOYn2/2 m倒色野iシル 微M 微量 p 138と'iiJ・

J!)i 3g 1.15.510 lOYll2/2 :A¥筒色紡シル 段最 少鼠 a・.25 = 3句ー住 写~[司版58

1!)8 3 g 1，15.268 IOYR2/2 !.¥¥悩包tliシル m紙 = 3 ~;.住

199 :ig 1.15..107 IOYll2/2 !!.¥側色fliシル 少股 mli1: 微舷 = 31Ht: 
2(陥 3g J.l5X泊 JOYll2/2 :J.¥尚色tJiシル 鍬長t 自社量 = 31}f!; 

2()) 3g 1.15・‘156 lOYll2/2誕悩包拡シル 露骨量 =3号住

日主 3 g 1，15..187 IOYII2/2It¥悩包鮎シル 少量t 制ili!t a 3号11:

:!(】:1 3g 145.筑II 10Yll2/2 11.¥悩色tliシル 少低 雪 3~}f l: p:!(胞と似る

京~I 3g 145..t9-1 IOYI~2/2 :且倒色t'iシル 少量 = 3号ft. 1)当犯と11:1.る

205 3 g 145.611 10YI/3I2黒褐包材iシル 自証量 彼量 ぉ 3号ft.

:!(陥 :i g J.l5A6i IIIY IW2 !1.¥褐色納シル 少鼠 = :-1号11:

20i .， g J.I5.5i8 10Y Il:II2 !1.¥制色紡シJ¥. 徹録 織な " 3 I}ft. 二二ヰ2ω -l g 1.15.166 IOYIW'l mlld色紡シル 少i量 f役員t = 3 I}U: 

201) 4g 1451i臥 10Y1I3/2期尚色村iシル 少量 微量 =3号u:

210 4g 1.15.315 lOVll2/2思栂色枯シル 微量 短殴 141m =H}住

211 ，1 g l-I5.5-19 IIIvn:ν2 !l¥純色紡シル 少量 = 3 ~}住

212 3 i 1.15.1i7() IIIVll2/3 !!¥尚色tliシル 制{俄 何日妓 <:JII}焼:1:

213 .， i J.l5.306 IIIYll2/2 :!¥悩色鮎シル 少盈 続俄 何t俄 >-11 :.;.土抗

214 
" j 

1.J5.li1 IOYR2/:1黒褐色紡シル 経徹 =31号1:坑

215 4 i 1.15，ω5 10Yll212}J.IIS色杭シル 微量 俄量 階段

216 
" i 

ト15.5似 IOYn3/2 :A¥l1J色納シル 少鼠 制限 l4i微

217 .1 j 145.-109 IOVII2I2 !l.1制色紡シル 総量

218 4 j 1，15.制活 IOY1I2/3旦l褐色tliシJt- 少量t 持t彼 担i俄

219 
" j 

1.15.436 IOYR2/2 :1.¥翻色fliシル 機蛍 徹Iil; 鰍股 e. p215に事1る

220 *. 0.0 

:rJI .. j 1.15.667 IOY 112I3 l!1倒色輸シル 少股 1世鼠

222 * 0.0 

223 4 i 145晶 110Y1I2/2 !県尚色拍シJ¥. 僚量 微量 僧.Iil: p215に似る

22・2 .1 j 1-15.726 IOYIl2/:1 !AI尚也鈷シル 少蜜 担UiI:

225' .1 1・15.881 IOvn:ν2 :.¥1尚色肋シル 微盛

議1 ë.:I:11~I'j・あり {不11，¥紋} 誌を2 巴婦同遺憎 〈析 >11:1 学 fJi11 I不明
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表3 柱穴一覧 (6)

lf号 位置 "¥:I同僚(01商} J!il 地111 m 焼:1: 遺物 t詩1 帰属遺俗.m観 ;5!2 倒 考
226 5 j 1.15.7i9 IOVlt2/3 m絢色紡シル 少量 傾俄 徹抵 p2Z，1に似る

227 5 j 145.71ω IOVU212 U.¥絢色紡シル 彼量 相i俄 p2171こ似る

228 5 j 145.861 lOYlt3/3時褐色枯シル 少量

怨9 5 j 145.お3IOVlt2l3織褐色枯シル 少量 微鏡 p2241こ似る

2..10 5 j 1015.840 IOVlt2/3 !日悩色紡シル ta箆 p228に似る

231 5 i 145.863 IOVH2/:J MI/IJ色fIIjシル 微量

232 0¥ i 145.71ω lOYR212 1組織色紡シル 少量 担t微 艦隊 p218に似る

幻3 .¥ i 1・¥5.7ω lOVR2/311.¥縄色鈷シル 銭量 p2311こ似る

234 0¥ h 1.¥印刷 IOVR2/3 !t¥褐色枯シル 少量ま

235 判k 0.0 ー

幻6 3 b 0.0 lovn3/3晴樹色紡シル 多量 総依 経後 ttH(あり

お7 * 0.0 ー

238 4 h 145.841 ー

幻9 1.15訓J6 10VU2/3 m禍色紡シル 少量 p23.J1ζ似る

210 4 i 145.906 IOYR3/211¥倒色紡シル 続量 側微 極微

241 145.凪 810YR2/211¥銅色拍シル 少量 tdita 多量

242 4 i 10¥5.5抑 IOY!(2/3期尚色紡シル 少量 p234に似る

剖3 .¥ i 14日68lOYR2/31A¥縄色納シル 少鼠 鰍徴 p2-12に似る

2H 4 i J.l5.615 IOYf(3/2 !11尚色紡シル 少Jii: 続微

245 3i 145.625 lOYR3/3 P!I銅色柿シル 少最

246 4 i 1015.632 IOYR2/31日栂色枯シル 少量

2.17 4 i 1015.556 IOYR2/3 )1¥褐色枯シル 少量t 組織 組依 p2461:似る

2.18 
" i 

145.715 IOyn2/2瓜制色紡シル 僚長

2.19 4 h 1.15.805 lOyn:ν21日制色柏シル 少量

2却 4 i 1・15.567IOYH3/2瓜褐色枯シル 少量 傑陵 徹量

お1 3c 145.365 lOyn3/2 :J.¥掲色給シル 少量 徹.Iit = 2lJ'fl: 

252 3 c 145.911 IOVH3/2 ~!\ru色鮎'シル 自t母 僚監 =2ザ{l:

2幻 3 c 1.15.796 IOV]{3/2l1.¥禍色粘・シル 際lil: 僚監 "'2サ(1:

鍔4 2 c 145.688 IOYn3/2 !1.¥褐色枯シル 少量 徹底 =2号ft

お5 2 d 145.415 10YR312 :J.¥舗色粘シル 債最 =2号住

256 2 d ]0¥5.445 ー 国 2~nt

257 2 c 1.¥5.7.剖 lOVlt2/2 )1¥純色紡シル 徹飽

おS 5 i ¥.15.861 lOYI(212 !I.HD色納シル 俄量 微量 後置

259 5 i ¥45.854 IOYR212 !瓜褐色紡シル 微量

260 5 i 145.8∞ 10YR2/2拠尚色給シル 隊最 依庇 微量t

261 1.15..128 lOVlt2/3 IA¥I也包枯シ/J， 少長 微量 お5-337 調~67例.""氏凶~45

2G2 4 i 1.15.734 10¥'U2/3.'1.¥縄色紡シル 少量 隊最

26.1 4 i 145.818 lOY]{2/311.¥褐色枯シル 少量 依最

2似 4 i 145.8却 IOY[(2I3 m褐色紡シ}J， 少量 磁量

265 4 i 1.¥5忽泌 IOYlt2/3 JI.I拘色紡シル 少量 yi微 組依

2ω .1 j J.15.4J.1 IOYR212 U.¥悩色柏シル 少鼠 ~隙 極微 >1011}焼:1:

267 4 j 145.733 10Y 1(2/2 I!¥禍色柏シル 少量 4匝微 組獄 p26Gに似る

268 4 j 145.738 IOYR3/2瓜褐色杭シル 多量 w.僚 続後

26!1 4 j 145;創出BIOVU2/3 !11褐色絵シル 少量 徹底

270 
" j 

1，15.7創】 lOYR2/3 JU尚色給シル 少股 微鼠

滋1.o.J:l!'.iIl'あり(不縄線 :::2 倒縄遺憾 〈新 >1日 中級l日:示。l
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表3 柱穴一覧(7)

番号 位置 底問中E3 関 池山 成 焼:1: 遣物語!I 鋪属遺椀・ml!l~詰2 備 考

271 * 0.0 ー

272 申 0.0 ー

幻3 2 f 1-15.724 2 f B-8' 

27，1 2 f 1・1急行Z 2 CIJ-D' =35号土坑

幻5 2 c 145.'106 2 f 8-D' 

276 2 c 145.795 IOYIl2/21M縞色結シル 微量 徴蛍 .d.， k.172 回 35号土抗 写/(1純版83

2η 2 e 1-15.570 IOYIl2/2 .'1¥栂色紡シル 自量量 微量 :35~土坑

278 2 c 145.588 35号:1:坑A-A・ =3.'i号土坑

279 2 f ).15，725 10YH2/2 :n栂色紡シル 少量 =35号土坑

当泊 2 r 14訂 n ¥OYR2121A¥ぬ色紡シル Il佳 徹底 国 35号:t枕

281 2 e 145.634 10YR2/2瓜楢色給シル 彼是 僚主t =35号土坑

282 3 e 145.410 p275 2層と似る

第3 5 h 145.773 10YH3/21J.¥禍色紡シ111 少畿 般歳 徴蛍 nm:あ 1)

お4 5g 145.η冨 10YH3/3防備色枯シル やや多 =・1・5号(1: 住m:あり

怨5 5g 1・t5.873 IOYR2/21'.¥絢色料・シル 徴抵 鰍量 徴除 回 4・5号n:

286 5g 146.088 IOYR2/2瓜褐色粘シル 舷量 徹民 微抵 =4・5号0: pl85に似る

287 5g 146.000 lOYll2/2黒褐色紡シル 億量 微畠 償震 =4・5号s: pl85に似る

総8 5g 146.106 lOYll2/211.¥筒色紡シル 徹底 自民li!: tam: =・1・5号0: p 1851:似る

289 4 g 145.661 lOYR2/21m白色粘シル 少抵 鰍鼠 微抵 回 4サ11:

290 4g 145.620 10VH2/2泉純色紡シル 少量 総徹 梅微 =6・7ザtl:珍28土坑

291 5 h 145.7沼 10YR2/3黒褐色紘シル 後量 =4号住 tt痕あり

292 3 i 1015.531 10VH2/3l瓜悩包給シ111 微量

2唖3 3 i 145.GOO 10VR3/3!W悩色鮎・シ111 微量t 価償 締俄 企

2!J.t 4 g 145.427 IOVH3/3防備色枯シ111 少震 微量 =6・7ザ住

295 4 g 1-15.785 IOYR3/3陪褐色輸シル やや多 =6・7号U:
29昔 4g 145.739 10YU3/3 eff褐色紡シル 少置 微量 国 6・7号ft p294に似る

297 4 g 145訓加 ー 回 7号{t;

298 4g 1-15.611 ー A =6・7サ住

299 2 f 145.740 lOYIl2/211.¥俗色紡シル 償量 倣量

300 2 C l仏 693 lOYIl212 1M褐色枯シル 少量 概鰍

301 3 i 1.15.伺710VU3/2胤悩色紡シル 少最 31ザ焼土

302 3 i 1-15.728 10YR312 :1.¥禍色柏シル 少量 樹傑 p301に似る

30可 2 f 145.750 10YR212瓜褐色納シル 彼自昔 微量

ぬ4 2 f 145.631 lOYR2/2県鈎色紡シル 僚量 儀量 p303に似る

お】5 2g 145.729 IOVR2/2 !Al縄色紡シル 少量 組隊

:m(i 2g 145.715 1 I1YU:νa 附側色t~iシル 微量

3m 2g 1015.734 10Ylt2/2 IA¥尚色紡シル 少量

加8 2g 145.675 IOYR3/3暗筒色拾シル 少量

3ω 2 g 145.6卯 10YU212 n¥褐色柏シル 少盈

:110 2 g 145.695 lOVU2/21A1禍色紡シル 傑最

311 2g 145.659 IOYR2/2IAI尚色紡シル 自援母 自民段

312 2g 145.罰則 lOYR2/2 :.¥¥褐色鈷シル 微量 微鼠

313 2g 145.667 IOYR2/211.¥飼色粘シル 微量 徹底

314 3g 1.15.1ω1 lOYR2I2 ~瓜個色粘・シル 少長 A 

315 2 g 145.476 ¥oYR2/2 1'.1禍色枯シル 僚民 俄庇

総I.d.:I:日曜H'あり{不倒統) 泌2 鮒騎遺fIl <fJi >¥fI *締IIJ不明
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表3 柱穴一覧(8 ) 

香り・ 位低 1κ両銀(m尚F m t 地111 院 処士 遺物滋l 帰属.iii偶・1R飽液2 側 JS 
316 31{ J.l5.f~泊 IOY R2/2 IAIII!色銚シル 自世鼠 僚母 p3151ニ似る
:1I7 3 g 145.757 ¥oYR212 !瓜鈎色鈷シル 微量t 微量t A p315に(J:J.る
318 3 g 145.727 IOYR212然倒色給シル 微量 微量 p315に似る
319 31{ 145.656 IOYR2/2照銅色給シル 後量 徹量 後量 A 

320 3 h 145.713 ー

:121 4 e 146.282 IOYI(3/3陥悩色t.'iシル 微量 A 

32'2 4 e 146.0<17 IOYR3/3暗褐色鮎シル 少量

323 4 c ).16.0π 10YR3/2黒褐色鮎シル 徹蛋

324 .1 c 146.018 IOYR312期尚色納シル 徴量 p323に似る

325 -1 c 146.似)() ¥oYR3/2lA¥制色紡シル 後量 p324に似る

326 .1 c ).15忠則 IOYR3/2期尚色紡シル 少量

:J27 4 c 146.0干6 10YH312黒掲色紡シル やや多

32自 4 e 146.ω9 IOYR212 !I.¥縄色納シル 微量

:J2'J 3 c 146.061 IOYR2/2 n¥絢色粘シル 少昼 /4i微 純4徹

330 * 0.0 

331 4 e 1.15.918 ¥oYI(3/2鼎鈎色紡シル やや多

332 3 d 146.146 ¥oYR3/3階褐色t.'iシル 少量

3.1.1 3 d J.l6:α渇 ¥OYR3!3暗褐色紡シル 少量t p3321ニ似る

33.1 3 c 0.0 IOYR:J!:J Ua鈎色鈷シル 少量 p332に似る

335 3 d 146.158 IOYR:J!3暗鍋色f.'iシル 少量 p332に似る

お6 3 d 146.065 ¥oYR2/2思悩色粘シル 極僚 緩僚

337 3 d ).15.901 IOYH212照尚色紡シル 4属僚 純t織 p 3.16に似る

:138 3 d 1，15か19 \OYI~:l/3 附m色紡シル 微Iil: 鰍鰍

3:19 3d 1，15.915 IOYI~2/3 !思栂色紡シル 微量 極俄

J.IO 3 c 145.937 10YR2/3思悩色結シル 健後

341 3 h 145.692 10YH3/2県鍋色飴シル 億僚 傾徴

342 3 h 145.841 IOYI~3/2 !日絢色柑iシル 極微 似微 p3-11と似る

J.I:J 2 g J.¥5.729 IOYR2/2 .'J.¥II!色帖シル 鎌量 総徴

3.¥4 2 g 145.518 IOYR2/2 :県褐色粘シル 徴量 償貸

3.15 2 f 145.284 IOYR2/2黒褐色粘シル 微量

346 2 f J.¥5府首1IOYI(2/2 .".¥尚色枯シル 俊足

:m :i f 145.715 IOYI~3/2 !A¥尚色t.'iシル 少畳

:U8 
"' c 

146.148 10YR3/2瓜尚色紡シル 微量

3-19 4 f 145.702 10YR3/2 }.県褐色粘シル 従量 = 7号{主 先が細くなる

350 4 g 1.15.620 10YR3/3 ft音悩色鮎シル 少量t ヨ n:.{t 先が網くなる

351 3 d 1・16.αJ.'j IOYR3/3防総色帖シル やや多

352 3 c 1，15品76 IOYI~2/2 !'j鈍色紡シル 少員

:153 3 e 145.745 lOYH2/3照褐色紡シル 少量

:i!H 4d 146.167 10YR3/3時!a色紡シル 少量

お5 3 c 1・15:使16 10YR2/2 :県側色鮎シル 少母

3fll; 3 c J.¥5.例M IOYR2/2 n¥側色ttiシル 側微

お7 4 g 145.738 ¥oYR2/2 !~\褐色紡シル

358 .11{ H5:お9 IOYR3/3 eli縞色粘シル 少長 ヨ 6号{主 p350と似る

359 4 1{ 145.573 \OYI~3/3 附絢色紡シル やや多 <= G号住

:lIiO 4 IC 145.705 IOYI(3/3 D.府側色紡シル 少鼠 ロ lilHI:

議lム土器J¥・あり(不l副総) 時~2 届伺凶遺惚 〈街 >111 手続IIH;I~J
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表3 柱穴一覧(9 ) 

f;ザ 位置 I.!I同僚(m高h 開 抱111 成 処 1: 遺物議l 帰属遺隅・ if(槌滋2 備 考

361 ~ K 145.875 IOYR212且H母色粘シル 微盈 微量 c 6 S}l1:季初号 1:坑

362 4 g 145.786 10YR3/3 H青ぬ色紡シル 多民 =6ザt主

363 4 K 145.613 lOYR3/2泉純色給シル 篠徴 極後 =6号住

3&1 4g 1<¥5.724 IOY!(3/2黒尚色紡シル 鰍倣 続徴 = 6~}住

:16S 4 g 1~5.650 \oYR3/3 防備色r~Î シル 少母 = 5・IIり'ft:

366 5g l-I5.922 lOYR3/3暗尚色鮎シル 少置 = 5・6号fl:

367 5g 1-15.701 IOYR3/2黒織色紡シル 少最 = 5・6ザ住

3ω 4 11 145.702 IOYR3/3暗偶色村，シル 微量 =5・6号ft

3ω 4 11 145.711 IOYR3/3暗尚色紡シル 徴母 後最 徴盤 =5・6l}fl:

370 4 K 145.719 IOYR3/3附尚色鮎シル E量既 = 6号fI p淑i8に似る

371 4 g 145.714 10yr(:lI2烈栂色帖シル 少民 微量 = 5・III}ft宇46号!:坑

372 5g 145.805 IOYR3/3 ~音褐色納シル 少鼠 微量 =4-6号f主

373 調. 0.0 

37.¥ .. 11 145.8.'13 ¥oY!(:1I3 iff尚色fhシル 僚鼠 = .1 -6 1;'(1; 

375 .. g 145.802 ¥oYR3/2思揃色粘シル 徹底 側.徴 =4-61;'住

376 511 146..287 ¥oYR3/2 !黒1&色飴シル 徴母

37i 511 146.172 IOYI(312黒俗色納シJv 僚監

:1711 5" ¥016.226 IOYI(:1!2以総色紡シル 階窓 p3771ニ1I:J.る

379 5.: ¥016.1:ロ lOY 1(:112 :JH崎色紡シル 少冠

3ω ;:， g ¥46.13.:; IOYR3/3 ~官制色鮎シル 自民民

:l81 4 c 145.915 10YI(212黒褐色軌シル 自在最

お2 4 c ¥16.195 IOY!(2I3思網色鮎シル 少量

汲13 .. f 1.¥6215 IOYI(2I2 11.1制色軌シル m損 p381に似る

384 4 f 146.123 ¥oYR3/2 f吊鈎色紡シル 結t俄

385 .. f H6.121 ¥oYR3/1黒鈎色鮎シル 徹量

386 4 f 146.166 IOYR3/1 :J.¥網色鮎シル 阪毎 pお51こ似る

387 .. f 116.160 IOY!(2/3 !日制色柏シル 儀後

388 ~ ( 146.152 ¥oY!(212 !!.¥IU色帖シル 桜微

お9 .. f 146.150 ¥oYR2/3 !民俗色鈷シル 少鼠

390 4 f 146.015 IOYR3/1県悩色柏シル 徴蛍

391 ~ f 146.130 IOYI(2I2期尚色帖シル 純4微

392 .. ( H6.1側 IOYR2/3 !I.I尚色粘シル 鰍徹

393 4 ( 146.ω4 IOYR2/3 ~眠術色紡シル 阪僚 p3!YJに似る

394 4 f 146.037 IOYR2/3 :J.¥褐色軌シル 少Iil:

395 .. f H6:ω3 ¥OYI(3ノ2照何色鮎シル 少量

:196 3 f ¥oI5.!H5 IOYR3/3筋向色紡シル 少lit

3!)7 3 f 14ω25 IOYI(:III 1M制色鮎シル 少眠

398 2 f 145.740 IOYR3/2製悩色柏シル 少量

399 2 f ¥015.815 IOYR3/2照筒色給シル 少侵

。1ω 2 C 145.729 ¥oYI(212且l悩色枯シル 領徹 銀微 持i俄

401 5 c !46.346 IOYI(312 JJ.¥悩色鮎シル 少爺

102 5 c 146.366 10¥，1(3/2照縄色鮎シル 少量 A p.IOlに似る

403 5 e 146.3ω ¥oYR3/2黒俗色銑シ11- 後最

.1作4 5 e 1・16.346 IOYI(:1/1 )M悩色納シル 徴厳

。105 5 c 146.281 10¥'1(2/3 !11側色鮎シル 鰍徹 t画徹

来1A I'.?;;J¥・あり(-Hl$絞} 議2 竺帰属遺怖 く析 >111 令 ilil日不明
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喪3 柱穴ー覧 (10)

4昨ザ 位悦 成 1M保("，苅} JlIl i: 地111 』日 焼:1: 近1討議I 鍋鶴湾椀・ llU!l出9 備 'Jt 
.1侃 .1 c 1.16.261 IOYR2/311.¥倒色輸シル 餓母

.107 .1 f ).15.!142 10YI(3/) nI尚包紡シル 少i量 制限

408 4 f 145.892 IOYI(2/2期尚色粘シル 少量 微鼠 :i:J8 m61凶・写真岡版45
.109 0¥ f J.¥fdl6 lOYR:J/I !.¥¥褐色粘シル 揺僚

.110 
" f 

).16.093 IOYIl3/2 m側色給シル 少i量

.111 .1 f J.I仏120 lOYR2/3 .1.¥¥尚色粘・シル ui徴

.112 5 f ).16.257 lOYR2/31服組包枯シル 少量

.113 4 f 1・111221 lom3/3附絢色錨シル 少量

.1).1 4 f J.\ 6~倒l 10YI(21:III.¥側色納シル 組織 339 td67図・';'氏I河版目15

.115 4 r 145.&19 lOYI(3/1 m側色納シル 少iit

416 .1 d 1.1仏おO 10YR3/21.U倒色杭シル 微最

417 4 d 1・Ui2却 10YR3/2 !!¥姻色枯シル 徹最 p.1I6に似る

.118 4 d 1・16.35-110YR3/1!日尚色紡シル 微量t

.11!) 4 d 1.16..105 IOY 1(:JI2 11.¥ 11，1色柿シル 微鼠 11.116に似る

.120 .1 d 1.16..111 lOYR:Jl2 11¥倒色紡シル 微量 110116に似る

.121 4 f 1・UU38 IOYI(2I3 !I.¥禍包枯シル 徹量 相iZlit

.122 4 f 14仏2.17lOYR2/3!J.¥絢色結シル 俄量

.12.1 4 h ).15.98'; IOYII2/3 m制色輸シJレ 餓鼠 = 4 1)-0: 

.12.1 5 g ).15.872 IOYR3川崎悩色t/iシJt.o 目置量 A = .1 'J~I" 

.125 5 h 145.972 lOYR2/21A¥総色粘シル = .I.J}{I: 

426 5 h 101;屯816 IOYR2I2 I，~I褐色粘シル = -1.J}fI， 11425に似る

427 5 h 0.0 ー 6 =0¥サ住

巴r必 5 h 1.15.837 IOYR3/2 :1¥倒色紡シル 徹底 徹底 =・1サ11:

.129 5 h 1.15.IH7 10YII3/2 :u褐色紡シJt.o 少録

430 6 g ).16.178 10YR2/:J 111悩色粘シル 償量 {舷鼠

.1:11 5g 1・1ωπ IOY1!2/3l!.¥筒色紡シJt.o 隊長 健鼠 = .1・5号11:

.132 3 c 1.15.865 10YI!2/3 :11尚色紡シル 1嘱f蟹

.133 3 c 1.15必8.1 IOYR2/21，日制色納シル 少鐙 微量t

.1:1.¥ 01 d 1.16.205 IOYI!3川崎制色紬シル 微最

.13.'i 4 d 1.16.0¥7 )OYR2I:1瓜尚色鈷シル 徳目t 縦隊 結t徹

.136 4 d H(，~259 IOYll2/:J m尚色f占シル r;u量 徹鼠

.137 .1 d 1016.296 IOYll:1I3 B自制色t~i シル 情鼠

4:!8 4 d 1.16.27.¥ IOYH:!I:J 哨総色枯シル 微量

.1:19 4c 1・16.102lO¥'Il:!I:! l!¥倒色粘シル 少量 A 

.1.10 -1 d ).16.192 10Y 1!2/3 !I.¥鍋色粘シル 少量

一.H) 4 d HliAI ¥OYll:I/I 1AI悩包tliシル 少』量

4.12 .¥ d 1.16..2ω ¥oYR3/1 :AI尚色紡シル 少量ま

.1-13 .1 d 1・16.3&1 10YR3/2 !I.¥褐色拍シル t鍍lil;

.1014 4 d 14 (，~325 IOYR3/21A¥悩包枯シル 少量

.¥.15 4 d 1.1I~:!7!) IOYll:II:l1I自悩包材iシル 少』量

.¥.¥6 
" d 

¥.11;.2世l¥OYI(:1/2 1).1尚色総シル 徹底

.1.17 .1 d 1.16.18-1 10YR3/2 :1¥悩色枯シル 俄鼠 p.1461ニ似る

4.18 4 d 146.285 lOYU2I:1 !I.¥絢色粘シル 徹最 俄最 俊量

.1-19 4 d 1.16.250 IOYll:1I2 m悩包粘シル 織量 桜f従 極蹴

.1却 .1 d 1.16.335 IOYH2/3 11.1尚也紡シル 少陵

詰!I 6上2jl¥・あり{不III絞} 苦e2 “帰属遺悌 〈析 >111 す続111不明
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表3 柱穴一覧 (11) 

lfil} 位置 "'~lhI傾("，向h J.'R ←t 池山 品t 後:1: 渇物語H 倒凶遺構・JT(I担，i12 {世 考

-¥51 511 1.15.鈍5 IOYH212 :日制色紡シル 微鼠 " .，・ 51}1!;

452 5 g 1.15.963 lOYI~3/:1 崎褐色紡シル 依忌 = -¥ ・5 日・住

453 4 h 145.916 lOYI~3/3 絡網色粘シル 短観 絡{錠 = .¥サIt

.151 5 c 1-16.289 lOYR3/3 e荷悩色柿シル 4長俊

.¥61 .¥ d 1.¥6.325 IOYR2/311.11日色紡シル 微鼠 m鼠 微段 1，.¥.¥8に似る

抗日 7 p 145.725 IOYH2/:1 :日褐色 合む .182 型';'~閃防~57

却2 80 )0¥5.314 lOYR3/:J暗絢色 合む 合む

50.1 7p 。.0 .d. 

S(H 8p 0.0 ー :I.¥() 1自671刻・写真阿版-15

引)5 61 14S.702 lOYH:Jr.J府榔色

i百l6 6 1 1.15.6弱 lOYR3/3 S荷尚色 合む

切7 6k J.l5淑悶 lOYI~3/3 崎褐色 含む

関8 5 k 1.15..¥飽 IOYR3/311fiIU色

制19 5 k 1.15.702 IOYR:i/.1附尚色 合む

510 5 1 1.15..1ω IOYI~:Jl2 :J.¥絢色

511 5 k 1.¥5.8.12 lOYR:ν4暗縄色 A 

512 6 j 1015.836 10YR:V3附絢色

513 5 k 1・¥5.720IOYR3/3晴尚色

5).1 6 j l崎，(，，'¥8 lOYI~3r.1 附尚也

515 5 k 14S.li57 lOYH:ν4階俗色

516 5 k I.¥MIO lOYH3/:1暗尚色 合b A 

517 4 k 145.白卵7 lOY1l3f.1 9d尚色 合む

518 5 j ¥015.似i5 IOYR:iI:1 d/'i尚色

S19 0¥ j 1.15.637 IOYR3/3府側色

520 4 j 1.15.7凶 10YR3λ1階悩色

521 6 j ).I5.l!(1i】

601 2 g ).15. 1 8!1 ー = 3 1;'0: 

ω2 3 c ).¥6.0.18 ー

.ω3 5d 0.0 ー

t泊，¥ 5g '.15.855 = .1・5号住

ω5 5g 1・16.222 ー " .¥ザ11:

CIIl6 511 1.16.265 ー " .¥ I}II: 

ω7 5 g )，¥6.113 ー " .1・5号fI:

ωs 5 h 146.131 " ，，-I}1I: 

側 h .¥ f 1.16目082 ー

liJO 51 10¥5.786 1 -

611 5 I 1-15.8おー

(;12 G I 145.857 

61:i G 1 1.15.7731 -

1;)01 6 k 10¥5.目72.. 1 ・ 宇.12りー l:jjC

615 6 1 ).15.7.171 -

616 5 ， 145.8221 -
617 5 I 1.¥5.835 

618 5 k 1.15.752 

619 5 k 1.15.8!)61 -

m 1 .d. :1: 2.'tIl.あり{不倒続i;i2 崎純遺悦 〈続 >1日 歩街l日不191
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表3 柱穴一覧 (12)

番号 I~ Ul I ~J; I制限11高11) 』現 ゴ: 地山 IH. 焼土 趨物 i詰1 備凶泡m・mlll，:12 畑 考
620 .'i k 1.15.脱却1ー

621 5 k 145.9，15 ー

622 6 k 145.91-1 ー

Eお 6 k 1<16.022 ー

62，1 6 k 145.116，1 ー

4辺5 6 k ).15.息筋 ー

626 6 k H5.9U ー

627 6 k 145.919 ー

628 6 k 1.15.9018 ー

62!】 5 k 1.15.9.13 . 

出血 5 k 145.925 ー

631 5 k H5.9ヨ1 ー

広J2 5 k 1・15.7&】 ー

6:1:1 5 k 145.880 ー

ω1 5 k J.¥5.7501 ー

6お 5 k 145.600 ー

636 :; k 145.696 ー

11:17 5 k 14丘752 ー

6.18 5 k 1・15.7鈴 ー

(1.;9 5 k }.15.950 . 
例。 ;; j 14五郎6 ー

611 5 j 145.8013 

ι12 J.¥5.916 ー

制3 5 j 145.1155 ー

6H 5 j 145.926 

615 145.990 ー

(~16 。j 146~似)5 ー

(~17 6 j )，¥印弱

618 5g 146.210 = .1・5号11，
701 5 i 145.910 ー >301]焼 1:

702 3 h 145.81K) !) 1:焼土A-A' >9サ焼 1:

7ω 2 c 1・16.05.';3.'i号燐土A-A・ =351~・ :I:JJL

7().1 5 d 146.070 4ザ焼土A-A・ 】.¥1::1:抗 ?

705 3 f 145.910 ー

器開)A土器片あ I} (-f，IU~) iil2 俗総選111 <締 >111 接続11:1不In
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1号住居蹄 1

話42図 i虚偽内出土土器(1 )号住居跡 1

Iliー

。 I : 3 H}{:rn 



1号住居跡 2

~， 
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- 118 
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J
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J
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h
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1
1
1

一
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入
門
L

、品川
汁
A
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一
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シ
治
叫
んぎ
は
河
川
辺
w

一

段

一円ど
な
も

d
c

一凡仏裕一
Y
M
V

F
 

2号住居跡

メ。撃r
g言議杭1

'27 

智 之

な議議!一次2

lun 
綿
布

u 

4辺徒孟禽定資溜ゐ

警?
I~I ，1 

() 1:3 1OcllI 

ヒ コニコ

1しど)

、一一

よぎ了
、吉曜と~1Jr

2 . 3号世居跡 I開44図 i賞。崎内出土土器 (3) 
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3号住居跡 2 戸、

崎町時正V

藤8欝議~J
警警グ(973g?

l間
警dzザ KL

391Z3 η
何日

刊
信…一一週

T

120 

縁日
悉泌JY

11 l" 

』民
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双
げ
U

却

一時間智

議 -(J.~~腕 I !i 1 

v kOL 
℃匂匂ミt

u 、、警

明保ぬ u刷 てつ，，-'k I 
~" ... "l G7 ι〆

? 還義U
1村議事吉川 喪主 万議襲撃診ハ 噛ヨ佐 川

機安芸;九1JJVV L巴;379
gp;46図 ilH局内出土土器 (5 ) J号住居跡 3
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5号住居跡

!:.~~町内、・.. 
事目 叫

S'! 

時打 襲撃グ 。

第47国 i虚構内出土土器(6 ) 5号住居跡

1~2 

1 : J 

" 
'" 

85・
'0<ιm 
j."q:¥ 



m
串
静
岡
同
様

ミ
弘、

諮
品
目
幅
五
B
E
h汁H
汁
臨

コ

-N
W
 

町ミゴ一寸
も

q 
子三ζ込

品山中ソ入、
z

穴ミh

c 

ζd 

2 
内

コ.ー

回
申
静
岡
刑
事



や零7

、・三議柔戸、sdl与=日
¥:LR11社長に 川

-ypzf 川

崎 ." !)!) 

AE/ぺft抗日 I) 
41μ間 川 、('/aゐ!ふd 、吋'et...-.--.. ~..，. i !Jti 

7号性居跡

£り点訂正it"

?北電摘も刀

線 吋機J
》半ム24刀
三r川崎，': I I 
可常、&M 

司J 、 t

C~\ぺ~可，
、

'. 

101 

響I
ζ? 

， 

l附

L
刷

n
炉

、，
uk

j

106. 

櫨さ~~
&・1.~、，ミ 10;

23宅住も
J121Edが U 

t 

7号住居跨高49図 ;AI局内出土土総 (8) 
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4 ' 5号住居跡

6 ' )号住居跡

5-)号住居跡

説殺議

長越縛機器L
機給ぶ鱗〆、

エ嶋詩託、三位

!1O. 

点 制，d ，JJ 4 S

E て“お心ム...; ;-いで:;.:~~.
J主己主え::喜三~:/_::-;? ι
‘、一

九f;.'-'， ~九.、、〆〆-セ:;::~...→午 .~~~~... .";..一

，:と:~~';目司τ，-.ι- ' 戸 eご三:- 6，主 ， 
』 って予 zfL mV世-'J.~:j . . ::"~_l"... ~ 

一 一 "'::'<;;i'l' .. '-" ' -~ 

J ，ifhkJJゅηt〆;1《
"". 〆 一、'". ~ 

Jr:♂21' 、 :~\~-Ç.，>"・thp 、 白
川イ、民1¥ .'-~ .. .• 同o;'t，'"c:，ぺ"

;ちす?JV吟iJUJPiwhh:二:
"": /-: -. ，'~-，;j，: ρ.~: ";";'，YιJv， 

l ゆイ 万円 、わど

第50図 i豊川内出土土器(9 ) 
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解 ぷI;{ 

111 

。 1: :1 101;111 
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4 - )号住居跡



母1糠litii9

p 著者l
制点 idd
轡/建設l

3号土抗

1号土抗

川刀一川
d 

U議選 c¥選挙1.1

刀
μ
u
m

矛
γ
m

輸
入

f
m

¥
智
弘
一
樹

ニコ

民:;;;E移 I) 
弘量吋中， I 

i』守録ヲ~ !-J 鱗a℃苓奪f
で二二三]

ll::! 

..，-.f汽.. 々 岨々嵐".

deトバyr《がみ〆

f喝'A;_~， 

J本忠、J袋、
ぬ品伝説酬もふ
士主主三三冒険~楢I'$<
ェ"".._，一語;面作

品iA長調ダ

IOCIl1 

1 

I : .1 

=とこ

1-6号土抗

韓 d
H格u

第 51図 i盤機内出土土器 (10)

l:!ti 

川7UNU1
川



7号土抗

三 zr7r一一

l吋
J 13 

111 

総与JB
I li 

、.t，QQ:W'-

~... II 

11!i 

119 

コ
.'、 /7 

o : :1 10， 川

ヒ二二二二二=コ二二二二二二二コ . J: 

車52図 逮捕内出土土器 (11) 7号土抗
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土抗号9 8号土抗

ì~，島 a'5

151i 

12号土抗

山

AJI
U
P一

川
川

斗

I
l
l
-
-
f
/

J
j
j
h
 

t?手リ~

埼政

IOCn1 

1 

! : 3 

= 

8-10-12' 13土決遭禍内出土土器 (12) 

1:!8ー

第53図



12' 13号土抗

165 

14号土抗 1

R憤怒橋欝噂~I部d紫野

さ長選念C

刀
Ue叩

線建id

開 liO

劉 li1

U 

革54図 遭情内出土土器 (13)

l却 ー

12. 13' 14号 l土抗

戦FF

dH 
Z轡V
1: :l 

=乞=
IO~ !l 1 

1・=，



14号土抗 2 18号土抗
= 可

v 
タパ

入tJ 18n 

I l$:~ 

U 
182 

い劇
団十

一品一一
19号土抗

移勝一日 審判IH7

20号土抗

$).瞳主

;pf口
電機iUlQ2

設習主刀

1 ~J:.l 。 ::¥ 10rl11 

3 ，，， 
l!川

第55図遺婿内出土土器 (14) 142. 18-20' 22号土抗
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24号土抗

宅街1f)1

28号土抗

30号土抗 1

。 I : J 

1!I.l 

構

議?
l!li h 

1附

¥マヨ丸山鳥
鐘話器主義;P弱
12三嶋 PJ2嵩袋入退7いて弘:'1

叩 5 I -~;;; :;~;7. ~きデ丞再ヲ.~ 陀 4J45Tマモ崎

20.1 

I~m ¥名手投真剣Ff iち義L1却6

第56図 i盤情内出土土器 (15) 23'24'27-28-30号 1土抗



30号土抗2

~~;句跡4 ・樟dM ;訴》穐融和
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可 20i・
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守山

。::1 11h' 11¥ 
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第57図 i・1M内出土土器 (16) 30号土杭2
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32号土抗

35号土抗 1

。 1: :1 ](km 

j .姐"
革580 酎局内出土土器 (17) 32-35号 1土統

!J:.I 



35号土抗G

:!:l1 

重注[説 n
232 2.1:1 

:\r~'t .. ~J，'f U 0 I : :1 l()l川"" u:;e 
ヒ一ーでで一コ ・ 1: I 

第59回選禍内出土土器 (18) 35号土抗2

J:ll 



36号土抗

23¥ 

38号土抗&

一両官ザ曲、 ‘

F 一『宮望三主主d芝翠三忌占'" ，〆〆，〆一7コご

尽S凶G減尽燃弘込弐匂妨6}わJr
悼ザ ':<J尚均屯栂骨吋噌必車肱Z包怠貫m略陪m骨 ， 

?れ、‘吋ηf"川刊ピ《伐内宅忌町11告'1誌弘れl;前;1;作伊伊伊守引尉品凶、

;鴻!憾V!t句切iil<誌州州Wい、wlH附i
、おj日附hヤ晴鴫dlh ; ゃ

:n:， 
:s(i 

-f管沼野hk
Q 議望遠iiゲ 38b 

日

。 ::1 Ilkm 

ヒニニ二二ι コe'"'l : 

話60図 i盛綱内出土土器 (19) 36' 38号 1土抗

1];; 



38号土抗2

T 

震~ ~2" 
〈ミ

211 

~!.I、h

主~;:~~. JJ :! I:i 

韓Ff

../ :! 1 ~ 1 

J¥ミ:J12言電ミ:JJ
札刊

詰61図温情内出土土総 (20) 38号土俗'2

1 :{(j 



38号土抗 3

:!:iS 

一、，B-l
 

l
 

喧守 口
260 

41号土抗

号額檎欝一- 炉

τ7ぢ~~~ 午τザ

為ゐ141養丸丸為為lyl1九心VllLしト2山川rJlイ40<}:t岬出号牡土抗 轡劇l出 新桝劇LI

騒 r 撃魁塾一-~，，~~，，~ 拙

乙 y ぷ，

:Wi 2iO " I : 3 1O('1ll 

乞 コ

グ翌日
271 

軍62図 遭州内出土土器 (20 383....42号土抗

I:J7 



43号土抗

酬M・~422当官hhι
1・4、Y由"'~"". ' .凧 '泊
士ユ主宰里雪杭，"-..，... I r 
v、qp出臨調島亀 !~!'、、川 、ー喝 I I 

H婦 、事:ミ主主たII 
RhてLidrLl 

暗号土抗 1

ι.....<0 
;-~ 

¥ 

l、127り.
耳目図 i豊橋内出土土器 (22) 43-岨号 1土抗

l綿

44号土抗

a品 目
275 

とうヨ
2語0・

11 1 . 3 IOrm 

じ二一一-~二二二二二コ

• . 2 ・-I : 1 



45号土抗2

お:(]
'88 

461寺土抗

2品S

るU
2R9 

48号土抗 1

車64図 i虚偽内出土土器 (23) 45号 2-46'48号 '.土筑

l四

~I\，Í 

:!8ti 

I(km 

コ.で"



乏
F宅

ヨ

N
4信
州
け
明
耐
叩
∞
マ

(マ
旦
割
引
村
翠
在
護
側
川

ー、.:.-:::.(Y"，，-

ョョニ弔点空1 壬三コ 1千下
、指叶i=! ζ~"';'-:::...."'7'::? .-えて二七-

FJS?とJiih三主JJV ・乎Fuコ
ピζ時itpf:ァ‘:ゆグιLT5デプ

ー九ijviiμRLYJ《，fJ
、山~\\\'，，\ ' ，::. . ， .~ f， . ~ 

可JJ:?;Jt:j'JF

園
田
線

2 

3回

竺ご二三3E

バiL
CF!J八、 J‘ づ
~ _" ;1，ん

.‘札、、

交とゴE

lれ，
'y・

N
G門

i
弘

ιpr

q

旬、
LW

言

itF

ブ
?
の
夕
、

く
通
、J
L
U
L可

、二二戸三Z

"イ，f!施3E号沿ih、

i不
可芹'ELFRI虻
、.;:." ~ 志 、、

~'.~. 

f町ぐちり'伊一 ._..….  

6Y34L14Lfhrdtアvb‘
、、υft \~~.(.':ヰタf

やそ1甚

Eh
一二、、

e
A
J
d

ベヨ
FJ
N

ペタ
A

-一

伊r
J{μ《F

，」-コ司

吋ν，，J刊わ干v吋
J
J吃凧叱V
 

一
一
が
‘、'
旦AA

二
吋
が
恥
，
AF戸f河
ι列十恥一Fψψ
叫汚pMジ，川戸f
 

一

-

ヲ

日

吋

ケ
ノ

f
f
L
Z

こ

え

え
し事
ぃ
ド
ダ
人

二

γ
司

‘

f
r
va
iえ一

一、

~

~

T

f

一寸

r一吋

¥

¥

げ

u
h
T岬
旬
、

Z守

主

y--' 

¥ 

巴三コz
f7 ~ f' 

QC! 

-
。

々とミコ言

も!思

、言
4Pre， 

汽73
1;JPY品
r ~\." . ， .~ "! 、.....-.，;J. 

制垣
H

明
昨
旬
マ



感~O
L磁療
を♂河F
… '{'/ 

統 p
tC17J. 
弐;ダ

50' 54号土抗

議妙A9

刀
川
μ州

前rr
刀
川
U
1
捌

51号土抗

49号土抗

p，需ケ-w
型接調;主要

315 

lj 

:H，/ 

念事会U
撃忌。時:r

畿!O
P 105 

鶴吋
p91 p67 

320 
125 

137 

4欝f
p p 109 

義務d
p 83 

q 
p 168 

~~Ì TUm 

p 166 

。::1 10<"111 

ヒ 二二二E二二二二ニニコ

49-51 . 54土筑佐穴 1遺織内出土土器 (25)

I1I1 

富田図



P 131 p 159 

一
J
ι

ー す今時三.~.=--~..~.

d元議総ぷ斜

♂震1
:1:12 

、ごこ」ぷ;
P 261 p 195 

p40B 

議饗4
袋持ぬ芯れ叶 3
喝露習法判詩‘/jj，

P 504 

略、 ~.17

欝及。
。:3 Hklll 

ヒ 二二こと I

第67因遺禍内出土土器 (26) 柱穴之

ll:t 



¥ 

寄与 ~'Õ 伸子

高68図 遺例外出土土器 (1)

113 

L、

r r ' 

L、

o ! : :! IU(I1I 

ヒ コ二二二=二二二二」



2 f 2 

err 
349 

d 叫.必もぬ
.'，. 1(工:!..!!.!工てE

に

:l:i:! 

。 J ::1 札

m

J

3.iU 

i

、le

i-

-

v
A
v
a
明
、
プ
J

1，1 I 

唆azhz-器グJ 気清高鳴ら勺

口“
句、ー

第四国温情外出土土鍔 (2) 

-111 



2f③ 

35H 

F 劇崎西;殉弘司‘ ・噌

鰐感7J f"ぞ留で箆賦押

常総U

:158 

N
，
 
360 

361 

‘ . .  

-)4nー

第70図過柵外出土土器(3 ) 

9
u
 

do 
i
 
---



2 f 4 

広ゑ円蕩'11μ2F分与

噌予嬬華美奈撒
バ主街選手24習
さキた怒弱音
警fd骨身

告書加入ー

ヰtd!紋a:~~J
EUわやは7VF.3
SFぬいf;;ヘ;ョ

マE世議JJおむ初6

N .... 描制酢I利

.....初、..‘ー ー・4

砂為 、."
J、.目、凶 ，

FJ¥誕グ
、ttt手

離;I
\'i~宮町斌河河~1百五事

'FJZHaimyzょがザP

:nu 
第71国 iII禍外出土土総 (4)

1 lIi 

16!)e 

一
r 

ーに一一一

。 1: :1 1Orl1¥ 

しー ， j・1:I 



3i(j 

議議喜三三

蕊諺25;
、.~'.~笥話r;，~:;.. ~ .. ' 、、37



2f'2g'3g 

勝ヲ7ヲ
:JSG 

3. 

29 

必民民、 門

司i努J

一

\~ :!!E'i 

第73図

噛 l

機t

、J

i鑑例外出土土器 (6) 

118 

f' 

〆， 

U 

ヒ

~ 
t竹

389 

! : :1 !OCI11 ・1



3g 

101 

主
wy'一一

一
笠

月
M
M

W

側
一
¥

101 

響

/J 1朗

自慢出l

7 
o 1 : ;1 IO¥'III 

ヒ=====ニコニ====コ・1: I 

!，i;74図遺備外出土土銭円 )

149 



4d' 5d2 

40 

4， 

5c . 5 d 

Jq.n 
芯話安:-11
d 頃と~:. I f 

時宗務 υI:!I

1l:! 

建議7剛

5d 

r'" 

第75図遺構外出土土器 (8) 

l50 

4臨 '-_IT 

臓器 L/.，" 

ft 
議~， q

藤苛

11リ

。 I : 3 IOl'ln 



一 刀 JAs-内 | 議選害川 誠九、、P
犠 ULPLJL26iYUWJJ

も0."
-

υ.I:!i -~欝惑

品券f).:1，駒
空手手~.， ~ 11 ， '~もい11\\

5d'6d'6e 
庁長議U

Y動
-JfljuG 事7]137

5d . 6d 

車76図 i血例外出土土器 (9) 

151 



8P ~ ーて，~.. ~.""一正芳ヂー
← I 一 一Jク/4k-J三LLeo-ン

?Mtb肌'¥t.-...-
"'~~I):I. ~~咽峨T!

第71回 i・4穐外出土土器 (10) 

152ー

¥12 

。=ム年=Z'LztE



8P' 

11，) 

111;. 

。 : :1 IOcn】

3・.，
串78図渇例外出土土器 (11) 

15:J 



⑧ 
令内

第79国土製品(1)

-154-

。

~ij~ 

1: 2 



C二二ニコ
C二二二二コ

く二二 ζ二三コ

C二二コ ζ二二ミ C二二コ

175 

10咽

第四国土製品 (2) 

15.'i 



Al A A-~. -A-j 
〈二:::> a -11 rw; くこ〉 a-03 

、

' 〈二:=:::.
くここ:> ，， -10 

A-~A 合 t合
〈二::> a-38 

c::::::=:> a-40 

くこ> aーお
〈ごとこコ

.4¥ ^且

亀~，金O金
槌 1

〈こっ a一同 cノ、 /一ーてコ

くこコ
b-Ol 

ζつ
02:a5rm  

1 

ζ二ユ

くここ〉 r-22 

第81図石器(1)

156-

a-69 

4三三二〉
e-07 

くここ〉

11 -14 

a-65 

乙> a-7l 

c-(JCJ 

c-24 



議。
c-2i 

c-36 

く一一一一一ーム

〈ここ〉
c-32 

戸戸ーーー一 一ー'

え』下〉
c-:i3 

〈二二二〉 c-，15 

2:3 

じコ
m
 

A
t
 

Z
1
0
4』

第82図石器(2) 

-157-



むじ
d-02 

d-07 

くご二一=---
d-08 

くこ〉

ζ二三フ 02  :3 5rm 

1 一一寸一一1

第83図 石器(3) 

-158-



O 
〈ご二三〉

d-25 

ζこ三二〉

ζ二二つ d一泊

C之二二二〉

f一 一一〉
d-37 

にコ
皿P

L
 

E
d
a
z』

第84図石器 (4) 

-159-



ぐ/ヘ、

ャ一一~¥¥

第85図石器(5 ) 

-160-



c=> 

ζミ

ζ〉
e-13 

m
 

刊、
・3

1
1

:

 

c-Oi 

d-77 

d-79 

ど~
e-ω 

c-18 

m
 

"もn
v
.，
』

ー

第86図石器(6) 

-161ー



ζ二二〉
o.:<!2 一白

後
/
，

，
 
，
 

r-02 

ζ二〉
¥'-:.!.ミ

C 

O 
fり1

l蜘2・
-:.!:! 2:3 

錦町田石器(7)

162 



ζ〉

くコ

ァü~遠
くご〉

g-()I 

h-16 

第88図石器(8 ) 

16.1-. 

く>
g-()i 

m
 

戸、.、H

・'
E
S

P 
h-25 

回F
L
 

O
M
I
l
l
-

-
:
 

q
a
-
-

:

l

 

l

;

 

白
v

t
「」



h-26 

口

く〉

h-33 

h-38 

h-4i 

田E

、，J

n
v
a唱」

n
ヨ

l

;

 

-

E

，t

、

二

器

一

二

石

制

;

1

 

3

二

週

一

:

l

l

 

一
-

n
習

l

;

 

一
-
a
u

二

第

h
M
'炉
『
』

h-43 

h-34 

h-53 



-S9I-

(on嵩呈困06欝

E1.-4 
ト一一一←J一一一一一---l

凹JOI r. : I 0 

01.-11 

鋭1-4
S!i-II 

官官-4

，，'01: 
.・昨，

--'パ



h-76 

GP 

ぞう

⑤-D O
M
 

「jiJ3-CD-O 

h-74 

ハハ
M
V j-03 

ζ一一一ーで〉

m
 

ρ
L
 

A
U
 -

-

一 -0
〈二〉

1 : 3 (h・j)

一「一一一

』

l 

戸 一、"・・ー-・ ・司-同・h・ー・~よ司、‘

一
寸で一寸~

j-03 ζ〉
j -02 ζ3 

j-Ol cコ

O 
10cm 

j-04 

1 : 2 (j) 
寸一一

j -01-04 

0 

・石製品(1 ) 

-166-

石器 (11) 第91図



Eqq2S19引4MG
ojocjb 

。日

ι

nvc
ハ一室

町山己
凸
川
川

ハ
川
回
日

/
J
L

凹

o
f
M

A
Y
G
C
 

合
③

〈川ザ

れい
ω

ω

f

j

dc
勺

O
c

一

m
V
4
1
と

阿川

PM
一
例
。
一

川

rcqc
問
問
。
ヒ
日
一

u
c
T
 

円
い
お

m
w
v
-
D
 

A
U
4
 

sh川

υ。



同
情
州
日
U
M

ハ
砂
川
れ
川
V

M

ハハ閉門
U
i
l
l
-
-

9
6
0
0
c
引
c

臥
砂
川

約
N
C

A
識
に

ハM
制
川
凶

組
問
o

h

砂川
仙
川
U
c

n
ν
f
 

川
附

mu
n
u
v
o
 

-~単-842dl b 
-~@刻剣9剣金創設

()-@ ~D 

-@-OG 
0_0 

di p 
{I~~部

~~~ 

-(t-~ ~ ーむ-¥J)歯~

G dめ

Gilb 
J 
k-59 

IOcm 

問巴l



1-01 

10ω 

一か叫〆d♂d守
t

ぢ

a4..
、

• 

• .，
 

-一n
v

一、一
d

副
引

‘
 

.. 

. 

. ， 

. 
‘・'~， .， 

1 : 4 

三

h 

'.' 

;，j 

" 

。

'.・

. 、. 

. 

• 
・
1
1

9

4

処

p
s・-，
J
J
・-

4
1
u
r
e
-

、
E
1
4

・
司
、
ー
:
ー
ー
:

白

'

0

・
A

・
、

o

J

・

4
 ・

守

.‘
 

‘賀

、
、

a
 

-• 
，
 
• 

-

e

 

t
 

凶. . 

$ 

' 

‘、

r;! ，・.作.. 
今'・2

‘' 

.・，、
l 、
い汽，

， . 

‘ 

-
1
1
1
1
1
1
1
J
1
1
1ぺ
汁
吋
，

l

l

j

斗

〆

J 

，‘ 
s 

、
匂
司. '.. . . 

• 
2ヘ
~
 

.、
• 

1-02 

1-03 

IOcm 1 : 3 。

石製品(4 ) 

-169-

第94図



遺物一覧表4
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.11 21}住 'j再 仁l総 | お担 <14 28 

.12 31}住 一指 1:1緑 16.8 8..1< 祭文 408 .14 28 

.13 31}fJ; 検lIIifd3より上 b~t.ß ー 1.9< 3.8 |ナデ 433 .14 怨

4-1 3 I;-{J， -fli [:I -h~錨 135.0) 初五 16.1 
口~周:!I~依竹管状工具による文

a........cあり 413 .15 29 
様/縄文LR

.15 3り:'{J， 1 k'1 1:1-胸部 (32.3) 37.4< 2.5Y7/，1 i昆黄色
波踊86::却111/[:1-頚:段帯状

45 29 
(沈銀・刻ul

.16 3サ{J， IItJ 日~ |ぬ1 .15 29 

3 ザf~ 検出削3より上 ιI~ 様決工nによる剥~ 却3 .15 29 

1 .18 3ザu: |検出面3より上 仁1*量 .119 .15 29 

49 3ザfl: |検IIIlfii3より上 割高E .130 .15 29 

50 3 IJ-U， 検出耐3 口総 1 390 .15 29 

51 :II}{I， 検m耐3より下 日総 412 45 29 

52 3りf{l， l 検/l¥llli3より下 1:1鋭 369 45 29 

お 3サft It量111尚3より下 日緑 351 .¥5 1 29 

51 31}ft |倹111耐3より下 日総 1355 29 

a:> 31}11: |倹111而i3より下 1[1総 1 368 ，15 29 

56 3 I;-{l， 検側面i3より下 日~ 362 .15 29 

57 :1り'U， 倹IlIlflI3より下 刷自E .101 45 却

58 :1 I;-{I: 検lIlifli3より下 副館 1 3018 <15 29 

59 3サfl: |上層 J]縁 .125 .16 1 29 

ω 3サfI: l下財 日縁 437 ‘16 29 

61 3り・住 l下財 防総 |澗 46 29 

62 3 I}U， 下財 []-脳部 (32.7) 36~1< lOYIl6/6 191貨裕色 縄文LIl .138 .16 29 

郎 31}/I， 1¥-1¥'ベルト t:J総 .118 .16 30 

61 3 I;-{主 8-8' (1¥より商) 刷陥 .1凶 0¥6 30 

65 3サ{主 1 8-U' (1¥よりJIO 刷餓 1 367 .16 1 30 

“ 
3サft IB-B・(AよりJIO 日総 1 .1.¥0 .16 刻

67 31}11: 18-8・(AJ:1) llO 闘郎 3ω .16 30 

68 3 I}fl: C-C'(AよりJI!) 仁J~ 397 .16 30 

ω 3サ住 0-0'ベルト 朗郎 <114 .16 30 

70 31}f主 0-[)'ベルト 口総 .120 .16 説】

31;-住 1-18 口総 391 46 1 30 

i2 3ザ住 fli 口総 4ω 46 30 

i"J 3り'U， ff. 日緑 .117 ‘16 30 

7・1 3ザfl: tf. 仁I~ 0¥03 .16 30 

75 31HI: fli 11:1線 認。 016 30 

l
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〈土器)(3) 

網範| 迎m名 地点・府位 郎f立 日I~(∞)121商(cm)b~i~(α} 色 iJII 文様・狩徴 備 宅- 仮俳号 図版 写真悶版

i6 1 3サU: 日 Ui 日緑 1&13 46 30 
11 3号(1， -M  岡部 認5 46 30 
i8 3S}住 一括 周吉E .122 46 30 
79 31}住 一級 周節 376 46 30 
初 5サ住 11m 仁1-廊部 <:J7.8) 1 36.0< 10YH7I6 1~lj煎絢色 口総:持.帯状(沈線)/純文LR 527 47 30 
81 5り.U: 111'1 朗~政官官 ー 1 20.3< 12.8 7.5YIW8舵色 政節:ナデ/純文I.Il 526 47 30 

口幹:1111HlJ (新潟と同じ?)/ 

5 S}-U: A-A・ベルト ロ~嗣郎 (21.2) 24.01< ー 10YH品川にぷい貨慢色
口緑:!f.雄竹ñ'~J:]:Jtによる文略

82 
/刻m;:陵帝状 (Nl竹管~J: Jl.. 52S 47 30 

による既成)/縄文L[(

回 1 5り・住 IA-:¥・ベルト 日総 518 47 30 
8-1 5サU: A-'¥.ベルト 口総 517 .17 30 
85 5S}{4: 一掃 日~闘部 (31.0) 31.5< ー 口線:隆街~(刻 11 列) /縄文I.H 52‘』 47 31 
前 G S}(I， .1:ー'1

'
刷 日~岡高E (2・l..l) 26.7< 2.5Y6/4にぷい鈍色 口市手:A1J日9lJ .146 .18 31 

87 6 I}{I: 上-11'JeI 日緑 ".18 48 31 
88 6サ(I， |上-11'JeI 口総 .151 48 31 

6ザ住 D-m!lJ 日~胸部 <15..1) 13..1< 2.:;Y6/.11こぶい貧色
口総:殴僻状{刻11列)lre糸文R .1.17 48 31 

89 ( ? ) 

卯 6 l}{I， s-II. (C-D/lI)) 仁1-岡部 (3.1.2) 3.1.8< ー 7.5YWil8極色 日繰:I宅街状/縄文I.R 小1.1 48 31 
91 6 r}位: 区より~I::\より商 ミニチュア .169 48 31 
92 1 Gサ住 1 E-I~・ (i\ -B問} 口緑 .166 48 31 
93 6 Sj-{I: IBより』ヒ 口総 .167 48 31 
9-1 6l;-n: -f~ 創部 .177 .18 31 
95 71;.U， 検111断 口線 .193 49 :n 
96 71;'U， 検出耐 口線 .191 49 31 
9i 7サ{l; |検出而 口総 .186 49 31 
98 71;・f1: |検111面 口縁 .185 49 31 
99 7l}-U， 倹!111M 副都 .18:1 .19 31 
Iω 7.I}{i 上-11'脳 口車並 .197 49 32 
101 71}{J: A-A・(Cよりitil 刷~底部 ー 1 6.2< 8.0 110YH5/6就楢色 縄文民レ底都ナデ .1.15 49 32 
102 71}住 A -，¥' (C-OIllJl 目録 1 .152 49 32 
1ω 7サfJ: O-D. (A -BPU) 日縁 463 49 32 
10-1 7 ，S}-fI: 0-[)' (Aより凶} 1:1総 458 49 32 
105 7ひU， D-[)' (;¥より閥} 日縁 .1思』 .19 32 

71;-{J: -f~ 口~周郎 2.5Yi/.1 i.是黄色
口線:爪形状の刻日IM-扇:平 .198 49 32 

!(渇
篠竹*~工具による文様

107 71}fl; -f~ 臨ffi) ー 5.1< 15.4 日 Y6ん1にぷい賞色 縄文U( 1 503 49 32 
1ω 71)・fI: ー'f，~ 口縁 496 49 32 
1ω "・ 5号U: 上-11'11'1 仁1-段踊 (30，ω 14.0< ー lOYIUiIolにぷい前健色 縄文(?)摩滅ひどい 5∞ 50 32 
110 6'7号fI: 'I'M 1:)-邸前 (36.0) 15.2< ー IlOYIW6明貨制色 頭部:阪管状{刻11列)1m糸文R "ω 田 32 
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〈土器>(4) 

捌後| 遺恨名 池点"/(4{~ ft&fι 口径{田}容高{∞}底径(ω} 色 調 文様・将fl1 錨 考 l!ilft号 凶版 写真図版

IJ将:!lJn/I:lt草:陵情訣/調tr.s: 
111 6・7号fJ: 上-rl'刷 15.3 15..1< ー 7.5YR6/8 m色 キ依竹管状:J:nによる界引き文/ 502 50 32 

純文LR

112 16 ・ 7~}住 上_'1'尉 11JiId); 513 鈎 32 

113 6・7J}fI: B-B'(D-mnn 日緑 .15-1 鈎 32 

日録:隆帯状{繍位沈線)IYIi 

11.1 5-7サ11: J-.-中制・ ..tli []-刷自E (26.4) 23.5く ー IOYR.1/4槌色
総:1差帯状(却j日列)I顕~刷:

501・504 50 32 
ヰ'Al竹管状:I:nによる文総・ポタ

ン状貼付け/縄文I.R

115 I Iサ:1:抗 1-6"" 口線 認S 51 32 

116 I IJ':I:坑 1-6/(4 11，足首E 3.0< (]9..I1 7.'iYR6/8 m色 1接部:ナデ 5.'l9 51 32 

117 HJてJ:Jj( 1-6附 日総 540 51 32 

118 1号:1:筑 -t~ b"f郎 ー 2.6< (11.21 7.5YH5/61PllU色 b"f郎:ナデ 537 51 32 

119 2~}:I:坑 下層 1liId); 5U 51 32 

120 3ザ:1:坑 3・.，"" IIJiIs& 5-13 51 33 

121 31]・:1:坑 3・H'I 朋f，s 3-1 51 33 

122 3サ:I:M: 3 ・ H~ 朗自器 91 51 33 

123 :1 .f}:I:JJL 4厨 W$ 11 51 お

12.' I :1 ~}:I:抗 4屑 周$ 10 51 33 

1ぉ 131}:1:坑 8層 制官E 初 51 33 

126 .1 -~]汁:坑 r"腿 闘部 5014 51 33 

127 4 .J]'・:1:坑 下層 周郎 日5 51 33 

128 4 ~}:I:坑 下層 1liI節 5-16 51 33 

129 1 51}:1:坑 1層.，. 日緑 557 51 33 

130 5ザ:1:Jii: 1層'1' 日給 558 51 33 

131 5 'IJ':I:坑 4厳J二{，Z 日総 555 51 33 

132 5サ:I:JJL .11e}上位 IJ総 551 51 33 

133 5 ~}:I:坑 1-1屑上位 仁1*草 お6 51 33 

134 1 5サ:1:坑 4層上!¥>: |日銀 550 51 33 

1お I5サ:1:坑 4層.I:f.): I [:1緑 552 51 33 

136 日号:1:枕 4尉上f.): 口総 5-¥9 51 33 

137 5号:1:坑 .，層上f[ 倒的 553 51 33 

138 5~}:1:抗; 4騎下位 m草 564 51 33 

139 1 51}:1:坑 4層下位 日縁 568 51 33 

1.10 5ザ:1:坑 4層下ft 口総 563 51 33 

1.¥1 5サ:1:坑 .1 1M・ドfv. 胸部 562 51 33 

1.¥2 6.fj-:I:JJL t~ 応部 ー 1.2< )5..¥ 7.5YR5/81!11尚色 応部:網{¥:{/( 27 51 33 

143 71}:J:杭 上絹 仁)-刷lOl ([9.8) [.¥.0< ー 2.5Y6/6明疏潤色 1:1縁:佳訴状/縄文LR 589 52 お

[.¥・1 7サ:1:坑 |上絹 I J:)-闘郎 07.81 16.0< 1 ー IOYRo¥I3 Iこぶい貧悩色 !'A糸文R 588 52 33 

1
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〈土器)(5) 

拘総 遺tTl名 地点・僧位 部位 IJIf.(CIi) 器商(伺)底If.(∞} 色 調 文禄・特彼 la 考 仮fl'iサ l刻版 写n図版
~疏ß: 股fJ'W': (綬f¥()掛IJ(f;か?

7 ll'・j:坑 -J.1i 1:1-周ll's (31.6) 15.3< ー 5YR5/8'PJ事総色
/2本頭指:際術松(!lJ[l列}

590 52 1.日
縄文LR-!I\~竹*~工nによる 33 

文銭

a13.<1< 
ロ縁:R:{帯状/m部:!j~銭竹管状

[，¥6 71)・:1:坑 -J，~ 1:1-底部 (aI8.0) 
bl.1.3< 

b12.0 IOYH..J/4細色 工nによる文総/1，反郎:ナヂ/純文 abあり 591 52 33 
LR 

147 7サ土坑 1-・綿 口線 57，1 52 33 
1，18 n;.土坑 I-f~ 日縁 572 52 お

[.19 7 1}・j:坑 -J.1i 日縁 571 52 33 
150 HJ:I:坑 破防 服飾 ー 2.8< 22.・1 2.5Y7I6

'
PJ抑制色 成郎:網代fJ( 577 52 33 

151 1I1}土坑 -Jl; mま 592 53 34 
152 gl}土JA; 一'll; 刷$ S前， 53 34 
153 gl}土坑 -J，Ii 倒節 597 53 34 
154 IOI}土坑 J:肘 創 $ 598 53 3，1 

121;・j:坑 ベル 1・ t:1-周部 1.¥.1 13.1< ー IOYRlill; IPJ i1i純色
口縁:陵情状(舷fi[3;ド)/縄文

阪地155 
LR お 34 

121}土坑 ベルト 倒錯
半主主竹管tlU:J~による文銀(161

617 1弱
と同一昔、?) 53 3<1 

157 121}:1:坑 ベルト 1]-周郎 6[，¥ 幻 3<1 
158 12号:1:坑 ベルト 刷郎 622 53 34 
159 121}:I:坑 ベルト 口線 618 53 34 
1ω 121}土坑 |ベルト 刷局 6お 53 34 

12ザ土坑 -t~ 問~底部 8.7< 7 .. 1 10YR5/6抑制色
問自主:!j¥D，竹符状工nによる文様

609 161 
/底m;:ナヂ 53 34 

162 12サ:1:坑 -t~ 副都 航路 53 3-1 
163 1:1サ土坑 1-5~ 口線 侃2 53 34 
1&1 13サ土坑 下財 日~厨$ (20.6) 26.0< ー IOYR6/6IPI前倒色 鐙糸文R 飽1 53 34 
165 12・13・15号上At-tli 1]-周節 6却 &1 34 
166 12・13・15号i立 -t晶 口総 610 剖 剖

167 12・13・15号土:.!f. -J!; 1:1紙 613 54 34 
1ω 12・13・15号土:.¥1; -J!; 【1綜 612 54 3，1 

1ω 12'13・15号土坑 ー'lli 口緑 “路 5-1 34 
170 12・13・15号土坑 -J.1i 口縁 ω: &1 34 
lil 16ザ:1:坑 3・4脳 口緑 &¥.¥ 5-1 35 

口容:刻11列f日~顕:!I¥D，竹符

172 I.¥!}土坑 -t，~ [:1-成部 (.).¥.2) .12.9< (26.0) IOYR6/4にぷい貨極色 状工具による文様・隆m~ (刻11 8 pグリッドと接合 633 5，¥ 35 
列)/縄文L1~

173 I ).¥IJ・土坑 lベルト 日緑 臼5 &1 お
li-I 1 ).11;'・j:坑 |一級 |口総 63-) 51 35 

l
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〈土器)(6) 

jl]絞 遣m名| 地点・騎I主 都位 口径{ロ}醤高(c四}底[f(m) 包 調 文様・ 4者自t 儒 :智 低l&IJ 図版 写真凶肱

175 I'I'I}:I:抗卜.t，1i 日総 &13 54 35 

176 I~IJ:I:坑 tli 刷費S 関9 54 35 

I.IIH:坑 ベルト 腕 $ ー 8.7< JOVH3λ1崎栂色 口総:f創立沈緯 8pグリッドと縫合 臼7 55 35 

1i8 I.II}J:坑 一指 仁1-1');郎 (J.l.0) 20.1< ー 2.5Y5/.1熊楠色
S費節:!j!.松竹管状ヱJl.による文械

氏自B 55 35 
/純文L(?) 

179 181}:1:坑 '1'm 1:1-/1);1稲 15.6 19.0 9.0 JOVH5/6貨悩色 日-b~ :ナデ /11土地点写真闘脱に記級 657 55 35 

180 18IJ:I:抗 '1'M 1:1-閥郎 111土地点写n凶阪に記寂 615 55 35 

181 18サ土坑 '"踊 口健 /11土地点写真闘阪に記事Z 655 55 35 

1泣 18サ:1:坑 1-6M 日~服部 650 55 お

183 181Jニ1:坑 I-Ul 日緑 651 55 35 

lS.t 181;':1:枕 1-6m 日縁 652 55 35 

185 181}:I:坑 11:M 日縁 618 55 35 

186 191}土坑 I-Jli 倒認 659 55 36 

187 19ザ:1:坑 I-.Jli 刷都 侃8 55 36 

188 20サ土坑 1:.¥'1 1:1.ま 661 55 36 

189 20IJ土tJi: 上腿 口緑 663 5・5 36 

l切 20ザ:1:坑 上腿 日緯 ω2 55 36 

191 I 22砂土坑 一線 日総 “5 
55 36 

192 1 221}:1:坑 fli 岡部 666 55 36 

193 221}-土抗 t品 岡部 6ω 55 36 

1別 2:11;・:1:Jii -'1，品 口縁 “9 
56 36 

195 2.1ザ:1:坑|舗 闘節 671 56 36 

196 27IJ:I:坑 Jli ロ縁 676 56 36 

口線:1'1形粘土叙‘ 111形突起、院

197 281}:I:坑 HH:J.下 1:1-胸部 (Ji.6) 8.1< 7.5VH6/81音色
信状、 IllJ形粘土貼1・L !J!.松竹符

自泊・686 部 36 
状J:J!-Iニよる文線/地文なし(ナ

ヂ}

198 12MH:坑 5.¥'1以下 日録 6!Yl 56 36 

間|削減 波町i郎:111形突起/股JJiIUJ:縦IIi.
'1'-ド肘 1]-制部 (29 •• 1) 17.1< ー 10VIW31こぷい賞制色 紡:1:蹴付/口~沼I: !J'位竹管状:J: 倒7 56 36 

共による文鎌・洞~. i:尤t車
200 28IJ:I:抗; '，'-'FM n縁 689 56 36 

201 28サ土坑 中~下M 日緑 691 56 36 

202 28IJ:I:杭 1'1'-下M 1:1総 690 56 36 

加3 28IJ:1:Jj， 1'1'ード肘 1]縁 678 56 36 

1204 281}:I:坑 1"'-'ドM 1:1縁 6舗 56 36 

2田 301}-:1:坑 11)，'111' 1:1-胸認 17.0 15.2< 7.5Vllfil8 m色 縄文[.H 7刷】 56 36 

2防 :!()り・:1:坑 I ~'1 111 ・盛土 卜刈 22..・2 10.1< JOYI~5/" にぷい前総色
日U:縦位 (2本)紡土貼付(6 

69日 56 37 
Jji..f~) I縄文LR

207 30 I} :I:tii 1I¥'JII' 11]-周節 (.)).2) 30.5< ー 2.5Y7I.1 i昆貨色 日緑:陵情状{郷H列)I縄文I.. U 701 5i 36 
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〈土器)(7) 

t日銀 遺構名 地点.mf~ 郎Iit. 口径{回}留高(ω}底径(m) 色 詞 文総・ 特徴 備 考 似番号 図版 写真図版

滋旭 30号土坑 1騎，" 日~刷郎 19.9 29.1< ー IOYR4/4.目色 縄文LR 697 57 37 

209 30号土坑 f孟 口緑 710 57 37 
210 30号土坑 -1& 闘$ 713 57 37 

211 30号土'A: t若 目録 7ω 57 37 

212 30号:l:'Jc t8 口線 708 57 37 

213 30号土坑 一括 口総 712 57 37 

214 30母土枕 話 ローI反餓 21.1 332 (11.9) 7.5YR6/8健色 底郎:剥務/お*文r 696 57 37 
215 30号土坑 一括・盛土 問~底侃 ー 11..tく 122 7.5YR6/8盤色 成$:ナデ/縄文LR 6鈎 57 37 
216 30号土坑 t8 lミニチュ7 出} 2.0< ー ナデ 7Q.I 57 37 

217 32号土坑 話 口~朋m; 14.1 19.0< ー 7.5YR5/81JfJ倒色 口総:陵帯状/撚糸文R 721 58 37 

218 32号土坑 下賜 厨郎 抱4 鑓 37 
219 35号土ht 4府 ロー闘郎 16.0 17.-1< 2.5Y6I4にぷい貨色 鎗糸文R 733 58 38 

220 35号土筑 4層上回 周-1l~節 ー 33.3< 29.8 7.5YR6I8燈色 ~館:ナデ/縄文LR 727 58 お

波誠$:内側からの貫通孔， 1'1形

221 35号:1:坑 .1 Ja下而 口~刷締 (30.8) 33.3< ー 7.5YR5/81l11悩色 貼付文/口~刷:!f.n竹管状:I:Jt 726 58 38 
による文様/純文LR

222 35号土抗 4層 底稲 ー 62< ]8.0 7.5YR6/8密色 底~刷:ナデ 731 部 38 

223 35号土坑 4層 口~刷郎 3-12 27.1< 7.5YR6/8 m色 目録:細い沈fQ(混状}I縄文LR 740 認 38 

224 35号土枕 4層 I:I-Il~節 40.3 55.5 初'.4 5YR5/81l11w絢色
ロー顕:陵情状{刻目列)I縄文

741 
LR 

59 39 

225 35号土坑 4腕 ロー脳部 {泣1) 28.5< ー 7.5YR5/8明ぬ色 期郎隆積状(刻日列) I鐙糸文I~ 728 59 39 
包括 35号土筑 2-4鴎，" 口緑 7ω 59 38 
227 35号:1:坑 2-4踊.，. 目録 757 田 38 
2沼 35号土坑 2-4m

'
I' 口総 7招 問 38 

229 35号土抗 -18 問問 742 59 39 

230 35サ土坑 -tli 口緑 745 59 39 

231 35号土抗 話 周館 ね6 59 39 

232 35号:1:坑 t8 周ffiI 743 国 39 

233 35号土坑 tli 周811 752 59 39 

2J.I 36号:1:抗 上層 口線 717 ω 39 

235 36号土'Jc 一錨 刷協 719 ω 却

Z謁 36号土坑 18 問飾 720 ω 39 

お7 38号土筑 1-21O 周~底偲 ー 6.7< 11.4 10YR6/6明貨褐色 ~郎:絹ftfK 762 印 40 

238 38号土tj.: 3-]2騎 ロー胴郎 (27.4) 10.0< IOYR4/4純色
ロ総 :i民巻状・術円状{各21J!.fit.)

abあり 771 ω 司鋭{主『縦位粘土貼付 40 

239 38号土坑 1-2膚 ロー胤郎 abあり 761・783 ω 40 
ロ~頚:宇検竹管~工具による中j

240 38号土坑 3-]2層 ロー1辰郎 (怨D) お5 13.7 2.5Y5/4貨悩色 ~・文録、櫛fit.沈銭/:抱文なし 770 印 40 
{ナデ?)
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〈土器}(8) 

tua 遺t書名 地点・騎位 部f立 r:Hf.(∞} 書高(∞) b~経(国} 色 iIII 文線・ 符 滋 侮 与- 仮置Fザ 図版 写真闘版

漉踊節:頭部に縦fi!儲状把=)'11:1

241 38り・:1:坑 ベルト中央3-12Jcl 1:1-朋都 23.2 21.0< 総:I誕・損位紡:UIl助fV頭部: 776 61 .10 

縫・概位沈線

2-12 381;':1:坑 ベルト中央 1:/-腕節 21.7 01.1.0< ー 7.5YIW8笹色 獅:!I~紋竹管状工nによる抑~I 7ω 61 .11 

文、健・揃位沈線

2・13 おサ土坑 |附一括 1:1縁 (26.-1) 9.5く ー 7.5YI~6/8 燈色
I:J~ : 111形?突起11:1-頭:縦・

sω・創16 61 .10 
領fi!沈線

244 I 381}土抗 111王両 1:1-成縮 1 7..J< 11.7 7.5YR51昌明裕色 底$:ナヂ 772 61 .10 

245 1 381J:I:坑 M 日給 778 61 .Jl 

2.16 I 381]-:1:枕 3-12胤 口~胸部 7ω 61 .11 

247 I 381}:I:坑 3 -12Jcl 日緑 797 61 .11 

248 1 38り汁:坑 3-12腕 日緑 8お 61 41 

剖9138り・ 1:抗 3-12梢 刷郎 8.16 61 .11 

Z却 1381J:1:坑 lベルト中央 日総 793 61 41 

おII制 :1: -fli 日-1託部 (300・1) 11.5< 
1
7肝 I制臨

口総:陵術状/把手{外側からの
初9 61 .11 

貫通孔l1紐.~鈷:I:Wif-t

252 1 38IJ:I:坑 -fIi 口総 781 61 .11 

却 I381}:1:坑 t品 J:i-周郎 22，“・9“ 23.8< ー IOYIW61PI賃制色 日緑:ボタン状助fれ ftU主沈線 761 62 .n 

25-1 38IJ:I:Jii: fIi IJ-嗣郎 774 62 0¥1 

255 381j:l:枕 -f，品 n銭 820 62 .11 

256 381;':1:坑 fli 日縁 8袋』 62 41 

257 :焔Ij:f:坑 -11i 11:1緑 i77 62 41 

おS 381}:上坑 M liJ縁 81.' 62 41 

259 381};1:坑 -fli 11:1縁 780¥ 62 .11 

公泊 38lj:l:紘 fIi |刷85 789 位 .11 

261 38ILI:坑 'ff; |尉節 i91 飽 .11 

百泡 381}・:1:坑 -1晶 1(:1縁 782 田 41 

26.1 :{!) 1;汁:坑 ff; l間部 838 62 012 

2ι4 391}:1:坑 -Ili |劇部 839 62 42 

1265 .10サ:1:沈 t品 尉郎 l品11 62 .12 

包括 -IOlj土坑 | 係 副都 8-10 62 .12 

267 'III}:I:坑 検IIlifii 1:1-胸部 (26.2) 1 19.5く IOYIW4にぷい:iIi/U色 純文I.I~ 8-1:1 62 .12 

2侃 .1Jり・:1:抗 lIi h~m: 1 5.1< ()5.2) IOYIW/81Ol:ili尚色 1反郎:ナデ/純文LI~ 80¥6 62 .12 

2ω .1J-l-}:I:抗 一級 成郎 ナデ 8-15 臼 42 

270 -11サ土坑 | 綿 口総 8-18 位 -12 

271 1 -12砂土坑 f晶 尉官E |貯5 62 .12 

幻2 .1:11)-土坑 庇面 1:1線 852 63 42 

幻3 -131}:1:抗 /J~凶i 胸部 856 63 42 

27.1 -13IH:坑 /J¥:凶 日緑 8日 ω 42 

l
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(土器)(9) 

銅線 遺締名 地点./{oj!¥'. 郎!v: uf釘回}務向{∞)底径(∞} 色 調 文 f量 ・特徴 備 考 似合~ 制限 写真図版
215 44号土抗 -1& 周郎 859 ω .12 
276 4.¥号:1:坑 -f，1i 尉郎 858 63 ，12 
訂7 ‘15号土坑 10層上位 ローb'E郎 {忽.8) 3.1.3 12.9 2.5Y6/61Jf1前倒色 日経 :j割目/縄文LR 8ω 63 42 
幻B .15号土坑 10鴎上位 日~則自E (20.2) 28.1< IJtま:陵帯w縄文LR 砿 3 I臼 42 

.15号・:I:J'L 10厨.I:!v: 仁1-刷ffil (，13.0) 25.7< ー 2.5Y6/.1にぷい鈍色
口総:Iま帯状(刻日)/!j調節:i尤

860 279 
線/縄文I.R 63 43 

280 45号:1:坑 -f，1i ミユチュT 5.0く 1.8 .1.0< IOYR6/4に.，，;:ぃ債権色 外飽からの貫通孔 民地 回 面白

281 45号土坑 t& ロー制高E (23.8】 30.-1< 5YIW6赤悩色 861 61 ‘13 
282 .15号土坑 t& 日緑 881 61 42 
283 'l5'IJ土坑 -f1l 日緑 867 &1 42 
281 45な土坑 J品 口総 891 64 .12 
おS 45号:1:坑 -f，1i 口線 931 制 .12 
2渇 45号・:1:坑 t& |口線 893 6-1 .12 
287 .15号ヨ:坑 一括 |白紙 畠邸 6-1 42 
288 .15号土Jj( 括 日総 932 6-1 .12 
289 .15~，<土抗 t1l 尉$ 119.1 &1 .12 

n~: 陸街状(ボタン~貼f・-t ýll • 
忽泊 46号:1:坑 一話 口~制官E 16.3 13.5 ー IOYR6/6 1¥11 til褐色 刻II列) 1~1i-刷: !j;訟竹脊状:&: 896 6-1 .13 

nによる文餓

291 .18号土Jj( t1l 1:1-別措Z (19...> 13目。〈 ー IOYI~3/3 締悩色 93.1 6-1 43 
292 .18~':-:I:坑 8腸より上 溺-li~ßß ー l:l.:I< 25.0 IOYH6/6 IPI1Ii制色 成$:梢代tK?ーナデ/縄文I.R 9・16 6-1 43 

，18号土坑 8~語以下 ロー別郎 (26...) 初 1.8< IOYn6/6明貨制色
渡m:郎:縫位院帯状/仁)-尉:it 

93例・88施‘E1h・7 to 293 5(翼1$下鎗貼付It) 65 .13 

291 .18号:1:坑 8 婚上I~ |口総 926 65 .13 
295 48号:1:坑 括 l 闘-lj~r.ß ー 5..1< (9.8) 7.5YR5/61PJ総色 ナデ 卯自 65 43 

忽訓B 48号:1:坑 -'.li 5.1 6.5 2.9 IOYR6/6砂i貨梢色
1:1緑:綴位 2**古二1二貼付けは Jll

1637 !.!:) I純文I.R 65 .13 

初7 暗号:I:JA; t品 口総 910 応 4.1 
298 48号土坑 一括 ロー副総 側7 65 4.1 
299 48号土J)i: Ui m量 937 65 44 
3ω 48サ土坑 t1l 口線 9お 65 44 
301 .18ザ土坑 -t& 口線 邸周 65 44 
調2 .18号:I:Jj， f品 間t.G 917 65 44 
303 48号:1:坑 一括 口線 928 邸 4.1 
3()1 48ザ:1:抗 t詑 朗自日 913 65 44 
305 48号土J)L 一括 倒都 92.1 65 .101 

306 .18サ:1:坑 -t1l l口~削指 912 65 .14 
却7 .191';-土決 t& 口緑 9認

“ 
.14 

初8 49号:I:J)L -，& 口線 951 66 ."1 
3O'J 49号:1:Jj， f品 日総 952 回 4.1 
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〈土器)(10) 

jlJ依 遺f指名 地点・肘f~ 部位 I:!IH田}器商{∞)h~i華(白} 色 調 文様・将位 19 者- 仮置Fサ l脅威 写<<凶版

310 .19号:I:J'L 錨 別邸 9却 66 .14 

311 却'5-1ザ:1:坊; 話 日銭 鋭泊

“ 
.1.) 

312 50'5-1ザ:1:坑 1& 1:1縁 鉛 1

“ 
.1・1

313 5O'5-1'}:1:坑 1& 刷節 9侃 ωi  .14 

3).1 50・5.¥'H:抗 指 1:1線 959 

“ 
.1，1 

315 却・Mサ:1:JJtI-!，孟 1:1縁 9お 66 .1.1 

316 却'5-11}:1:坑 f6 刷協 967 

“ 
4.1 

317 50・5.¥1':-:1:坑 lli 制部 965 66 .1.1 

318 51'}:I:Jj( I，~ n総 凶8 66 .1.1 

319 51!}:1:抗 括 IJ縁 1 969 

“ 
4・1

辺。 p船7 上尉 刷 $ 981 

“ 
.1-1 

321 p08:1 上層 刷郎 983 66 4・t

322 pOS:1 上筒 lif郎 ー 8.5< (]3.0) lovn5/，1にぷい抑制色 政郎:ナデ/純文LR? 98-1 66 .¥01 

3幻 pα1I 1& 嗣郎 986 

“ 
，1.1 

32-¥ pl05 下層 1:1録 988 ω|  .1.1 

泊 1p 105 |上層 日緑 |鈍9 661 .1.1 

326 P IO!J |下層 脳節 的 l 前 ‘2・1

327 1 p 137 上層 脳節 1αm 66 .¥4 

ES 328 1 p 166 |上砲事 In緑 1ω2 

“ 
.1，1 

329 I pl飴 1-1& 問$ 1 1003 

“ 
.1.1 

3:ID p 131 l上嶋 刷~底部 12.3< 9.3 7.';y(~5/6 甲1m色 ナデ 976 67 4，1 

:tn pJ:Jl 上層 別-1民郁 7.6< (8.0) 7.5YI~5/8 l!fJ銅色 隊部:ナデ/制文Ln 997・9!18 67 .J4 

33'l pl59 -Ui [:1-嗣郎 (2.1.8) 12.5く ー IOYlm!6明前倒色
1]縁:小波状/獅邸:提待状(却j

9π 67 .15 
11列) !縄文I.I~

333 1 p 159 f晶 聡ffii ー .1.0< 12.0 7.5YI~5/6 明飴色 ナデ 978 .15 

3J.1 p 195 上回 制~雌部 ー 20.5< ()6.6) 7.5YH5/81l1J裕也 h'!;節:網代挺/純文I.R I 979 .15 

:135 p 21iJ 1-16 刷fotl 9加 67 .15 

お6I p261 I-f，孟 口総 1ω1 oi .15 

沼71 p261 1-1& 別扱 1 1ω5 67 .15 

338 p.108 lli 服部 1010 .15 

お9 p4j.1 1& 1:1綜 1012 .15 

3-10 p鈎 1 1& 1:1総 1 1020 67 1 .15 

3-11 2d ・3d ß-m~ ミニチェ7 (7.7) 6.7 5.7 7.5Yll5/8明絢色 ナデ 1025 68 .15 

3-12 2 f 2 f ( Il床面より上 n-lil:部 19.6 28.7 (9.6) ヱ5Y6/.)にぷいul色 1:1野:ilJ日列/捻糸文R 1.11 68 .15 

3-13 2 f 2 r ( 1 )tl~ï:百より上 日緑 (19.8) 13.8< IIIYIl3/3防絢色
1:.1将:却j日列/日~頭:11~紋竹管

136 68 ，15 
~J，:工J!による文様/

3-J.I 2 f 1 2 f (I川t困より上 1:.1緑 (26.)) 8.1< ー 7.5Y附 18笹色 波踊節:1'1形l型I:Hサ/縄文lR 153 凶 l .15 

3-15 2 f 2[(1)阪商より上 1:1-周郎 11.2 1 101.2< IOYIl5/.11こぷい前倒色 口容 :1圭稽状 150 関 .16 

3-16 2 f 2 f (Il/.l，:而よりJ二口線 175 68 .15 

3-17 2 f 2 f () )床面より上日縁 173 68 15 



〈土器)(11) 

鈎後 遺構名 地点.IeH{( 部I.i. 口径{回}a尚(CD)成t正{ロ} 色 調 文様・符 flt 倫 考 仮番号 闘版 写}'(I!IJ版

3-¥8 2 f 2 f <1 )*i凶 よ り 上 口-Ii宝飾 (J4.8) 18.7 10.0 2.5Y6/.1にぷい貧包 |祭文 1.10 68 .¥6 

3-19 2 r 2 f (} >旅耐より上|口緑 167 69 .¥5 

350 2 f 2 f (1)床耐より上胸部 226 69 .16 

351 2 f 2 f ( 1)隊創より上 10総 3301 ω .16 

352 2 f 2((1)成ifiiより上 11沼産E 21-1 回 .16 
3お 2 f 2 f (I)床miより下 扇-1，反館 ¥5.8< (9..1) IOYH5/6貨筒包 担E糸文R(?) 22，1・2301 ω -16 
35<1 2 f 2 f ( 3 Hi1ifii -H'f 口~刷協 122.6 23.3< ー 10YR6/-1にぷい費税色 縄文I.R I飽 69 46 

355 2 r 2 f (3)蹴凶i-下掛 口総 178 69 46 

356 2 f (3)床酎~下層 日~刷ffi) 24.-1 28.1< ー IOYR7/.1にぷい黄信色
口総:I治りf;tlt

147 ω 
縄文I.R

.¥6 

357 2 f 2 f (3)成副i-下局 日~目岡部 (25，8) 2<¥.1< ー IOYR5/4にぷい賃制色 調節:鋭的文/総糸文 1(?) H8 70 .17 

3鉛 2 f 2 f (3)成mi-下騎 日~胸部 (J5..J) 2D.9< ー 7.5YR6/6抱色 日将:!lj[J列/綿糸文R(? > 146 711 .17 

359 2 r 2 f (3)成jfli-下層 ロー1段飾 (23.5) 21.3 ¥.1..1 IIOYR6/6 IPI前倒色 口線:'1'
波状 162 70 1 .¥7 

360 I 2 f 2 f (3)旅雌~下栴|口~刷郎 18.0 現】品〈 ー 17.5YR.¥/6悩色 純文RI. 142 70 .¥7 

361 2 f 2 f (3)旅刷~下腿 10緑 180 70 .¥7 

362 2 f 2 f (3 )J~miード崩|胸部 970 70 47 
363 2 f (3)成ifIi-下溺|悶~応部 (J3.0) 9，9 5..1 IOYR5/6前倒包 目録:陵帝状(?)ノ純文RI. I.H 70 ，¥7 

36¥ 2 f 2 f (3)時1i耐~下財|口~刷ffi) (26.0) 27.0< ー i.5YR6/8 m色 1 143 .18 

365 2 r 2 f (3)成ifJi-下層|口~雌筋 (20.6) 39.1 13.0 5 YR6/6栂色 日縁:'1'波状Iltt，糸文 l ).15 71 .18 

366 2 f 2 f (3)成ifli-'nf 腕前 223 71 .17 

367 2 f 2 f (3 >*凶i-ド栂 lロ鋭 ISl iI .¥7 

368 2 f (3Htミ耐ー下嶋 ロh~ 329 il ，17 

369 2 f 2 f (3)隊油i-下層 t:1-脳部 1(30.8) 27.1< ー 1 5 YR6/8隠色 口緑:半絵竹符~'u:nによる文脈 I勾 71 48 

370 2 f 2 f (3 l成ifJj-下回 日緑 336 iI ，18 

371 2 f 2 f (3 lM日ifJi-下腿 仁lf草 327 71 .18 

訂Z 2 f 2 f (3)成ifii 日-II~ r.fi (J3.2) 9.8 (8..¥) 7.5YR5/81PI絢色 ナヂ 152 iI .18 
日総:後者f~ (肌潟綬{主3本 .m

373 2 f・3f I¥-A' (Cより IIf) 口~捌t.!I (27.:Jl 28，2< lIIYR5/.1にぷい賞制色
問刻11手1)) /11~松竹管状の:r.nに

159 
よるit線/新郎:陵情状(似体/，1:

72 48 

根)/縄文LR

37-1 2 f・3f A-B開1 闘拡 228 721 .18 

375 2 f・3f A-B問 日-1，反自11 (J9.0) 26.1 10.7 10YR6/ijlPHIi褐色 縄文I.R 122 72 .I!J 

口線:陵情状IJ!i郎:隆帯状(刻

376 2 f・3f 2 f (3)近物集中地点 口~別館 (20.8) 13.1< ー lOYR3/3晴樹色 u炉iJl、半訟竹符状工nによる文 n ‘ω 
係

お7 2 f • 3 f 2 f (3)遺物集中極点 n-I反自E (19.1) 1.1.5< ー 149 nl  49 

378 2 f・3f 2 r(3)遺物集中地点|口線 3-11 72 .19 

3i9 2 f・3f 2 f (3)遺物集中地点|口線 19-¥ 72 .19 
部調印 2 f・3f 2 f (3)泡物銚.，.地点口銭 212 72 .19 

381 2 f・3f 2 f (3)遺物集中治点 l口線 ~ 2副B 72 .19 

l
t
H
∞O
l
l
 



〈土器)(12) 

nl寂 遺情名 地点・駒Iι 郎fil. IIif(α} 器~(cm) 'J~IHα} 色 S司 文様・特徴 儒 JJ 仮借り・ 同政 '玉県闘版

382 2 f・3fI2((3)遺物!I!.j.地点 1:1線 219 72 ，19 

383 2 f・3fI2((3)遺物集.j.地点 1:1録 193 72 ，19 

381 2 (・ 3fI2((3)遺物集中地点 I:J縁 |溺 i2 .19 

おS 2 (・ 3(12((3)迫物集中地点 IJ縁 3-12 i2 .19 

386 2 ('2g'3g 2 f (1)隊医より.1: 口総 1:釘 73 .19 

387 2 f'2):'3g 2 f (1 )保凶より.1: 倒郁 1:11 73 49 

3邸 21: 2 f (J )床面より 1: 1:1-劇部 {初12) 30.6< lOYH6/6 IPhYi俗色 縄文I.H 139 73 .19 

草野 2.: 2 ( (3)床面~下財 U-Jjf郡 15.1 17.8 (7.6) 7.5YI(6/8位色 ナデ 151 73 .19 

3叩 2.: 12f (3)成町~下財 1:/総 幻9 73 .19 

:叩l 211 2 f (:1)床面~下情 尉~底部 7.0< 6.9 7.5Yll(i/8鐙色 156 73 ‘19 

392 2 If 11¥'財1:似 11-1~m; (Ji2) 22.8 8..1 lOYWil81PJFi純色 縄文I.R 1220 TJ 50 

393 211 l\'~司 I:fif. 政昂 ー ‘1.7< c.o I'}'}'} 73 泊

39¥ I 2日 焼 1:より上 ~$ 530 73 50 

39513c M 1:1緑 279 73 却

3!泌 :1 c III-m~'1 1:1-嗣郎 19.5 16.6< ー IOYH5/6前倒色 n*量:除irl~IU;'7' 1079 73 50 

却7 :1 11 I ，. 3 I.'fl: 1 h'1 11-成郎 26.6 .17.0 17..1 2.5Y6/(; IPJFi潤色 日将:際帯状/縄文1.1l 111 74 50 

398 31: 毎 3サft.1層 ml'< 971 泊

399 31: 考 :IIJfI:1 11'1 u縁 113 74 50 

00 .100 :1 J.I 今:1IJ-fl: 11国 1:1縁 116 7，¥ 却

.101 :1 J.I 今:1IJ-fl: 1騎 n-胸lis (22.5) 16.4< ー 12.5Y(;/，¥ Iニぷい黄色 i皮刷協:A1Hl列/純文Lll 112 7.1 50 

~02 :11: 与:1IJ{I: 11回 11:1-尉都 お.6 1 1日〈 ー 10YIW81PJ貨槌色 日野:卸両日:Ui(?) I縄文L 170 74 卸

.¥凶 .1 CI・5d 15 d ，¥-;¥・ 3肘 [:1-周爺 8 74 51 

.101 .1 cl ・5dI5di¥-r¥'3脳 n~ .19 51 

.105 .1 CI ・ 5dI5d i\ -A'3~ n縁 19 7.1 51 

.106 .， CI ・ 5dI5d J\-J\・ 3~'l 1:1総 fl3 7.1 51 

.¥07 .， d・5d 15 dA-A' 3~ 1:1緑 .10 75 51 

.108 .1 d・5dI5dA-J¥'3肘 [:1縁 75 51 

~(悶 .， d・5dI5d;¥-J¥・ 31!'J 日総 liI 75 51 

.110 .¥ d・5dI5dA- ・̂3M 制節 .1-1 75 51 

.IJI .¥ d・5dI5dA-i¥・ 3肘 脳部 5・3 75 51 

1m  .， d ・5d 5 d:¥ -，¥' 3絹 間都 &1 1:> 51 

.113 .1 d ・5d 5 d八-}¥'3l1'4 制郎 6-1 75 51 

.11，1 .1 d . 5 d 5 dJ¥-J¥' 3腕 11:1縁 51 75 51 

.115 :1 c ・.， c -I，~ 1:1-胸部 20.8 1311< 2.5Y6/.・11こぶい31色
日総:沈線(111形・ m位) I~(i ll O1K091 ・・ 75 51 
$: !I~~竹*l~iUnによる文様

.116 II-mm ι1-刷苦E 1.1.:; 7，7< lOYIl5/6前倒色 ナデ 1350 1;> 51 

.117 5 c 5 d 1¥ -i¥' 3尉下位 IJ縁 7.1 75 51 

418 5 c 5dl¥-I¥'3刷下ft n縁 75 75 51 

419 5 c 5dl¥-1¥・ H'l 1:1緑 22 75 51 

.120 5 c ・5d 5dA-i¥'3!rj 11:1縁 96 7・:. 51 



〈土器)(13) 

4日絞 遺t持名 地点， JilII~ 部iι IJ径{伺} 器/.~(四百) 庇i王{ロ} 色 調 文総・符僚 i個 4・ 仮t骨・fJ 問販 移民1m版

.121 5 c ' 5 d 5dA-A'3~ 岡部 89 胸1:'1骨 51 

.122 5 c ・5d 5dA-i¥'3k4下位 口緑 72 75 51 

1，1幻 5d :; d A -，¥' 3II'ff{i! 口線 iI I:'J 51 
，12，1 :; d 5 dA-A' 31Mf{主 目線 77 75 51 

.125 5 d ・6d 5 dA-A' 3肘 口縁 6 76 51 

-126 5 d ' 6 d 5 dA-A' 3~ 回節 7 ぉ ! 51 

I 4訂 5 d ・6d 5 dA-A' 3附 尉節 76 51 

リ|・1笠m 
5 d ・6d 5 ds-s'IIM 口線 82 76 51 

5 d ・6d -'Ui 劇部 14 76 51 
，1却 5 d ・6c 5dA-A'3尉 口締 3 76 5') 

，131 5d ・6c -t晶 嗣郎 16 76 52 

，132 5d ・6c 一指 間部 15 76 52 

4お 5 d. 6 d ・6Ii 5 dA-A' 3M 83 76 52 

.131 5d ・6d・6E 5 dA-A' 3附 間81: 5 76 52 

.135 3d ・6d・6E 5dA-A'3~ 闘部 &1 76 5') 

-136 5d ・6d・6E -t.'i 日総 18 76 52 

437 5 c 5 dA-A' 1・2M 口総 28 76 52 

.138 5 i 3OS}嬢:1:.I:illi 日~胸部 お.5 .12，0< ー 5YR5/81PJ品悩色 口縁:~Jl 1911 (2列) I 136，'; 76 52 

6d 5 d腿土下腿 口ー闘$ ー 28.8< (1・1.5) IOYI(5/6前倒色
ロ縁 :j踊1.&状磁{;t(刻fI) ・償{lI

35 ，139 
沈線/調節:R;管状(刻11列}

76 52 

4・10 6d 15 d 恩土'f~ I S措置E 36 76 52 

4・11 6 d :; dA-A' 311" l口線 76 52 

後:1:形成蘭j? n-刷荷s 22.-1 27.1< ー IOYH5/6 vi倒色
口縁:陵情状(111形沈線)I獅

1-152 ，1，12 8 P $:栂{~i:尤線 ii 52 

4.13 8p 後:1:穏健耐? 日~制部 (-13.2) 36.8< 2.5Y6!6申'JVi硲色 ロ縁:陵情状(刻臼列} 1-1・1.1 11 お

口絵:陵情状{縦(i!粘土貼H3本)

".1・1 8 p 規:1:形成耐? 日-n~1自1: (26.6) :JI.2< ー 7.5YR6/8促色 /銅鉱:際情状{却j日炉1))‘!I¥総竹 ).1.15 78 5.1 
管状工nによる文総

".15 8p ~:I:形成樹? 日~刷郎 (2-1.1) 2:1.9く IOYR6/61PJVi剣包 縄文LR 1-1-16 78 ま3

.1.16 8p -'f.'i 日~別刷; (32.0) 28.-1く ー IOYR6/6IPJVi倒色 縄文LR 1392 78 53 

切1 2d -t.'i 口絵 1027 54 

田2 Zd -，tli ロ給 10.10 5-1 

部3 2 c II-m屑 口線 I 1061 ー 5-1 

5s1 2 c 日~皿層 嗣m: t侃3 ー 5-1 

初5 2 c [1-阻絹 闘邸 H施7 ー 54 

説路 2 c -t，Ii 刷協 1069 5-1 

却7 2 f 1-阻廊 口録 11抗】 5-1 

民)8 I-m府 日銀 I 1175 ー 5-1 

反19 [-m筒 日縁 I 1180 ー 5-1 

510 2 r 1-mlM 日給 I 1181 ー f..1 

-
E

】∞N
1
1



〈土器)(14) 

制絞 遺憾名 J也点・踊位 節悦 口径(m)包tT，(m)底i正(cm) 色 謁 文様・特徴 倒 考 t!l番号 闘版 写真闘版

511 2 f u-[日制 尉自目 1...9 日

512 2 f n-m.lel 日総 1155 ー 5-1 

513 1 2 f n-m.lel 1:1総 11印 ー 54 

51-1 2 f n-mM 1:1緑 1161 ー 54 

515 2 r n-m~'" 尉郎 1168 ー 54 

516 2 f u-m~"， 間m; 1169 ー 臥

517 2 r ui 日U 1183 ー 5-1 

518 2 f 一括 倒郎 11制 ー 51 

519 2 f t!ta 問t.li 1159 ー 54 

5却 2g 1¥'層上!，z II:iIl郎 1お2 ー 54 

521 2 g N尉J:I，z 日総 1238 ー 日

522 2g 1--18 1:)-脳部 1221 5-1 

523 2" 一指 岡鉱 1234 ー 51 

52-1 211 tJi 副館 1236 ー 54 

525 211 -1，Ii 刷館 1253 ー 54 

526 2 I!・ 3" 括 日総 1260 ー 日

527 2 h 町周上l，z 1:1.並 1327 忌自

528 3d -1，品 J:U~ Hfl冒 ー 54 

間 13 d -3 c n-回M /，Ht.J; 1().16 ー 54 

定泊 3 c 1 -m~'" 日~ 1076 ー 54 

認1 3 c I-mlM 尉郎 l!四6 54 

532 3也 n-m.lel I:lU I倒。 ー 制

533 3 c n-mM 刷郎 11>>渇 ー 日

53-1 3 c Il-皿M 副都 1脱抱 ー 54 

品ヨ 3 c・.1e 1-1，1i In総 1101 ー 54 

回6 3 f 11-凹1凶 n総 1188 ー 501 

認7 3 f 1-阻凶 闘部 11駅3 ー 5-1 

主国B 3 r D-回M n-別館| 1185 ー 54 

539 3 r n-凪肘 n緑 1186 54 

540 3 f・"f 日~旧制 口総 12IJ.1 剖

511 31 ・・s63h・i・・45 z --f，1i 日給 1612 ー 出
46~i ‘ 

512 3日 1 1 -m~'" 日緑 1273 ー 55 

543 3 I! II-mM 日緑 127.1 55 

544 3日 日-mlM 日給 1278 55 

5-15 3 h I-mm 副都 1330 ー 。-目。

5-16 3 h I-m.lel 制郎 1331 ー 55 

5-17 3 i l-mM 刷郎 1338 ー 55 

548 .1 c 1-町M 1:1緑 1120 1 55 

519 .1 c 1 -m~..， 11羽郎 1131 55 

l
l
-
∞ω
l
'
 



〈土器)(15) 

tu総 遺例名 地点'/vl位 fflH主 U/f.(c:::) 器商(叩}庇i量(α) 色 調 文様・特徴 飼 41・ l仮荷;I} Iヨ阪 1j:m刻版

550 4 e 1-皿肘 n総 11，10 ー 55 
551 .1 c s-rn悩 1:1綜 55 

1552 4 c lI-rnM 1:1総 1132 55 
5.'>.1 4 e lI -rn~'1 日給 1135 3，.3 •• 

1551 I e ・~ f・5e 一指 創部 162'~ ー 55 
部 4g 1-阻肘 n-脳部 1280 ー お

556 4 Il II-rnM n-間部 1281 55 
5.:;7 

" Il 
r-阻制 Wi  1289 55 

5.'i8 4日 I-rn~'" 日緑 1292 ー 55 
559 4 g r-田柄 別部 1303 ー 55 
説抱 .¥ Il n-m肘 m~ 12畠2 55 
561 41l 目-rnM 日総 13()'1 55 
56') 41l・ 5K 11-旧骨i u-胸部 1305 ー 5.'i 
間 I4 i III-ul 刷協 1313 55 

561 4 i 111-皿刷 IJ縁 1319 ー 55 
取l5 .1 j I n-mM n線 1387 55 
話6 .1 i I-!.'l nf事 1379 55 

567 4 j |一掃 日緑 1388 ー ;).') 

定
割強 5g r-mm 1:1緑 1317 ー 5.:; 

5ω 5g r-mm 刷郎 132.1 ー 55 
570 5g 1-1111¥11 1:1"草 1324 55 
571 5g r-回附 n総 1326 お

5刀 7p 1IJ.'1 u縁 1402 ー 5.:; 

573 7 p 111M又11J11l:I: ιIb¥ 1.¥08 ー ・r，s
57-1 7p E財又111'1¥:1: Wi  1.109 ー 誌1
575 7 1I 11M又li~IU: n*ま 1-112 55 
576 I P 111駒又liJlIU: 則$ 1 14押 55 
。11 i P IIM.x.はJIII:I: 問 $ 1423 ー 5.:; 

578 7 11 11m又1;11111:1: m~ 1.l3! ー 思3
579 7 p 111M又は1111:1: 1:1鋭 1-132 ー 5.:; 

制 17 p 焼土形成前i? 1:1-脳詔 1465 55 
581 7 P • 11 p 1-16 日縁 1436 お

582 i P • 11 P I一銭 1]緑 1437 ー 55 
部3 7 p ， K 11 f.'l J:I緑 1438 ー 55 
5S1 7 p ， K p -M  劇部 14・¥0 ー 55 
指5 8p 焼土滋成ifii? n綜 7 pとf喜合 1・13.1 56 
揃 18p 却E土形成ifli? n緑 1469 56 

587 自p 焼土形成IIII? 1:1-胸部 1451 ー 56 
部品 8 p 堤‘1:形成1M? n緑 1462 ー aI 
お9 8p 焼:1:形htlfii? 11総 1475 . 部



〈土器)(16) 

lU絞 地f指名 地点.~'1 f:': 部f~ IJit(ro) 2:f尚(回!l雌OHOII)I 包 訓 文機・将 慌 fR 考 阪番号 制限 写m判版

S叩 IIp ~土形成制? 10縁 1-177 56 

591 8 (1 後:1:形成凶? 口緑 1.1i8 ー 56 

59ヨ 8 (1 使:1:形成而? 1I~ 1461 ー 56 

593 日(1 焼:1:形成jfli? 1I総 1・lG:i 初

59-1 8p I-m栂 口総 1459 56 

595 K P I-m屑 周ffii 1489 56 

596 8 (1 1-阻柄 日~刷郎 1570 ー 56 

597 K 11 11M 工l緑 14説3 ー 56 

I 598 1111 II-m陪・ JIII:I:? 口総 1479 部』

599 8(1 11-困層・ 1也l'~ |割高E 1-180 56 

600 Kp II-m 柄.J'IU:? |口線 1482 部

自II 11 (l 'lli 日給 1<196 ー 説1

a沼 11 11 'l.tl LI総 1 1498 ー 56 

切3 K 11 11-町制'.JIIU:? 樹高E 1-199 .鴨

001 I 8 (1 11-田周・駒U:? 尉郎 I筑)() 弱

附 I8 (1 111-回附・JlIU:? 制高!I 1 1501 56 

601白 8 (1 1 . 'J.'i 口総 1却6 ー 5(; 

関7 8 (1 1 11 -m M • J'IU: ? 口総 1512 ー 56 

制渇 11 (1 III-m焔.，型U:? !f4as 1518 56 

ω9 K Jl II-m~ ・m:l:? 制郁 1522 56 

610 K P 11-m1I'l・JII!:I:? 尉部 1523 部

611 811 11-町制・川11:? |口跡 152・1 56 

612 8 (1 lI-mM .JlIU:? 日総 1525 ー 56 

613! 8 (1 11-田m.JlIU:? 仁l総 1528 56 

61.1 1 8 (1 111-旧騎'.JIIU:? u械 1529 5(; 

I 615 I 8 (1 II-m駒.JilU:? ni量 1531 説』

616 K (1 III-m腕.JlI!:I: ? 11:1縁 1 1却 56 

617 K (l 'M 日緑 I 15-18 ー 56 

618 !I p .!.tl lu舘 15，19 ー 56 

619 811 'f.tl 脳部 1 15到 56 

620 8(1 -!.tl 鋭部 1551 弱

621 8p 一-J.'i 口線 155-1 56 

位2 8 (> --M 日給 15~白 ー 56 

広?3 11 1> 1--1& 口総 1558 56 

1;2.1 K 11 ' 8 Q 1M 口総 ).158 ー 56 

6お R Jl・ 8q 日-m1l'l'Jilu:? 口線 1571 56 

626 1111・8q 11凶 日総 1575 56 

6釘 8 (1・8q 1M l口融 1577 ー 56 

6怒 811' 8 q 1M ιIbt 1578 ー 56 

6:..'9 8 (> ' 8 q 1M 11:1緑 157'J ー 56 

1
1
』
∞
切

l
l



〈土器)(17) 

4喝寂 遺徳名 地点・府位 郁他 口径{∞}包尚(∞)底径{ω】 色 縄 文総・ 持 後 備 考 仮番号 図版 写真刷版

6却 8p・8q I凶 口線 1580 ー 弱

臼l 8 p • 8 q 1M 問部 15お ー 56 
632 8p・8q 1.¥11 口総 1587 ー 弱

6お 9p u-m鴎.J.!I!.土? 回線 1565 ー 56 I 
634 9p D-m踊・埋土? 目録 151:掲 ー 56 

』

l

】∞
O
B
l



{土製品〉

fU{a 泡t時f， 地点..w l~ 10ft glj JUf状況 !~き (cm) 倒 (cm) 1併さ {ω} 1ft 民 (11) 文館・n依 1骨 41- llH骨1.' 図版 1J.氏l刈阪

.1.17 11J{l: 炭・焼:1:肘上位 :I:DlI 淵~刷.1: 72 7.0 2.8 66.0 1635 79 57 

.1.18 4号fI: 検出面 :1:倒 刷.1: 色7 8.1 2.3 75.0 1283 i9 57 

.1.19 3号11: 検出削3.1:り上 土偶 I，}Il:-&IlJ 5.6 6.0¥ 2.3 36.0 1633 79 al 

.1卸 4・51JfI: 検出商 :1:飢i 抑 62 5.3 2.8 53.0 1313 i9 57 

.151 4 Il 1-町制 :1:仙 腕 6.5 3.5 1.8 32.0 Ir~J.I 79 57 

.152 I.n号:1:坑検出面 :1:側 |碇 6.5 3.5 2.1 .15.0 13.12 7宮 57 

.153 3~J{l: l屑 :1:鈎? SQ? .1.5 1.1 0.9 旦0 .105 79 57 

.15-1 1 6号fI: 上-.，.附 二1:鍋? 施? 3.7 1.0 1.0 5.0 .180 79 57 

.155 12・ 13・ 15世I:~ì -M 不JVJ ー 8.0 1.7 1.8 30.0 1127 79 57 

.156 28サ -/~ 舟形 .l:!I~ 2.5 3.2 ー 9.0 681 79 57 

157 plO!】 上層 .1:鋭 ~形 5..3 1.3 {孔10.3 11.0 ω2 i9 57 

.158 3-1}・n: I底面 1m  一部欠m 2.5 2.5 0.7 10.0 Ir~16 79 57 

.159 ，lsV:I:jlC -1孟 現状 欠m 3.2 7.0 ー ー 882 79 57 

.1ω l号n: 段・却U:肘1:1"- 11'1段状 完形 3.6 3.5 0.9 10.0 草刈 制 57 

161 1 3剖 1: 続出凶3 l'lst状 |定形 5.6 5..1 1.0 説;，0 お切 80 al 

.162 3 ~;'(I; 検出面3より下 円盤状 完形 4.0 3.7 0.6 1・1.0 .12:1 801 57 

"ω1 3サ11: -16 1'1促状 定形 ，1.8 4.8 0.7 16.0 4:19 初 57 

161 1 6 'l}fI: E-E' (A-BIIIJI 1' 1忽~I: ;i;形 ，172 鉛 57 5.0 ".7 0.7 21.0 
司

l・165 12・13・15ザI:li.-Ili 1'1盤状 12形 8.0 7.2 l.l 63.0 1 628 印 57 

.If渇 20lJ:I:jjc 'I~ 11'1盤状 3E形 4.4 4.5 0.9 19.0 “。 加 57 

.1(;7 :18号:1:坑 -'15 1'1錠~~ 1屯形 7.0 72. 1.0 59.0 82，1 80 57 

.168 2 f • 3 f 一括 1'1盤状 定形 同1.四' 7.0 0.9 61.0 lUロ 80 57 

.169 2 h ・3h 一一・I~ 11'1制 R .. ~形 5.1 5.8 1.2 44.0 1329 80 57 

.li'O 3 c n-m};暗 円鍵~I: 完形 ‘1.2 42 0.8 18.0 1100 80 ;)1 

.JiI 3 f n-阻肘 1'1盤状 |完舷 5.4 5.0 1.0 29.0 IMI 回 57 

.172 3 f ・ .lfII-m~\j 1'1盤状 |矧I 5..1 5.1 0.9 '>"0 If~1O 関 57 

.173 3g 1[-四M 11'1盤状 完形 .1.1 4.5 0.8 17.0 I 1ω9 鈎 57 

.17.1 3g 日 -m~..， I'Jst状 ii!lfj 4.5 .1.9 1.0 31.0 If，.'18 m 57 

.175 4 c I-mM 1' 1盤~)~ 定形 7.0 7.0 0.9 51.0 112(; 80 57 

.176 目層 1'1盤状 ~形 4.7 4.8 0.9 22.0 1363 紛 57 

9 p -Ili 1'1鐙状 32形 4.1 3.9 0.8 1.1.0 16-12 鈎 ，，1 

.178 241J 一括 f，J;:I:峻 定形 6.6 4.6 4.1 98.0 他3lHiり 675 57 

.179 38号:1:坑 ベルト'!'lIと郎 f~i:I:地 1芯形 6.2 3.0 2.6 3.1目。 795 ー 57 

.180 38号:1:坑 -1& |納:1:雛 7i:形 6.9 邑2 4.5 103.0 818 ー 57 

.181 1 IJf!; 自足・焼:I:.w.l:f~ 結:I:~ 完形 4.7 .j.8 .1.3 32.0 972 57 

.1821p釦1 -t& |紡:1:純 完形 6A 4.1 4.0 剖.0 1017 ー 57 



〈石器・石製品>(1) 

錨松 遺俗名 J也l!.・府I主 欠航 分組 uき(∞} 悩(Cm) ft/.Z(ω !f(鼠(日) H 質 備 4・ 似 liI'サ 開腹 写民同臨

..-01 1 号fl: ~l; 品t・焼:1:防.上位 関 I 3.6 (1.6) 0..1 2.10 Irm (.11:.1:111地?) a 6 ー m 
a-02 1 I}(J:~';- )j~ .焼:1:肘上位 "冗JZ' :u 1.9 0.7 2.69 ri告(~I:.I:111池?) a 15 ー 58 

a-αE lサ住'，t; 民・焼一1:~" .I:f在 ;;ロp 2.8 0.; 1.37 頁岩 OJ.!i)i1山脈?l a 52 81 58 

a-IJ.I 1号{l;11; 炭・焼:1:11'1上位 ，百.，二・ 1 2.8 1.9 0." 2.0'.! 百む(~と.1:111地?) a 13 ー |部
a-05 1ザ!tI，.; 決ー焼:1:肘上位 側 .J.7 0.6 4.-13 IR岩(~ヒ.1:111地? ) a 51 ー 58 
1，-0(j 7サ{I:制 J:.-'I'~" :1・U， 3.7 1.8 0." lあ1 頁岩(~じ1:111地? ) 日 72 ー 58 

a-07 2号fl:1li ui ~ 1 33 I.!) 0.5 2.01 頁お(.11:.1:111地?) a 26 自5
，，-os 5-7号fl;肘 f，li ，na更.! 1 .1.0 2 .. :; 0.8 5.-1!) 主主灰白(奥羽IIJ~) 日 71 ー 笥E

a-D!】 5 -1;:1:坑 -1M上位 開 (33) (1.6) 0.6 2.00 頁岩(北上111地?) a 35 58 

a-IO 5号:1:坑 4MJ:f':': 1e ‘¥..1 J.(j 0.; 2.(;5 m:  (拠iJ:JI1I尿?) a 36 81 58 

12-13・151;-1:坑 f，li I 2.6 1.9 0.3 1..16 rm  (.11:上111地?) a 45 81 |弱
a-12 28-1';-土坑 1 W1l'l.l:irtiより上 a7-U P 2.9 2.・2 0.6 2.28 反省(.II:.I:11IJ色?) a 24 ー 開

日一 I:J 30!，;'・:1:抗 |訴 71: I 2.9 1.8 116 1.81 rm  UI:.I:111地?) a 75 ー 58 

3-1.¥ 351，<:I:jlC 12 c -1!1 ，百・，二 :t6 2.0 0.; 1.69 rm  (.11:.1:111地?) a 76 81 58 

a-15 3.;号土坑 2 f・3 'RELP Z I 2.6 e・2.2・3 0." om !頁岩(.It.l:山地?) a 77 ー 58 

a-16 35号:1:坑 2 f -.¥ z'竺，・e ー 3.2 1.8 0..' 1.57 頁お <'lt.l:IIIJ邑?) a 78 自S

a-17 35号:I:jlC 2 f ，-F-U p 3.9 2.1 0.9 5.1:1 rmι11:上111地?l a 79 ー 取4

a-18 35号:1:坑 '''lli 光 {ヱIl 1..¥ 0.5 1.10 頁岩(.11:上111地?l a 却 部

a-19 3S-lj・:1:杭; Ui 関 {ヱ，7) (2.:n 1 0.6 9首ー・'>7・ rm  (.11:.1:111地?) a 69 58 

，，-20 .¥OI}:I:坑 ui 関 1 :1.9 1.8 0.; 2.1!1 rlむもlヒ.1:1111由?) a 42 ー 58 

3-21 .IP':':!:M: |検出II.i :;・6， :J.; 2.0 0.; 1.78 ti岩(~じ1:山地? ) 日 5 ー 58 

a-22 p9宮 |中尉 ~，i.;・ I リy 0." l.:tl 穏健在前閃緑町(，tヒ上111l:!) a 20 58 

a-2.1 p131 f，li 7i・. l 3.8 2・2 0.5 3.10 rm  (.1ヒ.1:111池?) a 25 ー 58 

a-2.¥ p 161 lfi 先.w (3.1) (2.0) 0.'> 2.01 ti岩(北.1:)11地?) a 9 ー 58 

a-25 p197 -!昌 '7JP6 P 2.6 1.9 0.7 21i6 rm  (.1じ1:111地?) a 73 58 

a-26 2 c ß-m~" e'会i;ふ I 3.3 1.1) 0.; 2.37 rm  (拠羽IIJ~?) a 3 58 

3-27 2 f s-阻肘 aY.-G ， :1.6 1.8 0.6 2.80 li7i (拠:J:lJllmt?) 日 53 ー 58 

白-28 2 f ß-m~" ιY生i; .1.0 1.6 0.7 .1.0:1 頁お{拠:J:J山尿?) a 制 81 58 

a 忽】 |目-mM 1 3.2 1.7 0.6 2.18 riむ(拠lJ:JIIJr.ii.?) a 缶 ー |ぉ
a-:ぬ 2 f H-m肘 駒 (3.6) (1.7) 0..1 1.8-1 R省(拠:J;J IIJ~ ?) a 66 ー 58 

a-:II 2 f・2" n- ß1 ~"'2・I -I}俊:1:付近 叩・脚 l (.1.2) (1.8) 0.7 :J.2!I 頁お(~じ1:111地?) a 12 民4

a-:12 2 f • 2 Il f，li ，潟'tエ 2.3 1.9 0.5 1.61 ri包(~じI:IIJ!邑?) a 7 ー 58 

a-:13 2g 2 f (:1)1.ぷ岡下財 7t・，Z 2.8 0.7 2.62 11i泊(北上11，地?l a 14 ー 58 

a-3-1 2 g -"lli 先 (3.0) 1.8 0.8 :1.47 Ji器(~じ1'.111地?) a 62 58 

a-35 3 c l-lUfI'oI 1e 1 2.7 2.(】 O.・1 1..1.1 riむ(奥iJ:J山脈?l a 48 ー 58 

a-:llj 3 e 11-田肘 先・脚 (3.1) (1.7) 0.6 2..J!J 頁岩 (~t .l:IIIJ邑? ) a 切 ー 59 

-
凶
器
|



〈石器・石製品)(2) 

鍋 a 遺構名 地点・肘{在 ~，m 分額 長さ (m)I 鰍(ロD) lf/.さ(cm) Jf(量Hg) 石 質 信 ~・ 仮 ll'iサ l司販 写真阿版

a-3i 3 c n-mJM ，・2・i; 3.0 13 0.5 1.51 J"W (.tl:.I:111地引 a 39 ー 59 

a-お 3 c 一級 7・i: 2.0 13 0..1 0.501 1;，¥，色rm(奥羽山尿) a .19 81 59 

a-39 31{ u-団総 脚 (4.0) (2.1) 0.5 2.79 J"iむ{奥lTIIII服?) a 17 59 

a-.¥O .1 d 1-国防 ~・LpZ 1.6 1.1 O~I 。目39 rm  (北上IlJf也?) 日 19 81 59 

a-.11 4 d I-m腕 ，7-6 P 2.0 1.0 0.'1 0.79 赤色1m(奥羽IIJ5lt) a 21 59 

3-42 4 d n-田柄 先 (2.0) 1.0 0.2 0.48 i"m (北上IIJ地?) a 28 ー 59 

3-43 14 g I-mJ.'1 ，列~ .¥.O 1.8 0.9 .¥..;渇 rm  (JヒJ:11J泡?) a 目13 ー 59 

a--I-I 4日 I-m 駒 % 2.9 2.1 0.5 2.10 rm  (Jヒ上IIJJ也?) a .1.1 ー 59 

3-.15 4日 u-町制 関 (3.1) 11.7) 0..1 1.38 rm  (奥lJ:1II1!l¥t?) a 制l 59 

3-.¥6 lI-mlM -凋R勺Z :l.4 1.9 0.6 2.81 1m (拠lJ:1l1Imt?) a 2:1 59 

3-.17 日~阻1M a，au J 2..1 1.8 0..1 1.36 1m UI:上111地?) 日 59 

a-48 4 i 日-mll'l ，九apZ 33 1..t 0.7 1.04 rw (JI:上 IIJJ~ ? ) a 2 I 59 

a-.19 .. j I-mM 側・脚 l (2.6) 11; 0..1 I.().'; Irw (北上111地?) a 32 ー 59 

a一刻 .. j・.1k I-m腕 7・c日 ヱl 1..1 0.3 O.f，.'J 11m (JヒI:IIIJ也?) a .17 ー 59 

a-51 5 c ・5d 15dA-A・3肘ド依 欠 (2.8) (2..1) 0.6 2.89 d 22，1 59 

;)-52 5d IA-A・ 3M!"ド I~ 関? (2.)) (l3) 0.3 0.56 ml  (Jじ1:111地?) a C~1 59 

;)-53 辺信 II-mM 7i!? (2.6) 1.7 0.3 1.48 1m (北上111挽?) a 59 59 

思 ..-54 ;) I I n-mM .. ~・~ 3.2 1.4 0..1 1.34 rm  (北上111Jjg， ? ) a 16 59 

a-ぉ 16g u-ml¥'I 3.6 1.7 0.5 3.16 I rw (JI:上山抱?) a 8 59 

a-弱 16m I層 脚 (3.0) 臥・1 2.01 rw (JI:J:山地?) a :11 ー 59 

a-5i I 7 p -.1; :i・i; 2.1 1.6 0.3 0.51 i"W (Jじ1:111地?) a 18 ー 59 

a-58 ~Jjr. Jí( -f晶 脚 (3..1) (2.5) 臥7 3.67 ml  (.1じ1:111地?) a (i:1 ー 5!) 

3-59 泊先t( .!~ 国・， 9血 7 1.8 0.6 2.06 1m (Jじ1:111地?) a 65 59 

a-ω 調i'f.Ii(舛 -t，昌 ~? (2..¥) 11.5) 0.5 1.68 rm  (Jじ1:111地?) a 68 59 

1 a-61 3 f |目~田勝 7・U3 1 ? 3..1 ヱ0 0.7 .1.16 I"(W(北上山地?) a :10 59 

3-62 5 ~~・:1:坑 14階上1.:': "/i・‘.ニ 2 3.1 ヱ・1 0.7 .1..17 I"(W (.tl:J:山地?) a 37 59 

11-63 351}:I:JlL 1.1腕上ifli ，・6ー・ 2 I.!l 1.7 0..1 0.88 ri'/f (~I: I:III地?) a 70 59 

a-臥 2 f 遺物集中地J 先 -圃3 3.2 2.8 1.0 7.33 rm  (~I:.I:IIJl邑? ) a .10 ー 51! 

a一筋 5 c ・;;d 1 5 d A -，¥・ JM'fli! ~・ï; 9 .13 ヱ7 0.8 5.90 rm  (拠lJ.'1IIJml?) a 27 81 51! 

a-66 3h 11-田桐 ~・ 2 2.6 1.5 0..1 1.14 rm  (拠羽III!長引 a 10 81 59 

;)-釘 1"1正 |一掃 ;;; 2 33 1.5 0.6 2.，13 tiil (JI:.I:I11地?) a 67 ー 59 

3-68 1 Jl}:I:坑 5-HM n・4z・ 3 2.'i I..! 0.7 2.01 m:ul:上111地?) a 56 81 59 

11-69 2 C • 2 ( 一括 aA-JZ ， 3 3白5 2.5 0.7 3.68 rm  (~I:.1二 110也?) a 22 81 59 

3-70 .1 k・5k I-m~'1 a凡HPZ 3 3.6 2‘B 0.7 6.18 rm  (JI:上1111也刊 a 58 51! 

3-71 2 f 遺物集"'1也li. :.i!。ζ 3 ? 3.5 1.1 0.'1 1.30 rm  UI:.l:1l1池?) d 250 81 制1

a-i2 3 サf~'，'i -tli 抑 ヲ- (2..1) (2.3) O.'i 2.06 I rm  (.11':上111地?) a 301 ー “》
3-i3 3'IJf t. ~I;' -t6 脚 ' (.¥.O> 0.9) 0.9 5.<18 1 rm  (~I:.I:111池? ) a 幻 ー ー



〈石器・石製品)(3) 

1
1
同

C
O
l
l

. tU a 遺構名 地点.Mf~ ~，m 分続 I毛さ (m) 倒(皿} 1叫さ {ω} ill最(日} 石 質 1自 考 仮 者干 ザ 陶板 写真閃艇

I :1-7.' 35号土坑 (K) };Q03・3M 関 ， (2.0) (1.9) 0.6 228 tiむ{奥羽山脈?) 日 .11 ー

n-75 3 c I-m~量 開 ， (2.9> (2.0) 0.6 2.51 “自{奥:PJ山Jl~? ) a 57 ー

a-76 3 f・4f 1-皿脳 駒 ? (2.8) (2.5) 0.7 2.99 tm (奥羽山尿?) a 61 ー

.--" 3h 1-皿厨 開? ? (2.1) ([.8) 0." 1.21 J.i;色ti岩{奥lJ:Jlh隊} a 11 ー 『

I a-78 7 p II-m栂 |脚| ， (3.3) 1.5 a・4 1.53 tO': (~ヒ上1111也? ) a ー

b-Ol 11f住民 成・焼:1:柄上I¥f. 欠? * 3.6 2.9 1.0 4.7，1 tm (北上山地?) c 81 60 
b-02 5 i 目-mf.'l 欠? * (-1.7) 1.8 0.9 5.50 rm  (北上IIIJI!!.? ) d 2M ー

b-03 5 i 日-m腸 欠? 当初 (6.8) 1.1 0.8 5.70 rm  (奥i主~Ih脈?) d 2出3 ー

c-OI 1号U:I.. i ~.焼土制上位 下? (.1..1> (2..1) 0.8 6.10 ~;色rm (呉羽111腺} c 32 |ω 
c-σ』 I号11:肘 -t~ 下 {・1.0) 2.7 0.5 4.5-1 tm  (;11:上山地?) c 12 ω 
c-o.'I 3号11:附 検出面3より.1: 'f 1 (5.1) 2..1 0.7 8.95 i'i符(;11:上山地?) E 2-1 ー 60 
c-().¥ 3'~・ü:J，ii 倹U¥uti3より 'r ，，b u 1 5，6 2.1 O.・1 5.[.1 tm (奥羽山脈?) c 22 ー

c-05 3~・fI:I~} 検!IIUli3より下 ，-App ニ 1 6.5 2.7 2.8 12.06 rm  (奥羽山脈?) c ー

c-06 1.' ・ 5サ{~I.. { 検/11而 ，耳-，Z 5.8 2.1 0，8 9.7-1 品E色n岩(!l!lJ:1I11脈} c 27 ー |ω 
c-07 日号住lo'i In-s・より京 7・E，Z 6..t 主6 1.1 J.t.32 rm  (奥羽山脈?) c 8 81 似』

c-ωs 3号土坑 I-.t~ a耳"ユ .¥.1 2.9 1.0 10.53 tiむ{北上山地?) c l 政}

c-o!) 12・13・151}:!:坑 11・~ド踊 先 .1.5 2.3 0.5 五62 lHi (泉寺l山脈?) c 38 81 lω 
c-10 28JJ'・;1:Jli: W~より下 e凡~ .1.6 2.-1 0.7 7.83 m~ (;j~上山地?) E 6 ー 60 

c-II 35号:1:坑 (10 Ko03・31eJ 買2う6 6.1 1.9 0.8 7.86 n計{北上111地?) E 30 81 ω 
c-12 .J8~・j:枕 sf.'l付近 RY生i: 1 2.1 0.'1 1却 )./ウ{北上110也?) c 7 ー ω 

I c-13 .18号土坑 -t~ 1 6..1 1.3 0.7 .1.95 tm  (奥羽IIIAlt? ) c 23 ー ω 
i c-I-I 5O~;.ー土坑 lH'Iより下 e1-P 2 7.2 9・.2 0.8 11.85 rm  (奥羽III~ ?) c 46 ー 関

i c-15 51号j二JJt .fll ;:・UP 6.5 1.3 0.7 5.87 rm  (呉羽山脈?) 日 74 副】

: c-16 3 c 1-目指 ード (3.7) 1.8 0.5 3.71 珂.11(奥:TJtI)5正?) c 2 ω 
i c-17 3 c l-mle1 (4.9) ヱ5 1.2 18.03 tW (北上山地?) c .13 61 

c-18 3 f・3g --!，Ii ~一生up 6，.1 2.2 0.8 tm  (北上山地?) c I 31 ー 61 

c-19 3g II-mm .1: ，1.2 (2，・l) 0.6 5.13 rm  (~~上山地?) E II ー 61 
c-2O 3 i )-m鴎 7・U， 2.2 1.6 0.5 1.02 ぷ色頁岩{奥羽111脈} c 10 ー 61 
c-21 .， d 目~困問 つまみ・先 (.1目8) 1.5 0.6 4.79 rw  (~t上 11/地? ) c 21 ー 61 

c-22 .1 f 日-m/i!l ，1V 2 6.5 日6 6.37 rw (奥羽111脈?) c |ぉ 81 61 

c-23 4 g )-阻踊 7・巳， 2.7 1.8 0.6 2.51 み色頁~ (奥羽III~量} c 61 
(-2.1 日~皿附 7・6JP 1 5.2 3.3 1.0 15.03 m'i (北上111地?) c 15 81 61 
(-25 II-m絹 5.9 ).8 0.6 6.86 rm  (~t上 111地?l c 16 ー 61 

c-26 5 C • 5 d 5 dA-A' 3h'l 4.0 1.7 0.8 5.17 品t色li穏(奥羽11I8r() c 33 ー 61 

c-2i 5 k '.品 3.0 2.0 1.0 5.18 ぷ色)"t~ (奥羽IIIN) c 29 82 61 

c-28 7 P II-m騎 6.1 3.3 0.8 12.1!) tW (奥羽lll~?) c 4.1 ー 61 

c-2!l 18 P 日~国財 7i・~ユ 6.8 2.8 1.1 17.97 tm  (奥羽111脈?) c 
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石賀

n~~ (北上IlJJ也?) 

Ei1}<奥羽111l"R? ) 

al色tm(奥羽1I1O，)

Ii'/1 (~ヒ上山地?)

rm <~ヒ上山地? ) 

Kt'~ (奥羽目I脈?) 

rm<奥羽111脈?) 

rm<北上111地?)

rm (~ヒ上山地? ) 

H1~ Uヒ上山地?) 

Em (.It上山地?) 

r'm (奥羽山脈?)

rm <~ヒ上 111地?)

rm<奥羽111緩?) 

r'i ';1 <.ItJ:.IIJ地?)

rm <~t上山地? ) 

I:W(奥羽1111l¥I.?) 

Ii'/1(奥羽山球?)

Em (.It上山地?)

EW(北上山地?)

縫灰白{奥羽111脈}

rw (奥羽IIJKf.? ) 

m!u行(不明)

ltW (.It上IlJ抱?l 

rm (.It上山地?) 

fm (m羽ulm? l 

rm (~t上 1"地?)
rm (~t. J: IIr地 ?l

rm (~t上111地?l

ri1} (~t上 111 .1& ? l 
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完
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完 2
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完 2
"-!'.I号 'J

一
定 2

32?12 

3邑 2

3邑 2

完 3

定 1 3 

完 1 3 

完 1 3 

完 13? 

~・1

3邑

3邑 I I 

3邑

完

定 1 1:> 
完 2(C

完 |2(心

主 2~む
定 2①

完 2①

完 2①

完 2①

~ 2① 

完 I2① 

;e 2① 

完 2①
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定 I2(I) 
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地点・層I~

一括

一級

n-mlM 
1 A-A' (Cよりl錨}

|上-111肘

|一級

1 -[目別

1-別刷

-f!i 
-f!i 

n-町制

今-l!;
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-指

1 -m~'l 
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一掃

焼ニ1:形成i而?

1 n-阻硲

11-岡崎

1 u-田勝

u-[日附
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炭・焼 1:肘上位

筑・焼 1:制上位

-f，li 

検/11而i:1より F

C-C' (1¥ -Blll)) 

I尉

一綿

I-l!; 
I-m/o;1 

n-m'''' 
1 I-mm 
1 n-回附

11m 

-f，Ji 

〈石器・石製品>(4) 

術革~I 遺俄名

c-30川氏

c-31IAI!. 

c-J2 1潟発l正

c-33 15別1:肘

c-3.1 1 iサ11:服

c-35 1121J:1:坑

c-36 13 i 

c-J8 15 j 

c-39 15 k -6 k 

c-.jO 1 R p 

c-.12 13ザ/1:1.1(

c-43 13 1}l1:/.'} 

e-.16 138り・:I:JJL

c-4i 18 JJ 

d-Ol 131 

d-02 15 f 

d-凶 15i 

d-Ol 1811 

d-05 1:¥1現
d-06 11ザII:'，'}
d-Oi 11別主防

d-08 11 I}II:肘
d-{)9 1 3 1)-11:肘

d-10 1 7 1)-11:肘

訪町

d-16 1;; I 

d-18 16 I 

d-19 1 AI1< 

l
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l
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圃
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〈石器・石製品)(5) 

』錨依 遺構名 地点.MI立 欠m 分lti ~さ (an) 似(c皿) I引き (an)I筑i止(g) 1i 貿 i宵 与- 似 f骨 5・ 図版 写民間服

d-20 11':-住ld 民・焼土M.I:f¥( ，冗・~ 2(2) 5.0 .1..1 0.8 19.62 頁岩 (~t.l:!I1地?) d :12 65 
d-21 3 ~}住I.'} 険側面3よりド 定 2③ 3.2 1.8 0..¥ 頁岩 (~t上111地?) d 部】2 65 
d- 2"~ 3号f主l.-i 一掃 定~⑨ 5.3 3.3 12 16..11 頁岩 (~t.J :111地?> d <¥91 65 
d-23 7 I} 1 1:1.・;- .1'.-'1'附 i竺E 2(~) 6五 .1.5 1.1 19.81 rm  (拠司:1111旅行 c 18 &¥ 65 
d-2-¥ 28~-;-土坑 I-H'l 完 I2@ 7.7 &・1 2.0 9・1~18 riむ (~ヒ上 111地?) d 51.¥ &¥ 65 
d-お p)(路 11碕"1" 完 I2(~) 2.8 3.2 0.7 日9 d 181 &¥ f>5 
d-26 3g s-m肘 完 2∞ 5.8 .1.1 1.1 23..1.¥ 民営 (.1じ1:111地?) d .112 ー 仏当

d-27 3 h I-m附 2.8 1.6 0.6 2.58 n岩(!i!ll:1II1脈?) b ー 65 

d ーヨS l-mK-l・ <¥1S;':l:J/L ? 7i: I 2(主) 3.6 3.0 0.7 7:18 頁寝 (~t.l :11J地? ) d :157 65 
d-29 u-回脳 ;;・i: 2ぐ2) 邑2 .¥.3 39.飽 頁岩 Ut.l:111地?) d .161 65 
d-初 11-回附 :i: 2(2) 7.6 .¥.8 0.8 主)..¥8 頁nH足jJ:I山原?l d 112 65 
d-31 5 d・5c 5 dA-A' H~下位 )i:モ~ 2(2) 3.9 3.0 1.3 1:1目。7 d 177 65 
d-:12 5g l-mM ，ra・u4p 2(2) 6.2 :1.5 0.'¥ 6.13 頁岩{拠*1111隠?) b -・~ ー 66 
d-ぉ 7 p ，"fli ，冗・9ニ 2(2; 5.8 3.5 0.6 13.92 ri告 (~t.l:111地?) d 287 84 66 
d-3¥ 8 p |目 -m踊 e凋"ニ 2 (Z; 6.2 5.0 2.0 I .¥6.13 頁岩(~ヒ.I:IIIJ&? ) d .¥釘3 66 
d-:L'i 日p lI-mK-l ，凋・，ニ 2(雪; 3.5 :>.:> 1.0 I 13.2!I 頁岩{北.I:)lIJ&?) d 却8 &¥ 66 
d-:16 6.1]-住l.'i ーl二-11'樹 ，冗。: 2Cお 6.3 .¥.O J..・1 I 37.:19 頁告 (~t .l:111地? ) d 52.1 66 
d-3i 3 h u-mm -n9 z 2GV 3.6 五6 1.0 2問。 *ルン 7.:.11-ス(~上10雄} d 37 84 66 
d-38 5 i n-回附 íi竺~ 2 ~J) .¥.01 3.3 1.3 13.f16 頁~ (~t.J:)l1地?) d 2.'i1 

“ d-39 :1 g 日-m肘 ~;竺zp= 2 (1) 8.0 ::>.::> 3.0 ).16.71 ホルン 7ょにルス(~上III J!) d 25.1 85 66 
d-.IO 7p II-m胸 完 I2O) (3.7) (2.1) 0.8 6.59 d .15-¥ ー

d-・11 1ザ住民 。-2肘 欠| -・~ (.1.1) (2.1) 0.9 9.80 nむ (.1ヒ上111池?) d 38司 ー
d-・12 l号住陪 3財 欠 2 (3.1) {ヱ7) 0.3 3.51 頁岩(~ヒI二 111地?) d 3-17 ー
d-.13 I ~}{主1，Ji 成・焼:1:肘上{，，: 欠 2 (3.6) .1.9 I.l 17.1ω 頁岩 (~t.l:111地?) d 221 ー
d-.I.I 3号{主h・7 検/1¥而3よ1)1" 欠 2 (5.0) (2.4) 0.6 5.42 頁岩{拠:1.1111m< ? ) d 5-¥ ー
d-.15 :11l'fI: I~i 検出繭3よりド 欠 2 (3.0) (2.9) 1β 7.72 頁~ (~t.l '.lh地?l d 5-¥:1 ー
d-.16 3号住民ー -f，1i 欠 2 (3.3) (1.6) 0.5 1.91 d 11・1

d-.17 3 !}f主l.'i -f晶 ~.:. ') (2.8) (2.7) 0.7 .1.55 ri岩 (.lt.J:III池?) d 2似l ー ー
d-.18 n.:-住附 倹111而 ~;: 2 (4.0> 3.2 0.6 5.!)6 ri岩 (;lt.l:)I/地?) d 2側 ー
d-.19 35サ土坑 -.tli 欠 リ圃 (5.6) (2.3) 0.9 10.70 頁岩 (~t.l:llit也?) d .¥&1 ー
d-却 p，，' "1"脳 欠 2 6.9 (.1.3) 1.0 |ね76 頁岩<!i!lJ:J111採り d 2的 ー
d-51 II-mm 欠 2 (.1.3) 3.1 O.i 11.81 頁岩 Ut.l:111地?) d 311 

d-52 2 f 目-mM 欠 2 (5.0) (2.8) 1.1 21.!)!) 百お (~t.l :11I地?) d 312 ー

d-5.1 2 f ' 211 2 f (3)印刷~下層 欠| 2 同1.開4 3.3 .12.(~1 凝灰白{拠:):1111脹} 成 f 20 ー

d-51 3 c 目-m肘 * 2 (2.0) 2.0 0.3 1.15 ri告 (~t.l:IIIJ& ? ) a 38 ー ー
d-5:号 3 f l-mll'J 欠 2 ω.5) (I.i) 0.6 目1.27 íi岩 (~t.l:111地?) d 訂7 ー ー
d-56 5 c 11-四回 欠| -“ ， (.1.2) <:l.ll 1.6 1 18.1:1 l"i岩 (~tJ:11Jf也?)

一L..!!. 3制】 ー
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〈石器・石製品)(6) 

tu ~ n'il書名 地点"IMf:r. 欠m 分Jli 泌さ(Cm) 組 (cm) I引き (cm) 質量{日)1 石 質 倫 考 伎 f骨サ l姐版写真岡鼠

d-5i 5 c " 5 d 5 dA-A" 3柄下位 欠 9 (.1.8) (2.6) 1.3 15.・1.1 tm (~t上山地? ) d ー ー

d-58 5d 5dA一八， :I~"下f~ 欠 2 10':; 5.9 1.-1 lω」悶 凝灰岩{奥羽山脈} d ω ー

d-59 7p'7q 1M 欠 q ・d (5.9) (，1.3) 0.8 15116 J'l'l} (;11:.1: 111 J也'n d 2叩 ー

d-60 調発l亘書L -'fli 欠 2 (:i.9) (3..1) 1.3 19.'15 縫灰岩{奥羽111腺} d .176 ー ー

d-61 1号ftl.ii 政・焼土防1二f:r. 欠| 3 .1.1 (2..1) 0..1 aω rtw (~t上 111地?) d 212 ー 67 

d-62 2 f 2 f (3)成ifii--ド紛 e耳・~・ 3 .1.5 2.8 0.6 1・15 tm (奥羽I[I~ ?) d 310 ー 6i 

d-臼 2 f 遺物集.，.地点 3 6~1 5.7 1.3 32.56 rm  (奥羽111腺?) d 248 85 67 

d-(>I 2 f u" . ~-丸勺二 3 5." 3~1 0.9 8.62 凝灰白{奥羽111&¥¥.) d 220 85 67 

d-凶 3d u-m婦 ，A-， Z 3 5.0 2.8 位9 8.!ト1 rm  (~t.I:lhJ也?) d 227 85 67 

d-66 7 p 1 u-m栂 ，凡-pZ 3 .1.・1 ヱ6 0.7 7.02 rm  (~t.I:11I地? ) d .166 67 

d-67 / P I-'fli ~ 3 仏5 五6 1.0 21..17 rm  (奥:1:1111隙?) d |・1誌 ー

d-68 1調査区外 卜'1& 欠 3 (:l.i) 1 (2.8) 0.8 6.24 rm  (北上IIIJ也?) d お9 ー

d-69 11号fJ;l.i;- 一級 ;、- 3 ? 仏7 (3.7) 0.9 1 22.4 tm  (~I:Jニ IIIJ也? ) 2'i2 ー 67 

d-70 1 1サi主肘 3脳下位 ~ .I.!I 3.2 17.S8 riお UI:J二IIIJ也?) d 3-15 67 

d-il 11 号{主11; 民・焼:1: II'l J:I~ A・3ニ 7.1 3.01 1.8 I "蜘 J'iお{北上111地?) d 5-l1 68 

d-i2 2サf主肘 -ff; 欠 5.3 3.3 1.-1 18.!l!) ;fi灰白{拠:J:lJllt正} d 189 |ω  

d-73 7'号住民 s-s'(Cより ltil 欠 (ft9) (.J.i) ヱ6 69.21 “お(~.I:lhJ也? ) d 116 |ω  

<1-7.1 2ぢ七I:fj.: UI ~ 7.6 2.9 1.9 38.1ω im  (奥:}:1I[1脈?) d 30l) 85 68 

c!-i5 28.~;'・:I:fl': J:1M ~;・6P ，1.5 211 0.9 9.87 rm  (北上JiIJ也?) d 17 85 68 

d-76 351}:I二坑 2 f -.1 欠 l (5.11 (3.1) [.5 17.-1.' “お (~ヒ上 liIJ也?) d 255 681 

p56 ".Iri 8.3 3.9 1..1 I .10.86 tiお{奥羽IIJijまり d 27.1 86 68 

d-78 2 f 2 f (J川t耐-f'''-'' 欠 (2.6) (2.0) 0.5 3.29 d 1ω 68 

d-79 2 f lI-m1M eA-P 2 5.1 3.1 1.0 13.8-1 “自{北上IIJJ也?) d 3[7 86 1ω  

d-80 2 h 11-阻尉 ~ :1~1 2.7 0.9 7.55 d 146 ー 68 

d-81 3 f u-阻1M ~ .1.7 2.6 1.0 9.-11 rm  (北上IIIJ也?) d 21; ー 69 

d-82 3i 11-聞肘 ~・é 39 19 0.7 5.().1 d 136 ー 69 

d-83 .1 i I-mlri e川・d二， 6.6 3.6 1.9 1 .11.22 I tij'~ <.lt上IIIJIk? ) d 150 69 

d-I¥.I 5 d lI-mM 6.・1 01.0 1.1 27.80 riむ{奥羽111聡?) d 13 69 

d-飴 5 d・51! !5dA-A・3ltHf.:'. ，九a・JZ， ft6 3.2 1.1 20.95 rm  (北上111地?) n 6 ー 6¥) 

d-86 6 I ! I防 ~~ 4 (:Ul 2.5 0.6 5‘43 im  (北.I:IIIJ也?) d 2.¥1 ー 1;9 

d-8i 8 p lI-mli'J ~ .1 .1..1 33 1.0 1.1.53 rm  (~じI:IIIJ畠? ) d .16:1 ー 69 

d-槌 1301';-土JjL 盛土 ;;:・~ 6 7，1 -1.8 三9 1016.88 rm  (~1:上山地? ) d 20 ー 69 

d-89 18p 目~皿M :nυ ニ 6 5.1 2.9 23 I 29.98 rm  (~I:.l二 11I地? ) d 69 

d-lOl 1 -I'';-fJ:l.i} 。-2M * 5 (3.0) 2.5 1.0 6.98 d 38:1 ー

d-102 H}f机・7 。-211'! * 5 (-1.8) (2.5) 0.6 5.!l6 d 384 

d-lo.'J 1 号 r~悦 。-2府 * 5 (・1.0) (3.且} 1.3 18.05 d 527 ー

d-I().I l号住府 災・焼土II'I J:I~ * s (幻1) (3，2) 0.6 .1.10 d 8:1 ー ー

l
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{石器・石製品)(7) 

』崎絞 遺構名 地点.I¥'If¥( 欠損1 分矧 持寄 (cm) 制 (cm) 1引き (m) lTCJit< g ) :fI E司 i聞 考 仮 骨サ悶版 写真悶臨
d -105 I IS)-fl:lii 政・縫:1:尉上f¥( * 5 (2.9) (2..t) 0.5 2.82 d 84 ー

d -10611別 1:府 |炭・焼:1:層上位 キ a 5..1 3.2 1.3 17.02 d 総 | ー

d-1Oi 1 1)11:1& 成・焼:1:柄上位 * 3 (2.3) (2.8) D.7 5.04 d 89 ー
d-108 1 サf~I":' IK・焼土樹上位 事 a 2.4 2.3 0.7 3.26 d 98 ー
d -IO'J 11JWIS A足・磁土樹上位 申 5 1.9 0." 1.16 d 99 ー ー
d-110 1 1)-住民・ 民・焼土樹上位 * a 3.8 ')') 0.9 fl.22 d lω ー ー
d-lll 1 I}U:'，* 炭・焼:1:層上位 * 。 (I.8) 1 (2.1) 0.5 1.35 d 115 I ー
d-1l2 1 I)- fl: '~i 民・焼:七踊上位 * D (.，~'l) I (3.7) 1.0 14.79 d 127 ー

d-113 1サf1:肘 1 !足・焼:1:樋上位 事 5 a.9 (2..t) 0.01 3.92 d HI ー ー
d-114 1サ住民 11.是・焼:1:層上位 * 3 (5.3) 1 (3.8) 0.6 15.32 d 199 ー
d-1l5 ¥ I}(I:IB |成・焼土層上位 * 5 1.9 1..1 0 •. 1 0.88 d 211 ー
d-1l6 11)11;附 炭・焼:1:脳上位 * 5 3.7 1.7 0.9 7.75 rm (~I:上IIJ Jft ? ) d 213 ー
d-1l7 11)-fl:I，'{ I!足・銚:1:胴上位 市 5 (:1.7) (a目。) 0.7 4.71 d 21!】 ー

d-118 1りイ1:肘 IIK・焼:1:騎上位 * 5 :J..I (2.5) 0.9 乱95 d 2.17 ー

d-1l9 1 1J"fI:I .. i |成・焼:1:尉上位 >1< 5 <:J.Ol (2.1) 0.7 .1.却 d 526 ー
d-l20 I l)f I: I~i |炭・焼:1:樋上位 Z事 5 (5.0) (1.9) 0.6 3.85 d 536 ー
d-121 ¥ I)U;J~} 炭・焼:1二樋上位 事 5 (:J.7) (2.7) 1.8 17.88 d 5.12 ー
d-1・m 1 I)-n:肘 m ・焼土磁よりド * 5 (:1.6) (2.5) 0.5 8.'¥9 d 111 ー

d-l23 1 1)-住民 民・焼:1:厳より下 羽詰 5 (2.6) :rヲ. 0.7 5.16 d 1:0 ー
d-12.¥ 1 l)-fI:民ー IIK .~:I:腿より下 参 a (・1.2) I (3.0) D.7 6.79 d 3-12 ー
d -1お 1 Il'II:府 |炭・処1:踊より下 * 5 (.I..¥) 1 2.5 0.9 7.34 d 3013 ー

d-126 1 1)-(1:厨 1m.焼 1:崎より下 キ 3 (2.5) 1 (1.6) 0.5 1.57 d 530 ー ー
d-l27 1り'fI;I，i;' -lli 事 a <:1.7) (1.7) 0.9 4.25 d 139 ー
d-l28 1サfH去 一指 事 3 (3.8) (3.7) 1.4 15.-16 d 2.}o1 

d-l29 11)-f1:1S -1晶 * D (2.1) 0.7) 0.8 2zl d 2.15 

d-¥30 21;-f1:IS 6-16附 S幹 D (5.5) (3.5) 0.7 13.96 d 1110 ー F 

d-131 2ザf1:Jo'i 6 -I(il?l * 5 (6.0) 3.:{ 1.2 21.08 rm (奥JTIII¥服?) d 2')') ー ー

d-132 21)lI:I，'} 6-161¥'1 * 5 (6，J) (3"・¥) 1.2 21.:J.1 d 223 ー ー

d-l33 2 サII:~昔 *而i * 5 (2.7) I 0.9 0..5 2.22 d 102 ー
d-l34 2り'f1:1.'i 一掃 * 5 (a.O) (2.3) 0.6 .1.31 d 3.16 ー
d-l35 zり'f!:I/i -lli * 5 (6.)) (2.0) 1.2 11.62 d 5.18 ー
d-l36 21}f1:Io'I -fli 測隊 5 (5.0) .J.7 0.7 13.78 d 5.)lJ ー

d-l3i 2ザ11:1，吊 一'fli Z生 3 (3.7) (2.9) 0.6 6.78 d 5-10 ー ー

d-l38 3 1)1I:'，i} IJ二財 * 3 (:J.9) (3.0) 1.0 10.35 d 0192 『 ー

d-139 3り'f1:I，i} 上附 キ

" 
(，1.0) (3.0) 1..5 13目。7 d 498 ー

d-HO 3サ11:防 上腿 事 a (5.7) (3.J) 1.1 2:t53 d .¥9.1 ー

日二~別1:J，tí 検出1!II3より.1: 取 。 (.1.6) (.1.2) 1.0 17.88 d 3-19 ー

l
l
-
m
v品
』
l



〈石器・石製品>(8) 

】
也

ω
l
t

t日経 遺憾名 地点..I!oH¥! 欠4n 分銅 I毛さ(α} 悩 (cm) l引き(0:) m鼠(日} 石 貿 {荷 老- I!i II't -!} 闘阪 等質図版

d-I.12 3サfI:1，・7 検111003より.1: 申 a (5.1) (.ltI) 1.0 22.60 d .¥96 ー

d-I.¥3 3 f;・íI:J~~ 検出耐3より.1: 事 a (3.0) (2.9) 1.7 11.ω d ，¥97 ー

d-¥.¥.¥ 3 号íI:J.ò~ 検出磁3より上 $ D (.u) 1 (32) 12 1-1.55 d ，¥98 ー

d-1-I5 3ザ住腕 検出面3より下 * ;， (5.2) (・1.0) 0.7 11.37 d 203 ー

d-J.l6 3 号fI:I~~ 検出蘭3より下 寧 5 2.2 1.6 0.3 0.97 d 218 ー ー

d-¥，17 3 号n:1，'~ 倹111繭 3 * 5 (5.3】 1.9 0.6 5.1).1 d 53 ー ー

d-I.悩 3 号fI:'，i~ 検出繭3 * 5 (3.6) (3.1) 0.8 9.70 d 525 ー

d-I.19 3 号fl:I，，~ 一括 * 5 (2.8) Cl.5) 0.5 1.56 d 113 ー

d-I却 3 ~}U:1，ii -lli * a 2.9 2 .. ¥ 0.8 4.16 d お5 ー ー

d-151 3サ(1，1，'( -lli * a (3.0) 3.0 0.5 -1.51 d 261 ー ー

d-¥52 3 ~}{I;肘 -lli * 5 (3.8) 2.4 0.3 2.95 d a03 ー ー

d-11辺 3 号(I，l~i -lli 牢 5 (3.9) 1 5.2 0.9 14.88 d 泌 2 ー

d-151 3 I}ft.J.ti -lli * 5 4.9 (2.2) 0.5 .1.59 d 305 ー

d-l55 3号ml，'i |一級 * 5 6.8 (5.9) ¥..1 35.23 d 3関 ー

d-l56 3 U.・iI:l，・7 |ー括 * 5 5.8 3.6 0.9 11.16 d 307 ー

d-157 31)・iI:I，'i * 5 {邑.3) (5，白O) 1.0 21.73 d 認3 ー

d -1581 3 ~':-f t.l~i * 5 (.1.0) (2.0) 0.8 4.78 d まM ー ー

d -15913号fI，肘 -}，品 傘 5 (4.0) (2.9) 1 0.7 5.91 d 臼5 ー ー

d-Iω 5 fJfI，肘 .'¥-1¥' (Cよりitil * 5 (6.6) 2.6 1.0 15.02 d 3-11 ー ー

d ・161 5~JfI:'，'} -'lli * 5 (3.3) 1 (2.5) 0.6 6.85 d 165 ー

d-1臼 6~}fI: I，'} s-s'よ1)JI! 
* a (7.3) (5.2) 1.8 &1.ω d 117 ー

d-l63 6号m，} -t& * 3 (5.0 {・¥..1) 0.6 1-1.73 d 519 ー

d-16¥ 7ザiI:I，'i 上-"'k'l * a (2.6) (2.2) 0.3 1.55 d ¥&¥ ー ー

d-l65 7 {}fI:肘 上-"'~'I * 5 7.1 (52) 1.5 56.67 d a50 ー ー

d-Iω 7号(1:1，';' 上-'1''''' * 5 (4.7) <:t.l) 0.5 8.10 d 518 ー

d-167 7号f主JI; 上-'1'1¥'1 * 5 (6，5) (・1.7) 1.3 29.87 d 520 ー ー

d-l68 7号ffl:J，.} |上~中肘
ヨー

5 (4.-1) 之3 OA'i .1..'.1 d 521 ー

d -1691 7 ~J( t. I，'} 。-0・(1¥より凶)
* 5 (5.2) (2.8) 1.0 9t13 d 515 ー

d -1 iO I 7 1}{I，I，i} 0-0・(1¥よりl苛) * 5 (5.5) ('1.0) 1.3 17.53 d 516 ー ー

d-ml7別帥; 一括 * 5 (4.0) (・1.4) 1.3 1 24.71 d 110 ー ー

d-I1215-71}U，I，o} -lli * a (7..1) (4.0) 1.3 お剥 | d 4別 ー ー

d-l73 5-7サfI"~i -fli * 5 (3.3) (3.1) 1.2 9.80 d 481 ー

d -J7.¥ 5-7号fI:h'i -}6 * a (5.0) 3.5 1.0 11.24 d .182 ー

d-l75 H]・:1:枕 下腿 串 5 3.0 2.6 0.5 3.50 d 351 ー

d-176 3サ:1:坑 3-4W 本 5 3.8 2.9 0.7 7.38 d お2 ー

d-Iπ 31}:I:坑 8崩 * 5 (，1.7) {・1.2) 却37 d .195 ー ー

d-l78 3 -!}:I:坑 -lli * 5 (.1.0) :t7 1.1 19.6!J 11 ー ー



〈石器・石製品)(9) 

』泊寂 ifi IIi名 地点・回I~ 欠m 分矧 i主さ(cm) 制(Cm) I引き(ω} .IRJ止(g) :t.I 関 i自 考 仮 II'f 1} 図版 写真図版
d-l79 31)-上坑 -l.'l 事 a (ftO> (3.7) 1.2 2.1，.19 d 511 ー

d-l80 31;':1:坑 -l.'l * a も1.';) (3.8) I.J 17.76 d 512 ー

d-181 4サ:1:坑 下h-.j * 3 (2.9) 2.-1 0.6 3.32 d 108 ー 』

d-l82 5サ:I:!iC .1 .IM.I: fO! * D (2.8) 2.4 0.8 .1.2.1 d 2:16 ー
d-I8.1 5サ:1:liC 4附上位 * a (-1.1) :w 0.7 7.31 d 537 ー
d -1&1 71)-:1:坑 * 3 (.1.7) (.1.2) 1.0 15.39 d 4部

d-1S5 7 1)-:1:坑 -1& 寧 5 (.1.0> (.1.0) 0.7 9.38 d .169 ー

d-l86 81}:!:坑 一指 申 5 (3.9) (3.3) 0.9 10.97 d 358 ー

d -1871121)-:1:坑 'I'h>l * 5 (:J.8) (2.6) 0.8 6.70 d 128 ー ー

d-I窃 1121;':1:坑 |中制 * 5 (3..1) (2，2) 0.5 3.3.1 d 183 ー
d-l89 ロサ:1:坑 |中凶 * D (.1.2) (3.)) 0.9 10.28 d お8 ー
d-1到】 1:11)-:I:JJt |中尉 事 a (3.0) (3.7) 0.6 5.55 d 幻。

d-191 12 ・ 13・ 15~)土坑 '1'M ヨド 5 (.1.2) 3.3 1.6 15.51 d W:I ー

d-192 HI)-:l:坑 '1'h.>I 事 a (:J.91 3.9 0.9 9.02 d .132 ー

d-l93 1.¥1)-:1:坑 -'l.'l * a (3.7) (3.0) 1.2 10.17 d .168 ー

d-I9-1 18ザ:1:坑 J:J.>I * 。 5.0 (2.9) 2.1 21.55 d 38 ー
d-195 I!J I}汁:枕 -'1& * D (5.!】} (4.8) 1.0 20.06 d .167 ー
d-19喧 201，り~';'J:Jj坑t 中肘 * 5 (2.2) (J.7) 0.5 L法t d 28. ー

d-l9i 201;':1:坑 '1'M 事 5 (:1.11 (2.)) 0.3 乙3.1 d 2!1 ー

d-l98 201}:I:杭 '1'M * 5 .1.0 (3.1) 0.9 10.75 d 30 ー

d-l99 郡山':1:坑 'I'M $ 5 {口) 1 (4.2) 1.2 33.61 d 31 ー 』

d-2ω 20り・ 1:坑 -M  車 5 <:J.31 1.7 0.5 2.16 d 182 ー ー
d-201 2:11，り，;.二.上J;北t -'1& * 5 (.¥;11 も¥，1) 1.6 27.17 4 85 ー
d-202 2.'iI}:I:Ji( 1'1'附 * a .1.5 (3.';) 1.0 l悶 1 1 d 192 ー
d -20.'1 281}:I:坑 11¥' 1eJより下 事 a 1 (5.51 (3.9) 1.0 l回 7 d 10 

d-201 :10 IJ:I:JJt I-lli 事 3 (2β} 2.0 0.-1 1.84 d 47() ー

d-舗5301}:1:坑 盛ニ1: 事 :> (5 .. 1) .1.0 o.s 10.12 d 19 ー ー
d-206 301J:I:坑 盛:1: * 3 (5.'i) 14..1l 1.0 22.ω d .157 ー
d-207 321)-:1:坑 -J& * 5 (.1.1) (3.6) 1.5 却'..18 d 509 ー
d-初8351;':1:坑 (K) N!115 * 5 (3.8) (2.9) 1.8 15.70 d 5-1.1 ー
d-2ω 法;IH:坑 2 c -18 申 5 (.1.9) (.1.1l 1.0 18.()-1 d 386 ー
d-21O 351}汁:M: 2 c -18 キ 5 (.13) (3.71 2.0 32.81 d 387 ー

d-21l 351}:I:坑 2 c -19 申 a 伐の l ().51 0.5 1:鈎 d 132 ー ー

d-212 351J:I:坑 2 c -I!I 事 a (:J.2l 1 (2.71 0.9 8.12 d 5.12 ー ー

d-213 351;':1:坑 2c-i!J 事 D (2.1) 1 1.2 0.5 1.05 d 5015 ー
d-214 351)-:1:坑 2 c -19 * a (3.6) I (2.7) 0.6 .1.37 d 5-16 ー
d-215 3.:;1，;' :1:Jn: 12 c -19 * 5 (2.)) (2.11 0.6 2..15 d ;>17 

1
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〈石器・石製品)(10) 

tu a 遺情名 地点./d(¥I: 欠m 分続 長さ{伺} 街 {ω} I'}:さ{ロ} ifc股(g) ii 質 備 Jt 仮 昏号 問販 写真因眠

d-216 35り土坑 2 c -19 * 5 (2.2) (2.1) 0.5 1.76 d 548 ー ー

d-217 :151J土坑 2 c -19 * 5 (3..1) (2.9) 0.5 3.1陥 d 5，19 ー ー

d-218 351J土統 2 c -19 * 5 (.1..1) (3.1) 0.9 8.31 d 5却 ー

d-219 おザ土坑 2 r -3 * 5 (5.21 (.1.31 0.8 10..18 d .(鑓 ー

d-220 ;信号土坑 2 r -3 * a (2.91 1 (2.6) 0.7 .1.97 d .¥89 ー ー

d -2'll :掘りて1:坑 2 r -3 * a (6.51 <1.1 1.2 :!O.70 d .¥叩 ー ー

d -22'l :{5IJ:I:坑 2 r -3 調ド 5 (2.61 (2.3) 0.4 2.1.1 d 551 ー ー

d-2'l3 35号土坑 2 f -4 当惨 5 (.1.71 (.1.71 0.9 17.J.I d お6 ー ー

d -2'l.1 35IJ土坑 2 f -.¥ * 5 (2.8) (2.1) 0.9 5.10 d 話2 ー

d-l出 35ザ土坑 -~M 事 5 (3.8) (3.5) 0.5 仏4・1 d 0185 ー

d-226 35ザ土坑 ，，'lfi * ;， (5..t1 I (3.2) 1.0 17.57 d 486 ー

d-227 :15号1:坑 -'lfi * 
。 (:1.81 1 (3.6) 0.8 10.63 d -187 ー

d-228 36号土坑 '1'絹 * 
。 {・1..11 .1.0 1.0 15.11 d 171 ー

Id-却 38り・土坑 2財より上 副院 a (3.8) (2.21 0.9 7.12 d |掛 ー ー

d-2:1O 38り土坑 ~lfi 副院 a (3.0) (2.9) 0.7 7.01 d 513 ー ー

d-2:n 381，<土坑 -'J品 * 5 (3.6) (3.9) 0.7 5.刷】 d 522 ー

d-2:12 38IJ土坑 --J品 * 5 (.t.i) (3.2) 0.6 8.r~1 d 523 -
d-233 .¥5IJ土坑 一'f，Ii * 5 (.1.3) (3.6) 1.6 13.92 d -183 ー

d-23¥ .¥51}土坑 一、'!fi * 5 {回1 1 3.9 1.0 9.・17 d 502 ー

d -23.~ .¥5号土坑 'f，Ii * a (.1.51 3.0 0.4 5.85 田昌 ー

d-幻6.18りそ1:坑 gfl'ijよりj二 * 5 (:1.0) (2.(;) 0.7 :1.88 d 355 ー ー

d-237 .IM}:I:坑 8厨より.1: * 5 .，.， 1.'i 0.5 1.0.1 d 356 ー ー

d-238 .18号土坑 -"，li 割前 5 tヱ5) (2.5】 0.5 2.25 d 調3 ー ー

d-2.19 .I!)IJ土坑 'lfi * a (3.21 (2.3) 0.6 ‘1.57 d llJ.¥ ー ー

d-2-IO .I9IJ土坑 1-1，品 * D (7.0) (5.21 1..¥ d 353 ー

d-2-1I 初lf土坑 I-'!，~ * 5 (2.11 2.0 0.9 2.:19 d 354 ー

d-2.¥2 初サ1:坑 ー.f}i * 5 (:1.1) (2.8) 0.-1 2.93 531 ー

1 d-2.¥:1 50サ:1:抗 'ffi * 5 (.1.8) (6.6) 0.7 19.93 1 d 103 ー ー

d-2.1.1 p073 'l'fI'ij * 5 (:山| (J，91 0.4 2.5-1 d 262 ー ー

d-2.15 11101 'l'fI'ij 時担 5 (:附| 1.5 0.4 1.78 d 174 ー ー

d-2.16 p 115 11'/eI 省担 5 (:1.';) (2.7) 1.0 12.36 d 175 ー ー

d-2-17 p317 ~'}i 事 :> (3五} (3..1) 0.5 6.78 d 147 ー ー

d-2-18 p503 ~Jli * a {・1.7) -1..1 1.0 13.97 d 1-18 ー

d-2.19 2 d n.-， * a (:1.9) (3.3) 1.2 15.'16 d 376 ー

d-250 2 d [-m厨 * 5 (.1.6) I 3.8 0.8 15.'16 9 ー

d-おl 2 d II-m 府 羽信 5 (5.3) I 7.1 1.4 d 142 ー

岨二塁212d II-IU踊 * 5 .1.1 2.3 0.9 7:15 I 143 ー

-
l
-匂
吋

l
l



〈石器・石製品)(11) 

UJ .主 道IMt. j也1.'!・財位 欠ul 分野i 長さ{個} 似(倒} I引き{ω} 量級(日} 石 貿 備 41' 似 /I'i 号 I詞肱 写真岡臨

d-25312d II-mm 串 s .JA 2.8 18.16 d 144 ー

d-25-112 d -f，孟 3依 s (4.1) 2A 1.1 11.01 d 367 ー

d-お5 2d ・3d n-阻肘 * 5 (33) 3.8 13.29 d 161 ー ー

d-256 2 d ・:Jd I1-mh'l * 5 (-¥3) (5.0) 1.3 20.23 d 162 ー

d-257 2 d ・3d III-m~'l * 5 (，1.0) (3.5) 0.8 13.48 d l(泊 ー

d-258 2 d ・3d II-m~" 申 3 (3，5) (3.2) 0.7 7.11 d 270 ー

d -2.'i9 2d'3d ・3e 1-田肘 寧 a (2.4) (2.2) 1.1 4.7.・1 d 5船 ー

d-2ω 2d ・3d・1d -t8 寧 3 (3.8) (2.8) 1.0 733 d 366 ー ー

d-261 2 c I~ 事 :; (2.8) (2.0) 4.65 d 327 ー ー

d-262 2 c 1-1111凶 * 5 (1.7) 1.4 0.1 aω d ，103 ー ー

d-263 2 e 1- 阻~'1 * 5 (5.0> 1.0 10.28 d ，I~I ー ー

d-2&1 2 e l-m~'1 * 5 (2.0) ().8) 1 0.5 l.ii d .138 ー ー

d-2日 2 e 11-田骨1 * 5 (5.6) 3.7 1.8 32.8.1 d .19 ー

d-2“3 2 c II-mm * 5 53 4.5 0.') 10.39 d 50 ー

d-267 2 c 目-mm * 5 (3.9) (2.9) 0.') 3..11 d 51 ー

Id-2ω12 c |目-mM 当ド a (2.9) (2.1) 03 1.26 d 52 ー

d-2ω 2 e l-t8 事 5 (.13) (.1.0) 0.8 10.63 d 8 - ー

d-2iO 2 e 一括 キ a (53) .1.5 1.3 29.67 d 2S.1 ー ー

d-2il 2 e -Ui キ 5 (3.6) (3目。) 1.0 8.52 d .139 ー ー

d-2i2 2 e -f.Ii * 5 (33) (:iO) 0.8 8.16 d .140 ー

d-2i3 2e 一級 牢 5 (2.9) (2..'i】 0.6 3.91 d .1011 ー

d-27.1 2 c ・2r -1，長 * 5 (5.4) (2 .. 1) 0.-1 5.38 d 135 ー

d-275 2 r 2 f (! )ほifU-下層 事 5 6.4 .1.6 1.6 23.20 d 97 ー

d-276 2 r 2 f (3)応i~i-下騎 事 a (6.5) 6.5 1.1 27.01 d 3，18 ー

d-27i 2 r 2 f (3川;j偏~下栂 事 a (-1.5) 2.9 0.9 10.).1 d 却f ー

d-2i8 2 r |遺物集'11JIa点 * a 3.5 (1.7) 03 2，3.1 d 刻9 ー ー

d-2i9 2 f 12 f (1 )Wifii-下賜 * 5 (.l.O) (2..1) 0.6 4.96 d 510 ー

d-280 2 f 1-阻肘 * 5 (五3) (2.2) 1.1 11.18 d .131 ー

d-281 2 r n-m~ 崎極 5 ，1.0 (3.5) 0.3 .1.67 d 310 ー

d-2自2 2 r n-m.¥l1 副院 5 (6.6) 2.5 0.-1 7..t2 d 313 ー

d-283 2 r n-mM 副院 3 (5.1) (3.7) 1.0 1-1.97 d 318 ー ー

d-2&1 2 r 目-m附 * :; (3.5) (2.2) 0.9 7..n d 319 ー ー

d-285 2 f n-mM * D (5.5) (2.6) 1.0 9.35 d 320 ー ー

d-2邸 12f n-mM キ a (.1.0) 3.1 1.8 11.10 d 3')? ー

d-287 2 f n-m肘 字 5 (7.1) (3.3) 1.9 乱 18 d 13.1 ー

d-お8 2 f 一括 事 5 3.6 (2.0 0..1 3.:-16 d l部 ー

d-289 2 f 一括 事 5 (-1.3) (3.2) 0.6 9.8-1 d 338 ー

-E-∞∞
l
l
 



{石器・石製品)(12) 

t日夜 治情名 地点・踊f~ 欠m 分m I去さ(c阻} 制(Cm) 1手き(ca) ，ft批(g) 石 民 Ird 苦.手， 仮 lI'i 号ト 図 1'i写真図版

d-2叩 2 f • 2 g -I，~ * 5 (・1.0) 1 (2.2) 0.7 :l59 d 232 ー

d-怨1 2 f・2g -U"; 唱区 5 (:J.O) 1 (2.-1) 0.3 2.7.¥ d .¥卯 ー

d-~沼 2 f・2g 2f(3)~函~下桝 事 5 7.噌9 5.0 1.5 織的 | d 持 ー

d-却3 2" 12-吋規:1:付近 * a (5，9) 3.'; 2.3 31.38 d 105 ー

d-29<1 2" 12-¥I}焼:1:付近 * a (2.9) (2.4) 0.8 4.18 d lω ー

d-295 2" 2.11}焼:1:付近 * 5 (3.1) (2.9) 1.3 !1..I2 d 107 ー

d-296 2g 2.¥I}It:l:北n-mM キ 5 5.7 3.8 0.9 19.03 d .¥72 ー

d-却7 2 g I-m.w 事 5 (.1.2) 1 (3.1) 0..1 5.10 d 196 ー ー

d-298 2 g I-D1樋 * 5 (3.-1) 2.8 0.5 .¥.58 d ¥97 ー

d-299 2 g I-D111'9 調齢 5 3.，¥ 1β 1.3 4.96 d 198 ー F 

d-301 2 g 1 n-m踊 当旨 D (3.5) {句。 0.6 3.58 d 321 ー

d-3O'l121l 111-聞肘 * a (6.2) (3.7) 32.69 d 2お ー

d-泊四 2g 11-[日制 本 5 (6.2) 5.1 1.3 :~1.07 d 336 ー

d -:IDl 2" II- !U~'l * 5 (:1.7) 1 (3.0) 1.0 11.56 d 337 ー ー

d-却5 2g -I，ll * 5 (3.8) 1 (3.7) 1.0 11，8.1 d sα} ー

d-306 2 h I-m.w * 5 {帥) 1 (.¥.2) 1.1 18.80 1 d 18 ー

d-3Oi 3 d I-mm * 3 (5.3) (3.4) 0.8 15.05 rm (.U~.l: 111地?) d 269 ー

d-308 3 d U-IIIIM 本 。 (3.6) l.!} 0.6 4.13 d 267 ー

d-309 3む 1-町制 創世 a .1.2 (2_'i) 1.0 8.21 d 12 ー

d-310 3 c 1 1-阻肘 当拠 a (5.7) (3_'0 1.0 15.89 1 d 228 ー

d-311 3 c I 1-目的f 割解 5 (2.0) 1.5 0.3 O.島2 d 271 ー

d-:U2 :i (・ I -[1I~'1 羽同 5 9・・・岨， 2.0 0.3 1.03 d 272 ー

d-313 3 c I-UI~'l * 3 (2.0) 1.8 0.6 ¥.9!I d 273 ー

d-31-l 3 c I-!UJ，>} 寧 ミ， (.¥.3) (3.8) 1.3 1:1五3 I d 359 1 ー

d-315 3 c I-mJ，>} * 5 (5.7) 1 も1.0> 1.-1 2'L'i6 d 378 ー

d-316 3 c u-rnlM 事 5 (.1..¥) (2.0> 1.1 !1.I2 d 82 ー

d-317 3 c lu-mIM * 5 :1.8 2.8 0.9 8Al d 109 ー

d-318 3 c |目-D1~'1 * 5 (6.8) (.1_1) 0.8 21.39 1 d 33.¥ ー

d-319 3 c * a 3.2 U.6) 0.7 3.88 1 :J.¥I/Ui (不明} d 2ω ー

d-32O 3 c U"; * a 5.8 2.8 LO 12.82 d .106 ー

d-321 3 c -t，r; * a (3.7) 3.5 1..5 18.38 d 407 ー

d-322 3 c U"; 寧 5 <1.5) 1.6 02 0..18 d 目108 ー

d-323 3 C .・1d -U"; 率 5 5.5 (.1.9) 0.9 ICt2i 1 d 鈎 1 1 ー

d -32-1 3 f I-mlM * 5 (2.7) 2.01 0.7 3.9，1 d 276 ー

d-325 3 f 11 -IT[附 * 5 (3.8) 3.1 0.6 4.63 d 278 ー

d-326 3 f I-m桝 羽信 5 (3.6) 3.5 1.1 1・1.伺 d 279 ー

d-32i 3 f 1-田肘 本 3 (.1，.¥) (3.6) 0.6 7.93 d 302 ー

l
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〈石器・石製品)(13) 

I
N
S
-

fU & 選fJlれ 地点。肘f:t. 欠fII 分刻 1去さ(∞) 制 (cm) I'/.さ(∞} 1ft股(I!)I ii 質 備 45・ l!i 番サ 図版 'J興開腹
d-3:ょ8 3 r u-m~>j * a (2.5) 3.1 0.8 6..16 d 2.1 ー

d-329 3 f II-mm * D (3.0 3.3 0.8 7.53 d 制 ー

d-330 3 f 1I-lIIm * D (6.5) 5.9 J..I 38.7.' d 25 ー

d-331 3 f [[-聞肘 * 5 {之5) (2.0) 1.0 6.18 d 475 ー ー
d-お2 3 r 綿 副院 s (33) (3.2) 1.1 12.12 50ザ:1:坑合t.r? d 344 

d-3幻 3 r・:ig -m  * 5 7.1 6.1 0.5 20.21 d 206 ー ー

d -331 3 r・:ig -l，~ * 5 (3.9) {・1.7) 0.9 ¥4，ω 207 ー

d-335 3 g 11-11111'1 事 5 (2.9) (2.5) 0.8 .1.115 d 62 ー

d-336 3g 11 -lDm $ a (3.9) (2.7) 0.8 !I.09 d 仏1 ー

d -:137 3g 1-目1m 本 。 (2.5) 1.9 0..1 1.71 d 臼 ー

d-338 31! I-UlJej 車 3 (4.0) (3.1) 1.3 15.73 d 65 ー ー

d-33913g I-m/e1 申 a .13 { 制 | 1.1 18..19 d 66 ー ー

d-340 3 I! I-mm * 5 (.1.5) (3.2) 13 12.77 d 67 ー

d -:~II 3 g u-日υ吋 * 5 (5.5) (M) 1..1 27目25 d 側 ー

d-312 3g U-1I11I'1 調ド 5 (2.5) (2.0) 03 I.S:i d 40!I ー

d-313 3g [[-m附 現住 a (4.5) {・13) 1.5 | 抑制 d .110 ー

d-:nl 3 g u-mM * 5 (3.9) (2.1) 1.1 7.88 d 0111 ー

d-315 311 1I-1Dh'! 申 5 43 (1.9) 0.8 :1.75 d 471 ー ー

d-3t6 3 b I-m刷 事 3 (2.9) (2.9) 0.7 5.2・1 d 12.1 ー ー

d-317 3 h I-ID附 調院 3 (5.1) (・1.8) 1.5 2<1.28 1 d 125 ー ー

d-:l48 3h 1-目l梢 串 ;， (7.1) (3.7) 1.7 41.32 d 126 ー ー

d-319 3 h 111-目I掛 司区 ;， (5.0) (1.9) 0.8 1;.93 d 140 ー

d-3;'唱。 3 h III-mM 刻俳 a (2.4) (3..1) 0..1 3.';.1 d 167 ー

d-351 3 h 目 -m~'1 * 5 (.1.7) 2.2 0.5 5..11 d 169 ー

d-352 3 h II-mm * 5 (5.2) (M) O.!I 12.:H d 170 ー

d-3岱 3 h [[-Ul附 事 5 (.1.5) (3..1) 0.8 11.13 d 314 ー

d -35-1 3h lI-m/e1 率 3 (5，2) (3..¥) 1.0 18.71 d 315 ー

d-お5 3 h 11-目IJIoi $ 。 {ヱ.0) (2.0) 0.8 2.89 d 316 ー

d-お6 3 h I-.m 別院 5 (2.9) l.Ii 0.3 1.20 d 151 『 ー

d-357 3 h |ー綿 測位 5 3.5 (2.7) 0.7 .1.17 d 152 ー

d-358 3 h -t，li 調俳 a (4.2) 5.0 1.2 18.80 d 153 ー

d-359 3 i I-mm * 5 (2.4) (2..1) 0.'> 2.58 d 118 ー ー

d-3ω 3 i 1-田附 事 5 (2.9) 2.5 0.5 :I.S0 d 119 ー ー

d-361 3 i 1 -111肘 事 a (7.0) (3.2) 1..1 27.82 d 120 ー . 
d-3臼 3i 1-間制 本 a (1.8) (2.2) 0.3 1.1侃 d 121 ー ー

d-363 3 i 1-目Ih'>J * 
。 (.13) (3，4) 0.9 13.65 d 122 ー

d-361 3 i I-m~'1 * 5 (3.，・1) (2.7) 0.6 4.17 d 123 ー



〈石器・石製品>(14) 

拘椛 遺俗名 地点・財位 欠m 分制 長さ (cm) m (cm) If/-さ (cm) JTc批(g) li 貿 i信 4- 低 番む l君臨 写真岡阻

d -36，:; 3 i n-mM * 5 (2.3) (1.9) 0.7 2.18 d 55 ー

d-お面白 3i n-mlM * 5 5.'; 3.8 1.7 法1.42 d 56 ー

d-367 3 i n-m附 * 5 (5.5) (3..1) 1.0 18.0-1 d 57 ー

d-:Iωs 3 i 目-111尉 * 5 5.0 4，0 1.1 13.95 d 58 ー

d-3ω 3 i 11-IIIM $ o) 3.9 ?? D.9 1ω d 59 ー ー

d-370 3 i n-m~ * a (3.2) ! (2..1) 1.1 7.5-t d ω ー

d-371 3 i n-m~\f * a (・I.!J) (3.6) 0・9 15.70 d 61 ー

d-372 3 i n-m~\f * 5 (<1，71 (<1.6) 1.0 16.08 d 137 ー

d-373 .， d 日-m柑 * 5 (3，7) (211) D.9 7.58 d ー ー

d-37，・2 .， d n-m!eJ * 5 (3，01 (2，9) 0.7 3..11 d 205 ー

d-375 .j d -t& * 5 (3.31 3，8 1.3 18.89 d ! Iね ー

d-:176 .j e }-目a'4 * 5 (2.S) (2.1) 0.7 2.69 d 168 ー

d-3ii .1 c 1-皿肘 * 5 (1.7) a五 1ふ4 d 172 ー ー

!d-378 01 c I-m"-'f 事 a (:1.61 (2.3) D.9 5.69 d 3ω ー

d-3i!) 
" c 

I-mM * a (.¥:n {・1.1) 1.2 1，1.72 d 377 ー

d-淵 } 4 c ll-ml!'l 牢 D (3.81 (3.5) 0.6 5.35 d 78 ー

d-381 .. c n-皿肘 牢 。 (3.・¥1 (2，2) 0.5 2.&¥ d i!) ー

d-382 .¥ c U-s1附 * 5 (，¥.51 (2..J) 0.9 6.7i d 制】 ー

d-刻:1
" c 

n-mM 申 5 (2.5) (l.Ii) 0.3 1.1-1 d 81 ー

d -38-¥ .¥ c 日 -m~\f 事 5 (2.7) (2.S) 0.') 2.40 d 86 ー

d-38!i .， c 目 -m~'f * 5 (9.3) (-1.6) 1.7 84.26 d 87 ー

Id-386 ，¥ c ll-m1l¥f * D 5，6 3.6 1.5 15.15 d 滋iO ー

恒三笠 .¥ f II-m胸 * 5 (2.()) 2.9 0..1 1.89 d ー

d-"総括 .j f 1-回総 * 5 11.71 1..1 0.5 0.62 d 2“ 9 ー

d-:11;9 .¥ f 1-国肘 * 3 (2，8) 3.6 1.0 11旦| d 19-1 ー

d -3'JO 4 f I-mM * a 3.5 2，6 0.8 6，08 d 195 ー

d-39) " ( 
1-町肘 串 。 :l.O 2.8 0.7 5.10 d .124 ー

d-3!氾 lf・:!・iC・!r・H 一括 牢 a (3.2) (2.6) 1.0 7.20 d 361 ー

d-393 H・5:';r'Sr・Ii -括 牢 a (3.)) (1.8) 0.6 Z凶 d ー ー

d-391 H・;i・;1・'r'iiーす孟 * 5 (3.6) (2.3) 0，6 0¥.沼 d 31日E ー ー

d-:I!)!i -lf・ 5~ ・ 6 h -'Ui * 5 (6.1) 3.5 0.9 20.75 d 280 ー

d-3悌 .¥ g 1-m~\I 事 5 {日) I 2，6 0.7 2.随 d 257 ー

d-3!)8 ，1 g 1 -m~'f 本 s (3.9) 1.1 20.12 d 2謁 ー

d-399 ，1 g I-mM 事 a 5.2 (3，0¥) 1.1 15.18 d 259 ー

d-.I∞ 4 g I-mJi-j 串 D (3..1l (2.1) M 2.29 d 2脱』 ー

d-.¥OI 4 g I-mlM * 
。 (3.0) (1.-1) 0.3 1，7.1 d .121 ー

d -.IO'~ .¥ g 11-田嶋 * 3 (2.・¥) 0，6) 0.5 1.39 d ー ー

-』

MO---



〈石器・石製品)(15) 

拘事E 遺憾名 地点.1(IJ1在 欠損1 分組 長さ (cm) 悩(Clll) 厚さ{ω} ill蛍(11) 石 賀 re 2， r. 悦 信号 関飯 写良闘騒

d-403 .1 g 1-国防 本 。 (5.4) (.1.1) 1..1 20.17 I d 423 ー

d-4().1 4g 日-mfi司 * D (3.1) (2.4) 0.7 3.74 d 145 ー ー

d-405 .¥ 1( 日~皿崩 * a (3.5) (2.()) 0.7 3 .. 18 d 413 ー ー

d-.J凶 .11( 日 -m~ 牢 a (2..1) (2..1】 0.4 1.33 d .J14 ー ー

d-407 .11( n-mm 寧 a (.1.2) (2.6) 0.8 6.95 d 415 ー

d-.I08 .11( 日-mm 寧 5 も1.7) (3.()) 0・9 12.71 d 417 ー

d-.Iω .11( 11-阻崩 * 5 (3..1) (2.6) 0.8 1関 d .118 ー

d-.no .11( 日-m肘 * 5 (3.6) (2.!I) 0.7 6.().! d .119 ー

d-411 <¥ 1( n-m府 * 5 (.1.-1) (2.71 1.2 12.猷3 d 420 ー ー

d-412 .¥ 1(・ 5g lI-mfl¥1 * 5 (3.-1) (3.1) 0.5 <1.07 d 268 ー ー

d--I13 .¥ h 1-困層 * 5 (2.6) (2.2) 0..5 2.85 d 292 ー ー

d-.1I4 .¥ i I-m悩 * 5 3.1 2.1 1.1 7.15 d 1.¥9 ー

11-.1¥5 lI-mM * 5 5.1 2.!I 0.7 10.91 d 39 ー ー

d-.U6 lI-mlM * 5 2.9 ヱ1 0.7 2.75 d 40 ー

d -.117 日-m駒 牢 。 (.1.01 (3.2) 0.7 1昭 d 69 ー ー

d-418 II-m防 牢 。 .1.'; 2.5 0.5 4.67 d 70 ー ー

11-419 II-mll'! キ a {・1.2) (2.01) 0.5 <1.17 d 72 ー ー

d-.I20 .¥ i II-mm * 5 (3.1) (3.0) I 1.3 8.15 d i3 ー

d-.121 11-阻隔 寧 a (.1.5) (3.2) 1.5 21.28 d 7.¥ ー

d-422 II-m崎 * 
:; (3.6】 2~1 0.9 6.18 d 91 ー

d-423 [[-m騎 申 s (2.9) (:~.91 0..1 5.12 d 92 ー ー

d-42.' [[-m層 本 5 {・I.ll (2.7) 0.9 10.79 d 93 ー

d--I25 .¥ i 目-m姻 牢 5 (3.91 (2.6) 1.1 10.98 d 94 ー ー

d-426 <¥ i 11-阻焔 本 5 (仏2) (5.9) 1.1 34.07 d 95 ー ー

d-.¥27 [[-臨脳 * 5 (7.3) .1.0 1.0 24.05 d 96 ー ー

d-.¥28 11-田凶 * 5 t・l.1l 3.9 1.-1 2-1.55 d 159 ー ー

d-・¥29 II-mm 事 5 (7.1) (5.11 1.2 48.30 d 1M ー

d-430 目 -m~'1 * a (6.3) (.1.21 1.2 21.67 d 187 ー

d-431 .1 j I-m胴 * a (3.1) (.¥.1) 0.5 .J.';O d 215 ー

d-432 .¥ j I-m踊 牢 a 3.2 2..1 1.2 7.36 d 216 ー ー

d-.I33 .1 j lI-m駒 * D 2.:1 1.8 0.3 0.87 d 41 ー ー

d-43¥ .¥ j lI-mlM * 5 :1.7 2.8 0.5 2.60 d 012 ー

d-435 .， j lI-mlM 寧 s .1.0 I (幻) I 1.0 8.76 d .13 ー ー

d-436 .J j 目~匝栂 場権 5 (I.m 1.7 0.6 2.118 d 44 ー ー

d-437 .¥ j lI-mll唱 * 5 :1.8 (2..11 0.6 3.5:1 d 45 ー

d-438 .¥ j lI-m溺 * 5 4.9 (3.';) 1.5 16.35 d 46 ー ー

同三叩Lu 11-困層 * 5 (3.1) 1.9 0.6 2.89 d .17 ー ー

I
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〈石器・石製品)(16) 

III 経 温情名 地点.MI主 欠tn 分煩 i毛き(四〉 脳 (cm) l手き (cm) 1TC鼠(日} .行 貿 fB 考- 仮 liI' .s:;. I喝 既 写 真M腕

d-.140 .1 j 日~皿府 * 3 (.1.3) {おり 1.1 15.10 d .18 ー

d--I41 .. j 日 -m~理 寧 a (5.1) (3.11) 0.7 10118 d .153 ー ー

d--I.12 4 j -'f，li * 5 (2A) (2.il 0.3 1..10 d 451 ー ー

d-・1-13 .， j -j，Ii 調院 5 (8，2) 3.6 o.s 22.7・4 d 452 ー

d-.H・1.1 j -1[; * 5 6.1 .¥.O 1.0 14.6-1 d 4i3 ー ー

d-.1.15 .1 k [-皿踊 * 5 (3.1) (2.8)・ 0.7 5.31 d 4ω ー ー

d--I.16 a C [-国騎 ホ 5 (.1.3) 1 (3.0) 0.8 7.23 d 379 ー ー

d-.1-l7 5 c 日~困層 寧 :; 6.0 3.!1 1.1 2fdl d ー ー

d-....8 5 c lI-m層 * 3 3..1 2.6 0.7 .1.ω d 2 ー

d-....9 5 c 1I-1n胤 * a (.1.1) 2.1 l.l 7..1-1 d 188 ー

d-.Iまl5 C • 5 d 5dA-A'3刷 * 5 (¥.6) 1.3 03 0.53 d 14 ー ー

d-.151 5 c ・5d 15d:¥-A・3M * 
。 (5.2) .1.1 1.5 別.55 d 15 ー ー

d-.152 5 c ・5d 5d1¥-;¥・ 3M a候 5 (2.2) (2.D 0.5 2.39 d 16 ー ー

d-.¥お 5 c ・:;d 5 d1¥-;¥' 3硲 事 5 (.¥.2) 2.7 1.0 8.')() d 178 ー ー

d-45-1 5 c・5d 5dl¥-t¥'3硲 牢 5 (5.0> .1.6 1.0 17.90 d 2・16 ー ー

d-.¥55 5 c ・5d 5dt¥-t¥'J柑 * 5 (.¥.8) 2.8 0.6 7.05 d 308 ー ー

d-.¥56 :; c ・5d 5dl¥-i¥'3m * 5 (-1.1) 0.9) 0.5 2.72 d 382 ー

d-457 a c ・5d :; dA-A' 3J~ 串 5 (:1.2) (2.3) 乱7 6.54 d 389 ー

d-.I58 5 c・5d :; dA-A' 3J."f 事 a (:U) (3..1) u9 7.12 d 3卯 ー ー

d-.I59 5 c ・5d 1:; dA-A・3M 本 a (.1;1) (2.3) 1.0 7.60 d 391 ー

d-.I60 5 c ・:;d 1:; dA-A・3M * a (.1.7) も1.6) 0.9 22.¥15 d 392 ー

d-461 5 c・5d 5dA-A'3M * 5 (5.3) (5.)) 1.0 21.72 d 393 ー ー

d-.1fJ2 :; C • 5 d ;; dA-A' 3肘 本 5 (.¥.:;) {・1.1) 1.0 22.3-1 d 39-¥ ー

d-.I仏可 5 C • 5 d 5dl¥-I¥'3附 申 5 (2.6) 9・.2 。β 3.'" d 395 ー

d-.161 5 c ・5d 5 dA-A' H"f 申 5 (.1.1) 1.2 1.2 6.28 d 396 ー

d-.I65 5 c ・5d 5 dA-'¥' 3制 牢 a (.1.5) (3.2) 1.7 21.街 d 397 ー

d -46615 c・5d 5dt¥-A・3M * 
。 (.1.3) (3.5) 1.5 16副】 d 528 ー

d-.167 5 c ・5d ;; dl¥-)¥' 3J，>fff主 キ 3 (5.3) <:-lAl 0.9 14.93 d 1ω . ー

d-.¥68 5 C ・5d :; dA-t¥' 3m下f¥! * 5 (3.2】 {羽} 11.-1 3.01 d 225 ー

d-.Iω :; C • 5 d ;; dA-t¥' 3m'n主 * 5 (5.0) (・1.8) 0.9 20.61 d 226 ー

d-.170 5 c ・5d 1-'f，Ii 事 5 (5.0) 3.1 1.3 17.94 d 529 ー

d -.¥71 5 d I }¥-A' 3M't'f~ 事 5 (.1.2) (2.5) 1.2 12.35 d 373 ー

d-4i2 5 d :¥-1¥' 3J.'1下位 * 5 0.9) 1.7 0.5 1.16 d 374 ー ー

d-・1i3 5 d 八-1¥'3騎下位 * 5 (2.8) (1.8) 0..1 1.50 d 375 ー

d-.17.' 5 d 1-皿隅 牢 5 (3.2) (2.8) 0.6 11.81 4 368 ー ー

d-.175 5d 1-国府 * a (3.1) 2..1 0.7 4.39 d 369 ー ー

d-.176 5d n-m.w 寧 a (3.8) ヱS 0.9 9.73 d 179 ー

I
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〈石器・石製品)(17) 

L倒6! 遺指名 Jl!!lf. '層位 欠m 分野I 1長さ(a::) 制 (cm) l併さ (cm) 東股(g)I 石 貿 錨 "'t 仮 信号 i司版 写真回限

d-47i 5 d ・5" 5 dA-，" 3錨 * 5 2，6 l..l 0.5 Ii仰 d 3 ー

d-.¥78 5 d ・5" 5 dA-A' 3121 * s (3，0 3.0 1.0 7 .. 11 d ¥91 ー

d-4i9 5 d ' 5 " 5 dA-A' 3 層下r~ * 5 (.1.9) 2.8 0.6 7..l7 d 176 ー ー

d-480 5d ・6c -.t& * 5 (1.9) (2.8) 03 1..10 d 156 ー ー

d-.181 5 d ・6d 5 dA-，¥' 3踊 * 5 (5..1) (.¥，0) 1.2 2-1.28 d 138 ー ー

d-'¥82 5 d ・6d 5 dA-A' 31eJ * 5 (3.11 2.1 0.6 3.13 d 201・ ー

d-.I83 5 c 1121 * 5 (2.6) I 3.1 0.4 3.2.'i d 129 ー ー

d-.¥&¥ 5 f [-Ill肘 * 5 (3.2) I (2.6) 0.6 .¥..¥6 d 328 ー ー

d-485 5 f l-m1M * 5 .1.8 (2.5) Ui 12.81 d 332 ー ー

d-486 
5 " 

1 -m~~ ホ a {・1.7) (3.7) 0.6 736 d お6 ー ー

d-487 !ig 1 -m~'l 牢 D 5.0 (2.7) 0.9 10目04 d 297 ー ー

d-488 5g 1-町制 キ 。 ，¥..¥ (:J目3) 1.1 1:1.67 d 298 ー

d-489 ~) u l-m1cl * 3 (2.5) (2.1) 0.6 2凶 d -102 ー

d-4卯 5日 I-UI * a (23) 0.6) 0.2 aω d .125 ー

d-.¥91 5g 1 -m~\1 * 5 (2.8) (1.7) 0.6 2.-19 d 0¥26 . 
d-.¥92 5g 1-阻肘 * 5 (:w) 0.5) 。五 1.78 d .127 ー

d-493 5g I-m肘 * 
。 (.1.2) (3..¥) 1.0 11.63 I d .¥28 ー ー

d-・¥!H
5 " 

l-m1cl * 5 {口) I (J.';) 0.5 1.'1-1 d .129 ー ー

d-.195 5g 1-困肘 * 5 (3.0) I (2.0¥) 0.7 :I.!l-l d .130 ー ー

d-.I96 5g 1-0111'4 * 5 (3.5) I (2.5) 0..1 :1.ω d .131 ー 『

d-.I9i 5..:: 1-皿附 * 5 (3.7) 33 0.8 9.75 d .13.¥ . 
d-.J98 5 J[ l-mM * a (3.i> (3.2) 0.8 10.99 d .135 ー

d-O¥9'J 
5 " 

l-mM * a (2.7) (2.5) 0.7 0¥.69 d .If，.') ー ー

d-筑耳】
5 " 

日-mJcol * a (3.1) 2.2 ・p 0.4 2.1.¥ d 認3 ー ー

d一泊l 5g n-mJcol 傘 。 (3.1) ( 1.!J) 1.2 5.67 d 2品1 ー ー

d-502 5g I1-m1cl 牢 5 (.1.1l (2.5) 0.9 7~1O d 28S ー ー

d-5C)3 。日 lI-m1cl キ 5 (2.2) 1.6 0..1 1.16 d 2ω ー

d -50-¥ 日目 目 -m~'4 * 5 3.1 (2.5) 札7 -1.02 d 330 ー

d-部5 5g 目~阻肘 * 5 (33) (2.6) 0.6 .1.29 d 3:11 ー ー

d-筑l6 5 h I-m附 * 5 (2.0) 2.2 0.4 2.11 d 3:官1 ー

d-却7 !i i I1-m肘 * a (0¥.1) 2.0 0.8 3..10 d 252 ー ー

d-508 5 i・6i l-mM * ;;> (2.4】 0.9) 0..1 2:11 d 370 ー ー

d-509 5 j・Gi 1-旧附 事 。 (.J..1) (2.6) 0.7 5.88 d 371 ー

d-510 5 j・6j 1-田肘 * a (4.-1) I (.¥3) 1.1 11.68 d 372 I ー
d-511 5 k I屑 $ a 2.5 2.1 0..1 1.72 d 5 ー

d-512 5 k I騎 * 5 2..1 (1.5) 0.6 1.5.1 d 6 ー ー

d-513 5 k I層 キ 5 2.9 ~i 1.0 6.88 rm (~t上 1111也?l d .17.1 ー

l
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〈石器・石製品}(19) 

拘 a 遺構f， 地点・層{主 欠m 分銅 l去さ(∞} 恥H伺} 1'1-さ{包} If(股(g1 ! 石 賞 i信 考 仮 ~号 I喝版 写真伺臨

d-5.'，1 B[互 -鵠 * 5 (-1..11 3.3 0.9 9.-10 d 101 ー ー
d-5.';2 日[[ 』品 * 5 (3.71 :-1.2 0.6 仏30 d .1.19 ー ー
d-5お 調査IK I u-旧制

訓"
a (6.21 (2.4) 13 17.21 d 75 ー ー

d-55-1 調1e区 日-mk4 調撃 a (2.01 (2.01 0.8 :u日 d 76 ー ー

d-55S 調ヨE区 s-阻肘 * D .1.4 (.1.1) 1.3 12.19 d 77 ー ー

d-お6 調査区 Ui * D (2.7) 3.4 1.0 9.3.' d 229 ー ー

d-557 調査区 t品 * 5 (3.9) (2.7) 0.9 9!ω d .Iii ー ー

d-5S8 調1i.区 f晶 事 5 {・1.0】 3.0 I.¥.鎚 d .178 ー
d-5!)!l 細道l豆 .J5 * 5 (3.9) 2.3 0.6 :1.50 d .179 ー ー
d-5t却 調査i豆外 指 * 5 (3.8) (2.5) 1.5 7.30 d .1.16 ー ー

d-561 凋査l正外 l-tll * 
。 2.8 (2.2) 0.6 .1.33 d .1.17 ー

e-Ol 3号fI，'.・7 1m 9.3 .1.-1 25 113.63 ホルン7ェルス uヒk山地} f 25 ー 70 
e-O'J 7 号fI"~i !D-U'(八より凶} ~ii:・，z 7.3 3.2 1.3 'iZ.S."J )"in(北l:II&J也?) d 517 7(J 

e-O:I 2e 1-皿肘 ，冗・l: 6.5 3.6 1.5 28.75 tm  (奥羽111Kf.? 1 d .105 i11 

e-Ol 3 r・31: u-血附 aY-E， A 9.1 ‘1.2 2.0 79.19 ホルン7:.'"7. (Jと上11112) I!l. f 8 70 
c-(J5 3g 日~皿肘 側 6.-1 (3..1) 1.-1 29.96 “~~ W~上 IIIJ也? ) 1え f I!l 70 
e-ω 3 h 1-皿M ~ 1 6A 6.5 ヱ9 13-1.35 ? ~~ (奥羽山脈} 1え f 6 ー 70 
e-Oi .1 j s-mM "え 72 3.1 1.8 .11.訂 Itm (;jt上111地り f 7 86 70 
e-08 5d ・5c 5 dA-A. 3隔 ，九・~ l 7.4 5.(J 1.9 77.-10 ホルン7エ'"7.Ut上山地} f 11 ー 7(J 

e-ω Sd ・5c 5 d 1¥-1¥' 3柄下似 ，M ・， 12.7 6.0 2.4 220.80 ホルンフェルス(~I:.l:11J地} IX 86 

5d ・5e・6d. 
--t.品 1二・光 (831 .1.2 1.・1 58.25 *ルシ7:.ル7.U!:上山地}e-1O 

6e ・6f . i I 
ー

e-II 8p u-皿l刊 ~・G， 6.6 3.9 1.8 .12.92 rm  (奥JJ;J IiI~~? ) 9 71 

e-12 !lq ß-m~'1 冗・.FS l 7.-1 3.3 1.6 .15.9-1 ホルン7且ルス(Jヒ上111!a) ー 71 

e-13 p，:-住l，ri 民・焼:U'1J:!¥! ，'-Zp 4 ヲ 7.5 3.1 .15.23 tm (;jt上1111ta? ) f 13 56 71 
e-1.1 3サ位制 1尉 ii; ') 7.3 :i.7 Z・2 52..10 ホルシ7:.ル7.UtJ:IIJi色} f ー 71 

e-15 5 - ÎI}lI:~li 指 ':e .) 7.-1 3.0 1.6 39目00 tm  (;(1:上IIIJ虫?) f f'_' ー 71 

e-16 28号j:坑 rvmJ'.!在 .流・~ 2 7.8 .1.-1 2.2 75.21 )"in(;(!:上111地?I f 15 ー 71 

e-17 ! s-mk4 .y-u p 2 5.8 2.8 1.2 21.95 d 71 

e-18 目1j s-阻肘 :;・E，4 2 11..1 6.5 .1.(】 :120.α】 ホル ;'7 ニ~}レ見 uヒ上111地} 1!l. f 1.1 56 72 

e-19 5c.5d 5di¥-i¥'3k4 冗"品 2 7.3 3.0 0.9 22.85 rm  (，11:上111地?) d 381 ー 72 
e-却 5 c ・5d 5d t\ -A'3 柄下!~ ，R-P Z 2 5.6 9・!.i 1.3 19.65 tm (;(1:上IIIJ&? ) f 12 ー 72 
e-21 5 g 日-1s1I'l ~ií:・dZ・ 2 6.5 3.0 1.6 :16.08 tm  (奥羽 III~並行 f ¥0 ー 72 

e-22 5日 日-1II11'l ，丸-pZ 2 8.7 3.-1 1.2 :12..15 tm  (;(1:上111地?l n 7 87 72 
e-2.1 5 k 2 (7.5】 5.5 2.4 r:ぉ.23 ホルシ7エルス UtI:JII!色} 』主; f 2 ー 72 
c-2.1 5 1 ! 1肘 ;;巳. 2 6.8 3.5 1.1 3Q55 ホルン7ヱルス Ut.!:11r縫} f 5 ー 72 
e-2;) 3h ! 1 -m1M ~，・69 9 "'.-1 3.7 1.2 li7.02 紡似Y~ (~tJ:IIIJ色} 87 I 72 
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{石器・石製品)(20) 

t也被 治情名 地点.~"f~ 欠損l 分野i J(さ(an) 01.1 (Cm) I?:さ(ω) 11l股(g) 石 貿 絢 考 仮 II'f 勺 1:4 1'11 写真図版

(-01 2!11}:I:坑 W桝より下 先 牢 (5.6) I '1.1; 1.2 関29 ホルンフ品ルス(~!:.I:III地} ー 73 

f-O'l 抑止1:坑 盛守1: ド * (7.0) I (・1~1l 93.83 !W Ut上山地?) 告をまim? f 16 87 73 

f一郎 :t:;IJ-:l:坑 I (K) !¥o70 寧 (8.11 I 2.6 153.2i fm Ut上1I1地?) f 27 87 73 

f-(}¥ 381}:I:坑 -'lli 下? 申 (8..¥) -1.7 2.9 17<1.2.¥ 凝民自{奥羽111戚} 欠捌もし〈はl軍事11111? f 17 8i 73 

(-05 2 f・2g 遺物1M'地点 * (11.1) 6.2 (2.3) 253.86 rw (~t上IIIJ也? ) f 26 ー 73 

(-06 2 f・2g 遺物集中地点 ード * (9.1) 6.2 (2.3) 253.86 rm (~t上111地? ) f 26 73 

(-Qi 調1eI正 'I.~ * (].9) I .1.8 1.・』 IIJ侃 f 28 ー

f-侃 島 1> 目ー目I肘 上・ド * {五6) {・l.lI 1.5 52..11 rm (;It.1:111地?) 23 ー 73 

g-OI 1，¥ザ:I:JJL -'M ~ 5.1 I.!I 1.0 9;仰 fm (./t.l:IIIJ也?) n 3 88 i3 

g-02 2む・ 2( I-.m 5.5 2.8 0.8 12.12 rm (~t.I:山地?) 11 5 ー 73 

日ーω .1 i 111-回附 11.9 2.9 1・1 .18.26 I J'm Ut.l:lh地?) 11 88 74 

g-().I 71> Il-m肘 :>.:> 2.2 1.2 ト1.<15 rm (~t上山地? ) n ') ー

g-05 7 IJ.n:， .. i {骨IIIIfII A竺u2， ') 4凶.5 0.8 :U8 占E色rw(奥羽111隊} 持形 d 滋1I 8s 74 

g-06 7り'11，民 ー1:-11'11'4 ，凋・よ. ') 2.6 7.5 1.0 16.95 i'm(奥;1'1111眼?) c 20 鉛 74 

g-07 7 1> II-mkol ，訓・ζ• .) (6.7) I 2~1 1.4 2-1.臼 I fin (奥羽山肱?) 目 鎚 74 

h-Ol II}住民 災・焼土居より下 事 13..¥ i .. :; 5.2 “j(};∞ デサイト{奥羽Ih~) E .12 ー 7.1 

h-lYl 5 I}{J:陪 I-'M 割前 10.7 7.6 4.4 .133;∞ デサイト{奥羽Ih~) E 53 ー 74 

11-03 ti IJU" .. i 1:¥-1¥・より耳E * 12.1 6.5 5，・1 4制).1α3 ヂサイト(J処:~lIll rR) g 肌』 74 

II-(}¥ 7サfJ:，.. i 検IIl1fo
調ー 15.3 10..1 6.8 1.28 角l時計(北上IIIJ&) g 制 ー 74 

111・05 7ザ11，1& 検出説i 事 13.2 7.9 5.3 !~\O.I∞ 花側関総背(~ヒ 1:111抱} g 85 88 7.1 

I 11-06 7 IJ'fI:I，Ji 検lIlifri 牢 13.3 6..1 .¥..t 518∞ 内閃~~ (~tJ二 111 抱} g 11.1 I 

11-07 :11;サI:JJL 'I'M * 12.0 .¥..1 3.3 270.1ω 砂n (~tJ二111地} E 7:{ 74 

h-08 HI}I:坑 倹lIIiili * I 1・1.0 7，¥ -1.8 時1.1ω デサイト(奥羽III~正} E 52 ー 74 

h-ω ;11)りー 1:坑 |←，1品 * 15.0 5.2 3.2 お0.1∞|デサイト(呉羽111球) z .16 ー 7.1 

h-IO 2 (・ 2g 12((31成凶ιt."" * 11.7 7.2 6.1 716;∞ 刈I勾n (;lI:J:IIIJ由} z 89 ー 7.1 

I h-II 2 (・ 2g 2 f (:i>U岨j-下財 * 12.2 7.7 5.7 7札∞ 安Ihn(奥lFl11l脈} g 90 ー 74 

I 11-12 2g 2 ((:n隊商-')-'肘 本 I !1.5 (1.5 .1.9 :l91.1∞ ヂサイト(奥;~lIh~1 R 56 ー 7，¥ 

111-13 2g 2 ((3)1ぷ悶-r:1I'4 * l 15.0 8.5 5..1 1.10 |ヂサイト(奥羽111服} g 27 7.1 

111-1.1 2 g u-mM * l l・1.6 7.0 5.3 516∞ |ヂサイト(奥羽山隊} z 7.¥ 7-1 

111-15 3 r n-mM * I 5.11 6.5 .1.-1 \(~\.OO 1ellln (奥羽III~) E 51 7.1 

h-16 4 c 11-111.11'4 事 16品 7.7 5.8 1.1-1 砂~: (北上11IJ!a) 官 58 8s 74 

h-17 5 c 5 d，¥-A' 3 ~I 割前 11.0 7.8 6.3 7!12;∞ 刈l吋主~ (;11:.1:111地} z ー 74 

h-18 5 c 15 di¥-A・H'I * I !I~I 6.3 6.8 561，∞ !lf叙(~ (:11:上111'色} g 18 ー 74 

h-19 5 c ・5d 5dA-A'3~'1下院 * I 21.1 9.1 8.0 1.37 ヂザイト(奥羽111民} 目 21 ー 同i5

11-20 5d 5 d J¥ -i¥' 3 ~\rFl，z * I 8.6 6.8 ‘1.'1 2511加 説民主}(奥羽111肱} 耳 31 ー 75 

11-21 5d・5e 5dl¥-1¥
0

3刷 * I 6.6 5.1 2.0 85.筋 ヂサイト{奥:J;JIII脈} g 33 ー 75 

h一忽 5d ・6d 5 dA-t¥' 3.11'4 * 10.3 5.1 7ω.∞ デザイト{奥羽IIIQtI 官 113 75 
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〈石器・石製品)(21) 

N
O品目
l
l

拘u. 遺術名 地点・年H主 欠1II 1分鮒 !~さ(∞} 制{四} I早さ(∞} iT(nHg) 石 貿 偏 :Jf 1'1 信号 I喝臨写真岡践

h-23 5 e 0-1自肘 * 11.-1 7.'1 5.6 5.[-[.00 'glll~~ (奥羽111隊} 日 20 1 75 
h-2-1 :> g u-目11M * 8.6 6.0 .1.3 2:18.00 ヂサイト{拠:J:JIII~) g 41 75 
h-25 .13号土坑 -Ui 調ド 1 1 11.9 6.3 6.1 529.∞ 

， 
g 77 88 75 

h-26 1号ft:l，・} u;繭 ヨ俳 1 1 16.7 6.9 4.3 718.00 sr~在民閃緑~I UI:上Illlf!l E &1 89 同1:>・

11-27 5 c 5 dA-J¥' 3硲 $ 1 1 7.8 6.6 .1.2 316凪 'gllltl (呉羽111脱} z 24 ー 75 
11-28 5 号(t，~;- 一括 事 1 1 ? 17.3 11.2 主9 1.27 ヂサイト(拠:J:llllm.) E 5・1 ー 75 
h-恕F 5号住成 A-A' 車 11 8.6 5.9 5..1 .1ω.∞ デサイト{奥羽1I1!R1 z 71 ー 75 
h-:仰 5 ザ住，~} A-J¥' * 1I 127 72. 五9 606.1∞ デサイト{呉羽IIIJj正} E 72 ー 75 
h-31 35号土坑 事 11 11.6 6.4 .1.0 :肺.ω 'glll器(奥lJ:lIl1脈} g 59 75 
h-32 .[7号土坑 |一線 * H 17..1 8.3 .1.2 9:号6，∞ 砂i:(北.1:111地} g 76 75 
h-33 3 i l-mlM * 目 18.0 3.1 2.8 185，ω g 98 89 75 
11-3-1 ~ f 日-!111M 事 日 16.0 6.3 8.3 1.03 l刈t品目{北上111地} g 16 89 75 
11-3.') l'号fl:I.'i 炭・焼 1:制上位 * 回 8.5 9.7 6.5 772.ω 住民:11刈緑.L:(北上1I1地} g ，1・1 ー 75 
h-淑1 3ザ{主的 倹111刷3より下 * E 10.0 7.0 6.0 &15.ω 11正編li(北上111地} z .13 ー
h-:17 20~}土坑 1-Ho! 訓院 E 8.6 82 6.1 f157.ω 花尚閃縁結(.11:上山地) z 35 ー 76 
hー:18 2 f ' 2 It 2((3)1反凶ι ド肘 * E 8.8 II.I 3.6 2110.目∞ 1(IIIW (奥;):IIII~1 E 91 89 711 
h-:19 2g |一級 ホ 田 10.0 8.0 6.7 (i.'iIJ∞ 花伝I関紙~ (.1ヒ上111地) g .18 76 
h-.IO 5 c・5d 1 5 d，¥ -:¥・ 3柄下依 割俳 皿 10.3 6.3 之5 19也∞ 砂~I (~tJ:IIIJ色} z 25 ー 76 
11-.11 5 c 13・41.:'焼土付近 * E 10.1 9.9 6.8 886∞ 花IAl I時緑岩 (~t上1[1池} g 69 ー 76 
11-.12 6 d * E 9.6 8.0 7.9 9，tOJ∞ 砂~I (~t上t1 1地) E 62 ー 76 
h-.13 6d -ff; * E 10.5 9.3 5.0 785.∞ 安山主I(奥羽山脈) E 回 89 76 
11-.[.1 2 f・2" 遺物集中地点 * 1 m? 9.3 5.9 5.0 .111.00 アプライト(~1:.1二山地} E 78 ー 76 
h-.15 4 e U-III~'I * 1 m? 12.3 5.7 .1.7 452.1∞ イE向l勾総~{ (~t.l:11I地} 耳 39 ー 711 
h-.16 7-1.:'土坑 -.1[; * ma -1.6 ，1.3 3.8 [00.1沼 砂li(~t.l:J11地} g 97 ー 76 I 

111-.17 8p 10-回附 副院 ma 7.6 7.2 4.1 :U5J∞ iE鈎閃総営(~l:.I:111地) g 81 89 76 
11-.18 p 105 上焔 ホ m? :1 思6 7.8 6.0 1122.00 'glll~1 (奥羽111続} E 95 76 
11-.19 l号{主肘 炭・焼:1:"''1上位 * m 11 8.3 6.6 3.7 :122凪』 安1[ln(奥羽111緩} g 55 ー 76 
11-50 6号u:"，;. 上-IIIIM * |回 b? 9.9 8.1 .1.7 556.00 デサイト{奥羽山陵} g 36 ー 76 
h-51 2 f 2 f (3)床面~下1M 調院 1m? I¥'? 10.2 7.2 .1.5 312.1∞ 安111お(拠:1-1111球} z ..0 ー 76 
h-52 2 f 2 f (3)床面-l:JM * 町 4.9 5.1 .1.2 80.81 'glhtl (奥:J;1I11JN:1 耳 29 ー 76 
h-53 3 g -1，品 * I¥'al 12.9 (.7 .[.l ，115.閃 g 88 89 76 
11-;;1 1 号住~* 従・焼 1:財J:I~ 副院 1¥' 1 18.7 7.0 .1.5 978.00 砂i}(奥羽111旅行 g 32 関 11 

h-55 P':-i主附 民・総 1:~'1.J:I.在・ mifiï * b 12.1 9.5 .1.9 385.閃
'glhii (mm 
{奥:~'11l1脈・調n司紀火山) E :ω・37 90 77 

11-56 35号j:jJt 2 c -18 
=ー

b 7.9 6.6 5.6 381.∞ 向閃11(~1:.1二山地) E 79 ー 11 
h-5i .17ザj:j'L f品 本 Ib 12.0 9.6 5.2 910.目ω 砂~.: (北上IIIJ色} 宮 f>8 ー 77 
h-58 2 f 一括 * 16.1 7." 自4za• :18:WO 砂1:(北上山1也} g 61 別】 77 



〈石器・石製品)(22) 

絢扱 .ifi備~ 地点・肘I~ 欠m 分鏑 1~ さ{伺】 制，1(cm) 1併さ{佃) 虫肢は} 石 質 {自 二摩 仮 t骨サ 図版 写真制臨

h-59 :1 { II-m脳 * b 8.8 5.9 2.6 169.00 m告 (~t.J :III地) g 思} 7i 

h-ω 目1c J)-ml¥lJ * b 8.5 7.8 97 262.ω |砂岩 (~t.J:lh地) E 57 ii 

h-61 .1 f J)-IDk'f 調院 b 11.2 6.3 -由'!7 272;ω ヂサイト(奥羽111尿} g 15 11 

11-62 .1 i [-皿屑 * b 1-1.8 8.1 3.7 &13.00 E草岩 (奥*1Ii1~) E 11 ー 11 

11-回 5d ・5c 15dA-A・31¥1J * b 9.6 8.9 .1.3 .109.1側】 安山智(拠J141111if.) 宮 23 ー 77 

h-61 5g 事 b 8.2 6.0¥ 5.1 182.1∞ 
安山告 (itm)

{奥羽111腺・第四紀火111)

h-65 5g I-Infl¥l * 13.2 7.5 3..1 493.00 砂岩(北上111地} E 87 78 

h-ω :1ザ{主賠 -tfi * b ? 14.8 .1.9 .1..1 383.00 デサイト(!l!:);Jlh係} E 26 78 

h-67 .1 i J)-阻隔 * b 11.8 7.9 3.9 5-1O!∞ 砂岩(.It.l:1I1地} E .19 78 

h-槌 日-m層 酒住 c (8.0) 5..1 I}'" 印刷 砂~ (.11:.1:111地) E 70 鈎 78 

11-69 .171}:1:坑 ー'ff， * c 8.7 5.7 97.2.1 砂~ (;11:.1:1111也} 日 67 ー 78 

h-70 12り・ 1:坑 '11; * d 7.8 7.5 -1.7 3山1.00 'if山~~ (奥羽山!il) E (~'j 伺 78 

h-i1 :1 { '11; * 13.7 7.8 .1.8 751.ω 争- 50号:1:坑合む? g 3-1 78 I 
h-i2 121}:l:坑 'ff. * e 10." 5:; 3.7 165.ω 凝灰封(奥:[，1111尿) E |ω  78 I 
h-73 ，I5 IJ.:t~北 110柄上位 * I7.'; 7.7 3.9 768.0(】 組fl花尚閃lW(北上111絶} g !lii 卯 78 

h-7.1 J) 133 1・・tfi * 07.0) 6.8 6.2 961.ω z 101 91 78 

111-75 2μ 、 1-.11; 
* 18.9 ，1.9 3.0 397.ω ホルシ7;:.11<7..Ut上1M主) 10 91 78 

h-76 351.l'土坑 2 c -23 事 ') 10.1 .1.6 .，，，， 155.1ω| 耳 ux】 91 78 

h-77 11106 .1:"" * 
9 圃 10.8 :1.3 93.57 H 9日 - 78 

i -01 1 I}U:Jfi 脱・焼土l(Ijより下 ~~ 1 6.1 4.3 U; 52.2・1 高差灰宇}(奥羽 111~量) B J() 79 

i -02 I S;-住居 .tfi 欠 * 7.0 目1.6 1.3 lω¥17 砂岩{北.I:IIIJ也} t 18 79 

i -03 7S}住居 続出削 íí・~ * 5.8 8.5 1.・』 109.88 1砂岩(.11:.1:111地} E 16 91 I 79 
i -()'I :11}:I:JJt ー'M ".，i!ι!? * 8.0 6.2 1.9 100.0 凝灰む(奥羽III!量} t 5 ー i9 

i -05 5サーI:J)L .，哨 ，A-， Z 

* 3.8 7.() 1.0 62.07 砂~ (;11:.1:111地} 2 H 91 7世

I i -06 8サ上抗 今 'ffi ，・s， 
* 5.0 6.9 1.9 87.・16 砂岩(;11:.1:1111&) E 7 91 79 

i -0; 201}J:坑 ード柑 欠 * (9.6) 1 (6.1) 1部】... ~:; 窃位花街閃lmUI:上山地} E 79 

i -08 2:叫:'.1:坑 1 . .tfi "n; 場e ，1.2 .1.0 1.1 25.95 砂詩(;11:.1:111地) 11 91 79 

i -ω 321) ‘ド桝 ^・~・ * 5.6 5.2 1.6 印.88 ホルン7.::.1レ7..(北上山地) 4 79 

i -10 37サ土JJt 1('肘 ，A.9 2 1 11.1 5..J "，.) 169.却 ヂサイト(奥羽J11~) E 17 79 

j-ll .181}:!:坑 日射より下 A・JZ- ， 9.2 7.5 1.9 155..Jo¥ ホルンフェルス(;11:上山地} E 8 ー 7官

i -12 2 c 11-田嶋 * 9.5 5.9 1.7 119.:~1 E 1!J ー

i -13 2g 1-阻!日 事 9.3 6.1 1.9 UI5.!JI 砂~ (;11:上IIIJ也} 2 ー 79 

i -J.I :1 i [-m回
* 9.9 6.7 1.8 1.15.06 砂岩(;11:.1:111抱} ' 

2 79 

i -15 .1 c [-m焔 欠 副院 8.7 5.7 0.9 59.-13 *ルシ7J巳ルス{北上111絶} i9 

i -16 5 C .. 5 d 5dl¥-A'3防 ~ ， 6.7 .1.9 0.9 '13.31 砂岩{北上111地) 6 79 

i -17 711・7q p.'i 完? * 9.8 4.11 1 9・.2 1.12.15 ホルンフ品1レス UI:上IIIJe;1 15 79 
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〈石器・石製品)(23) 

拘 fl iill品名 地点・肘{在 欠航 分蹴 I主き (cm) 制(Cm) Jy.さ{ω} JI'(最{民) :(I 民 情 JP 仮 1ft 号 図版 写真l司副
i -18 81) lI -m~'1 4・冗Pエ

* 8.2 6.8 1.8 H9.5:J 様む(!処;J:l11I脈} E 3 ー 79 
i -19 A区 -tl; Ji: * 10.9 5.!1 170.02 砂む (~t.1:1I 1 池) E 13 ー i9 
j-Ol 3 ~}tl;'.'i "..;:・t 制御 0.9 10.品 結紙~~ (~t上111地} m 3 91 制】

j-()'~ 3-1}1l:肘 |刷I¥i伺3より下 ~.:. * (9.9) (2.1) 1.2 15.r~1 敏悦~t (北上山地} 3 91 80 
j-()，1 7 P !II-m駒 欠 * (8.:n (2.7) 1.2 31.-11 被脱税(北上IlJ池} 2 91 80 
j-6¥ 8p !日ー旧柑 ~巳d・ 銀総司i 10.1 目I.() 3.1 196.7i 砂I}(~じ1:山地} f 18 91 関

k-OI 35号:I:JJL (K) 1¥017・21:-2.¥ 傘 II zs 3.3 0.8 7.82 滑石 uヒ.I:llIJ&) k ，¥5 92 80 
k-()2 35号'I:JJL (K) 1¥018・2c -2，' * n 2.2 2.5 0-" 2.5.1 滑石(~ヒ.I:JlJ地} k ，¥(j 92 創1
k-OO 351;・:I:JJL (K) X()23・2f -.. $ 日 -・2:守. 2.() 0..1 1.72 滑石 (~t上 JII地) k ，¥8 9'~ 80 
k-6¥ 35ザ:1:坑 A-'¥'iI! * a 3.1 0.5 3.5.~ itt石 (~t上 JlJ地} k 20 92 加

k-05 35'S}:!:抗 A-I¥'東 * OI 3.7 <1.1 0.5 11.0:1 滑石 (~t.l二 JlJ地) k 17 9'~ 80 
k-町335号・:I:JJL (1)) Xo03・2r -3 * b (3.7> ! 3.1 0.6 8.17 itt石 (~tl:llJ地} k 26 92 ω 
k-()i 35.J)・:I:Jit: (K) :¥0<ロ・ 2c -2・1 測位 b 3.8 3.3 0.8 瓜2.~ I i!t石(.Jt上111地} k .¥0 92 80 
k-08 2 C • 2 r -tfi * 

，).) 2.!1 1..・1 9.25 t骨石(.1じl二IIIJ也} k II 92 加

k-O'J 11}f!:'.'{ 政 '~Iι1:柄上位 * 2.!1 1.7 1.1 8.56 滑石(北上IIJJ由} k 92 80 
k-IO 35ザ:1:坑 ! (K) XQω 。2c -18 * b (1.9) (0.8) -1.70 措石川じI:IlJ1邑} k 55 9'~ m 
k-II 2 c '!fi 調齢 b 3.6 2.1 0.7 且沼 滑石(~じ1:111地} 35ザ:1:坑合t:? k 13 9') 初

k-12 35ザ:1:Jj( (K) NQ73・2c ・23 事 -1.6 1.8 0.7 7.m |滑:fi(;11:.1:[11地) k 61 92 80 
k-13 35-J;・1:坑 (K) No.18・2c -19 キ :1.8 (1.8) 0..1 aぉ目， itt石 (~t.l:山地) k 52 日2 初

k-I.I 35号1:坑 !<K)ぬ58・21:-18 事 ，1.6 2.'¥ 0.<; 10."・1 t骨石(.tt上IIJJ&) k 5.1 飽 80 
k-15 5-7ザII:I.'{ -U; 寧 :J..I 2.:1 0.<; 6..101 治石(-It.l:Jh地} k 7 92 品。
k-16 35庁I:JiI: 2c-1!J * 7.2 2.6 0.8 羽田侃 首Ui(-1じI:IIJ地) k 3.1 92 80 
k-17 3 c 1 1-凹肘 事 .1.1 1..1 0.6 aω itt石 (~t.l二 IItJ&) k 15 92 m 
k-18 35'S}:I:JJ¥: (Kl 1¥0凶・ 2c -18 * (3.0> 1.6 0.7 :t縦S itt石(-1じl二山地} k .12 92 80 
k -i!1 35-1}:I:JJ1: (K) )¥068・2c -201 * (3~J) (I.!)) 0.5 3.111 滑:{j(-It.l: IlJ地} k 59 92 80 
k-2(】 351}・:1:坑 ;¥-i¥'J!! * b (2.:;) 0.5 之鎚S 滑石(.It.l:山地) k 25 92 初

1 k-21 35号I:Ji( (K) :¥069・2c -2.1 事 b (3.0) I (2.2) 日五 5.O'l 滑石(-1じ1:lll地} k ω 92 釦

k-22 351~':1:坑 i¥-A'iI! * (.1.2) (2，1) 0.7 6.32 滑石(.Jt.l:lh地} k 23 9" 80 
k-23 351}:I:坑 2 r -:1 * (3.-1) I 0..1 2品2 滑石{北上111地} k 27 92 81 
k-21 351}:I:抗; I (K) ;¥Q62・2c -19 本 b (2.:U (1.7) 0.6 3.0.:; 滑石(.1ヒ上山地} k 5-1 92 81 
k-25 35-1J:I:坑 2 c -21 事 0.6) 1.5 0..1 1.，).1 滑石{北上山地) k 29 9" 81 
k-26 35'!}:I:Ji( 2 r -3 本 0.6) O.!) 0.<; 0.8'J iIt石{北.I:IIJ地} k 28 92 81 
k-27 351}J:坑 (K)ぬ21・2f --1 * b 0.7) I (仰} 0.5 0.93 I i骨石(~じ1:111地} k 92 81 
k-28 21}!I:'.'{ 一級 * I c① (3.3) I (1.8) 0.5 3.91 治石(~じ1:111地) h 2 93 81 
k-29 351}:I:坑 <IO 1¥016・2c -2-1 * c(j) (:1.1) (2.U) 0.5 3.6-1 滑石(北上JlI地) k 小l 93 81 
k-30 35!}:I:坑 I (K) )¥031・2f -3 当幹 c① (1.8) 1 <1.9) 0.6 2..10 滑石(~じk山地) k ，19 93 81 

3.')サ:I:Ji( <I¥) :>067・2c -2.1 * cT' (3.1l I (1.:;) I 05 2.!η i!t石(.It.l:110色} k I 58 I 93 8¥ 

-
N
E
l
 



〈石器・石製品)(24) 

IU 車E il'im名 地点 'Mf~ 欠m 分m j去さ (cm) 4唱1<侃) l'f.さ{伺} lRi量(g) 石 貿 {自 45・ Vi 訪日・ 聞販 'm伺阪

k-32 135ザ:1:抗 (K) I¥Q74・2c -22 * c① (22) 0..1) 0..1 1.5¥ 滑石(;lI:.I:IIIJ&) k 62 93 81 

k -33 1351}:1:坑 12 c -2.1 * 
c~内ノ、 {之.1) 0..1) 0..1 1.-18 ift石{北上IIIJ色} k 30 関 81 

k-J.I 351}:I:坑 2 ( -.1 キ c① (2.0) (0.8) 03 o.r.s 滑石 W:J:IItJ也} k 3-1 93 81 

k-:t:; 35JJ上JN， 2 f -.1 * c① (2..¥l 0.9) 。白6 2..17 滑石 (~tJ:IIt J也} k 35 93 81 

k-36 351)-:I:J/.: 2 f -.1 * σ① (2..5) (13) 0.5 2‘53 滑石(~I:J:IIIJ&) k 37 93 81 

k-3i 351}:I:坑 2 (田・1 ホ r① ().8) 0，2) (U6) 1.55 iIt石(;11:.1:111地} k 38 93 8¥ 

k-38 135ザ1:坑 ，¥ -:¥・ll! * cX' (2.8) 0.5) 0..1 2.70 iIt石(;lI:J:III地} k 18 93 8¥ 

k-39 3.r;I)-:l:J，t i¥-i¥'J!! * c① (3.2) 0.6) 0.7 4.70 iIt石(;lt.l:lItJ也} h 22 93 8¥ 

k-.IO :i5ザ1:抗 IA-i¥'!I! * E① (33) (2.0> 0..1 4.15 滑石 (jtJ:lItJ也) k 93 81 

k-.JI 3 ( III-mm * I C~) (3.6) 0.8】 0.7 5.ぉ 滑石{北上111地} k 16 93 81 

k-・12 35り:':I:M: 1 (K) S()07・2む -18 * C'J) 2..5 (1.:;) 0.5 2.22 滑石 (~tJ:III地} k ，1:1 93 81 

k-，13 351}上坑 2 c -¥9 * ぴ③ 0.8) J.I 0.6 1.69 滑石 (~tJ:IIIJ也) k :12 93 81 

k-，J.l AI互 -f，~ * C':D 1.7 O.!I 0.8 1.30 滑石(.jヒ1:1111ω k J.I 93 8¥ 

k-.15 351}1:坑 (K) 11001・2c-2・1 * c~t 、 (3.1) (J.5) 0.5 2.71 滑石(;!I:1:111地} k 39 93 81 

k-.16 Iぉ珍 I:Jli (K)目。3i・ 2(-3 * c~~;， (3.8) (:よ1) 0.5 5.fJ8 t骨石(;ftJ:IItJ由) k 50 93 81 

k-.17135ザ1:坑 100 NQ46・2c -19 * c② (5.1) (2.1)) 0.6 7.!17 iltli UtJ:lItJ也} k 51 93 81 

k-.18 1:i5サ 1:坑 1 (K)ぬ67'2 c -2.1 * c② (2..11 (1.1) 0.8 2.17 滑石(;ft.I:!ItJ也} k 取3 93 81 

k -.19 1351}'1:抗 I (K) S()67・2む・2.1 調侯 d) (3.7) 0.6) 0.5 .1.55 t骨石(.11:.1:1111ω k 57 93 81 

k-50 35 IJ': 1:抗 割拠 c'J) (1.7) 0.1) 0.:; 1.29 t骨石(.11:.1:111地} k 93 81 

k-51 35U:I:坑 A-A・ll! * 広ι重、J (:til o，m 0.6 5.5.1 t市f骨f石 (;1花tι-上1山1I1地也} k 93 8¥ 

k-52 351}I:Jit: A-/¥・磁 調依 c~， (5.9) (:!.7l 1.0 2.1.38 iIt石(;lt.l:llll也】 k 19 93 81 

k-ぉ 138ザ1:抗 19~'f * d (3，2) (I~1l 0.5 zω 滑石 UtJ:l11地】 k 9 93 81 

k-忌113ザm.'} |成j(( 事 d 2.0 9 ・目9圃 1.0 5.82 滑石(;11:.1:111地) k 5 93 81 I 

k -5.') 31)・fI:I，'} 3肘'VllIi 事 d (2.'1) (1.5) (0.6) 3.57 滑石(;fじ1:1111也) k 6 93 81 

k-56 2日'f!:I.'} 検IlIlrlI * I ci③ 3.3 1..1 1.0 6.17 滑石(;1じl:tllJ邑} k 93 81 

k-57 52サ1:坑 検IIIlflI * C'~) (3.2) (1.-1) I 0.5 5，・15 iIt石(.11:.1:111地} k ¥11 93 81 

k-58 2 ( I 2 f (3)阪商ード対 * d :1.9 1.5 9.95 iIt石(.11:上111地} k 93 81 

k-59 281}:1:坑 lififli * d (5.9) (2.1) 0.:; 9.!1.1 iftli UtJ:l11地} k 8 93 8¥ 

k-101 31}{1:/，・7 t!1if( * e 1.6 臥016 ift石{北上111地} 1点 (i!i) k lα』 82 

k-102 3IHI:I.'} 一.t，li * e 1.・1 0.67 ift石(;fI:.I:II1地} 1点 k )(悶 82 

k-l03 12・13・JSl}土坑|中尉 * e 9“・7・ 2.20 治石{北上1111色) 1点 k 107 ー 82 

k-11).1 2 c J1 -IH~'1 事 e 1.7 0.33 滑石(北上tllJ也) 1.~i. k I()I ー 82 

k-105 2む -*，f; * e 0.!1-3.5 10.21 iIt石(~I:J:III地} 8l(固 35号1:坑合む? k 104 82 

k-l06 2 ( 2 (())~商~ド駒 * e 1.0-1.6 2.1-1 iIt石(北上111地} 9点・35ザ1:坑含む? k 102 82 

k-l07 35ザ1:坑 (Kl 1¥002' 2 c -2・1 01: e 1.1-2.6 13.71 滑石(~I:J:lllj色} 日点 k 116 82 

k-l08 351，<:1:坑 (10 1io03・3層・ (2c -2.1) * e 1.2 0.32 iIt石 (~t上 1111也) 1点 k 117 82 

k-Iω 35サ:1:枕 (K) N(l().¥・ 2む -23 樹齢 c 1.6 0.90 iltu (;1じ1:11/地} Il!. k ，11 82 
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〈石器・石製品)(2S) 

拘 後 ;n構名 地点・層住 欠m 分銅 長さ{包) 制 (ω} I'}:さ (cn) 11(股{耳) 石 賞 備 45' 仮 昏 4f 凶版 写真凶阪

k-110 ぉI}土坑 (K) 1¥005・2e -18 * e 2.5 1.侃 ilHi (北上111地】 Ili. k 118 ー 82 
k-lll :151}土tJ( (K) KIl08・2e -18 * e 1.2 0.30 ilt:li (;11:上1M也} Ili. k 119 ー 82 
k-1I2 :15廿土坑 (K) :¥n09・2e -18 * e 3.0 ，¥.9-1 I i骨ii(;11:上山地} k 120 ー 82 
k-1l3 35号土坑 (K) :¥010・2e -18 * む 仏.75-2.6 6.32 |滑石(北上111地} 7l.{ k 121 ー 回

k-ll.J 35SJ・j;坑 (K) ~all ・ 3 騎・ 2 c -18 * e 1.5 ()，30 滑石(北上111地} k 122 ー 82 
k-1l5 :15IJ:I:坑 (K) ~II ・ 4 明 .2 c -18 * e 1.8 ().~1 滑石(~l:上111地} k 123 ー 82 
k-116 3.-;サ:1:坑 (K) Xol3・2e-2・1 * e 自dE.a， 2.37 滑li(~l:上山地) 1点 k 12.' ー 82 
k-117 :151}・j:坑 (K)目。1.'・2e-2目1 事 e 1.9 1.22 ilHi (;1ヒ上1111&) Jli. k 125 ー 82 
k-1I8 :151}土坑 (K) NCI17・2e -2.' ホ e 仏7-1.7 2.13 iIt行{北上1111也) G l.( h 126 ー 82 
k-1I9 351}土坑 (K)ぬ20・3層・ 2c-23 車 e 三3 28.ω ilt:li (北上1111也) lli k 127 82 
k-l20 3!i号土坑 (K) 1¥a22・2f -.1 車 e 3.6 3.80 治行{北上1111色} lli. k 128 82 
k-121 :師号:1:坑 (K) 1¥02.1・2f -.1 * e :u I 10.74 前lI(北上IIIJ&) 1 }，'t. k 129 ー 82 
k-122 :価l}j;坑 (K) :¥025・2f・4 当解 e 1.2 0.31 前lI(.1ヒ上111地) Ils. k 130 ー 82 
k-l23 35サ土坑 (K) :¥026・2f -.' * e 3.1 1.95 iltli (北上110色} k 131 ー |飽

k-12，1 :15ザ土坑 (K) i¥n2i・2f -.¥ * e 2.9 .1.19 iIt:fi (;lI:.I:IIJJ也} 1 }，'i， k 132 ー 82 
k-125 :15ザ土J.ii: (K) Na28・2f-3 * E 3.7 8.1・1 iIt:fi (;1じ1:111地) JJ: k 133 ー 82 
k-126 2日号土坑 (K)ぬ29・2f -3 $ e 1.6 。ぷ』 |削I(北上111地} k 13-1 82 
k-127 35サ:1:坑 (K)目。30・2f -3 * e 2.3 0.93 滑lI(北上11¥1也} 1li. k 135 ー 82 
k-l28 :15fJ・:1:坑 (K) N日:11・2f -3 牢 e 0.8 0，23 iltii (~l:上 lilJ也} 1 i k 1:16 ー 82 
k-129 :151;'・j:枕 (K) No32・2f -3 キ e 3.1 :1.62 滑lI(;jl:上山地) k 1:17 ー 認

k-l30 おザ土枕 (K) ~o3.1 ・ 2(-3 * e 3.2 .1.15 滑li(;jl:上111地} Il!. k 1泊 ー 82 
k-131 ;渇I}土坑 (K) 1¥0:1.1・2f-3 * e 1.1・1.75 2.62 iltli (北上111地} 2 }.'!. k 139 ー 82 
k-132 :掲I}土坑 (K) :¥0:15・2f -3 * e O.!J・0.95 仏50 t骨lI(北上lilJ也} 2l!. k 1.10 ー 82 
k-l33 :おり・:t坑 (K) :¥036・2f -3 $ e 之6 0.73 t骨lI(;jt上111地} lli. k 1.11 ー 回

k-134 351}:1:坑 (K)目。38・2f -3 * e 1.8 11.71 滑石(;jt上1111也} 1 J，~: k 1，12 ー m 
k-135 :1M土:1;J)L (K) Na3!J・2c -2:1 * e 1.1 0.26 滑li(;11:上lill也} ll，{ k 143 ー 82 
k-136 :おE路5~むp玖J止~.:二:1:坑 (K) Na.IO・2f -3 * e 1.1 0.81 t骨ii(;j!:上山地) Il.{ k )."， ー 83 
k-l37 3.'iI}土坑 (K) 1¥011・3樋・ 2c-23 * e 2.7 :1.27 iIt石(;jt上IIJ地} t.~ k 1.15 ー 8.1 

k-"儲 初ザ土坑 (K) KCl42・3悩'2c-23 * E 3.6 12.55 iIt行(北上IIJ地} III k 146 ー 8.'1 
k-139 :初号土坑 (K) Ka-I3・3財.2 c -22 * む 2.6 I..J!J 滑石(;jl:上110色} k 1.17 思

k -1.10 :151}土坑 (K) :¥0・15・2e -19 当解 e 8.1 .11..13 t借:fi(;jl:上111地} 1点 k 1，18 ー 83 
k -1-11 351}土坑 (1¥) :¥0.17・2c-19 2俳 e 2..1-.1.9 16.07 ift石(北上111地} 2li. k "'9 ー 83 
k-142 :15U'土坑 (K) N，日4!J・2e-J!) * e 7.6 55.72 iftli I:l!:上IIIJ也} 1l.( k ISO ー 8:J 

k -J.J3 1351}土坑 (K) No5{】・ 2e -19 * e 6.-1 51.77 iltli (;jt上111地} Ili. k 15) ー お

k-).I.I 351}土坑 (K) No51・2e -)9 * E 2.8 12..12 ilW (;11:上山地} ] li. k 152 ー 83 
k-).15 :拐ザ土抗 (K) l>~152 ・ 2 c -19 割拠 巴 2.8 3AIl iIt:u (~I:J;IIJJ色} Ili h 15.'1 83 
k-).16 :踊サ土坑 (K) 1¥05:1・2c -19 * e 1.1・3.45I 2..1自 滑:fI(.11:上111地) Il!. k 1501 ー 83 
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〈石器・石製品>(26) 

掲 a 遺構名 地点 '~H主 ~~tn 1分Jii 長さ(Cn) 悩 (cm) りさ (an) 1fCf正(g) 石 質 備 与・ ul 骨サ 凶即i 写真阿版

k-147 35サ:1:坑 (K) 1¥05-1・2c -19 * c 1.. 2.03 li!t訂{北上山地】 ] .I~!. k 155 ー 83 

k-l.18 35号土坑 (K) 1¥055・2c -19 * e 2.05 • 2.15 5.71 liff行 (.(t上111地} 12点 k 1部 ー お

k-l'19 35号土坑 (K)胸部・ 2c -22 * c 3.1 13.63 iff1i Ut上1111色} 1 ... '[. k 157 ー 83 

k-l50 35-1}土筑 (K) N057・2c -22 * e 1.7-3.0 9.39 滑石(北上IIIJ也} 2lf. k 158 83 

k-151 35ザ土.tJt (K)肢159・2c -19 * む 1.1-1.7 0.88 滑石 (~t上111結} 空・li.. k 159 83 

k-152 35号土抗 (K) Naω ・2c -19 * e 1.8-2.0 3.36 t骨r. (~t上111地} 2/i. k 1ω 8.1 

k-l53 :15!)・土坑 (K) Na61・2c -19 * む 0.9-3.651 7.40 ilHi(北上111地} r.l!. k 161 8.1 

k-I5-1 :15号土坑 (K) Na63・2c -19 牢 e 0.9-1.25 臥43 t骨折(~I:上111 Jt!!) 2 ... '!. k 162 83 

k-1五53532土坑 (10 泌&1・2c -19 寧 e 33 1.57 滑liut上山地} Ilf. k 16.1 ー 83 

k-l5G 35U-土坑 (K) Xo65・2c -19 申 e 01i.'J itHi (~tJ:11I地} 1 ... 'f. k 1&1 ー お

k-157 35廿土坑 (K) X067・2c -2-1 * e 0.9-2..15 .1.18 i!tli (北上111地) Illf. k 165 ー 広3

k-l58 :15サ土坑 (K) lio6!1・2c -2.1 本 む 0.!1-1.05 035 前li(北上111地} 2 )，I}: k 166 別

k-159 :15サ土坑 (K) li，由，71'2 c -18 * c 3.8 之宮2 滑r. (~t上 11IJt!!) lI.f. k 1 167 お

k-Iω 3.:;1)・:1:坑 (K) 1¥072・2f -.. * c 8.65 ifflI (~t上 IIIJ邑} 1 l.( k 168 1 8.1 

k-161 3M;・:1:坑 (K) 1¥075・2c -23 * 
。 5.0 32.43 ilt1i (~t上IiIJ也} Il.( k 169 ー 畠3

k-162 3S-S;'・土坑 (K) 1¥076・2c-23 * U 2.25-2お 0¥.23 ilt1i (~t上山地} 1li. k ー 83 

k-l63 35S}:1:坑 (K) 1¥077' 2 c -23 * e 5.9 1.1.27 i!tli UI:上山地〉 Il.( k ー |ぉ

k-I6-1 351}土坑 2 c -13 * e 1.1-1.7 ¥..11 滑li(~I:J:III H!) 3l.( k 110 ー

k-l65 :i51}土筑 2c-J!1 * e 2.05 前li (~I:.I:1111血} Il( k 31 

k-l66 ぉsf土坑 2 c -I!I 申 e 0 .• 15-73 158.97 滑行(~ヒ.1:1111也} 53":1. k 115 83 

k-167 おザ土坑 2c-2J * e 01)-2.1 3.56 iff行はじ1:111地} 8li. k 1Il 8:J 

k-I(J8 :151)-土坑 2 c -2.1 * U 0.8-1.9 2瓜5 in行(北上111地) alf. k 112 8:1 

k-U泊 おりに1:坑 2 f -3 * む 0.95-2.6 8.17 ilt1i (~I:上IIIJ也} !ll!. k 1I:J ー 83 

k-170 35.1]-土坑 2 f -.， * e 0.7-2.・15 10.瓜 inli (北上111Jt!!) 15ll. k JJ.I ー 83 

k-171 35l}土坑 -f，昌 寧 e 0.8-2..・15 0¥38 in1i (北上山地} 1.llf. k 103 ー 関

k-1i2 1>276 -f，ll * e 2.6 3 .. 14 in-!i (，，(1:上山地} k 108 ー 83 

k-J73 1>276 'l，~ * c 1 ，)_.).) 4.86 inliはじ1:111地} :I ... '!. k 109 83 

k -Ji.1 :1 c・4d 一話 * e :u .1.ω I inlI (~t上111地} 1点。 35号:1:坑合t，.? k 8.1 

1-01 .181)土坑 3騎 * * (3.17) I 15.7 12.7 10.2 |デサイト{奥羽111尿} 訂作 7 9-1 8-1 
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1-03 鈴 1;':1:坑 5尉より下 掌 事 (2-1.2) 8.6 6..s 2.65 デサイト(拠*1111限) 5 9-1 制

m-I ] s;-住居 決'il!土肘 I二I~ * 干i.fU察 .1.2 4.1 2.5 .12.70 援JKむ{拠:J:J山肱} m 9 8-¥ 
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Hr.i 分析ー 策定

大"，川泣制;のテフラ分析

バ リノ サーヴ 1 イ株式会社

は じめに

('} T'山"刺rliに1訂作する kclr川遺跡は 止1"，111J臨 Ihl'~ ，~&を"'れる 化! 川叫 Jヒi定である (Jt f'.JlINi止の段正 l

に位同する 今川町発掘凋'Ir.では 縄文時代州問l後処~中期初H.'Hを111，しと Fる耳Ho昨が健4されている 検

出された lな泊怖は 暗証i¥:f川町跡や I"，M:および焼 I:itll再会どであり これら的遺構からは蝿文 1加やイI叫が

多:誌に/111している また。治行制喰飾Hのぷ製品がつの遣怖からまと Iって111Iしており .. i't {(な資料

とLてil'ltされている

今川町分析調1i:では 党側調査の陪に遣術的JlI¥WI:!f'に』められた火山以 (テフラ)と考えられるJIU荷物

仁ついて その昨刷物的n~入金 '91 句かに L テフラであれば、その給源と吋¥111年代的特定金iiう よれによ

り 、 泊 1情的句 Itに I~わる 'Ié刊の竹成士 11 (，内とするもの Cある

l 試科

.t llは‘純kll.~ft州間後車とされる加ザ I:JiI.的 J'n !.1 I.JjIにプロ pク状的JIII荷物として:>;まれていた品尚也

を!立するンルト町砂である 会お 泊怖の立地するD::li:l<桝の I~ J良肘は 後世の水 I II I~作叫に削ドされてお

り 、 試料と )，;J 憾のJ1t1荷物は泊情川聞の f :Jff~~íql に [j ，í2め bれてい公い

Z 叶OUiiJ，
式科*，'120gを品娃皿に取り、水を加え泥水に Lた状盟で飽音波洗i'(t琵世により粒 fをう'fn'{L. I理みをjjt

L去る この持n を繰り j包サことにより i~} られた砂分会批燥させた後、 X IHIi I酎晶 卜 にて岡野する 制限は

テフラの-1'¥'[物町であるスコリア 火山ガラス 判れを.t.， ~l とし.そのね"をや{~ fj情的多少全定判的い訓べ

るa火山ガラスiよついては その形担!によりパプル明と '1 '問剤 、 +t.l i ~~に分矧する 作則的能思!よ r、プル

担は必r---I!似4えあるいは也のつd'I [ {をなす部分である Y下4えの尚まりを持つもの 中間期はN.lIuに武也の少

ない1'/ 下 l '似 ~kあるいは塊机のむの 悦(，積は}<.uliに小坑也を •. 11:'，:(，"に多 く けつ掬~kおよび坑也同日〈延びた

制緩t地!.1えのものとする

また砕刷物中に火山ガラスがffまれる場合は 火11111ラスの刷折情的制出を行い‘テフラの川正金より舵

主ならのとする 州414 J， z事(J開5) の ~1 !\JO '1 を {削 11 した沿間宮化;1、を J !J ~ 、た。

3 私，';!I~ 

E理伎の砂分l立 、 細粒の火山ガラスにより I~'正される 火山ガラスは l 無色追ゆi

であり .!tイ:叫が多〈 、少1，¥のパプル則が拠白する 火 111 ガラスの1!l ! ~1件t剛志鮎 !l}

を同 1Iこ4寸 レノジは、 111.5]IJ-1.51'1を，j"-し そードは 111.51:!-1.5J:1である

'1. >)，駁

，Äflljl に必められた火山ガラス li. 形控必よぴ1，t! Jli中と ~(.ltJ也)j lニ J;けるテフラ

211ー
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の産状(例えば、町田ほか 0981; 1984)、Araiet al. (1986)、町田・新井(1992) など)および本遺跡の地

環的位置から、 十和田カルデラを給源とする十羽l問中掠テフラ (T0 ・cu : Hayakawa. 1985) に由来する

と考えられるの To-C u の噴出~I'.代は、約5500if.・ IlíI頃とされ、*北地方における縄文時代中}聞の指標とされ

ている(福山. 1986)。また、その分;(Ii抽は南東方向にあるとされ、給il明から200km以上述1jの気仙泊付近で

も確認されている(町岡ほか. 19剖)。

なお、 Ii1Jじ1-和問カルデラを給源とし、分布紬も I相方にあり、やはり東北地方一併で分布が確認されてい

る，.和田 aテフラ (T()・ a 町川ほか. 198}) というテフラがある o '1' ()・ aの噴出{I'.代は、平安l時代の

A.D.915年とされており(早川・小111. 1998)、'1'0・Cuの噴出年代とは4αm年以上の聞きがある。また、給

源より遠隔地においては、 To・aもT o・C uと鎖似した綱粒の火山ガラスからなるが、'1'0・aの火山ガラ

スの!日l折中は n1.496-1.504 (町IH・新井. 1992)であり、両お・lま1m折中により明瞭に区別できる。

ここで、遺構覆土中にテフラが合まれていた場合の、テフラの年代と遺構の11'.代との関係について考・えて

みたい。まず、遺構が廃棄された後の埋積時にテフラが降下堆積し、そのまま棋土中にテフラ層として保存

されたという場合、当然のことながら、追櫛の構築年代はテフラの降下堆積年代よりも以前である。次に、

遺僻廃棄後の蝿積時に、遺構周聞の土壊が風化による崩壊や降雨などの一時的な流水により遺柵内に流れ込

んだという場合。この際に遺構岡聞の土壊層中にテフラ府が地積していれば、テフラも同時に遺構内に流れ

込むことになる。この場合は、遺構の構築年代とテフラの降下堆積年代との関係は一定ではない。すなわち、

遺構構築時にすでに:1:邸周 ~IIにテフラがjft梢していても、迫柵構築後にテフラが陣ド堆積しでも、*fi巣とし

て砲土中に合まれる状況にはなるからである。なお、遺構構築後にテフラが陣ドすれば、遺構内に降下時の

1佐楠物が形成されるので、後から流れ込んだものとの区別が可能とも考えられるが、遺構がi梓などの場合に

は、遺構構築後にテフラが降下しでも遺構内には残らない可能性も高い。いずれにしても、その場所のテフ

ラの降!ポ崩舶を合めたJ:柄の層序とi世榔の検11¥1偏との肘{夜間係や、砲土内におけるテフラの序:状により、検

出されたテフラと遺構との年代の前後関係は異なる。

今阿は、遺構捜土より縄文時代中}聞を噴出年代とする To・Cuを検111したが、遺構の構築年代と To-C u 

の明tn11'.代との前後間係については、遺跡周辺域における土府中のテフラの産状を確認した上で検討する必

製がある。例えば、周辺城において段陀の 1:嶋肘中にTo・Cuは合まれるもののそれがプロック状のjlH.貨物

となっている状況が全く認められないようであれば、今阿検出された To・Cuのプロックは、周囲の土壊か

ら流れ込んだものではなく、土坑I則氏時に降ドjft輸したものすなわち、遺構のtrq築はTo-C uの降灰以前と

いうことになる。今後の刷辺域における調ムff.*例を侍ちたい。
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早川山紀k 小山尚人(J併記8)I.J本泌をは怠ん，('10世紀に"'次いでgζリん つの"<0火の年JlJ!-t 自1 "，湖と ~I扇山 火

111. 13. p. 103 -107 

町111 il 析JtI，j人(J償問火山..アトラλ 276"..岐点人予111限会

買JlII if 街JI-I，1)ミ I'~脇仏(帥m Il.j.:泌を波。てさた Tフラ H7'. 51 仏革lヨ"
')川汀 街JtfjJJ、 修19.J;;と小川静夫 ~jJni'i tl !l創 J テフラと II+:~占争ー母，'i?-研究と間速するテヲラのカタロ

グ i!fjl1t{(統制 r，1;文化UII:'I刷る似削仲と人文 nrti 11-'(: J ρ附叫

図師 1 火山ガラス

1. To-Cuの火山ガラス 50号土11< 火山田サンプル

().，i閣
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写真図随 1 遺跡遇畢
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i軍筋金憲 {実上から)

調査前風俄 {東か勺)

写奥図胆2 間査匡全畢閤査前風景

218 
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4貸出 (4-7号!主居給付近東から)

人K本陶1管 01[1;ρ o，
写A国阻 3 白川脱出 基本局序
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全景(耐から)

断而(南東かう) 炉路全策 (束。ら)

炉断面 ("かり) 伊体土椅 (R怖から)

写真図版 4 号世居跡
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『

会最 "析から}

' 

断面 (聞から)

日劫略家Fー担

‘ 

言、 u・e

伊全規 (埼tfl'ら) 滑石制重飾具出土状況 (函か，，)

写誕園田 5 2号住居跡
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全集 ，，.寅から)

扇面"頁かう 広戸全集 (陶fl'?】

ìJII Ultil土"混 (北東かり"物幽土 (鴻右側量鈎~ . ..から )

写真図版 6 3号住居跡

9押ー



全集 (所iJo:!J¥ぅ)

全豪 (38号娩土)(南東かり 33-35号段土 (北京から)

25号鋭ゴヒ (r析から 26号倹土 (所"から)

写真図版 7 4-7号住居跡
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5 d . 4 d付近"析かり)

ift1初出土状況 (附から) 問左 {商"り)

断面 (南西伊 ら) 同左 "町東かり)

写奥図版 8 5 dグリ γ ド問辺
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111け 漬物出土4末現 (所から)

3 9周辺湿初出土状況 (液かり}

写真図服 9 2 f • 3 gグリッド問辺

225 



2 f (3)付近遺物出土状況(所かう)

， 
命、ぬ、

2 f (3)付近週"と白土状況 {南東から) 2 f (2) (3)断面 (函か ;)

2 f (2) (3)断面 "柄。;)

写l<I図版10 2 fグリ γ ド朗辺

226 



駁震鼠画運摺j

"付近全景 {商かり)

向上金策 (間酋かう〉

写真図版11 AI&南酉部

227 



1号銚土 (耐から} 2'号..土(1，日開かり)

3 ，号銃土 i南から) 5号鋭土(枇から)

6号扱土 (m使から) 7号..土 (北東か G)

怒号訴一
8号娩 ，(刊号かG) 9 • 10'時娩土

写真国版12 炉跡 ・焼土遺怖 い)
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"号娩土 (聞から)

¥3' 14号銚土 (南西から)

16' 17母娘土付tか ;)

19(}tl史土 (耐から)

写3奪回阻13 炉跡鋭土iII禍 (2 ) 
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12rttJl:土 (商から}

"号銭土 (耐から)

"号，.土"更かb

20尽悦コt(耐から)



れ号銚土 (聞から)

22号彼土(函から)

30号銚土 {商".'ら}

写真図阻14 炉跡悼土遺州 (3)

2却

"奇抜土 {枇泊。ら}

23号娩土 (函か勺}

32号妓土 {商かり}

こJ

• 弘、 a

':>'; ，.:'再，

'Y"c 



4晶

d 

"事土杭全策 (否から) 問左断面 (日間から}

2母土f完全策(酉から) 同左断函{問1J"~ )

ァ;胃

3~土成金. (商置から} 悶左原宿 {函sゅう}

岡上銚土，jlHl(函かり} 4号土t正俊土彼自 (ftj1>'ら)

写真図阻15 土筑 (1 ) 
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， 

、
y 

『

(耐函かり)

5号土i完全景{商かち)

き馬
『起

予き量含凶ご

同上断爾 {商か勺}

7毎土2完全般 {掛から)

写真図版16 土筑 (2 ) 

2す2

同在断而 (丙1かう)

、マ

， 

同左続土繍凶 (百かり)

司肱
白戸

6号土成全農 〈北から〉

同左断固 (酋から)

J 

i 
， 



8毎土j完全景"腕かり)

"号土f完全録 (枇から)

12' 13' 16-1t土坑全最(南西から)

V 議， ば、Ltで

13号土抗断面 {日腕かう)

写真図版17 土抗日)
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9骨二iニ2え企策(南東から)

向左断面 {扇かり}

124ま土統断面(;絹かり)

"時土抗舗郎 (斑か.)



，，"土筑会鯵(疎かり}

"寄土抗全般 {商から〉

， f 

v 

"号土2完全・ ( ~tIか り }

F 

向上凋物凶土 (驚かり}

f 
s ' 

写真図阻 .8 土抗 (， ) 
231ー

問左断間(到聴か。)

向左断面 {掛から}

‘ 

~:t.日

同左扇面'"聞か勺}

'ち

"号土..断面 (耐泊、ら)



~. 

v 

会、

法'‘巴 、 町、

四号土筑Il，¥ifii(西か.)

-、

22号土統金.Utか.)

23号土ほ全策 (W.h'ら}

"号土筑会僚 {酉かり}

h 

<~ 

G金

写真因胆19 土筑 (5 ) 

23:=i 

21舟j:1J¥:断聞 (刊号から)

同左断面 (函かり}

同窓怖筒"I!から)

同容断0;(抜かり}



25 . 26.f}土坑金摂{箇かり) 悶左断面 (附かり)

』プム マ 舟ZJi:議
一'

28号土t完全策(北函fJ'';') 同左断面 (酉かり)

町‘

29号土t完全般 (酋から) 悶在阪箇 (班から)

30号土低金最'"前夜かり) 同左i宣物出土状況(耐函かう}

写現図版20 土筑 (6 ) 
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，-; 
J 

30号土IIiIDi箇 (北西かり)

32号土坑断面 (函か ら)

33号土成金策 (箇f.I''E>)

"号土筑全策 (所かり)

V句、A

ir. 

.""' ."、
\.，~ 

写真田阪21 土成 (7)
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一

可{土器
， 

以

32号土t完全策 (南東，.ら〉

--.. 

同左(所かり)

悶左断面(耐f.I';;')

¥ 
品、

同左断面(函から}

、文

¥ 
¥ 



351}土筑滑石"霊飾奥山土状況 (聞かう) 岡友 (近景)(耐から)

_..---~~........~ . 

、--
~--

可

同上土器出土状況 (南東から) 同左断面 (南東かり)

/ 

(~ 

36号土続全景 (函 IJ"~ ) 37号土筑全集(薪f)"~ ) 

37号土焼断面 (聞かり) 間"底面渇 o聴から}

写真図版22 土 成 (8) 
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ら

"，季土筑全景 (枇から)

、. 
岡上陸自函 (~t fJ\ら )

39号ニ土日27号続コヒ断面 (東n、ら)

"毎土成金最 (1針かう)

悶左娩土Ulli!(i!!iかり〉

39.40号土』完全策 (高から)

"号土筑2B号娩土断面 (西かり)

"号土1k.29号..土断面 {筒庁ら)

写真白血23 土坑 (9 ) 

之ボ)



同左断面 (所かり)

"号土民会最 (商から) 同左街笛 (目前から)

• 
司ι

ム，

ヘ

民
"号全2え全集 {北東かり) 伺左断面 {北東かう)

"号土t完全集 (概濃から} 同左断尚 (東から)

写呉国師24 土筑 (10)
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"号土抗漬物出土状況'"阿賀かり}

"号土f完全景(目前から)

48吟土統金規(商'"から)

'19号土杭全景 {商か;)

写真図版25 土坑 (11)

2，11 

"号土統全. ( ~tかり }

同左断面 (商函から}

同左断簡 (~t か;)

32. <17-49号土抗全焼 (問実rら}



50.54毎土は全策 (耐かり}

日 52号土筑全策 (刊町西かり)

"，き土成 31吟娘土 {耐酉かり}

写真図版26 之抗 (12)

~.I~ー

悶在断面 (北西から)

同友断面 (剛被かう}

5'"土焼 {聞から)



" 
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